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第１章  道路台帳について  
 

 

 

  

 

 

 

 

昭和５９年１月に「道路台帳作成要領（案）」（以下「要領」という。）が作成さ

れてから３０年近くの歳月が経過し、道路台帳作成の根幹をなす測量に関する規程の

大幅な改正により、近年の一般的な作業方法と、現存の要領に隔たりが生じることと

なっている。そこで、現状の作業手法に沿った諸規程の採用と、運用基準を定め、こ

れらの諸問題を解決する取り組みを行うこととなった。 

 

 

 

 

道路管理者が道路管理事務を円滑に遂行するためには、道路の区域の境界線、道路の

施設の現況、占用物件、沿道の状況等管理の基礎的事項の把握が不可欠である。また、

道路に接する沿道私人のためにも、道路法が及ぶ領域を常に明確にしておく必要があ

る。 

道路台帳は、道路法第２８条及び同法施行規則第４条の２の規定により、路線の認定

（指定）及び道路の区域の決定（変更）の公示、供用開始の公示に基づき道路台帳の調

製、保管を行うこととしている。 

道路台帳は、地方交付税算定の基礎資料として使用することとされている。具体的に

は地方交付税法第十二条で、基準財政需要額の二、土木費１、道路橋りょう費の測定単

位である道路の面積（経常経費）と延長（投資的経費）の数値は道路台帳によることと

されている。道路台帳の数値を基礎として、各市町村の道路維持に係る費用・道路改築

に係る費用等を算出し、交付税額の算定が行われている。そのため、道路台帳が未整備

であることは、交付税算定に当たり基準財政需要額が減少し、結果的に該当自治体の地

方交付税額の減少を招く。道路橋りょう費の交付税額全体に占める割合は大きく、道路

台帳未整備が自治体財政に与える影響は大きい。 

この要領は、道路法（昭和２７年法律第１８０号）第２８条及び、道路法施行規則（昭

和２７年建設省令第２５号）第４条の２に基づき、道路台帳の調製に関し、必要な事項

を定めるものとする。 

 

 

 

 

昭和５２年１２月 埼玉県道路台帳整備要綱 

昭和５４年１０月 道路台帳作成要領 

昭和５８年 ６月 道路台帳整備の基本方針について 

昭和５９年 １月 道路台帳作成要領（案） 

平成２４年 ４月 埼玉県道路台帳作成要領 

平成２６年１０月 埼玉県道路台帳作成要領（案）（試行運用） 
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1-1-3 道路台帳整備に係る要領の遍歴 
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道路法 （昭和二十七年六月十日法律第百八十号） 

 

（道路台帳） 

 

第二十八条   道路管理者は、その管理する道路台帳（以下本条において「道路

台帳」という。）を調製し、これを保管しなければならない。 

2  道路台帳の記載事項その他その調製及び保管に関し必要な事項

は、国土交通省令で定める。 

3  道路管理者は、道路台帳の閲覧を求められた場合においては、こ

れを拒むことができない。 

 

 

道路法施行規則（昭和二十七年八月一日建設省令第二十五号） 

 

（道路台帳） 

 

第四条の二   道路台帳は、調書及び図面をもって組成するものとする。 

2  調書及び図面は、路線ごとに調製するものとする。 

3  調書には、道路につき、少なくとも次ぎに掲げる事項を記載する

ものとし、その様式は、別記様式第四とする。 

一 道路の種類 

二 路線名 

三 路線の指定又は認定の年月日 

四 路線の起点及び終点 

五 路線の主要な経過地 

六 供用開始の区間及び年月日 

七 路線（その管理に係わる部分に限る。）の延長及びその内訳 

八 道路の敷地の面積及びその内訳 

九 最小車道幅員、最小曲線半径及び最急縦断勾配 

十 鉄道又は新設軌道との交差の数、方式及び構造 

十一 有料の道路の区間、延長及びその内訳（自動車駐車場にあっ

ては位置、規模及び構造）並びに料金徴収期間 

十二 道路と効用を兼ねる主要な他の工作物の概要 

十三 軌道その他主要な占用物件の概要 

十四  道路一体建物の概要 

十五  協定利便施設の概要 

 

 

4 図面は、道路につき、少なくとも次に掲げる事項を、付近の地形

及び方位を表示した縮尺千分の一以上の平面図（法第四十七条の六

の規定により道路の区域を立体的区域とする場合は、平面図、縦断

図及び横断定規図）に記載して調製するものとする。  

一 道路の区域の境界線 

二 市町村、大字及び字の名称及び境界線 

三 車道の幅員が○．五メートル以上変化する箇所ごとにおける

当該箇所の車道の幅員 

 

1-1-4 根拠法規抜粋 
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四 曲線半径（三十メートル以上のものを除く。） 

五 縦断勾配（八パーセント未満のものを除く。） 

六 路面の種類 

七 トンネル、橋及び渡船施設並びにこれらの名称 

八 自動車交通不能区間（幅員、曲線半径、勾配その他の道路の

状況により最大積載量四トンの貨物自動車が通行することが

できない区間をいう。） 

九 道路元標その他主要な道路の附属物 

十 道路の敷地の国有、地方公共団体有又は民有の別及び民有地

の地番 

十一 道路と効用を兼ねる主要な他の工作物 

十二 交差し、若しくは接続する道路又は重複する道路並びにこれ

らの主要なものの種類及び路線名 

十三 交差する鉄道又は新設軌道及びこれらの名称 

十四 軌道その他主要な占用物件  

十五 道路一体建物 

十六 協定利便施設 

十七 調製の年月日 

 

5 調書及び図面は、その記載事項に変更があったときは、すみやか

に、これを訂正しなければならない。 

 

6  道路台帳は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に掲げる場

所において保管するものとする。ただし、道の区域内の道路に係る

道路台帳のうち、国道に係わるもの及び令第三十二条第一項に規定

する開発道路で国土交通大臣が維持を行うものに係るものは、北海

道開発局の事務所において保管するものとする。 

 

一 高速自動車国道に係わる道路台帳 

国土交通省の事務所 

二 国道に係わる道路台帳  

指定区間内の国道に係わるものは関東地方整備局の事務所、

指定区間外の国道に係わるものは関係都道府県（法第十七条第

一項の規定により指定市の長が国道の管理を行う場合又は同条

第二項の規定により指定市以外の市の長が国道の管理を行う場

合にあっては、当該指定市又は指定市以外の市）の事務所  

三 都道府県道に係る道路台帳 

                          関係都道府県（法第十七条第一項の規定により指定市の長が

都道府県道を管理する場合、同条第二項の規定により指定市以

外の市が都道府県道を管理する場合又は同条第三項の規定によ

り町村が都道府県道を管理する場合にあっては、当該指定市、

指定市以外の市又は町村）の事務所 

四 市町村道に係る道路台帳 

                          関係市町村の事務所   
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地方交付税法（昭和二十五年五月三十日法律第二百十一号） 

 

（道路台帳） 

 

第十二条   地方行政に要する経費のうち各地方団体の財政需要を合理的に測定す

るために経費の種類を区分してその額を算定するもの（次項において「個

別算定経費」という。）の測定単位は、地方団体の種類ごとに次の表の

経費の種類の欄に掲げる経費について、それぞれその測定単位の欄に定

めるものとする。 

 

一部抜粋 

道府県 二 土木費 

 

1 道路橋りょう費  

 

測定単位の種類     測定単位の数値の算定の基礎 

 

  道路の面積   道路法（昭和二十七年法律第百八十号）第二十八条に規

定する道路台帳（以下「道路台帳」という。）に記載され

ている道路で当該地方団体が管理するものの面積 

             道路の延長   道路台帳に記載されている道路で当該地方団体が管理

するものの延長 
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1-2  作業工程  

1-2-1 作業工程 



概 要 

 - 6 -

 
  

・土地立ち入り通知書

道路台帳新規作成等民地に入る場合

・平均図の承認

（第7章　様式3-2） （第2章2-1　基準点測量）

（第7章　様式1-1，-2，-4）

（第2章2-1　基準点測量）

（第7章　様式1-3）

・境界線又は区域線の仮図面による協議

・立会い計画

（第2章2-2　地形測量）

・境界立会い依頼書発送

（第2章2-3　境界測量）

（第7章　様式1-6，-7，-8）

（第2章　2-3　境界測量）

（第7章　様式2-1，-2）

（第2章　2-3　境界測量） （第3章　道路台帳平面図）

（第7章　様式2-5，-6）

（第5章5-3　道路台帳測定基図）

エラーの改善

（第4章　道路敷地図）

・立会い確認書提出

・立会い確認書・敷地図コピー添付（土地所有者分発送）

（第6章6-4　道路台帳図チェックシステム）

※数値地形図の論理点検は、「黄網掛」図面を対象とする。

（第6章　電子納品）

・告示資料、補正数量表

　（第5章5-3　道路台帳測定基図）

　（第5章5-4　データシート作成） エラーの改善

・各種資料提出の段階で監督員と協議確認を行う。

・各種資料提出の段階で監督員と協議確認を行う。

　（第7章7-4-3　様式リスト）

（第6章　電子納品）

納　　品 電子媒体の作成

データの点検

測定基図出力
更新システム

各種資料提出 集計システム
県庁図面綴り

差し替え

各種資料提出 帳票システム

検　　査 調書一式
測定基図差し替
え前図面一式

データパンチ入力

数値地形図
の論理点検

検　　査

納　　品 電子媒体の作成

計画機関（道路環境課） 作業機関　2

監督員協議 資料収集

道路台帳測定基図

延長面積計測

マスタデータ作成

所長の決栽

地形測量
仮杭設置

所長の決栽
境界測量

現地境界立会

境界標設置 道路現況平面図

地点標設置 道路台帳平面図

境界点間測量 道路台帳測定基図

道路敷地図

踏査・選点

監督員協議

計画機関（各県土整備事務所） 　作業機関　1

計画準備

所長の決栽

資料収集

監督員承認

法務局調査 1～3級基準点測量

公図連続図 4級基準点測量
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種   類 名    称 摘    要 

図面 位置図  

 道路現況平面図  

 道路台帳平面図  

 道路台帳測定基図  

 道路敷地図  

 公図連続図  

調書 道路台帳 様式 調－１ 

 実延長調書（Ⅰ・Ⅱ） 様式 調－２ 

 橋調書 様式 調－３ 

 トンネル調書 様式 調－４ 

 鉄道等との交差調書 様式 調－５ 

調書 第 1号様式（総括）  

 第 2 号様式（独立専用自歩道）  

 第 3 号様式（部分自歩道）  

 第 4 号様式（有料道路）  

 第 5-1 号様式(橋梁(橋長 15ｍ以上))  

 第 5-2 号様式(橋梁(橋長 2ｍ以上 15ｍ未満)  

 第 6 号様式（トンネル）  

 第 7 号様式（踏切道） 

第 8号様式（1.5 車線的道路） 

 

管理資料（１） 【道路台帳図閲覧簿】 

（A3 横 2 枚の大きさ） 

 

 ・道路台帳平面図出力図  

 ・道路敷地図出力図  

 ・公図連続図出力図  

 【道路台帳調書等閲覧簿】（A3 横）  

 ・境界標調書 様式２－１ 

 ・境界標設置調書 様式２－２ 

 ・土地所有者一覧表 様式２－３ 

 ・特記事項調書 様式２－４ 

 ・地点標台帳 様式２－５ 

 ・地点標調書 様式２－６ 

 ・境界承諾不調調書 様式２－７ 

 ・3 級基準点成果表 様式１－２ 

 ・3 級基準点計算書  

 ・4 級基準点成果表 様式１－３ 

 ・4 級基準点計算書  

 ・境界点計算書  

 【道路境界承諾書綴り】（A4 縦）  

 ・道路境界確認書（土地所有者分） 様式１－７ 

 ・委任状 様式１－８ 

管理資料（２） 【測量成果簿】（電子記録媒体含む）  

 ・補正前補正後の綴り（A3 横）  

 ・補正箇所総括表 様式３－５ 

 ・測定基図出力図（補正前後）  

1-2-2 組  成 

道路法に定め

られた調書 

道路施設現況

調査要項に定

められた調書 
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第２章   測    量  
 

 

 

 

 

 

 

    この測量は道路台帳において道路現況平面図の作成及び境界点測量の精度、工程等に対し

て大きな影響を及ぼすものであり、また、その成果をもって各種道路事業に供するための基

礎となる重要な基準点の位置を定める作業であり、１級基準点測量により設置される基準点

を１級基準点、２級基準点測量により設置される基準点を２級基準点、３級基準点測量によ

り設置される基準点を３級基準点、４級基準点測量により設置される基準点を４級基準点と

し、既知点の種類、既知点間の距離及び新点間の距離に応じて、各基準点を設置するものと

する。 

   

   （１）ＧＮＳＳとは、人工衛星からの信号を用いて位置を決定する衛星測位システムの総称

で、ＧＰＳ、ＧＬＯＮＡＳＳ、Ｇａｌｉｌｅｏ及び準天頂衛星システム等の衛星測位シ

ステムがある。ＧＮＳＳ測量においては、ＧＰＳ、ＧＬＯＮＡＳＳ及び準天頂衛星シス

テムを適用する。なお、準天頂衛星システムは、ＧＰＳと同等のものとして扱うことが

できる。 

 

 

  

 

 

    基準点測量の各区分における既知点の種類、既知点間の距離及び新点間の距離は、次表を

標準とする。  

 

区分 

項目 
１級基準点測量 ２級基準点測量 ３級基準点測量 ４級基準点測量

既知点の種類 

電子基準点 

一～四等三角点

１級基準点 

電子基準点 

一～四等三角点

１～２級基準点

電子基準点 

一～四等三角点 

１～２級基準点 

電子基準点 

一～四等三角点

１～３級基準点

既知点間の距離（ｍ） ４,０００ ２,０００ １,５００ ５００ 

新点間の距離（ｍ） １,０００ ５００ ２００ ５０ 

 

（１） 前項の区分によらず、基本測量又は公共測量により設置した既知点を用いる場合は、

当該既知点がどの区分に該当するかを特定の上、前項の基準に従い既知点として使用す

ることができる。 

 

（２）１級基準点測量及び２級基準点測量においては、既知点を電子基準点のみとすること

ができる。この場合、既知点間の距離の制限は適用しない。ただし、既知点とする電子

基準点は、作業地域に最も近い２点以上を使用するものとする。 

 

（３）３級基準点測量及び４級基準点測量における既知点は、厳密網平均計算及び厳密高低

網平均計算又は三次元網平均計算により設置された同級の基準点を既知点とすること

ができる。ただし、この場合においては、使用する既知点の２分の１以下とする。 

2-1  基準点測量  

2-1-1 目 的 

2-1-2 既知点の種類等 
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基準点測量は、次の方式を標準とする。 

 

（１）１級基準点測量及び２級基準点測量は、原則として、結合多角方式により行うものと

する。 

 

（２）３級基準点測量及び４級基準点測量は、結合多角方式又は単路線方式により行うもの

とする。 

 

（３）結合多角方式の作業方法は、次表を標準とする。 

 

 

区分 

項目 
１級基準点測量 ２級基準点測量 ３級基準点測量 ４級基準点測量

結 

合 

多 

角 

方 

式 

1 個の多角網に 

おける既知点数 

   新点数 

2＋    以上（端数切上げ）

    5  

3 点以上 

ただし、電子基

準点のみを既知

点とする場合は

この限りではな

い。 

― ― ― 

単位多角形の辺数 10 辺以下 12 辺以下 ― ― 

路 線 の 辺 数 

5 辺以下 6 辺以下 

7 辺以下 10 辺以下 
伐採樹木及び地形の状況等によっ

ては、計画機関の承認を得て辺数を

増やすことができる。 

節 点 間 の 距 離 250ｍ以上 150ｍ以上 70ｍ以上 20ｍ以上 

路 線 長 

3km 以下 2km 以下 

1km 以下 500ｍ以下 

ＧＮＳＳ測量機を使用する場合は

５km 以下とする。 

ただし、電子基

準点のみを既知

点とする場合は

この限りではな

い。 

― 

偏心距離の制限 
S／e ≧ ６ 

S：測点間距離  e：偏心距離 

路 線 図 形 

多角網の外周路線に属する新点は、

外周路線に属する隣接既知点を結

ぶ直線から外側 40°以下の地域内

に選点するものとし、路線の中の夾

角は 60°以上とする。ただし、地

形の状況によりやむを得ないとき

は、この限りではない。 

同  左 

50°以下 

 

同  左 

60°以上 

平 均 次 数 ― ― 
簡易水平網平均計算を行う場合は

平均次数を２次までとする。 

2-1-3 基準点測量の方式 
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備    考 

１．「路線」とは、既知点から他の既知点まで、既知点から交点まで、又

は交点から他の交点までをいう。 

２．「単位多角形」とは、路線によって多角形が形成され、その内部に路

線をもたない多角形をいう。 

３．３～４級基準点測量においては、条件式による簡易網平均計算を行う

場合は、方向角の取付を行うものとする。 

 

 

（４）単路線方式の作業方法は、次表を標準とする。 

 

区 分 

項 目 

１級基準点測量

※ 

２級基準点測量

※ 
３級基準点測量 ４級基準点測量

単 

路 

線 

方 

式 

方 向 角 の 取 付 
既知点の１点以上において方向角の取付を行う。ただし、ＧＮＳＳ測量

機を使用する場合は、方向角の取付は省略する。 

路 線 の 辺 数 7 辺以下 8 辺以下 10 辺以下 15 辺以下 

新 点 の 数 2 点以下 3 点以下 ― ― 

路 線 長 5km 以下 3km 以下 1.5km 以下 700ｍ以下 

路 線 図 形 

新点は、両既知点を結ぶ直線から両

側 40°以下の地域内に選点するも

のとし、路線の中の夾角は 60°以

上とする。ただし、地形の状況によ

りやむを得ないときは、この限りで

はない。 

同  左 

50°以下 

 

同  左 

60°以上 

準 用 規 定 

節点間の距離、偏心距離の制限、平均次数、路線の辺数制限緩和及びＧ

ＮＳＳ測量機を使用する場合の路線図形は、結合多角方式の各々の項目

の規定を準用する。 

備    考 ※ やむを得ず単路線方式を行う場合に限る。 

 

 

 

 

 

（１） 十分現地を踏査のうえ配点、地形その他の条件を考慮して選定すること。 

 

① 新点は埼玉県の管理敷地内を原則とし、やむを得ず他の場所に設置（民地には設置

しない。）する場合は、監督員と協議を行うものとする。その場合、管理者との調整

を行い占用協議等の書類を取り交わすものとする。 

② 測点間はなるべく均等に配置する。 

③ 永久標識の保全を考慮し、今後拡幅等の計画地内ではない場所を確認選定する。 

④ 車両及び歩行者等の通行の妨げにならない場所とする。 

⑤ １～３級基準点においては、可能な限り上空視界の確保できる場所とする。 

⑥ ３級基準点において方位標の選定は原則２方向とし変化の恐れがない場所とする。

また、適当な場所がない場合は、地上の県敷地内に方位点として固定点を設置し、観

測するものとする。 

 

 

 

 

 

 

2-1-4 測点の選定方法  
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（１） 永久標識の設置 

 

① 新点には永久標識を設置するものとする。 

② 設置は永久標識標準設置図に従い竪固に行わなければならない。 

③ 永久標識は官地に設置することを原則とする。 

④ 金属標は南側からその文字が読めるような向きに埋設しなければならない。 

⑤ 地下埋設物の確認を行い影響のない場所に設置する。 

⑥ 設置した永久標識については、写真等により記録するものとする。 

 

 

       基準点選点検討図 

       （ＴＹＰＥの種別は、２－１－５（６）永久標識標準設置図参照） 

 

    

 
 

 

（２） ４級基準点 

 

① 新点には測量鋲を使用し設置するものとする。また、測量鋲が設置できない場所に

ついてはプラスチック杭（４．５×４．５×４５ｃｍ）とする。 

② 設置は修繕等の影響の少ない場所とする。また、車道上は原則避けること。 

 

 

（３） 点の記 

 

① 設置した永久標識については、点の記を作成するのもとする。また、折点及び４級

基準点についても、点の記を作成するものとする。 

② 基準点は恒久固定物から少なくとも３箇所以上測距を行うものとする。 

記載するときはメートル単位とし小数点第２位（小数点第３位を切り捨て）までを記

載することとする。 

③ 様式は、「本要領（案）７－４－１_様式リスト（様式 1-4,1-5）」を準用する。 

道路上での見通
しが良いか

•ＴＹＰＥ３

歩道・中央分離
帯が整備されて

いるか
•ＴＹＰＥ１

道路付近に基準
点を設置できる
官地があるか

•ＴＹＰＥ１

・ＴＹＰＥ２

2-1-5 測量標の設置 

NO 

NO

NO 

YES 
YES 

YES 
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（４） ３級基準点の表示方法 

 

                                04 － 1001 － 01 

                  事    路     測 

                  務    線   点 

                  所    番   番 

                  番    号   号 

                  号 

           

               さいたま県土整備事務所‥‥‥０１ 

               北本県土整備事務所‥‥‥‥‥０２ 

               川越県土整備事務所‥‥‥‥‥０３ 

               飯能県土整備事務所‥‥‥‥‥０４ 

75               東松山県土整備事務所  ‥‥‥０５ 

                           秩父県土整備事務所‥‥‥‥‥０６ 

              本庄県土整備事務所‥‥‥‥‥０７ 

              熊谷県土整備事務所‥‥‥‥‥０８ 

              行田県土整備事務所‥‥‥‥‥０９ 

              越谷県土整備事務所‥‥‥‥‥１０ 

        90     杉戸県土整備事務所‥‥‥‥‥１１ 

              朝霞県土整備事務所‥‥‥‥‥１２ 

                   

  

                                       

 

         単位はｍｍ 

 

 

 

 

 

（５） ４級基準点の表示方法 

 

・ 測量鋲‥‥‥‥‥現地マーキング      

・ プラスチック杭  

 

 

    ２６－０１       ※ 補正ごとの設置を想定しているため同じ事務所、路

線内で点名が重複しないための措置とする。 

    設    測 

    置    点 

    年     番 

    度    号 

 

 

 

 

 

 

 

道路台帳 

基 準 点 

04-1001-01 

埼玉県 
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（６） 永久標識標準設置図 

     ＴＹＰＥ－１ 

                 材料表 

材 料 名 単 位 数 量 規 格 

金属標 個 1 φ75 

コンクリート板 枚 1 300×300×60 

コンクリート蓋 枚 1 φ400 

コンクリート側塊 個 1 φ500 

コンクリート柱 個 1 120×120×600 

コンクリート鋲 個 1 規格なし 

砕石 ㎥ 0.1 適量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 単位はｍｍ 

75

300

400

500

300

30
0

60
60
0

15
010
0

30
0

砕　石

120×120×600

鉄筋コンクリート杭ブロック

コンクリート鋲

コンクリート板

＋

＋
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ＴＹＰＥ－２ 

 

材料表 

材 料 名 単 位 数 量 規 格 

金属標 個 1 φ75 

コンクリート板 枚 1 300×300×60 

コンクリート柱 個 1 200×200×300 

コンクリート鋲 個 1 規格なし 

 

    

 
 

                            単位はｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

200

20
0

30
0

コンクリート柱

金属標
φ75mm

300

30
0

コンクリート鋲

コンクリート板
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ＴＹＰＥ－３ 

 

              材料表  

材料名        単位 数量 規格 

金属標 個 1 φ75 

エポシキ系ボンド 個 1 二液性 

 

ＴＹＰＥ－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

屋上面 

 

 単位はｍｍ 

 

 

  

 

 

（７）保存標識 

 

 交通に支障のないコンクリート構造物上に鋲（１０センチメートル以上）またはプラス

チック盤（頭に十字線が刻まれたもの）を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75

エポシキ系（二液性）ボンド
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（１） 要 旨 

平均図等に基づき、トータルステーション（データコレクタを含む。以下「ＴＳ」と

いう。）、セオドライト、測距儀等（以下「ＴＳ等」という。）を用いて、関係点間の

水平角、鉛直角、距離等を観測する作業（以下「ＴＳ等観測」という。）及びＧＮＳＳ

測量機を用いて、ＧＮＳＳ衛星等からの電波を受信し、位相データ等を記録する作業（以

下「ＧＮＳＳ観測」という。）をいう。 

 

① 観測は、ＴＳ等及びＧＮＳＳ測量機を併用することができる。 

② 観測に当たっては、必要に応じ、測標水準測量を行うものとする。 

 

 

（２） 機 器 

観測に使用する機器は、次表に掲げるものまたは、これらと同等以上のものを標準と

する。 

         

機 器 性 能 摘 要 

1級トータルステーション

 

 

測量機器級別性能分類表による

１～４級基準点測量 

2級トータルステーション ２～４級基準点測量 

3級トータルステーション ４ 級 基 準 点 測 量 

1 級 ＧＮＳＳ 測 量 機   １～４級基準点測量 

2 級 ＧＮＳＳ 測 量 機   １～４級基準点測量 

1 級 セ オ ド ラ イ ト   １～４級基準点測量 

2 級 セ オ ド ラ イ ト   ２～４級基準点測量 

3 級 セ オ ド ラ イ ト   ４ 級 基 準 点 測 量 

測       距       儀   １～４級基準点測量 

3  級  レ  ベ  ル   測 標 水 準 測 量 

2  級  標  尺   測 標 水 準 測 量 

鋼  巻  尺   JIS １級 － 

 

 

 

（３） 機器の点検及び調整 

観測に使用する機器の点検は、観測着手前及び観測期間中に適宜行い、必要に応じて

機器の調整を行うものとする。 

 

 

（４） 観 測 

観測に当たり、計画機関の承認を得た平均図に基づき、観測図を作成するものとする。 

観測は、平均図に基づき、次に定めるところにより行うものとする。 

 

① ＴＳ等の観測及び観測方法は、次表のとおりとする。ただし、水平角観測において、 

目盛変更が不可能な機器は、１対回の繰り返し観測を行うものとする。 

 

 

 

2-1-6 観 測 



測量（基準点測量） 

 - 17 -

 

  2級基準点測量   

区  分 1級基準点   3級基準点 4級基準点 

  1級トータル 2級トータル   

項  目 測 量 ステーション ステーション 測 量 測 量 

  1級セオドライト 2級セオドライト   

水 読定単位   1”   1”   10”   10”   20” 

平       

角       

観 対回数 2 2 3 2 2 

測       

 

水平目盛 

位置 
0°，90° 0°，90°  0°，60°,120° 0°，90° 0°，90° 

鉛       

直 読定単位   1”   1” 10” 10” 20” 

角       

観       

測 対回数 1 1 1 1 1 

距 読定単位   1mm   1mm   1mm   1mm   1mm 

離       

測       

定 セット数 2 2 2 2 2 

 

 

イ  器械高、反射鏡高及び目標高は、ミリメートル位まで測定するものとする。 

ロ  ＴＳを使用する場合は、水平角観測、鉛直角観測及び距離測定は、１視準で同

時に行うことを原則とするものとする。 

ハ  水平角観測は、１視準１読定、望遠鏡正及び反の観測を１対回とする。 

ニ  鉛直角観測は、１視準１読定、望遠鏡正及び反の観測を１対回とする。 

ホ  距離測定は、１視準２読定を１セットとする。 

へ  距離測定に伴う気温及び気圧の測定は、次のとおり行うものとする。 

 

１.  ＴＳまたは測距儀を整置した測点（以下「観測点」という。）で行うもの

とする。ただし、３級基準点測量及び４級基準点測量においては、気圧の測

定を行わず、標準大気圧を用いて気象補正を行うことができる。 

２． 気象測定は、距離測定の開始直前または終了直後に行うものとする。 

３.  観測点と反射鏡を整置した測点（以下「反射点」という。）の標高差が４

００メートル以上のときは、観測点と反射点の気象を測定するものとする。

ただし、反射点の気象は、計算により求めることができる。 

 

ト  水平角観測において、対回内の観測方向数は、５方向以下とする。 

チ  観測値の記録は、データコレクタを用いるものとする。ただし、データコレク

タを用いない場合は、観測手簿に記載するものとする。 

リ  ＴＳを使用した場合で、水平角観測の必要対回数に合せ、取得された鉛直角観

測値及び距離測定値は、すべて採用し、その平均値を用いることができる。 
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② ＧＮＳＳ観測は、干渉測位方式で行い、観測方法は次表を標準とする。 

 

観測方法 観測時間 データ取得間隔 摘    要 

ス タ テ ィ ッ ク 法 

120分以上  30秒以下 １級基準点測量（10㎞以上）※1

60分以上  30秒以下 
１級基準点測量（10㎞未満） 

２ ～４級基 準点測 量 

短縮スタティック法 20分以上  15秒以下 ３～４級基 準点測 量 

キネマティック法 10秒以上※2  5秒以下 ３ ～４級基 準点測 量 

Ｒ Ｔ Ｋ 法 10秒以上※3 1秒 ３ ～４級基 準点測 量 

ネ ッ ト ワ ー ク 型 

Ｒ Ｔ Ｋ 法 
10秒以上※3 1秒 ３ ～４級基 準点測 量 

備 考 

※１ 観測距離が１０㎞以上の場合は、１級ＧＮＳＳ測量機により２

周波による観測を行う。ただし、節点を設けて観測距離を10km

未満にすることで、２級ＧＮＳＳ測量機により観測を行うこと

もできる。 

※２ １０エポック以上のデータが取得できる時間とする。 

※３ ＦＩＸ解を得てから１０エポック以上のデータが取得できる時

間とする。  

 

 

③ 観測方法による使用衛星数は、次表を標準とする。 

  

 

観測方法 

 

ＧＮＳＳ衛星の組合せ 

 

スタティック法 

短縮スタティック法 

キネマティック法 

ＲＴＫ法 

ネットワーク型ＲＴＫ法

ＧＰＳ衛星 ４衛星以上 ５衛星以上 

ＧＰＳ衛星及びＧＬＯＮＡＳＳ衛星 ５衛星以上 ６衛星以上 

摘  要 

① ＧＬＯＮＡＳＳ衛星を用いて観測する場合は、ＧＰＳ衛星及びＧＬＯＮ

ＡＳＳ衛星を、それぞれ２衛星以上を用いること。 

② スタティック法による１０km 以上の観測では、ＧＰＳ衛星を用いて観測

する場合は５衛星以上とし、ＧＰＳ衛星及びＧＬＯＮＡＳＳ衛星を用い

て観測する場合は６衛星以上とする。 

 

イ  アンテナ高は、ミリメートル位まで測定するものとする。 

ロ  標高の取り付け観測において、距離が５００メートル以下の場合は、楕円体高

の差を高低差として使用できる。 

ハ  ＧＮＳＳ衛星の作動状態、飛来情報等を考慮し、片寄った配置の使用は避ける

ものとする。 

二  ＧＮＳＳ衛星の最低高度角は１５度を標準とする。 

ホ  スタティック法及び短縮スタティック法については、次のとおり行うものとす

る。 
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１． スタティック法は、複数の観測点にＧＮＳＳ測量機を整置して、同時にＧ

ＮＳＳ衛星からの信号を受信し、それに基づく基線解析により、観測点間の

基線ベクトルを求める観測方法である。 

２． 短縮スタティック法は、複数の観測点にＧＮＳＳ測量機を整置して、同時

にＧＮＳＳ測量機からの信号を受信し、観測時間を短縮するため、基線解析

において衛星の組合せを多数作るなどの処理を行い、観測点間の基線ベクト

ルを求める観測方法である。 

３． 観測図の作成は、同時に複数のＧＮＳＳ測量機を用いて行う観測（以下「セ

ッション」という。）計画を入力するものとする。 

４.  電子基準点のみを既知点として使用する以外の観測は、既知点及び新点を

結合する多角路線が閉じた多角形を形成させ、次のいずれかにより行うもの

とする。 

ⅰ）異なるセッションの組み合わせによる点検のための多角形を形成する。 

ⅱ）異なるセッションによる点検のため、１辺以上の重複観測を行う。 

５. スタティック法及び短縮スタティック法におけるアンテナ高の測定は、Ｇ

ＮＳＳアンテナ底面までとする。なお、アンテナ高は標識上面からＧＮＳＳ

アンテナ底面までの距離を垂直に測定することを標準とする。 

ヘ  キネマティック法は、基準となるＧＮＳＳ測量機を整地する観測点（以下「固

定局」という。）及び移動する観測点（以下「移動局」という。）で、同時にＧ

ＮＳＳ衛星からの信号を受信して初期化（整数値バイアスの決定）などに必要な

観測を行う。その後、移動局を複数の観測点に次々と移動して観測を行い、それ

に基づき固定局と移動局の間の基線ベクトルを求める観測方法である。なお、初

期化及び基線解析は、観測終了後に行う。 

ト  ＲＴＫ法は、固定局及び移動局で同時にＧＮＳＳ衛星からの信号を受信し、固

定局で取得した信号を、無線装置等を用いて移動局に転送し、移動局側において

即時に基線解析を行うことで、固定局と移動局の間の基線ベクトルを求める。そ

の後、移動局を複数の観測点に次々と移動して、固定局と移動局の間の基線ベク

トルを即時に求める観測方法である。なお、基線ベクトルを求める方法は、直接

観測法又は間接観測法による。 

１. 直接観測法は、固定点と移動点で同時にＧＮＳＳ衛星からの信号を観測し、

基線解析により固定局と移動局の間の基線ベクトルを求める観測方法であ

る。直接観測法による観測距離は、５００メートル以内を標準とする。 

２.  間接観測法は、固定局及び２か所以上移動局で同時にＧＮＳＳ衛星からの

信号を受信し、基線解析により得られた２つの基線ベクトルの差を用いて移

動局間の基線ベクトルを求める観測方法である。間接観測法による固定局と

移動局の間の距離は１０キロメートル以内とし、間接的に求める移動局間の

距離は５００メートル以内を標準とする。 

チ  ネットワーク型ＲＴＫ法は、配信業者（国土地理院の電子基準点網の観測デー

タ配信を受けている者または、３点以上の電子基準点を基に、測量に利用できる

形式でデータを配信している者をいう。以下同じ。）で算出された補正データ等

または面補正パラメータを、携帯電話等の通信回線を介して移動局でＧＮＳＳ衛

星からの信号を受信し、移動局側において即時に解析処理を行って位置を求め

る。その後、複数の観測点に次々と移動して移動局の位置を即時に求める観測法

である。 

配信事業者からの補正データ等又は面補正パラメータを通信状況により取得

できない場合は、観測終了後に解析処理を行うことができる。なお、基線ベクト

ルを求める方法は、直接観測法又は間接観測法による。 

１.  直接観測法は、配信事業者で算出された移動局近傍の任意地点の補正デー

タ等と移動局の観測データを用いて、基線解析により基線ベクトルを求める

観測方法である。 
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２． 間接観測法は、次の方式により基線ベクトルを求める観測方法である。 

  ⅰ）２台同時観測方式による間接観測法は、２か所の移動局で同時観測を

行い、得られたそれぞれの三次元直交座標差から移動局の基線ベクトル

を求める。 

  ⅱ）１台準同時観測方式による間接観測法は、移動局で得られた三次元直

交座標とその後、速やかに移動局を他の観測点に移動して観測を行い、

得られたそれぞれの三次元直交座標の差から移動局間の基線ベクトル

を求める。なお、観測は、速やかに行うとともに、必ず往復観測（同方

向の観測も可）を行い、重複による基線ベクトルの点検を実施する。 

３. ３級～４級基準点測量は、直接観測法又は間接観測法により行うものとす

る。 

 

④ 測標水準測量は、次のいずれかの方式により行うものとする。 

 

イ   直接水準測量は、４級水準測量に準じて行うものとする。 

ロ   間接水準測量は、次のとおり行うものとする。 

 

１. 器械高、反射高及び目標高は、ミリメートル位まで測定するものとする。 

２. 間接水準測量区間の一端に２つの固定点を設け、鉛直角観測及び距離測定

を行うものとする。 

３. 間接水準測量における環の閉合差の許容範囲は、３センチメートルに観測

距離（キロメートル単位とする。）を乗じたものとする。ただし、観測距離

が１キロメートル未満における許容範囲は３センチメートルとする。 

４. 鉛直角観測及び距離測定は、距離が５００メートル以上のときは１級基準

点測量、距離が５００メートル未満のときは２級基準点測量に準じて行うも

のとする。ただし、鉛直角観測は３対回とし、できるだけ正方向及び反方向

の同時観測を行うものとする。 

５. 間接水準測量区間の距離は、２キロメートル以下とする。 

 

 

 

（５） 観測値の点検及び再測 

観測値について点検を行い、許容範囲を超えた場合は、再測するものとする。 

 

 

① ＴＳ等による許容範囲は、次表を標準とする。 

 

      区  分

 

項  目 

1級基準点 

測  量 

2級基準点測量 

3級基準点 

測  量 

4級基準点

測  量 
1級トータルステ

ーション、 

1級セオドライト

2級トータルステ

ーション、 

2級セオドライト

水 

平 

角 

観 

測 

倍 角 差 15” 20” 30” 30” 60” 

観 測 差 8” 10” 20” 20” 40” 

鉛
直
角 

観 

測 

高度定数の

較 差
10” 15” 30” 30” 60” 
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距 

離 

測 

定 

1 セット内

の測定値の

較 差

20mm 20mm 20mm 20mm 20mm 

各セットの

平 均 値 の

較 差

20mm 20mm 20mm 20mm 20mm 

測
標
水
準 

往復観測値

の 較 差
20mm√S 20mm√S 20mm√S 20mm√S 20mm√S 

備    考 Sは観測距離（片道、㎞単位）とする。 

 

 

② ＧＮＳＳ観測による基線解析の結果はＦＩＸ解とする。 
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基準点で直接に観測ができない場合は、偏心点を設け、偏心要素を測定し、許容範囲を超

えた場合は再測するものとする。 

 

（１） ＧＮＳＳ観測において、偏心要素のための零方向の視通が確保できない場合は、方

位点を設置することができる。 

 

（２） ＧＮＳＳ観測における方位点の設置距離は２００メートル以上とし、偏心距離の４

倍以上を標準とする。なお、観測は２－１－６（４）②の規定を準用する。 

 

（３） 偏心角の測定、偏心距離及び本点と偏心点間の高低差の測定は、埼玉県公共測量作

業規程を準用する。 

 

 

 

 

（１）計 算 

計算とは、新点の水平位置及び標高を求めるため、次に定めるところにより行うものと

する。 

 

① ＴＳ等による基準面上の距離の計算は、楕円体高を用いる。なお、楕円体高は、標

高とジオイド高から求めるものとする。 

 

② ジオイド高は、次の方法により求めた値とする。 

イ 国土地理院が提供するジオイドモデルから求める方法  

ロ イのジオイドモデルが構築されていない地域においては、ＧＮＳＳ観測と水準測

量等で求めた局所ジオイドモデルから求める方法 

 

③ ３級基準点測量及び４級基準点測量は、基準面上の距離の計算は楕円体高に代えて

標高を用いることができる。この場合において経緯度計算を省略することができる。 

  

 

（２）計算の方法等 

計算は、埼玉県公共測量作業規程の付録６の計算式、またはこれと同精度もしくはこ

れを上回る精度を有することが確認できる場合は、当該計算式を使用することができる。 

 

① 計算結果の表示単位等は、次表のとおりとする。 

 

       区分 

 

項目 

直角座標 ※ 経緯度 標 高 ジオイド高 角 度 辺 長 

単 位 ｍ 秒 ｍ ｍ 秒 ｍ 

位 0.001 0.0001 0.001 0.001 1 0.001 

備 考 ※ 平面直角座標系に規定する世界測地系に従う直角座標 

 

② ＴＳ等で観測を行った標高の計算は、０．０１メートル位までとすることができる。 

③ ＧＮＳＳ観測における基線解析では、以下により実施することを標準とする。 

 

2-1-7 偏心要素の測定 

2-1-8 計 算 
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イ 計算結果の表示単位等は、次表のとおりとする。 

 

         区 分 

項 目         単 位 位 

基線ベクトル成分 ｍ 0.001 

 

ロ ＧＮＳＳ衛星の軌道情報は、放送暦を標準とする。 

ハ スタティック法及び短縮スタティック法による基線解析では、原則としてＰＣＶ

（Phase Center Variation）補正を行うものとする。 

ニ 気象要素の補正は、基線解析ソフトウェアで採用している標準大気によるものと

する。 

ホ スタティック法による基線解析では、基線長が１０キロメートル未満は１周波で

行うことを標準とし、１０キロメートル以上は２周波で行うものとする。 

へ 基線解析の固定点の経度と緯度は、固定点とする既知点の経度と緯度を入力し、

楕円体高は、その点の標高とジオイド高から求めた値を入力する。以後の基線解析

は、これによって求められた値を順次入力するものとする。 

ト 基線解析に使用するＧＮＳＳ測量機の高度角は、観測時に設定した受信高度角と

する。 

 

 

（３）点検計算及び再測 

点検計算は、観測終了後に行うものとする。ただし、許容範囲を超えた場合は、再測

を行う等適切な措置を講ずるものとする。 

 

① ＴＳ等観測 

 

イ すべての単位多角形及び次の条件により選定されたすべての点検路線について、

水平位置及び標高の閉合差を計算し、観測値の良否を判定するものとする。 

ⅰ）点検路線は、既知点と既知点を結合させるものとする。 

ⅱ）点検路線は、なるべく短いものとする。 

ⅲ）すべての既知点は、１つ以上の点検路線で結合させるものとする。 

ⅳ）すべての単位多角形は、路線の１つ以上を点検路線と重複させるものとする。 

 

ロ ＴＳ等による点検計算の許容範囲は、次表を標準とする。 

 

        区  分 

項  目 
1級基準点測量 2級基準点測量 3級基準点測量 4級基準点測量 

・結 

単合 

路多 

線角 

水平位置の閉合差 10cm＋2cm√NΣS 10cm＋3cm√NΣS 15cm＋5cm√NΣS 15cm＋10cm√NΣS

標 高 の 閉 合 差20cm＋5cmΣS／√N 20cm＋10cmΣS／√N 20cm＋15cmΣS／√N 20cm＋30cmΣS／√N

多
角
形

単
位 

水平位置の閉合差 1cm√NΣS 1.5cm√NΣS 2.5cm√NΣS 5cm√NΣS 

標 高 の 閉 合 差 5cmΣS／√N 10cmΣS／√N 15cmΣS／√N 30cmΣS／√N 

標高差の正反較差 30cm 20cm 15cm 10cm 

備    考 Nは辺数、ΣSは路線長（km）とする。 
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② ＧＮＳＳ観測 

 

イ 観測値の点検は、次のいずれかの方法により行うものとする。 

ⅰ）点検路線は、異なるセッションの組み合わせによる最少辺数の多角形を選定

し、基線ベクトルの環閉合差を計算する方法 

ⅱ）重複する基線ベクトルの較差を比較点検する方法 

ⅲ）既知点が電子基準点のみの場合は、２点の電子基準点を結合する路線で、基

線ベクトル成分の結合計算を行い点検する方法 

 

ロ 点検計算の許容範囲は、次表を標準とする。 

 

ⅰ）環閉合差及び各成分の較差の許容範囲 

区    分 許容範囲 備    考 

基線ベクトルの 

環 閉 合 差 

水平（⊿N、⊿E） 20mm√N 
N：辺数 

⊿N：水平面の南北方向の閉合差 

⊿E：水平面の東西方向の閉合差 

⊿U：高さ方向の閉合差 

高さ（⊿U） 30mm√N 

重 複 す る 基 線 

ベクトルの較差 

水平（⊿N、⊿E） 20mm 

高さ（⊿U） 30mm 

 

ⅱ）電子基準点のみの場合の許容範囲 

区   分 許 容 範 囲 備    考 

結 合 多 角 

又は単路線 

水平（⊿N、⊿E） 60mm＋20mm√N N：辺数 

⊿N：水平面の南北方向の閉合差 

⊿E：水平面の東西方向の閉合差 

⊿U：高さ方向の閉合差 高さ（⊿U） 150mm＋30mm√N 

 

ハ 点検計算の結果は、精度管理表にとりまとめるものとする。 
 

 

（４）平均計算 

平均計算は、次のとおり行うものとする。 

 

① 既知点１点を固定するＧＮＳＳ測量機による場合の仮定三次元網平均計算は、次の

とおり行うものとする。ただし、既知点が電子基準点のみの場合は省略することがで

きる。 

 

イ 仮定三次元網平均計算の重量（Ｐ）は、次のいずれかの分散・共分散行列の逆行

列を用いるものとする。 

 

１．基線解析により求められた分散・共分散の値  

  ただし、すべての基線の解析手法、解析時間が同じ場合に限る。 

 

２．水平及び高さの分散の固定値 

ただし、分散の固定値は、 

ｄＮ＝（０．００４m）
2

 ｄＥ＝（０．００４m）
2

 ｄＵ＝（０．００７m）
2

と

する。 

 

 

ロ 仮定三次元網平均計算による許容範囲は、次のいずれかによるものとする。 
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１．基線ベクトルの各成分による許容範囲は、次表を標準とする。 
 

     区 分 

 

項 目 

1級基準点測量 2級基準点測量 3級基準点測量 4級基準点測量

基線ベクトルの 

各 成 分 の 残 差 
20mm 20mm 20mm 20mm 

 

水平位置の閉合差 

 

⊿s＝100mm十40mm√N 

⊿s：既知点の成果値と仮定三次元網平均計算結果から求めた距離 

N：既知点までの最少辺数（辺数が同じ場合は路線長の最短のもの）

標 高 の 閉 合 差 250mm＋45mm√Nを標準とする  N：辺数 

 

 

２. 方位角、斜距離、楕円体比高による場合の許容範囲は、次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 既知点２点以上を固定する厳密水平網平均計算、厳密高低網平均計算、簡易水平網

平均計算、簡易高低網平均計算及び三次元網平均計算は、平均図に基づき行うものと

し、平均計算は次のとおり行うものとする。 

イ ＴＳ等観測 

１． 厳密水平網平均計算の重量（P）には、次表の数値を用いるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．厳密水平網平均計算の重量（P）は上記の数値を用い、簡易水平網平均計算

及び簡易高低網平均計算を行う場合、方向角については各路線の観測点数の逆

数、水平位置及び標高については、各路線の距離の総和（０．０１キロメート

ル位までとする。）の逆数を重量（P）とする。 

３．厳密水平網平均計算及び厳密高低網平均計算による各項目の許容範囲は、次

表を標準とする。 

 

区 分 

項 目 
1級基準点測量 2級基準点測量 3級基準点測量 4級基準点測量 

方 位 角 の 残 差 5秒 10秒 20秒 80秒 

斜 距 離 の 残 差 20mm＋4×10－6D     D：測定距離 

楕円体比高の残差 30mm＋4×10－6D     D：測定距離 

水平位置の閉合差 

⊿s＝100mm＋40mm√N 

⊿s：既知点の成果値と仮定三次元網平均計算結果から求めた距離 

N：既知点までの最小辺数（辺数が同じ場合は路線長の最短のもの）

標 高 の 閉 合 差 250mm＋45mm √N を標準とする  N：辺数 

重 量 

区 分 
ｍS γ ｍｔ 

１級基準点測量 

10mm 5×10-6 

1.8″ 

２級基準点測量 3.5″ 

３級基準点測量 4.5″ 

４級基準点測量 13.5″ 
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４．簡易水平網平均計算及び簡易高低網平均計算による各項目の許容範囲は、 

次表を標準とする。 

区 分 

項 目 
3 級基準点測量 4 級基準点測量 

路 線 方 向 角 の 残 差 50” 120” 

路 線 座 標 差 の 残 差 300mm 300mm 

路 線 高 低 差 の 残 差 300mm 300mm 

 

ロ ＧＮＳＳ観測 

１．新点の標高決定は、次の方法によって求めた値により決定するものとする。 

ⅰ）国土地理院が提供するジオイドモデルによりジオイド高を補正する方法 

ⅱ）ⅰ）のジオイドモデルが構築されていない地域においては、ＧＮＳＳ観測

と水準測量等により、局所ジオイドモデルを求めジオイド高を補正する方法 

２．三次元網平均計算の重量（P）は、前項（４）①イの規定を準用する。 

３．１級基準点測量において、電子基準点のみを既知点とする場合は、国土地理

院が提供する地殻変動補正パラメータを使用しセミ・ダイナミック補正を行う

ものとする。なお、地殻変動補正パラメータは、測量の実施時期に対応したも

のを使用するものとする。 

４．三次元網平均計算による各項目の許容範囲は、次表を標準とする。  

 

     区 分 

項 目 
1 級基準点測量 2級基準点測量 3級基準点測量 4 級基準点測量

斜 距 離 の 残 差 80mm 100mm ─ ─ 

新 点 水 平 位 置 の 

標 準 偏 差 
100mm 100mm 100mm 100mm 

新点標高の標準偏差 200mm 200mm 200mm 200mm 

③ 平均計算に使用した概算値と平均計算結果値の座標差が１メートルを超えた観測

点については、平均計算結果の値を概算値として平均計算を繰り返す反復計算を行う

ものとする。 

④ 平均計算に使用するプログラムは、計算結果が正しいものと確認されたものを使用

するものとする。 

⑤ 平均計算の結果は、精度管理表にとりまとめるものとする。 

 

区 分 

項  目 
1級基準点測量 2級基準点測量 3級基準点測量 4級基準点測量

一 方 向 の 残 差 12” 15” ― ― 

距 離 の 残 差 80mm 100mm ― ― 

単位重量の標準偏差 10” 12” 15” 20” 

新点位置の標準偏差 100mm 100mm 100mm 100mm 

高 低 角 の 残 差 15” 20” ― ― 

高 低 角 の 標 準 偏 差 12” 15” 20” 30” 

新点標高の標準偏差 200mm 200mm 200mm 200mm 
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（１）品質評価とは、基準点測量成果について、製品仕様書が規定するデータ品質を満足し

ているか評価する作業をいう。 

（２）評価の結果、品質要求を満足していない項目が発見された場合は、必要な調整を行う

ものとする。 

（３）作業機関は、品質評価手順に基づき品質評価を実施するものとする。 

 

 

 

 

 

成果等は、次の各号のとおりとする。ただし、作業方法によっては、この限りでない。 

 

① 観測手簿 

② 観測記簿 

③ 計算簿 

④ 平均図 

⑤ 成果表 

⑥ 点の記 

⑦ 建標承諾書 

⑧ 測量標設置位置通知書 

⑨ 基準点網図 

⑩ 品質評価表及び精度管理表 

⑪ 測量標の地上写真 

⑫ 基準点現況調査報告書 

⑬ 成果数値データ 

⑭ 点検測量簿 

⑮ 電子記録媒体 

⑯ その他の資料 

 

 

2-1-9 品質評価 

2-1-10 成果等 
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地形測量とは、数値地形図データ等を作成及び修正する作業をいい、地図編集を含

むものとする。また、「数値地形図データ」とは地形、地物等に係る地図情報を位置、

形状を表す座標データ、内容を表す属性データ等として、計算処理が可能な形態で表

現したものをいう。 

 

 

 

 

  （１）数値地形図データの位置精度及び地図情報レベルは、次表を標準とする。 

 

地図情報レベル 水平位置の標準偏差 標高点の標準偏差 等高線の標準偏差

500 0.25ｍ以内 0.25ｍ以内 0.5ｍ以内 

 

 

  （２）「地図情報レベル」とは、数値地形図データの地図表現精度を表し、数値地形図

における図郭内のデータの平均的な総合精度を示す指標をいう。 

 

  （３）地図情報レベルと地形図縮尺の関係は、下記のとおりとする。 

 

地図情報レベル 相当縮尺 

500 1／500 

     

 

 

 

 
      道路台帳平面図を作成するために行う地形測量の範囲は、原則として当該道路区域

の外側各１０メートルまでとし、交差する道路・河川・鉄道等については概ね２０メ

ートルとする。 

 

 

 

 
（１） 道路本体 

道路及び、その境界を表す境界標・縁石・石積・擁壁・橋りょう（立体交差含

む）・トンネル・渡船施設・歩道橋・地下横断道路等 

 

（２） 道路附属物 

防護柵・境界ブロック・街路樹・緑地帯・道路照明灯・道路標識（道路管理者

の設置したもの）・道路標示・道路情報提供装置・車輌監視装置・道路管理者の設

けた材料置場・駐車場・共同溝・排水ポンプ場等 

 

（３） 占用物件 

人孔・消火栓・量水器・電柱（電気・電話）・信号機・電話ボックス・配電塔等・

路上に露出した占用物件 

2-2 地形測量 

2-2-1 意 義 

2-2-2 数値地形図データの精度 

2-2-3 地形測量の範囲 

2-2-4 対象物 
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（４） 地象物 

河川・溝渠・堤・鉄道・軌道・建物及び工作物・垣根・塀等・植生界 

 

（５） その他 

道路台帳平面図記載項目及び調書作成に必要な項目内容の調査測量 

 

 

 

 
図面の縮尺は原則として１／５００とする。 

 

 

 

 

図面の出力用紙の規格は普通紙 厚み０．１０ミリメートル以上とする。 

 

 

 

 
図面の座標は、平面直角座標系第９系「世界測地系（測地成果２０１１）」による座

標値とする。 

 

 

 

 

「本要領（案）６－２－８_図面構成」を参照。 

 

 

 

 
（１）図式規程（数値地形図データ取得分類基準表） 

 

図式は、埼玉県公共測量作業規程に準拠し、地図情報レベル５００の数値地形図の調

整について、その取得する事項及び地形、地物等の取得方法、その記号の適用等の基準

を定め規格の統一を図ることを目的に定めたものであり、「本要領（案）７－２_図式

規程」を準用する。 

 

    なお、基準とている埼玉県公共測量作業規程や、図式データの作成方法及び整理方法

に変更が生じた場合には、道路台帳図チェックシステムを含め改訂を行う場合がある。 

 

 

（２）記入項目 

① 県・郡・市・町・村・大字・町目・字等の区域名及び境界 

② トンネル・橋・立体交差の名称 

③ 交差する道路・鉄道・河川の名称 

④ 沿道の地物・公共建物・主要施設の名称 

⑤ 概ね１００メートルごとにおける隣接地の地番 

⑥ 基準点 

⑦ 境界標柱（新設標を含む） 

⑧ 方位及び接図（接図は右上、方位は原則として右上） 

⑨ 図面の接合線 

2-2-5 図面の縮尺 

2-2-6 図面の用紙 

2-2-7 座 標 

2-2-8 図面の図郭 

2-2-9 図 式 
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⑩ 路線番号・路線名は外図郭上段中央部に入力する。図番は外図郭の上段右側に

入力する。 

 

 

 

 

 

  （１） 「本要領（案）６－４_道路台帳図チェックシステム」を参照。 

 

 

 

 

 

 

① 道路現況平面図（数値地形図データ）           一式 

 

② 道路台帳図チェックシステムによる点検結果        一式 

 

③ 検査用出力図（検査資料）                一式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-10 地形図の点検 

2-2-11 成果品 
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     この調査測量は、道路管理に必要な区域線または、道路敷地境界線（以下「境界線」

という。）を明確にすることを目的とする。 

 

 

 

 
（１） 関係資料の謄写収集(法務局調査) 

（２） 現地踏査 

（３） 境界測量 

（４） 境界線または、区域線の仮記入 

（５） 用地境界幅杭設置（境界線または、区域線の仮杭設置） 

（６） 土地境界立会い確認書作成 

（７） 境界確認 

（８） 境界標設置 
（９） 地点標設置 

（１０）境界点間測量 

（１１）境界標調書の作成 

 

 

 

 
（１）関係資料の謄写収集 

          この作業は境界線または、区域線を決定するに必要な資料を収集することである。 

       

１. 公図及び土地登記簿類（※1） 

２. 古文書類 

３. 区画整理または、耕地整理事業に伴う確定図 

４. 固定資産の課税台帳 

５. 土地換地図 

６. 国土調査等による成果品 

７. 既存道路台帳図面及び成果 

８. 用地測量図、寄付類等 

９. 道路に関する告示調書類 

１０.  既設境界確定図 

 

 

（※1）公図及び土地登記簿類の作業詳細 

 

① 関係法務局に対し、別紙様式による申請書を提出する。 

② 公図の転写は忠実に行い、公図転写連続図においては、各葉ごとの接続部は若

干空白を残し、接続のための修正は行なってはならない。 

③ 公図の転写は、道路沿いに民地側 2筆程度（大きい筆の場合は１筆）とし、公

図転写連続図を作成する。 

④ 公図転写連続図は、デジタイザまたはスキャニングデータをＣＡＤ等を使用し

て計測し、電子データを作成する。（ラスタデータのベクター化）  

2-3 境界測量 

2-3-1 目 的 

2-3-2 作業項目 

2-3-3 作業細目 
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⑤ 公図転写連続図と道路台帳平面図は同一図番とする。また、公図縮尺が１／２

５０の場合は公図の図番は枝番で対応すること。（例 道路台帳平面図 20/32、公

図 20-1/32 20-2/32） 

⑥ 公図転写連続図の紙出力図は、下記のとおり着色すること。 

１. 国有地（道路）    赤色 

２. 国有地（水路）   みず色（シアン） 

３. 埼玉県有地      緑色 

４. 市町村有地・組合有地 黄色 

５. 道路敷地内民地     桃色（マジェンタ） 

⑦ 土地登記簿等の調査は、道路区域内、道路隣接地について調査し、現地立会に

基づき土地所有者一覧表(道路台帳様式２－３）を作成する。 

⑧ 対象地番においては必ず地積測量図を取得し、現地及び工事図面等の境界点間

距離を確認すること。（相違がある場合は監督員と協議のうえ、道路区域を決定

すること） 

 

（２）現地踏査 

この作業は、境界線または区域線を適正に定めるための事前調査である。 

 

① 道路内及び沿道隣接地の地番・地目・筆界を現況と照合確認 

② 境界杭（官民・民民）の有無の確認 

③ 境界確定の要素となるべき不動点（構造物等）の調査 

④ 現況道路幅員の調査 

⑤ 基本幅員の推定 

⑥ 関係資料（公図・地積測量図）と現況との照合 

⑦ 用地測量図、既設境界確定図書等による既設境界確定箇所の現況確認 

⑧ 道路台帳基準点の有無 

⑨ 周囲の状況確認（安全の確保、駐車場の確保） 

 

（３）境界測量 

    この作業は現地において境界点を測定し、その座標値を求める作業を言う。 

 

① 境界測量は、近傍の 4級基準点以上の基準点に基づき、放射法等により行うも

のとする。ただし、やむを得ない場合は、補助基準点を設置し、それに基づいて

行うことができる。 

  

 

② 観測は、測量地域の地形、地物等の状況を考慮し、次のとおり行うものとする。 

 

 

１．ＴＳ等に用いる観測は、次表を標準とする。   

 

区  分 水平角観測 鉛直角観測 距離測定 

方  法 0.5対回 0.5対回 2回測定 

較差の許容範囲 ― ― 5mm 

 

 

 

２．キネマティック法、ＲＴＫ法又はネットワーク型ＲＴＫ法による場合は、

干渉測位方式により２セット行うものとし、使用衛星数及び較差の許容範

囲等は、次表を標準とする。 
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使用衛星数 観測回数 
データ取得

間隔 

セット間較差の

許容範囲 
備   考 

5衛星以上 

FIX解を得て

から10エポッ

ク以上 

1 秒 

（ただし、キ

ネマティック

法は5秒以下）

⊿N 20mm 
⊿N：水平面の南北方向のセット間較差

⊿E：水平面の東西方向のセット間較差

ただし、平面直角座標値で比較するこ

とができる。 
⊿E 20mm 

摘  要 
ＧＬＯＮＡＳＳ衛星を用いて観測する場合は、使用衛星数は６衛星以上とする。た

だし、ＧＰＳ衛星及びＧＬＯＮＡＳＳ衛星を、それぞれ２衛星以上用いること。 

 

 

     ③ ネットワーク型ＲＴＫ法による観測は、間接観測法又は単点観測法を用いる。 

 

④ 単点観測法による場合は、作業地域周辺の既知点において単点観測法により、

整合を確認するものとする。なお、整合の確認及び方法は、次のとおりとする。 

       

イ 整合の確認は、次のとおり行うものとする。 

１．整合を確認する既知点は、作業地域の周辺を囲むように配置する。  

２．既知点数は、３点以上を標準とする。 

３．既知点での観測は、（３）境界測量①項及び②項の規定を準用する。 

４．既知点成果値と観測値で比較し、許容範囲で整合しているかを確認する。 

 

      ロ 整合していない場合は、次の方法より整合処理を行うものとする。 

        １．水平の整合処理は、座標補正として次により行うものとする。 

ⅰ）平面直角座標で行うことを標準とする。 

ⅱ）補正手法は適切な方法を採用する。 

 

２．高さの整合処理は、標高補正として次により行うものとする。 

ⅰ）標高を用いることを標準とする。 

ⅱ）補正手法は適切な方法を採用する。 

 

ハ 座標補正の点検は、水平距離と標高差（標高を補正した場合）について、次

のとおり行うものとする。 

１．単点観測法により座標補正に使用した既知点以外の既知点で観測を行

い、座標補正を行った測点の単点観測法による観測値との距離を求める。 

２．１項の単点観測法により観測を行う既知点の成果値と、１項の座標補正

を行った測点の補正後の座標値から距離を求める。 

３．１項と２項の較差により点検を行う。較差の許容範囲は次表を標準とす

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

ニ 前号において１セット目の観測終了後、再初期化を行い２セット目の観測を

行う。なお、境界点の座標値は、２セットの観測から求めた平均値とする。 

 

点検距離 許容範囲 

500m以上 点検距離の 1／10,000 

500m以内 50mm 
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⑤ 補助基準点は、基準点から辺長１００メートル以内、節点は１点以内の開放多

角測量により設置するものとする。なお、観測の区分等は、次表を標準とする。 

 

区   分 水平角観測 鉛直角観測 距離測定 

方   法 2対回（0°、90°） 1対回 2回測定 

較差の許容範囲 
倍 角 差 60” 

60” 5mm 
観 測 差 40” 

 

 

⑥  上記②に基づき、計算により境界点の座標値、境界点間の距離及び方向角を求

めるものとする。 

 

⑦  計算を計算機により行う場合は、次項に規定する位以上の計算精度を確保し、

座標値及び方向角は、次項に規定する位の次の位において四捨五入するものと

し、距離及び面積は、次項に規定する位の次の位以下を切り捨てるものとする。 

 

⑧  座標値等の計算における結果の表示単位等は、次表を標準とする。 

 

区 分 方 向 角 距 離 座 標 値 面 積 

単 位 秒 ｍ ｍ ㎡ 

位 1 0.001 0.001 0.000001 

 

 

⑨  ネットワーク型ＲＴＫ法による場合は、既知点となった電子基準点の名称等を

記録する。 

 

  

（４）境界線または、区域線の仮記入 

この作業は関係資料、現地調査に基づき地形測量で得られた図面に境界線または

区域線を推定図示することである。 

 

① 仮境界線または、区域線については監督員の承認を受けなければならない。 

② 仮境界線または、区域線の図面表示は他の線と混同しない様、朱色とする。 

 

（５）用地境界幅杭設置（境界線または、区域線の仮杭設置） 

    この作業は、境界線または区域線の仮記入図に基づき、現地に目標となるよう明

示することである。 

       

① 仮杭について監督員の承認を受けなければならない。 

 

（６）土地境界立会い確認書作成 

   この作業は、道路境界確認書(道路台帳様式１－７）に基づき対象地番に対し確認

書を作成する。 

 

（７）境界確認 

この作業は、仮杭を道路管理者側の主張点として隣接土地所有者と現地立会いの

うえ、境界点（または線）または、区域点（または線）を確認する作業をいう。 
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① 隣接土地所有者に対し、土地境界立会い依頼書(道路台帳様式１－６）による

立会い依頼通知を行う。 

② 隣接土地所有者の了解の得られた境界については、承諾書を徴するものとす

る。 

③ 承諾書の取り交わしにおける印鑑は認印とする。また、代理人の場合は委任状

(道路台帳様式１－８）を必要とし、代理人と承諾書を取り交わすこととする。 

④ 承諾書の得られた境界については、決裁のうえ、承諾書の土地所有者保有分を

隣接土地所有者に送付するものとする。 

⑤ 境界不調箇所については、理由等を境界承諾不調調書(道路台帳様式２－７）

に入力するものとする。 必要に応じて特記事項調書(道路台帳様式２－４）を作

成するものとする。 

 

（８）境界標設置 

この作業は、現地立会いにより、新たに境界が定まった箇所について、境界標柱

または道界鋲（以下「境界標」という。）を設置することである。 

 

① 境界標は、直線部分においては概ね２０メートル間隔に設置するものとし、変

化点（折点）には全箇所に設置する。ただし、曲線部については、道路の曲率

半径及び道路構造等を考慮し、境界標間の距離を定める。 

② 境界標の設置については、土地所有者の了解を得ること。 

③ 境界標は既設も含め境界標設置調書(道路台帳様式２－２）を作成する。 

④ 境界標の設置は、境界標設置基準による。 
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CL

境　
　

界

A 型 境 界 標 柱

CL

境　
　

界

B 型 境 界 標 柱

境
界

線
境

界
線

標 準 地

1
0

0
1

0
0

2
0

0

柱 頭 部 　 1 0 0

黄 色 で 塗 装

7
0

01 2 0 × 1 2 0 × 9 0 0

9
0

0

 

境界標設置基準【境界標柱の場合】 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  単位はｍｍ 

 

 

構造物によりＡ型が設置できない場合は民地側

よりＢ型を設置することとする。但し地権者の了解

を得たものに限る。官地内に設置する場合はこの限

りでない。 

Ａ型境界標柱 

Ｂ型境界標柱 

設置図 

現在及び今後において、通行の妨

げになる恐れのある場所 
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境界標設置基準【道界鋲の場合】 

 

 

  
 

 

 

                              単位はｍｍ 

 

ＣＬ

境　
　

界

ＣＬ

境　
　

界

境
界

線
境

界
線

道
界

埼
玉

県

道
界

埼
玉

県 ＋

宅地出入口等

点線は地面の中

70 10

10角

道
　

界

埼
玉

県 →

50

5
03
0

出入口でＣ型が設置できない場合

これを適用する。但し地権者の了解を

得たものに限る。官地内に設置する場

合はこの限りでない。 

Ｃ型境界鋲（矢印） 

Ｃ型境界鋲（十字） 
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【設置手順】 Ｃ型境界標柱（十字の場合） 

 

  

 
 

 
 

 
 

  

 

位置の特定。

境界 境界平面図 断面図作業工程　①

ダイアモンドカッターで
きざみを入れる。

70mm
10mm

作業工程　②

ドリルでボルトの穴を開ける。 20mm

80mm

作業工程　③

タガネではつる。
周囲に破片が飛ばないよう

板等でガードしながら行う。

板等でカバー作業工程　④

スポイト等で中のゴミを掃除する。
ゴミが残っているとボンドが吸着

しない。

作業工程　⑤
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ボンドを充填する。
コンクリートボンド使用。

ボ
ン
ド

（1箇所あたり60ml）

作業工程　⑥

プレートを設置する。 ＋

作業工程　⑦

位置の再確認及び微調整。

＋叩いて圧着させる。

あて木

作業工程　⑧

＋完　成。

作業工程　⑨
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（９）地点標設置 

 

地点標は、起終点及び市町村境並びに道路管理者境に設置するものとする。 

 

① 地点標の設置位置は、起点から終点に向かって原則として左側に設置するもの

とする。 

② 地点標は地点標台帳(道路台帳様式２－５)、地点標調書(道路台帳様式２－６）

を作成する。 

③ 地点標の設置は、地点標設置基準による。 

 

 

 

 

 

地点標設置基準 

 

 

・Ａ型地点標（コンクリート柱にアクリル板を埋め込む） 

 

下図を標準とするが、市街部等においては、交通に支障のない範囲まで頭部

を埋設することができる。 

 

 

 

 

 
 

 

                        単位はｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱頭部100

赤色で塗装

アクリル板

（90×90×3)　赤色・文字は白

20
0

1
00

30
0

コンクリート柱

（120×120×900)



測量（境界測量） 

 - 41 -

・Ｂ型地点標（歩車道境界ブロック等にアクリル板を貼り付けたもの） 

 

 
 

 

 

（１０）境界点間測量 

この測量は、境界測量等において隣接する境界点間の距離を、ＴＳ等を用いて測

定し精度を確認する作業をいう。 

 

① 境界点間測量は、次の測量を終了した時点で行うものとする。 

 

ⅰ）境界測量 

ⅱ）境界立会い 

ⅲ）境界標設置 

 

② 境界点間測量は、隣接する境界点間または境界点と用地境界杭を設置した点と

の距離を全辺について現地で測定し、用地測量成果等と比較を行うものとする。 

なお、許容範囲は、次表を標準とする。 

 

アクリル板標示方法

起　　終　　点

市　町　村　界

管　　理　　界

地 点 標

起 　 点

埼 玉 県

埼 玉 県

埼 玉 県

日

高

市

毛
呂
山
町

埼

玉

県

国
土
交
通
省

起点又は終点

市町村名各々標示

管理者名各々標示

（埼玉県、国土交通省）

［アクリル板標示方法］ 
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     区 分 

距 離 
平 地 山 地 備 考 

20ｍ未満 10mm 20mm 
S は点間距離

の計算値 
20ｍ以上 S/2,000 S/1,000 

 

③ 境界点間の距離が直接測定できない場合は、その境界点の座標値の決定に用い

た既知点以外の既知点から別に求めた座標値の軟差またはＴＳの対辺測定機能

を用いて条件点間距離を測定し、その軟差により点検する。 

④ 境界点間測量の結果は、精度管理表に取りまとめるものとする。 

 

 

 

（１１）境界標調書の作成 

計算の終了した境界標について、境界標調書（道路台帳様式２－１）を作成する。 

 

①  境界標調書は敷地図ごとに作成する。 

②  重用部分は別調書を作成する。 
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（１） 隅切り部 

 

     隅切り部は原則として上位路線に含むものとする。ただし、管理者の異なる時は協

議によるものとする。 

 

 
 

 

 

（２）隣接水路部 

 

① 道路区域内に横断的に存在する場合 

  

イ 法定外国有水路の取り扱い 

 

法定外国有水路が道路区域内に横断的に存在する場合は、無償貸与を受け

ているもの（道路法 90条 2 項）とみなして、道路の法線に基づいて道路境界

を定める。 

 

ロ 市町村有水路の取り扱い 

 

市町村有水路が、道路区域内に横断的に存在する場合には、無償貸付を受

けているものとみなして、道路の法線に基づいて、道路境界を定める。 

 

  

② 道路に接して法定外国有水路が存在する場合の取り扱い 

 

イ 水路の機能管理者が市町村である場合には、市町村と立会いのうえ、次によ

り境界を定める。 

 

１．水路が道路施設である場合には、①.イに準じ道路に含めて境界を定め

る。 

２．水路が道路施設としての機能がない場合で、該当水路とは別に側溝が整

備されている場合は、水路を含めないで境界を定めることができる。 

 

ロ 水路の機能管理者が市町村以外である場合には、水路の機能管理者と立会

いのうえ次により境界を定める。 

 

下位路線

上

位

路

線

上

位

路

線

下位路線

上

位

路

線

2-3-4 特殊箇所の境界線または区域線基準凡例 
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１．道路と水路が相互に効用を兼ねている場合には、兼用工作物管理協定が

締結されていればこれに基づいて、協定が未制定であれば、協議された内

容に基づいて道路区域を定める。 

２．道路としての機能がなく、それぞれ管理区域が分かれている場合には、

水路敷地を外して境界を定めるものとする。 

  

ハ 道路に接して市町村または、組合等所有の水路敷地が存在する場合には水路

敷地所有者と立会いのうえ、次により定める。 

 

１．道路と水路が相互に効用を兼ねている場合には、兼用工作物管理協定が

締結されていればこれに基づいて、協定が未制定であれば協議された内容

に基づいて、水路を含めて区域を定める。 

２．道路としての機能がなく、それぞれの管理区域が分かれているものにつ

いては、水路敷地を外して境界を定める。 

 

（３）法面部 

 

 

 
             

                     

上図Ａ～Ｂ間が道路（官地）、Ｂ～Ｃ間が民地の場合、Ｂ～Ｃ間が道路管理上必要

な区域の場合は、Ａ～Ｃ間を道路区域とする。 

 

 

 

 

① 土地所有者一覧表 

② 道路境界確認（承諾）書 

③ 境界承諾不調調書 

④ 境界標設置調書 

⑤ 地点標設置調書（設置時） 

⑥ 境界標調書 

⑦ 境界標成果表 

⑧ 境界標計算簿 

⑨ 特記事項調書 

⑩ 電子記録媒体 

⑪ その他資料 

Ａ
Ｂ

Ｃ

道路（公有地）

道路区域

法面処理

2-3-5 成果品 
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道路台帳整備業務の基になっている基準点、境界点及び地形図等の座標は、新規に供

用開始されたバイパス等の一部を除き、そのほとんどは「日本測地系」座標で作成され

たものである。道路台帳整備業務として、統一されたシステムの基で一括管理をするた

めには、「日本測地系」から「世界測地系（測地成果 2011）」（以下「測地成果 2011」

という。）への座標変換が今後必要となる。このため埼玉県では、道路台帳の座標を順

次「測地成果 2011」に移行するものとする。 

本項では、「測地成果 2011」に対応する測量成果とするための座標変換方法を定め

るとともに、その規格の統一と必要な精度の確保に資することを目的とする。 

  

 

 

 
本県では、既に「測地成果 2011」に変換済または変換予定の自治体（市町村）を除

く地域に、平成２５年度から 1 級基準点網の構築・整備作業を実施するとともに、既設

３級基準点の改測を平成２８年度に完了した。 

一方、道路管理者が、道路管理事務を円滑に遂行するためには、道路区域の境界確定

が必要不可欠である。 

一般に、境界点の座標は、基準点からの取付け観測を行えば取得できると思われてい

る。当然、測地成果 2011 の境界点座標は、測地成果 2011 の基準点から取付け測量を行

えば取得できることになる。しかし、現実には取付け座標で得られた境界点座標は、道

路幅員や隣接の境界点などの諸条件を加味し、調整計算された値になっている。既に日

本測地系の座標で運用されている路線では、一般的に、境界証明などで地権者等関係者

に境界点間距離などが公表されている。（境界確認が済んでいる。） 

 
測量法の改正により測量の基準が変わったとしても、現地に埋設されている境界点の

点間距離が大きく変化することは許されない。そのため取付け測量後の調整に係わる諸

条件の設定や、境界座標の変換には一定以上の精度を保持する変換方法の選択が求めら

れる。また、境界杭の設置から長い月日が経過し、現地の境界杭に紛失や移動が生じて

いることがある。特に境界に影響する部分で工事が行われた場合は、境界杭は正常な外

見をしているのに、動かされている例が多く見られる。これら、障害のある境界点の座

標は、取付け測量では取得することはできない。現在、「調整・整合」を図る手段とし

て、幾つかの手法はマニュアルとして公開はされているが、調整する技術者の判断によ

り手法が決められ、技術者が替わると同じ結果が得られない場合もあり得る。 

 
平成１４年度に「日本測地系」から「世界測地系（測地成果 2000）」に移行した際、

国土地理院が公表した『測地成果２０００導入に伴う公共測量成果座標変換マニュア

ル』（下記 URL を参照）は、調整の曖昧な部分を明確にして、技術者が替わっても同

じ結果が得られるように、変換に伴う指針を示したマニュアルになっている。このマニ

ュアルは、「測地成果 2011」にも適用することができる。ただし、幾つかの変換手法

があるため、作業範囲の大小や、各地区に適した座標変換手法を選択する必要がある。 

 
国土交通省 国土地理院 ホームページ 

＜http://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/download/henkan_manual/pdf/henkan_manual.pdf＞ 

 

 

2-4 境界点の「世界測地系（測地成果 2011）」への変換 

2-4-1 目 的 

2-4-2 変換への対応 
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（１） 補正業務の範囲内（１図面単位）等での境界点の座標変換 

 

      境界点の座標変換は、「測地成果 2011」の基準点を基に、「日本測地系」また

は「任意座標系」の座標を持つ境界点を１図面当り４～５点を踏査・選点（各座標

系で共通する基準点及び境界点を選点することが重要）し、旧座標系と新座標系と

の移動量（シフト量）を求め、その図葉内の境界点がどのような傾向を示している

のか検討する必要がある。特定の地域毎に移動量（シフト量）が変化しているよう

な場合は、基準点の設置当時の平均図と同じ範囲で座標変換を行うことで変換によ

る誤差を小さくすることが可能である。 

 
※変換手法の一例を、以下に示す。 

 
 境界座標の変換手法において最も重要な事項は、変換する範囲内に新成果（測地

成果 2011）と旧成果（変換前の座標系）を持つ共通の基準点または、境界点を選

点することである。（準拠点「固定点」の選択が重要となる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
          ○：基準点   ○：準拠点 

 

 
① 予め資料収集した、公図・地積測量図・査定済資料等を基に、現地において境界

点調査（正常・異常の判別）を行う。 

② 座標変換に用いる新・旧共通の基準点又は境界点は、座標変換を行おうとする境

界点の周辺を囲むように配置（選点）する。 

③ 測地成果 2011 の座標を持つ４級以上の基準点より、境界点の取付け観測を行う。 

④ 旧成果を求めた基準点が現存する場合には、その基準点に取付け観測を行う。 

⑤ 測地成果 2011 で求めた境界点の点間距離等と、旧成果の点間距離を比較検討し、

固定点を決定する。 

⑥ 新・旧の成果より、作業範囲の移動量（シフト量）を求め、アフィン変換を行う。 

⑦ 固定点以外の境界杭については５％程度の取付け観測を行い、変換の良否を確認

すると共に、結果は精度管理表に取りまとめるものとする。 

 

 
◇アフィン変換 

      アフィン変換は、X 座標及び Y 座標の回転量、スケールファクター等の変換パ

ラメータを求めて、任意地点の未知点の座標変換補正量をもとめる手法である。 

（変換の詳細は、国土地理院が公表している座標変換マニュアルを参照。） 

 

2-4-3 境界点の座標変換手法（概要） 
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（２） 広範囲を対象とした境界点の座標変換 

 

     検討する境界点の座標変換手法は、測地成果 2011 で求めた基準点を基に、境界

点の取付け測量を行い「測地成果 2011」の座標を求め、旧座標系の境界点間の距

離と夾角を計算で求め、厳密水平網平均計算（以下「平均計算」という。）で座標

変換する手法である。 

      基準点測量は既知点の座標と距離及び夾角から平均計算で求めるものであり、つ

まりは境界点の座標変換を基準点測量と同じ方法で求める手法である。 

      平均計算は、境界点間の距離や夾角を最小の補正で測地成果 2011 の座標を求め

る。つまり、既存の境界点間の距離を最大限そのままの状態で座標変換を行うもの

である。 

      座標変換作業は、交差点における境界点の２重成果解消、整合の確保を考慮する

と、県土整備事務所単位で行うのが最も効率的であるが、２～３地区に分割して複

数年で行っても、精度確保は可能な手法である。（あまり細かく分割すると接合部

が増えて、その処置における作業及び管理の負担が増大する懸念がある。） 

 
     おおまかな手順は下記の通りである。 

① 地区内の「測地成果 2011」の基準点から境界点の取付け観測を行う。 

・基準点から境界点は３～５点、取り付ける。 
・取付け観測した境界点間の座標距離を「測地成果 2011」と「日本測地系」

で比較点検し、境界点に移動がないことを確認する。 
・最も堅牢と見られる境界点を固定点（既知点）とする。 
・側道や、T 字路など２０メートル以上突き出す場合は、突き出しの末端点の

境界に取り付ける。 

・「測地成果 2011」に変換された地域と接する同一の境界点は隣接地域の境

界点座標で固定する。 

・固定点とした境界点間の座標距離を「測地成果 2011」と「日本測地系」と

で比較点検して精度管理を行う。 

② 「日本測地系」の境界点座標から隣接する境界点との距離と夾角を求める。 

・１つの境界点から隣接する境界点（３点以上）の距離と夾角を求める。 

       ・距離は基準面上の球面距離に変換する。（任意座標の場合は不要） 
③ 固定点以外の境界点の「測地成果 2011」仮座標を求める。 

・仮座標は地区内の移動量または TKY2JGD 等で求める。 
④ ①の固定点を既知点座標、②の距離と夾角、③の座標を求点座標として平均計

算を行う。 

・距離の補正量を確認して、境界点間距離の補正量が２センチメートル以上の

場合は点検を行う。座標の補正量が０．５ミリメートル未満になるまで平均

計算を繰り返す。 
⑤ 座標変換の精度管理を行う。 

・固定点以外の境界点を５％程度無作為に選び、現地で取り付け観測を行い、

精度管理を実施する。 

 

 
 

      

        

 

             

      

 

（１） 基本となる準拠点（固定点）の選点作業は、変換する作業範囲の大小に

関係なく、最も重要な要件となる。 

（２） 固定点以外の境界点については、座標変換の良否を確認するため、所定

の作業量について点検測量を実施すること。 

（３） 変換後の成果表には、所定の位置に「世界測地系（測地成果２０１１）」

を必ず表記すること。 
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※ 境界査定の終了している路線では、境界点を正確に「測地成果 2011」に復

元・変換することにより、数値地形図の位置精度は格段に向上する。 

       よって、数値地形図を作成する前に必ず境界点の座標変換を実施することが肝

要となる。 

 

 

 

 

 

     ① 成果表 

② 座標変換データ等ファイル 

③ 座標変換計算簿 

④ 点検測量観測成果 

⑤ 精度管理表 

⑥ 電子記録媒体 

  

 

  【解説】 

    １、成果表には、旧成果と新成果を区別するため、「世界測地系（測地成果 2011）」

を表記すること。 

 

    ２、座標変換データ等ファイルは、座標変換のために整備した座標変換補正量のデー

タファイルをいう。 

 

    ３、計算簿には、座標変換年度及び座標変換の方法を明らかにするため、「平成○年

設置」、「平成○年改測」、「平成○年度地域毎の変換パラメータ改測による座

標変換」等、記入する。 

 

    ４、点検測量は、「測地成果 2011」の基準点から、作業範囲内で無作為に抽出した

境界点について、放射法等により取付け観測を行い、座標変換の良否を確認する

ものとし、点検結果は、精度管理表にとりまとめるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4-4 成果品 
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第３章 道路台帳平面図 
 

 

   
道路台帳平面図は、道路現況平面図の数値地形図データに道路法施行規則第４条の２項の項

目を記載して道路法で規定された図面の要件を満たしたものにするとともに、後続作業の基図

となる。なお、作成した数値地形図データは、所定の道路台帳図チェックシステムにより、規

定どおりの仕様で作成が行われているか内容確認を実施し、エラーの無いデータを作成するも

のとする。 

 

 

 

  
（１）道路台帳平面図の作成 

（２）道路台帳平面図記載項目の調査 

（３）調査項目の記載 

 

 

 

 

 

   
道路台帳平面図の作成は、作業の一部または、全部を道路現況平面図と同時に実施

することができる。 

図式等については「本要領（案）７－２_図式規程）」を準用する。 

 

 

 
（１）半径３０メートル未満の箇所とその半径 

         平面図上より半径６メートル以上、３０メートル未満の箇所を１メートル単位で

調べる。測定箇所は、車道中心上とする。半径６メートル未満はカーブと扱わずに

折点として扱う。 

  
     （２）縦断勾配８パーセント以上の箇所とその勾配 

              縦断勾配が８パーセント以上になる箇所については、その傾斜変化点にマーキン

グを行い上下の比高差及び延長を求めて小数点以下１位（％）までの勾配を求める。

また、マーキング箇所は地形測量作業時に数値地形図データ上にプロットしておく

こと。 

 

     （３）道路構造別幅員 

 

   【測定箇所】 

 

    ・原則として道路部内の構造（車道・歩道・中央帯）が各々50ｃｍ以上変化する箇所 

    ・50ｃｍ以上変化する箇所が連続している区間では最小、最大の幅員を測定すること 

    ・交差点（県道以上との）及び隅切りのある市町村道との交差点の付近 

    ・橋・踏切・トンネル及びその前後 

    ・上記に該当する箇所がない場合においては 100ｍにつき 1箇所測定 

3-1 目  的 

3-2 作業項目 

3-3 作業細目 

3-3-1 道路台帳平面図の作成 

3-3-2 道路台帳平面図記載項目の調査 
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【道路構成別内訳】 ＜横断面の構成要素とその組合せ＞ 

 

 ◆２車線の場合 

 

                   

                   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆４車線の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［路肩のとり方］ 
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［道路部幅員の測定方法］ 

 
                                    単位はｍ 
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1箇所で変化するときは、
大小2種の要素を測定

隅切りより
1ｍ位離して
測定

国県道

市町村道
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                                    単位はｍ 
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20.00

20.00

20.00

9.10 9.10

1.00

12.50

12.00
12.50

12.50

L
0.

60
U

0.
50

O
0.

50

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

L　15.00
W　 5.00

L　 5.00
W　 5.00

L　 3.50
W　 5.00
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（４）側溝の種類及びその幅   

 

      側溝として扱うものは１メートル以下のものとする。 

側溝の種類は、次の項目とする。 

 

・Ｌ型側溝 

・蓋有り∪型側溝 

・蓋無し∪型側溝 

 

幅は、外側で測定する。ただし、車道と歩道との境にあるＬ型側溝を測定する

ときは下図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）車道及び歩道の路面種類 

 

    車道、歩道については、次の種類で路面を調査する。 

 

セメントコンクリート   コンクリート平板 

高級アスファルト     防塵処理 

簡易アスファルト     砂利道 

 

路面種類の変化点は、道路台帳平面図に明示すること。 

 

（６）道路中心延長  

 

道路中心延長は、車道の中心線上を、起点０メートルとして終点に向かって２０

メートルごとに平面図上で設定した距離のこと。（現場での作業はない。） 

カーブの箇所では弧の長さを延長とするため、測定のときには充分注意をすること。 

２０メートルごとの中心点は道路台帳平面図上に明示すること。 

 

（７）横断測量 

 

    監督員より指示のないときは図面の標準的な１箇所、横断測量を行うこと。 

横断箇所は、道路台帳平面図上に明示しておくこと。 

 

（８）道路管理者が設置した標識・照明灯 

 

    

 

 

歩道 車道
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（１）標題及び経歴 

      作成欄は、新規に図面を作成したときに記載して、それ以後の作業は、全て補正

欄に記載する。 

 

（２）起点及び終点の位置の表示とその地番  

 ・起点、終点の位置は、道路管理者の定めた位置とする。 

 ・起点では、記号の後端、終点では、記号の先端を、起点、終点の真位置とする。 

 ・起点、終点では、左右の隣接地の地番を記載する。 

 ・起点、終点の記号は次のとおりとする。 

  

     
 

（３）交差、もしくは、接道する道路または、重複する道路の主な路線名称 

調査路線が、国道または県道及び主な市町村道との交差、もしくは、接続する時

はその交差相手路線名称を、記載すること。 

 

       国道 16 号線 

例  青梅入間線 

       市道 1077 号線 

 

（４）ＤＩＤ、市街化、調整等の境とその注記    

県土整備事務所または、市町村の資料より、ＤＩＤ、市街化区域、市街化調整区

域の境と注記を記載する。 

 

（５）自動車交通不能区間の境とその注記   

    最大積載量４ｔの普通貨物自動車が通行できない箇所の境と、その注記を記載す

る。 

 

（６）半径３０メートル未満の箇所とその注記 

    道路中心線の曲率半径が、６メートル以上、３０メートル未満の箇所は、記号と

注記により記載する。 

 

（７）縦断勾配８パーセント以上の箇所とその数値 

    縦断勾配８パーセント以上の箇所においては、その位置と、その勾配を記載する

こと。 

 

（８）道路構造別幅員数値 

    調査された道路構造別幅員は、次の図式により表示する。 

 

① 道路は、すべて真幅で表示する。 

② 幅員測定は、５０センチメートルごと変化点及び構造の変化する箇所とする。 

③ 測定はセンチメートル単位とし、図面表示はメートル単位で記入 

 

3-3-3 調査項目の記載 
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【道路構造別幅員 記載例】 

 

 

 

 
 

 

                                    単位はｍ 

 

 

 

 

 

 

 

平面図
（道路内表示）

横断面

7.50

7.50

7.50
6.93

6.93
8.10

6.93

7.50

（引出し表示）

7.50

7.50

6.93

6.93

0.45 0.57

7.50

0.57

0.570.60

8.10

（延長上転移表示）

6.93
8.10

U
0.

60

U
0.

57
U

0.
57

O
0.

57

L
0.

45
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【道路構造別幅員 記載例】 

 

 

 
 

 

                                    単位はｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面図
（道路内表示）

横断面

7.50
9.50

9.50
7.50

7.50
9.54

10.10
7.50

2.00

2.00

1.50

1.50

U
0.

56

U
0
.5

4

L
0
.5

0

O
0.

54

（延長上転移表示）

（延長上転移表示）

7.50・1.50

9.50

7.50・1.50

10.10

7.50・1.50

10.10

（引出し表示）

0.56 0.54

7.50 1.50

10.10

9.54

7.50 1.50

0.54

0.50

7.50 2.00

0.54

9.50

9.50

0.50

7.50 2.00
車道 歩道

歩道車道
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【道路構造別幅員 記載例】 

 

 

 

 
 

 

                                    単位はｍ 

 

 

 

平面図

（道路内表示）

3.00 8.75 1.50 8.75 3.00

3.008.751.508.753.000.60

25.00

25.60

歩道 歩道車道 車道
中央分離帯

中央分離帯歩道 歩道車道 車道

U
0.

60

平面図

（道路内表示）

25.00

25.60
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（９）側溝の種類及び、その幅 

 

  ［種類記号］  

        

Ｌ 型 側 溝 L 

蓋有りＵ型側溝 O 

蓋無しＵ型側溝 U 

    

  ［側 溝］ 

   

  側溝は、Ｌ型側溝・蓋有り∪型側溝・蓋無し∪型側溝に区分する。 

 
 

0.50 0.57

0.57

（道路）
（道路）

（道路）

長破線

破線

実線

Ｌ形側溝 蓋無しU型側溝

蓋有りU型側溝

O
　

0
.
5
7

U
　

0
.
5
7

L
　

0
.
5
0

単位はｍ
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（１０）車道及び歩道の路面種別とその境 

 

  ［種類記号］ 

 

       

舗  装 

高 

級 

セメントコンクリート 

高級アスファルト 

C 

A 

簡 

易 

簡易アスファルト 

コンクリート平板 

K 

P 

未 舗 装 
 

 

防   塵 

砂 砂 利 

B 

G 

 

      

 

（１１）中心線及び２０メートルごとの位置と１００メートルごとの中心点の番号  

 

 

（１２）横断図とその箇所 

 

 

（１３）境界線または、区域線  

    境界測量により決まった線を入力する。 

    境界と兼ねない区域線については別途監督員と協議のうえ線を入力する。 

 

 

（１４）道路管理者が設置した標識・照明灯 
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① 道路台帳平面図（数値地形図データ）         一式 

 

     ② 道路台帳図チェックシステムによる点検結果      一式 

 

     ③ 検査用出力図（点検資料）              一式 

  

3-4 成果品 
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第４章 道路敷地図 
 

 

 

     
道路敷地図は、道路沿線の土地所有者並びに、その境界を明確にして、道路管理上最も

重要である道路境界の管理を円滑に行うための重要な資料とすることを目的とする。 

また、道路境界確定における検討資料として使用する。 

図式等については「本要領（案）７－２_図式規程」を準用する。 

 

 

 

 
・ 境界線または区域線の記入 

     

・ 境界標間の距離の記入 

  

・ 境界標の番号の記入  

  

 

 

 

 

 

 

 
    道路管理者と他者の用地境界線のうち、敷地調査等により他者との境界確認で承諾を

得た箇所については、赤色の実線により線データを作成する。 

    なお、用地境界の承諾が得られていない箇所については、破線表示により線データを

作成する。 

 

＜作図例＞ 

         

       
 

4-1 目  的  

4-2 作業項目 

4-3 作業細目 

4-3-1 境界線または区域線の記入 
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    ※赤色の囲み箇所 ： 確定境界線 

    ※青色の囲み箇所 ： 不調境界線 

 

 

 

 
     境界点間の寸法についてはメートル単位とし小数点第２位（小数点第３位を切り捨

て）まで表示する。隣接境界との距離を記入し、一点以上のたすき掛けを行う。 

   

 

 

 

境界標番号を入力する。図面上部左側より１０番単位で０１０から図面右方向に既設

表中に番号をつける。 

 

図面下部左側より１０番単位で５１０から図面右方向に既設表中に番号をつける。 

不調点においては計算点としカッコで（０６０）記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

① 道路敷地図（数値地形図データ）           一式 

 

      ② 道路台帳図チェックシステムによる点検結果      一式 

 

     ③ 検査用出力図（点検資料）              一式 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4-3-2 境界標間の距離の記入 

4-3-3 境界標の番号の記入 

4-4 成果品 
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第５章 道路台帳調書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

5-1 道路台帳調書作業工程 

［工 程］ ［概 要］ 

各県土整備事務所より、道路台帳補正業務で作成された道路台帳

測定基図、補正前後の測定基図陽画又は出力図、補正内容リストを

借用する。 

補正前後の測定基図陽画及び出力図、補正リストの内容を把握し、

作 業 方 法 ・ デ ー タ 作 成 の 手 順 等 と 工 程 確 認 を 行 な う 。

測定基図（出力図）に、図

面番号、橋、トンネル、鉄道

との交差番号、区間分割、区

間番号、補正履歴等を記入し

た図面から、延長・面積・道

路構成等、数値化の基になる

図面を作成する。 

道路台帳（数値地形図）データ

から道路情報を収集するため、状

況の変化する箇所毎に区間の分割

を行い、延長・面積・道路構成等、

数値化測定が可能となるようポリ

ゴンデータを作成する。 

延長及び面積の測定は、人為的

に区間分割された面分（ポリゴン

データ）より計測を行う。 

延長の測定は、ＣＡＤデー

タ計測またはスケール等によ

り計測。面積は、規格改良道

路等では延長×幅員とし必要

項目ごとに測定する。（変形

区間については、プラニメー

ター等で面積を測定し、延長

は変更してはならない。） 

各路線の区間マスタ（路線情報・区間情報のダンプ）に補正箇所

のデータを入力する。また、橋、トンネル、鉄道等の交差データは、

構造物マスタの変更箇所にデータ作成（新規・修正）を行う。 

区間マスタ、構造物マスタに記入された補正データの入力を行う。

補正データの点検は、ダンプを再度出力し照合を行う。 

・属性（フォーマットチェック）、論理チェックをシステム的に抽

出。 

・マスタデータと入力データのチェック（マスタ出力） 

・3段階のエラーチェックを行い、より完全なものとする。 

各種マスタファイルを使用して、定められた書式に従い各種調書を

出力する。 

 

資 料 収 集

補 正 箇 所 の 把 握

測 定 基 図 作 成

延 長 ・ 面 積 計 測

マスタデータ作成

データパンチ入力

デ ー タ の 点 検

調 書 出 力

陽画・出力図を使用 数値地形図を使用 
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（１）道路法に定められた調書 

  

・道路台帳 

・実延長調書 

・橋調書 

・トンネル調書 

・鉄道等との交差調書 

 

 

（２）国土交通省道路施設現況調査要項（以下「要項」という。）に定められた調書 

 

・第１号様式（総括） 

・第２号様式（独立専用自歩道） 

・第３号様式（部分自歩道） 

・第４号様式（有料道路） 

・第５-１号様式（橋梁「橋長１５ｍ以上」） 

・第５-２号様式（橋梁「橋長２ｍ以上１５ｍ未満」） 

・第６号様式（トンネル） 

・第７号様式（踏切道） 

・第８号様式（１．５車線的道路） 

 

※  各種調書の記載方法については、毎年国土交通省から配布される要項に基づき作業

を行うものとする。 

 

 

（７－２－４様式（調書）参照） 

 
（１）道路台帳【様式調－１】の記載方法 

 

この調書は、路線ごとに作成する。 

延長及び幅員の記載単位は、メートル以下２位までとする。 

面積の記載単位は、平方メートル以下２位までとする。 

 

① 整理番号 

道路管理者が定めた路線番号を４桁で入力する。 

 

② 図面対照番号 

当路線の起点を含む図面番号と当路線の最終図面番号を入力する。 

 

③ 道路の種類 

次のコードで入力する。 

一般国道（指定区間外） ・・・３ 

主要地方道 ・・・・・・・・・４ 

一般県道 ・・・・・・・・・・５ 

5-2 道路台帳調書 

5-2-1 道路台帳の種類 

5-2-2 記載方法  
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④ 路線名、路線の指定（認定）の年月日、起点、終点、主要な経過地、道路管理者の指

定または、認定資料より入力する。 

 

⑤ 道路の延長 

  起点から終点までの総延長を入力する。 

 

⑥ 実延長 

    当路線の重用、未供用、渡船施設（海上）延長を除いた延長を入力する。 

 

⑦ 重用延長 

    上位の路線と重複している延長を入力する。 

 

⑧ 供用されていない区間の延長 

    路線の指定または認定の告示がされているが、供用開始の告示がされていない区間の延

長。 

 

⑨ 道路 

    実延長区間における道路の延長。 

 

⑩ トンネル 

実延長区間におけるトンネルの個数とその延長。 

 

⑪ 橋 

実延長区間における永久橋、木橋、混合橋別の個数とその延長。 

 

⑫ 歩道 

実延長区間における歩道の設置延長及び左右別延長。 

 

⑬ 道路の敷地の面積 

道路敷地構成図の整備されている路線では、国有地、地方公共団体有地、民地別に道路

敷地の面積を記入、敷地構成図が未整備の路線では、計の欄にのみ入力する。 

 

⑭ 鉄道または新設軌道との交差 

鉄道、跨線、平面交差別に箇所数を入力する。 

 

⑮ 最小車道幅員、最小曲率半径、最急縦断勾配それぞれの箇所 

当路線の実延長区間におけるそれぞれの数値を記入した箇所には、それぞれの区間番号

を入力する。 

 

⑯ 有料道路 

有料の道路、トンネル、橋、渡船施設があるときは、それぞれの延長等を入力する。 

 

⑰ 道路と効用を兼ねる主要な他の工作物の概要 

堤防、護岸、駅前広場等の工作物と効用を兼ねている箇所があるときは、その名称及び

その管理者を入力する。 

 

⑱ 軌道その他主要な占用物件の概要 

軌道、地下街等の主要な占用物件について、その占用者、占用期間、占用場所を入力す

る。 
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⑲ その他特記すべき事項 

当路線の管理上特に必要と思われる事項を入力する。 

 

⑳ 調製（改訂）の年月日 

この調書の作成の年月日を記入また、補正したときはその年月日を入力する。 

 

 

（２）実延長調書（Ⅰ）【様式調－２】の記載方法 

 

    この調書は、路線ごとに、県土整備事務所別、市町村別に作成する。 

延長及び幅員の記載単位は、メートル以下２位までとする。 

面積の記載単位は、平方メートル以下２位までとする。 

 

① 年度 

当調書の作成年度を入力する。 

 

② 道路種別 

次のコードで入力する。 

 

一般国道（指定区間外）・・・・・・・３ 

主要地方道  ・・・・・・・・・・・・４ 

一般県道  ・・・・・・・・・・・・・５ 

 

③ 路線番号、路線名称、起点、終点 

道路台帳調書に記載した内容と同じく入力する。 

 

④ 図面対照番号 

当区間番号を入力する。 

 

⑤ 区間番号 

当区間の区間番号を入力する。 

 

⑥ 重用、未供用 

次のコードで入力する。 

 

重用区間である（供用されている） ・・※ 

未供用区間である ・・・・・・・・・・※ 

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・SPACE 

 

⑦ 道路種別延長 

道路（車道）の中心延長を、道路、橋、トンネル別に入力する。 

 

⑧ 道路構成内訳 

路面種類 

 

車道の路面種類を次のコードで入力する。 

 

セメントコンクリート・・・・Ｃ 

高級アスファルト・・・・・・Ａ 
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簡易アスファルト・・・・・・Ｋ 

コンクリート平板・・・・・・Ｐ 

防じん処理・・・・・・・・・Ｂ 

砂利道・・・・・・・・・・・Ｇ 

 

ただし、踏切道については、次のとおりとする。 

 

石系・・・・・・・・・・・・Ｃ 

木系、その他・・・・・・・・Ｋ 

 

⑨ 車道幅員 

車道の幅員は、次のようにして求めて入力する。 

   車道幅員＝道路部幅員－歩道幅員－中央帯幅員－路肩幅員 

 

⑩ 車道の延長、面積 

車道の延長及び面積を路面の舗装、未舗装別に入力する。 

舗装とは、路面種別がつぎのものをいう。セメントコンクリート、高級アスファルト、

簡易アスファルト、コンクリート平板。 

コンクリート未舗装とは、路面種別が次のものをいう。防じん処理、砂利道ただし、踏

切道は、全て舗装として扱う。 

 

⑪ 歩道 

左右別に幅員、延長、面積を入力する。 

 

⑫ 路肩 

幅員及び面積は、左右の合計を入力する。 

延長は、左右の合計を２で割ったものを入力する。 

※有蓋であって、強度及び構造からみて路肩の効用を兼ねている側溝は、当項目に計

上する。 

 

⑬ 中央帯 

幅員は、側帯を含めたもので入力する。（ただし４車線以上のもの） 

 

⑭ その他 

道路部以外（法敷、蓋なし側溝等）の幅員、延長、面積を入力する。 

 

⑮ 道路部 

車道、歩道、路肩、中央帯の合計を入力する。 

 

⑯ 重用、未供用区間の場合 

道路種類延長には、カッコを付して記入して、最下欄の合計値には加えないこと。 

道路構成内訳は、全て記入しないこと。 

 

 

（３）実延長調書（Ⅱ）【様式調－２】の記載方法 

 

① 重用延長 

当区間が供用区間であって他の路線に重用している時に延長を入力する。 

当欄に記入したときは、他の項目は記入しない。 
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② 未供用延長 

当区間が未供用区間の時に延長を入力する。未供用のときは、他の項目は記入しない。 

 

③ 改良済延長 

改良が完了している延長を入力する。 

 

④ 未改良延長 

実延長区間であって規格改良のされていない区間の延長を入力する。 

 

⑤ 自動車交通不能区間 

実延長区間であって幅員、曲率半径、勾配その他道路の状況により最大積載量４トンの

普通貨物自動車が通行できない区間である場合に入力する。 

 

⑥ 市街化区分別延長 

実延長区間を次の市街化用途に分けて入力する。 

 

市街化区域・・・・・・・・１ 

市街化調整区域・・・・・・２ 

非線引き区域  ・・・・・・３ 

準都市計画区域・・・・・・４ 

 

⑦ 側溝 

実延長区間にある側溝を左右別に分けて入力する。 

左側（または右側）に２箇所（歩車道境と法側）あるときは、幅・延長ともにその合計

を記入し、種類は、上側に車道に付く側溝、下側に歩道に付く側溝を次のコードで入力す

る。 

 

Ｌ型側溝・・・・・・・・・・Ｌ 

∪型蓋有り側溝・・・・・・・Ｏ
―

 

∪型蓋無し側溝・・・・・・・∪ 

 

⑧ 防護柵延長 

実延長区間にある防護柵の種類、延長を箇所別に入力する。 

 

 

（４）橋調書【様式調－３】の記載方法 

 

この調書は、橋（２ｍ以上）の箇所ごとに作成すること。 

延長及び幅員の記載単位は、メートル以下２位までとする。 

面積の記載単位は、平方メートル以下２位までとする。 

 

 

① 整理番号 

管理者の付した番号を入力する。 

 

② 図面対照番号 

当橋梁が含まれている道路台帳測定基図の番号を入力する。 
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③ 橋梁名称 

橋梁の名称を入力する。 

 

④ 道路種別 

路線の道路種別を次のコードで入力する。 

 

一般国道（指定区間外）・・・３ 

主要地方道  ・・・・・・・・４ 

一般県道  ・・・・・・・・・５ 

 

⑤ 路線 

路線、区間番号を入力する。 

 

⑥ 箇所 

橋梁の起点側の住所を入力する。 

 

⑦ 面積 

面積は、道路部の面積とする。 

 

⑧ 橋種及び型式  

    次のコードで入力する。 

橋   種 型   式 記   号 

 工形鋼橋 S B 

 鋼桁橋 S G 

 鋼構橋（トラス橋） S T 

鋼     橋 鋼拱橋（アーチ橋） S A 

 鋼剛構橋 S R 

 吊橋（補剛桁が鋼材のもの） SUS 

コンクリート橋 

コンクリート床版橋 K B 

コンクリート拱橋 K A 

コンクリート剛構橋 K R 

PSコンクリート床版橋 P B 

PSコンクリート剛構橋 P R 

石    橋 
石版橋（桁橋） M B 

石拱橋 M A 

木    橋 

木桁橋 W B 

木構橋 W T 

吊橋（補剛桁が木材のもの） SUW 

 

 ⑨ 交通 

 

自動車交通不能・・・・・・・・１ 

交通制限あり・・・・・・・・・２ 

交通制限なし・・・・・・・・・３ 
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（５）トンネル調書【様式調－４】の記載方法 

 

この調書は、トンネルの箇所ごとに作成すること。 

延長及び幅員の記載単位は、メートル以下２位までとする。 

 

① 整理番号 

管理者の付した番号を入力する。 

 

② 図面対照番号 

当トンネルが含まれている道路台帳測定基図の番号を入力する。 

 

③ トンネル名称 

トンネルの名称を入力する。 

 

④ 道路種別 

路線の道路種別を次のコードで入力する。 

 

一般国道（指定区間外） ・・・３ 

主要地方道 ・・・・・・・・・４ 

一般県道 ・・・・・・・・・・５ 

 

⑤ 路線 

路線、区間番号を入力する。 

 

⑥ 箇所 

トンネルの起点側の住所を入力する。 

 

⑦ 拱
こう

（天井部）、側壁 

次のコードで入力する。 

 

素  掘・・・・・・・・・・１ 

吹  付・・・・・・・・・・２  

覆  工・・・・・・・・・・３  

ブロック張り工法・・・・・・４ 

パネル張り工法・・・・・・・５ 

タイル張り工法・・・・・・・６ 

その他の内容・・・・・・・・７ 

 

⑧ 排水設備 

側溝等の排水設備が有るときは、１を入力する。無いときは、０を入力する。 

 

⑨ 照明設備 

照明設備は、次のコードで入力する。 

 

無し・・・・・・・・・・・・１ 

ナトリウム燈・・・・・・・・２ 

蛍光燈・・・・・・・・・・・３ 

水銀燈・・・・・・・・・・・４ 

その他の照明・・・・・・・・５ 
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上記の併用・・・・・・・・・６ 

 

⑩ 建設年次 

次のコードで入力する。 

 

明  治・・・・・・・・・・・１ 

大  正・・・・・・・・・・・２ 

昭  和・・・・・・・・・・・３ 

平  成・・・・・・・・・・・４ 

 

⑪ 備考 

トンネルの保全状況（修繕等）を入力する。 

 

 

（６）鉄道等との交差調書【様式調－５】の記載方法 

 

この調書は、鉄道等との交差の箇所ごとに作成すること。 

延長及び幅員の記載単位は、メートル以下２位までとする。 

 

① 整理番号 

管理者の付した番号を入力する。 

 

② 図面対照番号 

鉄道等とめ交差箇所が含まれている道路台帳測定基図の番号を入力する。 

 

③ 踏切または、橋梁の名称 

平面交差のときは、踏切道名称、立体交差においては、橋梁名称を入力する。 

 

④ 鉄道または、新設軌道の名称 

鉄道等の路線名を入力する。 

 

⑤ 道路種別 

路線の道路種別を次のコードで入力する。 

 

一般国道（指定区間外）・・・３ 

主要地方道  ・・・・・・・・４ 

一般県道  ・・・・・・・・・５ 

 

⑥ 路線 

路線、区間番号を入力する。 

 

⑦ 箇所 

鉄道等との交差の起点側の住所を入力する。 

 

⑧ 交差の方式 

 

平面交差・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

跨道（立体交差路線が下、鉄道が上）・・・・２ 

跨線（立体交差路線が上、鉄道が下）・・・・３ 
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⑨ 有効高または、交差角度 

立体交差のときは、有効高を記入し、平面交差においては、道路と線路との交差角度を

入力する。 

 

⑩ 備考 

平面交差のときは、次のコードで入力する。 

 

踏切警手を配置または、自動踏切遮断機を設置・・１ 

一定時間に限り踏切警手を配置・・・・・・・・・２ 

踏切警報機を設置・・・・・・・・・・・・・・・３ 

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
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  各種調書の記載方法については、国土交通省から配布される要項に基づき作業を行うもの

とする。 

 

（１）概要 

 

道路施設の現況について調査し、前年度と変更があるデータの補正を行うものである。 

 

（２）補正データの作成 

 

    調査機関は調査の結果、基本台帳に登録されているデータについて、変更が生じた場合は、

次に掲げる基本台帳に、変更のあった事項を入力し、後日通知する日までに国土交通省に提

出する。提出する補正データは、変更が生じたデータのみではなく、変更が生じなかったデ

ータも含んだ一調査機関が管理する全データである。 

なお、提出する補正データは必ず記憶媒体に複写し、少なくとも調査完了まで保存する。 

 

ファイル名 様 式 内 容 

台帳 1 第 1 号様式 総 括 

台帳 2 第 2 号様式 独立専用自歩道 

台帳 3 第 3 号様式 部分自歩道 

台帳 4 第 4 号様式 有料道路 

台帳 5_1 第 5-1 号様式 橋梁（橋長15ｍ以上） 

台帳 5_2 第 5-2 号様式 橋梁（橋長2ｍ以上15ｍ未満） 

台帳 6 第 6 号様式 トンネル 

台帳 7 第 7 号様式 踏切道 

台帳 8 第 8 号様式 1.5車線的道路 

 

 

 

（３）調査項目 

 

 ● 第１号様式（総括） 

  （１）調査機関区分        （１２）実延長 

  （２）地方公共団体コード     （１３）立体横断施設 

  （３）道路種別          （１４）道路面積 

  （４）路線名コード        （１５）歩道等設置道路延長 

  （５）現道・旧道区分       （１６）規格改良・未改良別車道幅員区分別実延長内訳 

  （６）路線分割          （１７）路線数 

  （７）自動車専用区分       （１８）路面別実延長内訳 

  （８）総延長           （１９）中央帯延長 

  （９）重用延長          （２０）鉄道との交差箇所 

 （１０）未供用延長         （２１）種類別実延長内訳 

 （１１）渡船場           （２２）路線接続 

 

 

5-2-3 国土交通省 道路施設現況調査要項 



道路台帳調書 

 - 74 -

 ● 第２号様式（独立専用自歩道） 

（１）調査機関区分          （９）未供用延長 

（２）地方公共団体コード      （１０）実延長 

（３）道路種別           （１１）有効幅員区分別実延長内訳 

（４）路線名コード         （１２）路面別実延長内訳 

（５）現道・旧道区分        （１３）種類別実延長内訳 

（６）自歩道専用区分        （１４）道路面積 

（７）総延長            （１５）鉄道との交差箇所 

（８）重用延長           （１６）重用自歩道設置延長 

 

 

 ● 第３号様式（部分自歩道） 

（１）調査機関区分          （７）歩道等種別 

（２）地方公共団体コード       （８）歩道等延長 

（３）道路種別            （９）植樹施設延長 

（４）路線名コード         （１０）幅員区分別延長内訳 

（５）現道・旧道区分        （１１）歩道等面積 

（６）路線分割 

 

 

 ● 第４号様式（有料道路） 

（１）調査機関区分          （８）事業体区分 

（２）地方公共団体コード       （９）供用開始年月日 

（３）道路種別           （１０）供用延長 

（４）路線名コード         （１１）航路延長 

（５）現道・旧道区分        （１２）車道幅員区分別供用延長内訳 

（６）路線分割           （１３）路面別供用延長内訳 

（７）有料道路名コード       （１４）種類別供用延長内訳 

 

 

 ● 第５－１号様式（橋梁「橋長１５ｍ以上」） 

（１）調査機関区分         （１４）最大支間長 

（２）地方公共団体コード      （１５）径間数 

（３）道路種別           （１６）幅員 

（４）路線名コード         （１７）現況 

（５）現道・旧道区分        （１８）他域橋長 

（６）路線分割           （１９）橋梁接続 

（７）橋梁種別           （２０）重要度 

（８）橋梁名コード         （２１）下部構造分離 

（９）分割番号           （２２）緊急輸送道路 

（１０）一般有料区分         （２３）交差条件 

（１１）橋梁分類           （２４）適用基準 

（１２）架設年次           （２５）耐震補強 

（１３）橋長 
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 ● 第５－２号様式（橋梁「橋長２ｍ以上１５ｍ未満」） 

（１）調査機関区分          （９）分割番号 

（２）地方公共団体コード      （１０）一般有料区分 

（３）道路種別           （１１）橋梁分類 

（４）路線名コード         （１２）架設年次 

（６）路線分割           （１３）橋長 

（７）橋梁種別           （１６）幅員 

（８）橋梁名コード         （１７）現況 

 

 

 ● 第６号様式（トンネル） 

（１）調査機関区分         （１１）建設年次 

（２）地方公共団体コード      （１２）延長 

（３）道路種別           （１３）幅員 

（４）路線名コード         （１４）有効高 

（５）現道・旧道区分        （１５）壁面区分 

（６）路線分割           （１６）路面区分 

（７）トンネル名コード       （１７）内部施設 

（８）分割番号           （１８）現況 

（９）一般有料区分         （１９）他域延長 

（１０）トンネル分類 

 

 

 ● 第７号様式（踏切道） 

（１）調査機関区分         （１２）延長 

（２）地方公共団体コード      （１３）幅員 

（３）道路種別           （１４）歩道等施設 

（４）路線名コード         （１５）対道路幅員差 

（５）現道・旧道区分        （１６）交差角度 

（６）路線分割           （１７）道路勾配 

（７）踏切道名コード        （１８）路面区分 

（８）鉄道事業者名コード      （１９）見通し距離 

（９）鉄道線名コード        （２０）道路交差点距離 

（１０）単複線区分          （２１）遮断時間 

（１１）踏切道種別 

 

 

 ● 第８号様式（１．５車線的道路） 

（１）調査機関区分          （５）路線分割 

（２）地方公共団体コード       （６）１．５車線的道路整備区間延長 

（３）道路種別            （７）待避所等 

（４）路線名コード          （８）路線数 
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道路台帳測定基図は、道路台帳調書データを作成するために、数値地形図上で、道路を細分

化して延長、面積、道路構成、路面種類等の情報を数値化するための基図とする。 

 

 

 

 
（１） 測定基図の作成 

（２） マスタデータの整理番号付与 

（３） 区間の分割 

（４） 区間番号の記入 

（５） 補正年月の旗揚げ 

（６） 区割線の設定 

 

 

 

 
（１）測定基図の作成 

      道路台帳測定基図は、道路台帳平面図の数値地形図データより、各種調書データを作成す

るために必要となる項目の分類及び集計のために区割線を設定し、それぞれの区間に属性を

入力した基図とする。 

 

  （２）マスタデータの整理番号付与 

補正前にマスタデータの整理番号を路線別に付与する。この整理番号は、各路線のなかで

重複しない番号とする。また、整理番号を付与するにあたっては、前年度の移管路線を削除

後に新たな番号を付与するものとする。 

 

  （３）区間の分割 

     区間とは、道路情報を集約するために基図上で、人為的に分割した面分をいう。 

区間は、下記状況の変化の生じた箇所に設定する。 

 

① 行政界 

② 県土整備事務所管理界 

③ 道路構造幅員が５０センチメートル以上変化する箇所 

④ 国道、県道との交差点 

⑤ 橋、トンネル、鉄道等との交差箇所 

⑥ 供用状況 

⑦ 改良状況 

⑧ 自動車交通の可否 

⑨ 有料区間 

⑩ 半径３０メートル未満の箇所 

⑪ 勾配８パーセント以下の箇所 

⑫ 車道、歩道の路面種類 

⑬ 歩道、分離帯の植樹施設の有無 

⑭ 歩行者安全施設の種類 

5-3 道路台帳測定基図 

5-3-1 目 的 

5-3-2 作業項目 

5-3-3 作業細目 
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⑮ ＤＩＤ、市街化区域、用途地域 

 

 

（４）区間番号の記入 

 

① 区間番号は、起点の区間を１０番とし、終点を含む区間が最終番号となるように一連 

   番号を付与する。 

② 交差部おいて、下位路線の重用区間については、区間番号にカッコをつける。  

③ 区間番号は、道路敷の外側に記入することを原則とし、図郭に対し上向きに記入する。 

 

※同一図面内での区間番号の重複に注意すること。 

 

 

（５）補正年月の旗揚げ 

 

① 道路台帳補正を行った箇所について旗揚げをすること。 

 

 

（６）区割線の設定 

  

① 道路敷面積 

イ 道路敷は、道路の区域の境界線（杭）から境界線（杭）までの幅員に対する区域で、

境界線から境界線で囲まれた範囲の面積を道路敷面積とする。 

ロ 道路境界線が明確でないものについては、現況地形図上のみなし線で囲まれた範囲の

面積とする。 

 

② 道路部面積 

イ 車道、歩道、中央帯、路肩、植樹帯、歩道及び蓋付き側溝（L 型側溝含む）の面積と

する。 

 

③ 車道延長 

イ 道路中心線の屈曲点及び曲線中の適宜間隔をとった点、区間分割線上との交点とす 

る。 

    ロ 交差区間は、交差する各道路中心線の重心とする。 

 

④ 歩道設置延長 

イ 交差点や家屋の入口のために歩道が途切れている場合は、歩道が設置されているもの

として延長を測定する。（下図 a） 

ロ 交差点の前後どちらか一方にしか歩道がない場合は、交差点内の歩道は計測しない。 

     （下図 b） 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

ａ ａ ａ 

ｂ 
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     ハ 歩道の設置延長及びのべ延長は下図の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 歩道面積 

イ 出入口等で部分的に歩道が中断している箇所は、歩道が継続しているものとして面積

を測定する。 

 

⑥ 中央帯面積 

イ 分離帯及び側帯を加えた幅員に対応する面積を測定する。 

 

⑦ 側溝延長 

    イ 側溝の外側線上の屈曲点及び曲線中の適宜間隔をとった点、区間分割線上との交点と

する。 

  ロ 交差点で破線表示されている場合は、側溝があるものとする。 

  ハ 出入口等で、部分的な構造の変化及び蓋掛等の場合は、その前後の側溝が継続してあ

るものとする。 

  ニ 側溝については、雨水桝、汚水桝も側溝に含めるものとする。 

  ホ 特殊な箇所等における測定は、その都度監督員の指示によるものとする。 

 

⑧ 曲線上の測定 

イ 曲線上の測定は、曲線の曲率により異なるが、原則として図上２ミリメートルを最小 

とし、間隔決定は、下図におけるｈの寸法が図上０．２ミリメートル以下となる間隔と

する。  

 

歩道設置延長

歩道のべ延長 

歩道のべ延長 

歩道設置延長 歩道設置延長

歩道のべ延長 歩道のべ延長 

歩道のべ延長 
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ｈ

Ｌ

ｈ

Ｌ

＜

＞

０．２ｍｍ

２．０ｍｍ

になるよう読定点を付定する。になるよう測定する。 



道路台帳調書 

 - 80 -

 

 

 

 
 

 

（１）路線番号 

道路管理者の定めた番号を入力する。 

 

一般国道・・・・・・・・国道番号（路線名数字を使用する） 

主要地方道・・・・・・・１０００番台の番号 

一般県道・・・・・・・・３０００番台の番号 

 

 

［入力例］ 

４桁の数値を入力する。 

なお、左から 1 桁目の数字には、次のような意味を持たせている。 

 

 

左から１桁目 道路種別 入力例 

 0 一般国道 0254, 0407 

 1 主要地方道 1001, 1066 

 3 一般県道 3114, 3311 

 

 

・一般国道の路線名コードについては、路線名の数字を使用する。 

(例)    

一般国道２５４号              →       ０２５４ 

一般国道４０７号              →       ０４０７ 

 

 

・主要地方道の路線名コードについては、路線名の数字に１０００を付加する。 

      （例）   

路線番号１    さいたま川口線    →    １００１ 

路線番号６６   行田東松山線    →    １０６６ 

 

 

・一般県道の路線名コードについては、路線名の数字に３０００を付加する。 

      （例）   

路線番号１１４  川越越生線    →    ３１１４ 

路線番号３１１  蓮田鴻巣線    →    ３３１１ 

  

 

（２）市町村コード 

総務省自治行政局が管理する「全国地方公共団体コード」より、６桁のコードを入力する。 

   

 

5-4 データシート作成 

5-4-1 区間マスタデータシート 1【基本】 
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（３）現道・旧道区分 

 

区  分 コード 

現  道 1 

旧  道 2 

新  道 3 

 
 
 

現 道 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新道(供用開始)    工事中 
 
 
 
 

 
旧 道 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

現道(全線供用開始)  

 

 

・ 現道とは、旧道・新道以外の道路をいう。 

・ 旧道とは、バイパス等の建設に伴い建設前の元の道路が他の道路として編成（入）

されず存在する場合、その元の道路をいう。 

・  新道とは、バイパス部分が現道に連結されないで部分的に供用されている区間をい

う。 

・ 1 路線を複数の道路管理者で管理している場合は、現道・旧道等の取り扱いについて

関係機関でよく調整を行うこと。 

 

 

（４）路線分割 

   

    一般県道以上の路線の現道で、同一市区町村内において次図のような条件で切断される場

合、起点から終点に向かって一連番号を入力する。 

 

 例) 路線名コード １００１・・・Ｈ 市、I 市、Ｊ市をまたがる場合 
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 起 点 

 

 Ａ 

Ｃ Ｅ 

 

 

 

Ｄ 

 

 Ｂ 

 （J 市） 

  路線名   路線分割 

終 点  Ｅ１００１   

 

 

          （Ｈ市）        （I 市）          未入力にする 

       路線名   路線分割     路線名   路線分割 

      Ａ１００１  １      Ｃ１００１   １ 

      Ｂ１００１  ２       Ｄ１００１   ２ 

 

 

                  

              （行政境界）            （行政境界） 

 

下図のような場合は細分割されたものをまとめて取り扱う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （行政境界）                （行政境界）     

 

下図のような場合は路線分割に該当しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        （行政境界）  
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（５）移管コード 

バイパス、新規道路等の供用開始等に伴い、道路の管理者が変更になる場合、次のコード

を入力する。 

 

なし ・・・・・・・・・・・・・・０ 

国道（指定区間）より受け ・・・・１ 

国道（指定区間）へ移管 ・・・・・２ 

市区町村道より受け ・・・・・・・３ 

市区町村道へ移管 ・・・・・・・・４ 

農道・林道より受け ・・・・・・・５ 

同管理内の路線番号変更 （編入）・７ 

同管理内の路線番号変更 （廃止）・８ 

廃道 ・・・・・・・・・・・・・・９           ６は欠番 

 

（６）図面枝 

当路線が複数の県土整備事務所を通過する場合、起点から県土整備事務所ごとに付した一

連番号を入力する。 

 

（７）図面番号 

当路線の起点から終点に付した一連番号を入力する。 

 

（８）区間番号 

    測定基図上に人為的に分割した面分の一連番号を入力する。 

 

（９）ダブルウエイ（上下線分離） 

  次のダブルウェイの区分により、該当するコードを入力する。 

 

上下線分離なし・・・・・・・・・・０ 

上り線・・・・・・・・・・・・・・１ 

下り線・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

  上下線分離とは、同一路線の一部または全部が天然記念物の樹木をはさんでいたり、河川

の両側の堤防を利用している場合等、完全に上下線が分離したものをいう。従って、どちら

か一方 が対面通行可能であれば上下線分離ではない。 

 

上下線分離の場合 

 

  
 

 

上下線分離でない場合 
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（１０）自動車専用区分 

高速自動車国道または、道路法第４８条２項の規定により、指定された自動車専用道路の

路線または区間について「１」を入力する。 

自動車専用道路以外の道路については「０」を入力する。 

 

 

（１１）自歩道専用区分 

次の自歩道専用区分により、該当するコードを入力する。 

   

自歩道専用道路以外・・・・・・・・なし 

自転車歩行者専用道路・・・・・・・１ 

自転車専用道路・・・・・・・・・・２ 

歩行者専用道路・・・・・・・・・・３ 

 

 

（１２）県土整備事務所コード 

 

さいたま県土・・・・・１    熊谷県土 ・・・・・・・８ 

北本県土・・・・・・・２    行田県土 ・・・・・・・９ 

川越県土・・・・・・・３    越谷県土 ・・・・・・１０ 

飯能県土・・・・・・・４    杉戸県土 ・・・・・・１１ 

東松山県土・・・・・・５    朝霞県土 ・・・・・・１２ 

秩父県土・・・・・・・６    さいたま市 ・・・・・１５ 

本庄県土・・・・・・・７    県外土木事務所 ・・・２０ 

 

            

（１３）有料道路区分 

当区間が有料のとき「１」を入力し、無料のときは「０」を入力する。 

 

 

（１４）有料道路路線番号 

埼玉県が管理している道路の路線番号（有料道路のコード番号ではない）を入力する。 

 

（１５）供用状況 

路線の指定または認定の告示がなされているが、未だ供用開始の告示がされていない区間

のとき「１」を、供用区間のときは「０」を入力する。 

 

 

（１６）～（２０）道路との交差区分 

当区間が、県道以上の路線と交差するときは、次のコードで入力する。 

 

交差なし  ・・・・・・・・・・・・０ 

平面交差（当路線が上位）・・・・・１ 

立体交差（当路線が上のとき）・・・２ 

立体交差（当路線が下のとき）・・・３ 

重用  ・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

路線種別、相手路線番号、現道・旧道区分、路線分割について、交差区分に記入が 

あるときのみ相手路線について入力する。 
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（２１）改良・未改良区分 

改良済み「０」、未改良のときは「１」を入力する。 

 

規 格 改 良 済  未 改 良 

車道幅員 19.5m 以上 車道幅員 5.5m 以上 

車道幅員 13.0m 以上 19.5m 未満 車道幅員 3.5m 以上 5.5m 未満 

車道幅員 5.5m 以上 13.0m 未満 車道幅員 3.5m 未満 

車道幅員 5.5m 未満 うち自動車交通不能区間 

 

① 規格改良済みとは、次のような道路をいう。 

 

イ 昭和３４年３月３１日以前に改築された道路 

道路構造令細則案（内務省土木局昭和１０年６月土木会議決定）の規格に適合す

るものをいう。 

ロ 昭和３４年４月１日以降に改築された道路 

旧道路構造令（昭和３３年８月１日政令第２４４号）の規格に適合するものをい

う。旧道路構造令第３４条の特例により改築された道路は、規格改良済として取り

扱う。 

ハ 昭和４６年４月１日以降に改築された道路 

道路構造令（昭和４５年１０月２９日政令第３２０号）の規格に適合するものを

いう。道路構造令第３８条の特例により改築された道路は、規格改良済として取り

扱う。 

      ニ 道路法第３０条第３項の規定により、道路管理者である地方公共団体が条例で定

めた規格に適合した都道府県道及び市町村道についても、規格改良済として取り扱

う。 

 

  【解説】 

１．道路の昇格等、道路種別に異動がある場合、異動前に規格改良済として扱われ

た区間については、そのまま規格改良済として取り扱う。 

２．車道幅員が明確でない場合は、原則として、全幅員から路肩として片側０．５

メートル、計 １．０メートルを差し引いたものを車道幅員とする。 

  ３．幅員峡小のため、現に自転車及び歩行者のみ通行している道路であっても、道

路法第４８条の１３の規定による自転車専用道路等の指定がない限り、混合交通

路として車道部分を求め入力する。さらに、この場合は、自動車交通不能区間と

して取り扱う。 

  ４．歩道等施設を有しないで車道の左右を停車帯的に利用させている部分がある場

合は、当該部分を路肩として取り扱う。 

  ５．側溝については、有蓋であって強度及び構造からみて路肩の効用を兼ねている

場合は、当該部分を路肩として取り扱う。 

 

 

（２２）自動車交通の可否 

自動車交通が可能なときは「０」を入力し、自動車交通が不能なときは「１」を入力する。 

自動車交通不能区間とは、幅員、曲線半径、こう配その他道路の状況により最大積載量４

トンの普通貨物自動車が通行できない区間をいう。 

階段のみで路線認定され、供用開始をしている場合も自動車交通不能区間に入れる。なお、

車輌制限等一時的に通行の禁止または制限されているもの、または災害その他により現在交
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通不能であっても、一年以内に復旧完成の見込みのあるものは、自動車交通不能区間に該当

しない。      

     

【解説】 

  

 

 

 

 

 

 

ⓐ自動車交通       ⓑ自動車交通           ⓒ自動車交通   

不能区間           可能区間               不能区間 

 

      ⓑに接続する自動車交通可能路線がない限り、事実上ⓑ区間は自動車交通不能区間とな

るが、ⓐ区間またはⓒ区間を改築することによりⓐⓑ区間またはⓑⓒ区間が自動車交通

可能区間となるので、ⓑ区間については自動車交通可能区間として取り扱う。 

 

 

（２３）路面種別 

車道の路面種別は、次のとおり入力する。 

 

セメントコンクリート・・・・・・・Ｃ 

高級アスファルト・・・・・・・・・Ａ 

簡易アスファルト・・・・・・・・・Ｋ 

コンクリート平板・・・・・・・・・Ｐ 

防塵・・・・・・・・・・・・・・・Ｂ 

砂利道・・・・・・・・・・・・・・Ｇ 

 

① 未舗装道には、防塵処理及び表面処理したものを含む。 

② 高級アスファルトとは、アスファルト舗装要綱（日本道路協会発行）に基づくものを

いう。 

③ 簡易アスファルトとは、主に簡易舗装要綱（日本道路協会発行）に基づくものをいう。 

④ セメントコンクリートにアスファルトでオーバーレイしたものについては、高級アス

ファルトに計上する。 

⑤ 踏切道区間については、石系はセメントコンクリートに、木系、その他は簡易アスフ

ァルトとして取り扱うものとする。 

 

 

（２４）～（２６）ＤＩＤ、市街化区域及び用途地域区分 

当区間が、ＤＩＤ、市街化区域、用地地域区分を通るときは、次のコードで入力する。 

 

① ＤＩＤ区域外のときは「０」を、ＤＩＤ区域内では「１」を入力する。 

② 市街化区域区分は、 

 

都市計画区域外 ・・・・・・・・・０ 

市街化区域 ・・・・・・・・・・・１ 

市街化調整区域 ・・・・・・・・・２ 

非線引き区域 ・・・・・・・・・・３ 
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準都市計画区域 ・・・・・・・・・４ 

 

③ 用途地域外のときは「０」を、用途地域内は「１」を入力する。 

 

 

（２７）関東ローム区分 

関東ローム区域外は「０」を、関東ローム内は「１」を入力する。 

 

 

（２８）緊急輸送道路区分 

緊急輸送道路の優先度（重要度）に対し、指定道路を次のとおり区分する。 

 

緊急輸送道路外・・・・・・・・・・０ 

一次特定緊急輸送道路・・・・・・・（１＋整理番号〈４桁〉） 

一次緊急輸送道路・・・・・・・・・（２＋整理番号〈４桁〉） 

二次緊急輸送道路・・・・・・・・・（３＋整理番号〈４桁〉） 

なお、上記は「道路施設現況調査要項」第５－１号様式（橋梁）と区分が異なるため注

意すること。 

 

 

（２９）通学路区分 

教育委員会が指定した通学路区分は、次のとおり入力する。 

 

通学路外・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０ 

小学校から１ｋｍ圏外の通学路・・・・・・・・・・・・・１ 

中学校から１ｋｍ圏外の通学路・・・・・・・・・・・・・２ 

小学校と中学校の重複で１ｋｍ圏外・・・・・・・・・・・３ 

小学校から１ｋｍ圏内の通学路以外  ・・・・・・・・・・４ 

中学校から１ｋｍ圏内の通学路以外・・・・・・・・・・・５ 

小学校と中学校の重複で１ｋｍ圏内の通学路以外・・・・・６ 

小学校から１ｋｍ圏内の通学路・・・・・・・・・・・・・７ 

中学校から１ｋｍ圏内の通学路・・・・・・・・・・・・・８ 

小学校と中学校の重複で１ｋｍ圏内の通学路・・・・・・・９ 

 

 

（３５）交付税集計区分 

交付税集計の対象区分として、集計する場合「０」を、集計に含めない場合は「１」を

入力する。 

 

 

（３６）警察署コード 

 

１ 浦和警察署 １６ 小鹿野警察署 ３１ 吉川警察署 

２ 蕨警察署 １７ 本庄警察署 ３２ 上尾警察署 

３ 川口警察署 １８ 児玉警察署 ３３ 東入間警察署 

４ 朝霞警察署 １９ 熊谷警察署 ３４ 武南警察署 

５ 草加警察署 ２０ 深谷警察署 ３５ 浦和西警察署 

６ 大宮警察署 ２１ 寄居警察署 ３６ 新座警察署 

７ 鴻巣警察署 ２２ 行田警察署 ３７ 大宮西警察署 
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８ 川越警察署 ２３ 羽生警察署 ３８ 浦和東警察署 

９ 所沢警察署 ２４ 加須警察署 ３９ 大宮東警察署 

１０ 狭山警察署 ２５ 岩槻警察署   

１１ 西入間警察署 ２６ 春日部警察署 ５９ 高速道路交通警察隊 

１２ 飯能警察署 ２７ 越谷警察署 ６０ 県外警察署 

１３ 東松山警察署 ２８ 久喜警察署   

１４ 小川警察署 ２９ 幸手警察署   

１５ 秩父警察署 ３０ 杉戸警察署  

  

 

（３７）（３８）区間形態 

 

① 形態種別 

当区間が橋梁、トンネル、鉄道等との交差にとき、次のコードを入力する。 

 

道路・・・・・・・・・・・・・・・０ 

橋梁（河川）・・・・・・・・・・・１ 

橋梁（跨道橋）・・・・・・・・・・２ 

鉄道立体交差（鉄道が下）・・・・・３ 

橋梁（高架橋）・・・・・・・・・・４ 

トンネル・・・・・・・・・・・・・５ 

踏切・・・・・・・・・・・・・・・６ 

鉄道立体交差（鉄道が上）・・・・・７ 

 

② 連続 

当区間形態が連続する場合は「１」を、連続性がない場合「０」を入力する。 

 

 

（３９）～（４３）橋梁 

当区間が橋梁の場合、種別、構造、箇所、番号、分割番号について、次のとおり入力す

る。 

 

① 橋梁種別 

なし ・・・・・・・・・・・・・・０ 

橋（河川） ・・・・・・・・・・・１ 

橋（道路） ・・・・・・・・・・・２ 

橋（鉄道） ・・・・・・・・・・・３ 

高架橋 ・・・・・・・・・・・・・４ 

桟道橋 ・・・・・・・・・・・・・５ 

 

② 構造 

なし（永久橋） ・・・・・・・・・０ 

木橋 ・・・・・・・・・・・・・・１ 

石橋 ・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

③ 橋梁箇所 

なし ・・・・・・・・・・・・・・０ 

自地域   ・・・・・・・・・・・・１ 

市町村界 ・・・・・・・・・・・・２ 
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都道府県界 ・・・・・・・・・・・３ 

 

 

④ 橋梁番号 

※当初、区間マスタに付す橋梁番号は、路線毎に起点から１０番毎の番号を付けていた。

しかし、現状のマスタでは、新規・移管及び路線組換え等により橋梁番号には一連性が

なくなっている。今後、新規橋梁が追加になる場合には、空き番号を付与するものとす

る。 

 

⑤ 分割番号 

橋梁が１箇所において自動車専用橋、自転車歩行者専用橋別、または、上下線別に分

離して架設されている場合に入力する。 

 

分割なし・・・・・・・・・・・・・０ 

分割番号・・・・・・・・・・・・・最大９まで使用可能 

 

 

（４４）～（４６）トンネル 

（２４）区間形態区分でコード「５」のとき、次のコードを入力する。 

 

① 箇所 

トンネルなし・・・・・・・・・・・０ 

自地域内 ・・・・・・・・・・・・１ 

市町村界・・・・・・・・・・・・・２ 

都道府県界・・・・・・・・・・・・３ 

 

② 番号 

４桁のトンネル名コードを入力する。 

 

③ 分割番号 

トンネルが１箇所において自動車専用トンネル、自転車歩行者専用トンネル別、また

は上下線別に分離して設けられている場合に入力する。 

 

分割なし・・・・・・・・・・・・・０ 

分割番号・・・・・・・・・・・・・最大９まで使用可能 

 

 

（４７）～（４９）鉄道との交差 

 

① 鉄道と交差方式 

交差がない・・・・・・・・・・・・０ 

平面交差・・・・・・・・・・・・・１ 

跨道（鉄道の下を道路が通る）・・・２ 

跨線橋（道路が鉄道の上を通る）・・３ 

 

② 鉄道事業者別 

鉄道と交差する鉄道事業者別に次のコードを入力する。 

 

鉄道との交差なし・・・・・・・・・０ 
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ＪＲ・・・・・・・・・・・・・・・１ 

民鉄（私鉄）及び公営・・・・・・・２ 

専用鉄道・・・・・・・・・・・・・３ 

（鉄道敷設者が専用に設けたもの） 

ＪＲ＋民鉄・・・・・・・・・・・・４ 

ＪＲ＋専用線・・・・・・・・・・・５ 

民鉄＋専用線・・・・・・・・・・・６ 

ＪＲ＋民鉄＋専用線・・・・・・・・７ 

 

 

③ 鉄道との交差番号 

交差番号は、道路管理者が定めた交差番号を４桁で入力する。 

 

 

（６０）縦断勾配 

当区間の道路縦断勾配が８パーセント以上のとき、小数点以下２位までを入力する。 

 

 

（６１）曲率半径 

当区間の車道中心曲率半径が６メートル以上、３０メートル未満のとき、その半径を入

力する。 

   

 

（１７９）作成区分 

道路台帳調書作成で使用する補正事由による作成区分コード及び「修正度」または、

「補正度」との関係は、「本要領（案）７－４－５_作成区分コードと修正度及び補正

度」を準用する。 
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必

要
。

緊
急

輸
送

道
路

区
分

（
２

８
）

０
：
緊

急
輸

送
道

路
外

１
：
一

次
特

定
緊

急
輸

送
道

路
（
１

＋
整

理
番

号
〈
４

桁
〉
）

２
：
一

次
緊

急
輸

送
道

路
（
２

＋
整

理
番

号
〈
４

桁
〉）

３
：
二

次
緊

急
輸

送
道

路
（
３

＋
整

理
番

号
〈
４

桁
〉）

区
間

形
態

連
続

区
分

（
３

８
）

０
：
な

し
１

：
構

造
物

の
連

続

通
学

路
区

分
（
２

９
）

０
：
通

学
路

外

１
：
小

学
校

か
ら

1
k
m

圏
外

の
通

学
路

２
：
中

学
校

か
ら

1
k
m

圏
外

の
通

学
路

３
：
小

学
校

と
中

学
校

の
重

複
で

1
k
m

圏
外

４
：
小

学
校

か
ら

1
k
m

圏
内

の
通

学
路

以
外

５
：
中

学
校

か
ら

1
k
m

圏
内

の
通

学
路

以
外

６
：
小

学
校

と
中

学
校

の
重

複
で

1
k
m

圏
内

の

通
学

路
以

外
７

：
小

学
校

か
ら

1
k
m

圏
内

の
通

学
路

８
：
中

学
校

か
ら

1
k
m

圏
内

の
通

学
路

９
：
小

学
校

と
中

学
校

の
重

複
で

1
k
m

圏
内

の

通
学

路区
間

形
態

種
別

（
３

７
）

０
：
道

路

１
：
橋

梁
（
河

川
）

２
：
橋

梁
（
跨

道
橋

）

３
：
鉄

道
立

体
交

差
（
鉄

道
が

下
）

４
：
橋

梁
（
高

架
橋

）
５

：
ト

ン
ネ

ル

６
：
踏

切

７
：
鉄

道
立

体
交

差
（
鉄

道
が

上
）

橋
梁

永
久

木
混

合
橋

区
分

（
４

０
）

０
：
な

し
（
永

久
橋

）
１

：
木

橋
２

：
石

橋 橋
梁

箇
所

（
４

１
）

０
：
な

し

１
：
自

地
域

内
２

：
市

区
町

村
界

３
：
都

道
府

県
界

橋
梁

種
別

（
３

９
）

０
：な

し

１
：橋

（
河

川
）

２
：橋

（
道

路
）

３
：橋

（
鉄

道
）

４
：高

架
橋

５
：桟

道
橋

０
（
路

線
番

号
）

：
【
一

般
国

道
：
国

道
番

号
、

主
要

地
方

道
：
１

０
０

０
番

台
の

番
号

、
一

般
県

道
：
３

０
０

０
番

台
の

番
号

】
２

（
市

区
町

村
コ

ー
ド

）
：

【
別

紙
に

よ
る

】
３

（
現

道
旧

道
区

分
）

：
【
１

：
現

道
、

２
：

旧
道

、
３

：
新

道
】

４
（
路

線
分

割
）

：
『
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
』
第

１
号

様
式

（
総

括
）
の

路
線

分
割

を
参

照

現
道

旧
道

区
分

（
３

）

１
：
現

道
２

：
旧

道
３

：
新

道

市
町

村
（
２

）
別

紙
参

照 路
線

分
割

（４
）

（
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
に

従
う

）
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（１）から（２３）まで、区間マスタデータシートⅠに同じ  

 

（６２）（６６）歩道区分 

０．７５メートル以上の幅員を有する区間を対象とし、左右の歩道について調査する。 

歩道等種別区分は、次のとおり該当するコードを入力する。 

大 分 類 区  分 コード 備    考 

歩 道 な し 歩 道 な し ０  

車道と一体 

歩 道 １ 

車道部に併設されているもの 歩道＋自転車道 ２ 

自転車歩行者道 ３ 

車道と分離 歩道等（分離） ４ 車道と有効幅員が構造的に分離しているもの 

 

① 歩道、歩道＋自転車道、自転車歩行者道とは、車道部に併設されたものをいう。 

② 歩道＋自転車道とは、歩道と自転車道が段差等により構造的に区画されて設けられた

ものをいう。 

③ 自転車歩行者道とは、路面のマーキング等により、歩行者と自転車を区分しているも

のをいう。 

④ 歩道等（分離）とは、車道、または、道路法第４８条の１３により自転車専用道路等

として指定された道路の部分と構造的に分離しているものとし、一般的には人家等の障

害物により、車道部から離れて設けられたものをいう。 

なお、同法に基づき、自転車専用道路等として指定された道路（それ自体で独立の路

線を有するもの）は、独立専用自歩道として計上すること。 

 

（６３）（６７）植樹施設 

歩道上に植樹施設があるとき、次のコードで入力する。 

 

な し・・・・・・・・・・・・・・０ 

帯 状・・・・・・・・・・・・・・１ 

列 状・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

① 植樹施設とは、街路樹（高木）、中・低木及び芝等の植栽をいう。なお、移動が可能

なポット等で植栽してあるものは植樹施設には含めない。 

② 帯状とは、連続的に植栽してあるものをいう。 

③ 列状とは、植樹等により列状に植栽してあるものをいう。 

 

 列状 帯状 

 (Ａ) (Ｂ) 

 

 

 

 歩道 

 

 

 車 道 部 

 

植樹施設延長（列状） ＝ Ｌ(Ａ)  植樹施設延長（帯状） ＝ Ｌ(Ｂ) 

 

5-4-2 区間マスタデータシートⅡ【延長・面積】 
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（６５）（６９）歩道安全施設 

 

なし・・・・・・・・・・・・・・・０ 

マウンドアップ・・・・・・・・・・１ 

ガードレール・・・・・・・・・・・２ 

ガードレール以外の防護柵・・・・・３ 

駒止・・・・・・・・・・・・・・・６ 

その他・・・・・・・・・・・・・・７ 

 

 

（７０）（７１）中央帯 

 

  ① 中央帯（道路鋲等による簡易なものを除く）の種類別に次のとおり入力する。 

なし・・・・・・・・・・・・・・０ 

マウンドアップ・・・・・・・・・１ 

ガードレール・・・・・・・・・・２ 

ガードケーブル・・・・・・・・・３ 

チャッターバー・鋲・・・・・・・４ 

その他 （ペイント等） ・・・・・５ 

 

② 植樹施設 

植樹施設ありとは、高・中・低木及び芝等の植栽を有する分離帯をいう。 

なし・・・・・・・・・・・・・・０ 

帯状・・・・・・・・・・・・・・１ 

列状・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

 

（８３）（８６）路肩幅員 

 

① 当区間の路肩幅員を左右別に入力する。 

 

② 路肩が明確でないときは、次のとおりとする。 

・ 一般道路は、左右とも０．５０メートルずつ計１．０メートルする。 

・ 橋梁、トンネルは、左右とも０．２５メートル計０．５メートルとする。 

 

 

（８８）道路部幅員 

当区間の道路部幅員（車道・歩道・中央帯・路肩・Ｌ型側溝・蓋有り∪型側溝）を入力

する。道路部幅員は、道路部幅員＝車道＋左右歩道＋中央帯＋路肩＋側溝（蓋有り）とす

る。 

 

 

（９０）道路敷幅員 

当区間の道路境界から道路境界までの平均的箇所の幅員を入力する。 

道路敷寸法が図面に表示されていないときは、図面よりスケールで読み取って入力する。道

路敷幅員は、道路部幅員≦道路敷幅員でなければならない。 
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埼
玉

県
道

路
台

帳
区

間
マ

ス
タ

＿
ダ

ン
プ

Ⅱ
　

（
延

長
・
面

積
）

2
3

4
5

9
1
0

1
1

1
2

1
5

1
6

2
1

2
2

2
3

6
2

6
3

6
4

6
5

1
3
0

1
3
1

6
6

6
7

6
8

6
9

7
0

7
1

1
3
8

1
3
9

0
1

0
0

1
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

3
1

0
7

0
0

0
0

9
9

3
0

高 木

中 木

歩
道

部

緑
地

1
0
0

安 全 施 設

種 類

植 樹 施 設

歩 道 区 分

植 樹 施 設

交 差 点

安 全 施 設

歩 道 区 分

植 樹 施 設

2
0

4
0

交 差 点

路 面 種 別

供 用 状 況

道 路 と の 交 差

整
理

番
号

6

区 間 番 号

7
8

ダ ブ ル ウ ェ イ

自 歩 道 専 用

整 備 事 務 所

作 成 区 分

中
央

帯
歩

道
（

左
）

歩
道

（
右

）

1
7
9

県
土

整
備

事
務

所
　

　
１

さ
い

た
ま

路
 線

 番
 号

　
1
2
2

一
般

国
道

　
1
2
2
号

自 動 車 交 通

高 木

中 木

車
道

部

緑
地

市
 区

 町
 村

　
1
1
2
0
3
8

川
 口

 市

市 区 町 村 コ ー ド

現 道 旧 道

路 線 分 割

自 動 車 専 用

移 管 コ ー ド

図 面 枝

図 面 番 号

改 良 状 況

道
路

敷
所

有
面

積

全
体

敷
面

積
国

有
地

県
有

地
県

有
地

以
外

私
有

地

1
0
4

4
4
3
.8

2
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

1
0
0

1
0
1

1
0
2

1
0
3

作
成

区
分

（
１

７
６

）
別

紙
参

照

移
管

コ
ー

ド
（
５

）

０
：
な

し

１
：
国

道
（
指

定
区

間
）
よ

り
受

け
２

：
国

道
（
指

定
区

間
）
へ

移
管

３
：
市

区
町

村
道

よ
り

受
け

４
：
市

区
町

村
道

へ
移

管
５

：
農

道
・
林

道
よ

り
受

け

７
：
同

管
理

内
＿

路
線

番
号

変
更

（
編

入
）

８
：
同

管
理

内
＿

路
線

番
号

変
更

（
廃

止
）

９
：
廃

道

図
面

枝
（
６

）
当

該
路

線
が

複
数

の
県

土
整

備
事

務
所

を
通

過
す

る
場

合
、

起
点

か
ら

県
土

事
務

所
ご

と
に

付
し

た
一

連
番

号
（例

：
１

０
、

２
０

等
）

図
面

番
号

（
７

）
当

該
路

線
の

起
点

か
ら

終
点

に
付

し
た

一
連

番
号

（
図

郭
欄

外
に

鉛
筆

等
で

記
載

さ
れ

て
い

る
番

号
）

区
間

番
号

（
８

）
道

路
台

帳
作

成
要

領
・
道

路
台

帳
測

定
基

図
・
区

間
の

分
割

の
と

お
り

、
基

図
上

に
人

為
的

に
分

割
し

た
面

分

ダ
ブ

ル
ウ

ェ
イ

（
９

）

０
：
上

下
線

分
離

な
し

１
：
上

り
線

２
：
下

り
線

自
動

車
専

用
区

分
（１

０
）

０
：
な

し
１

：
自

動
車

専
用

道
路

自
歩

道
専

用
区

分
（１

１
）

０
：
な

し

１
：
自

転
車

歩
行

者
専

用
道

路
２

：
自

転
車

専
用

道
路

３
：
歩

行
者

専
用

道
路

県
土

整
備

事
務

所
（
１

２
）

１
：
さ

い
た

ま

２
：
北

本
３

：
川

越

４
：
飯

能

５
：
東

松
山

６
：
秩

父

７
：
本

庄

８
：
熊

谷
９

：
行

田

１
０

：
越

谷

１
１

：
杉

戸

１
２

：
朝

霞

１
５

：
さ

い
た

ま
市

２
０

：
県

外
土

木
事

務
所

供
用

状
況

区
分

（
１

５
）

０
：
供

用
１

：
未

供
用

２
：
未

供
用

（
海

上
）

歩
道

左
歩

道
区

分
（
６

２
）

０
：な

し

１
：歩

行
者

道
２

：歩
行

者
道

＋
自

転
車

道

３
：自

転
車

歩
行

車
道

４
：歩

道
等

（
分

離
）

道
路

と
の

交
差

区
分

（
１

６
）

０
：
な

し

１
：
平

面
交

差
（
当

路
線

が
上

位
）

２
：
立

体
交

差
（
当

路
線

が
上

）

３
：
立

体
交

差
（
当

路
線

が
下

）
９

：
重

用

歩
道

左
植

樹
施

設
種

別
（
６

３
）

０
：
な

し
１

：
帯

状
２

：
列

状

改
良

状
況

区
分

（
２

１
）

０
：
改

良
１

：
未

改
良

歩
道

左
安

全
施

設
（
６

５
）

０
：
な

し

１
：
マ

ウ
ン

ド
ア

ッ
プ

２
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル

３
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
以

外
の

防
護

柵

６
：
駒

止
７

：
そ

の
他

歩
道

右
歩

道
区

分
（
６

６
）

０
：
な

し

１
：
歩

行
車

道
（
幅

員
２

．
０

０
ｍ

未
満

）
２

：
歩

行
者

道
＋

自
転

車
道

３
：
自

転
車

歩
行

車
道

（
幅

員
２

．
０

０
ｍ

以
上

）
４

：
歩

道
等

（分
離

）

車
道

路
面

種
別

（
２

３
）

１
：
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
＿

Ｃ

２
：
高

級
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
＿

Ａ
３

：
簡

易
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
＿

Ｋ

４
：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
平

板
＿

Ｐ

５
：
砂

塵
＿

Ｂ
６

：
砂

利
道

＿
Ｇ

自
動

車
交

通
区

分
（
２

２
）

０
：
自

動
車

交
通

可
能

１
：
自

動
車

交
通

不
能

中
央

帯
植

樹
施

設
（
７

１
）

０
：
な

し
１

：
帯

状
２

：
列

状

中
央

帯
種

類
（
７

０
）

０
：
な

し

１
：
マ

ウ
ン

ド
ア

ッ
プ

２
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル

３
：
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

４
：
チ

ャ
ッ

タ
ー

バ
ー

・
鋲

５
：
そ

の
他

（
ペ

イ
ン

ト
等

）

歩
道

右
安

全
施

設
（
６

９
）

０
：
な

し

１
：
マ

ウ
ン

ド
ア

ッ
プ

２
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル

３
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
以

外
の

防
護

柵

６
：
駒

止
７

：
そ

の
他

歩
道

右
植

樹
施

設
種

別
（
６

７
）

０
：
な

し
１

：
帯

状
２

：
列

状

０
（
路

線
番

号
）

：
【
一

般
国

道
：
国

道
番

号
、

主
要

地
方

道
：
１

０
０

０
番

台
の

番
号

、
一

般
県

道
：
３

０
０

０
番

台
の

番
号

】
２

（
市

区
町

村
コ

ー
ド

）
：

【
別

紙
に

よ
る

】
３

（
現

道
旧

道
区

分
）

：
【
１

：
現

道
、

２
：

旧
道

、
３

：
新

道
】

４
（
路

線
分

割
）

：
『
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
』
第

１
号

様
式

（
総

括
）
の

路
線

分
割

を
参

照

現
道

旧
道

区
分

（
３

）

１
：
現

道

２
：
旧

道
３

：
新

道

市
町

村
（２

）
別

紙
参

照

路
線

分
割

（
４

）
（
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
に

従
う

）
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埼
玉

県
道

路
台

帳

＜
道

路
横

断
面

の
構

成
要

素
と

そ
の

組
合

せ
＞

＜
路

肩
の

取
り

方
＞

◆
　

２
車

線
の

場
合

◆
　

４
車

線
の

場
合

1
3
7

9
4

1
4
2

9
3

9
1

9
2

9
5

8
8

1
3
4

9
6

9
8

9
9

1
4
4

面
積

緑
地

区
間

マ
ス

タ
＿

ダ
ン

プ
Ⅱ

（
延

長
・
面

積
）

歩
道

緑
地

歩
道

緑
地

道
路

部
２

道
路

部
位

外
道

路
敷

(
計

算
)

面
積

(
計

算
)

面
積

緑
地

延
長

車
道

歩
道

(
左

)
歩

道
(

右
)

中
央

帯
車

道
部

路
肩

(
左

)
路

肩
(
右

)

面
積

構
成

道
路

部

道
路

部
以

外

延
長

緑
地

8
1

1
4
3

路
肩

(
左

)
路

肩
(
右

)

7
2

7
4

中
央

帯

7
8

車
道

部
緑

地

1
4
1

7
9

8
0

1
3
6

7
7

歩
道

設
置

延
長

歩
道

(
左

)

歩
道

植
樹

施
設

緑
地

幅
員

構
成

集
計

(
調

書
)

上
の

幅
員

車
道

歩
道

(
左

)
歩

道
(

右
)

中
央

帯
車

道
部

路
肩

(
左

)
路

肩
(
右

)
道

路
部

道
路

部
以

外

道
路

敷
車

道
歩

道
(

左
)

幅
員

(
計

算
)

歩
道

緑
地

歩
道

(
右

)
道

路
部

歩
道

緑
地

歩
道

緑
地

(
計

算
)

緑
地

幅
員

(
計

算
)

歩
道

緑
地

8
4

8
2

1
3
2

8
7

1
3
5

8
5

1
4
0

8
3

8
6

8
8

8
9

9
0

7
3

歩
道

(
左

)

歩
道

植
樹

施
設

緑
地

7
5

7
6

1
3
3

車
道

自 転 車 道

歩 道

植 樹 帯
停 車 帯

車 線
車 線

路 肩

歩 行 者 道

自 転 車 道
法 面

法 面

車
道

道
路

敷

道
路

部

車
道

部

街
渠

法 面

歩 行 者 道

自 転 車 道

路 肩
路 肩

路 肩

植 樹 帯

側 帯
側 帯

側 帯

道
路

敷

道
路

部

車
道

部

車
道

車
道

中
央

分
離

帯

環
境

施
設

帯

路
肩

法 面

車
道

車
道

車
道

車
道

副
道

街
渠

路
肩

車
道

道
路

部

路
肩

車
道 道

路
部

（
無

蓋
）

Ｕ
字

側
溝

路
肩

車
道

道
路

部

（
有

蓋
）

Ｕ
字

側
溝
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（１０５）～（１１４）防護柵 

   防護柵の種類を箇所別に次のコードで入力する。 

 

なし・・・・・・・・・・・・・・０ 

ガードレール  （ＧＲ）・・・・・１ 

ガードフェンス（ＧＦ）・・・・・２ 

ガードパイプ  （ＧＰ）・・・・・３ 

ガードケーブル（ＧＫ）・・・・・４ 

その他・・・・・・・・・・・・・５ 

 

 

（１１５）～（１２９）側溝 

 

① 幅が１．０メートル未満のものを側溝として扱い、それ以上のものは、側溝とし

ない。 

       側溝を次のコードで入力する。 

 

側溝なし・・・・・・・・・・・・０ 

Ｌ型側溝・・・・・・・・・・・・１ 

蓋有り∪型側溝・・・・・・・・・２ 

蓋無し∪型側溝・・・・・・・・・３ 

道路部内水路・・・・・・・・・・４ 

 

② 側溝幅員 

     側溝の外側の幅をセンチメートル単位で入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-4-3 区間マスタデータシートⅢ【防護柵・側溝】 
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埼
玉

県
道

路
台

帳
区

間
マ

ス
タ

＿
ダ

ン
プ

Ⅲ
　

（
防

護
柵

・
側

溝
）

2
3

4
5

9
1
0

1
1

1
2

1
5

1
6

1
0
5

1
0
7

1
0
9

1
1
1

1
1
3

1
1
5

1
1
8

1
2
1

1
2
4

1
2
7

0
1

0
0

1
0

0
4

0
0

0
1

2
0

0
0

0

整
理

番
号

移 管 コ ー ド

図 面 枝

図 面 番 号

ダ ブ ル ウ ェ イ

県
土

整
備

事
務

所
　

　
１

さ
い

た
ま

路
 線

 番
 号

　
1

2
2

一
般

国
道

　
1
2
2
号

市
 区

 町
 村

　
1

1
2
0
3
8

川
 口

 市

4
6

道 路 と の 交 差

7
8

整 備 事 務 所

供 用 状 況

市 区 町 村 コ ー ド

現 道 旧 道

路 線 分 割

1
2
9

１
路

肩
＿

左
２

車
道

＿
左

３
中

央
帯

５
路

肩
＿

右

1
2
3

1
1
6

1
1
7

1
7
9

作 成 区 分

４
車

道
＿

右
５

路
肩

＿
右

側
溝

1
2
5

1
2
6

延 長

種 類

種 類

1
1
4

1
2
0

1
2
2

種 類

延 長

延 長

種 類

延 長

幅 員

幅 員

種 類

１
路

肩
＿

左
２

車
道

＿
左

３
中

央
帯

４
車

道
＿

右

1
2
8

1
1
9

幅 員

延 長

種 類

延 長

1
0
6

1
0
8

1
1
0

1
1
2

自 動 車 専 用

自 歩 道 専 用

延 長

防
護

柵 種 類

種 類

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

区 間 番 号

幅 員

延 長

種 類

幅 員

延 長

種 類

3
0
.0

1
0
.5

4
3
0
.2

4
0
.0

0

延 長

1
0
0

4
0

2
0

3
0

3
0
.2

4
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
9
9

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

０
（
路

線
番

号
）

：
【
一

般
国

道
：
国

道
番

号
、

主
要

地
方

道
：
１

０
０

０
番

台
の

番
号

、
一

般
県

道
：
３

０
０

０
番

台
の

番
号

】
２

（
市

区
町

村
コ

ー
ド

）
：

【
別

紙
に

よ
る

】
３

（
現

道
旧

道
区

分
）

：
【
１

：
現

道
、

２
：

旧
道

、
３

：
新

道
】

４
（
路

線
分

割
）

：
『
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
』
第

１
号

様
式

（
総

括
）
の

路
線

分
割

を
参

照

現
道

旧
道

区
分

（
３

）

１
：
現

道
２

：
旧

道
３

：
新

道

市
町

村
（
２

）
別

紙
参

照 路
線

分
割

（
４

）
（
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
に

従
う

）

作
成

区
分

（
１

７
９

）
別

紙
参

照

移
管

コ
ー

ド
（
５

）

０
：
な

し
１

：
国

道
（
指

定
区

間
）
よ

り
受

け
２

：
国

道
（
指

定
区

間
）
へ

移
管

３
：
市

区
町

村
道

よ
り

受
け

４
：
市

区
町

村
道

へ
移

管
５

：
農

道
・
林

道
よ

り
受

け

７
：
同

管
理

内
＿

路
線

番
号

変
更

（
編

入
）

８
：
同

管
理

内
＿

路
線

番
号

変
更

（
廃

止
）

９
：
廃

道

図
面

枝
（
６

）
当

該
路

線
が

複
数

の
県

土
整

備
事

務
所

を
通

過
す

る
場

合
、

起
点

か
ら

県
土

事
務

所
ご

と
に

付
し

た
一

連
番

号
（
例

：
１

０
、

２
０

等
）

図
面

番
号

（
７

）
当

該
路

線
の

起
点

か
ら

終
点

に
付

し
た

一
連

番
号

（
図

郭
欄

外
に

鉛
筆

等
で

記
載

さ
れ

て
い

る
番

号
）

区
間

番
号

（
８

）
道

路
台

帳
作

成
要

領
・
道

路
台

帳
測

定
基

図
・

区
間

の
分

割
の

と
お

り
、

基
図

上
に

人
為

的
に

分
割

し
た

面
分

ダ
ブ

ル
ウ

ェ
イ

（
９

）
０

：
上

下
線

分
離

な
し

１
：
上

り
線

２
：
下

り
線

自
動

車
専

用
区

分
（
１

０
）

０
：
な

し
１

：
自

動
車

専
用

道
路

県
土

整
備

事
務

所
（
１

２
）

１
：
さ

い
た

ま

２
：
北

本
３

：
川

越

４
：
飯

能

５
：
東

松
山

６
：
秩

父

７
：
本

庄

８
：
熊

谷
９

：
行

田

１
０

：
越

谷

１
１

：
杉

戸
１

２
：
朝

霞

１
５

：
さ

い
た

ま
市

２
０

：
県

外
土

木
事

務
所

供
用

状
況

区
分

（
１

５
）

０
：
供

用
１

：
未

供
用

２
：
未

供
用

（
海

上
）

道
路

と
の

交
差

区
分

（
１

６
）

０
：
な

し

１
：
平

面
交

差
（
当

路
線

が
上

位
）

２
：
立

体
交

差
（
当

路
線

が
上

）
３

：
立

体
交

差
（
当

路
線

が
下

）
９

：
重

用

防
護

柵
１

種
類

＿
路

肩
（
左

）
（
１

０
５

）
０

：
な

し

１
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
（
Ｇ

Ｒ
）

２
：
ガ

ー
ド

フ
ェ

ン
ス

（
Ｇ

Ｆ
）

３
：
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
（
Ｇ

Ｐ
）

４
：
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

（
Ｇ

Ｋ
）

５
：
そ

の
他

防
護

柵
５

種
類

＿
路

肩
（
右

）
（
１

１
３

）
０

：
な

し

１
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
（
Ｇ

Ｒ
）

２
：
ガ

ー
ド

フ
ェ

ン
ス

（
Ｇ

Ｆ
）

３
：
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
（
Ｇ

Ｐ
）

４
：
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

（
Ｇ

Ｋ
）

５
：
そ

の
他

防
護

柵
４

種
類

＿
車

道
（
右

）
（
１

１
１

）
０

：
な

し

１
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
（
Ｇ

Ｒ
）

２
：
ガ

ー
ド

フ
ェ

ン
ス

（
Ｇ

Ｆ
）

３
：
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
（
Ｇ

Ｐ
）

４
：
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

（
Ｇ

Ｋ
）

５
：
そ

の
他

防
護

柵
３

種
類

＿
中

央
帯

（
１

０
９

）
０

：
な

し

１
：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
（
Ｇ

Ｒ
）

２
：
ガ

ー
ド

フ
ェ

ン
ス

（
Ｇ

Ｆ
）

３
：
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
（
Ｇ

Ｐ
）

４
：
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

（
Ｇ

Ｋ
）

５
：
そ

の
他

防
護

柵
２

種
類

＿
車

道
（
左

）
（
１

０
７

）

０
：
な

し
１

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
（
Ｇ

Ｒ
）

２
：
ガ

ー
ド

フ
ェ

ン
ス

（
Ｇ

Ｆ
）

３
：
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
（
Ｇ

Ｐ
）

４
：
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

（
Ｇ

Ｋ
）

５
：
そ

の
他

側
溝

５
種

類
＿

路
肩

（
右

）
（
１

２
７

）
０

：
な

し

１
：
Ｌ

型
側

溝
＿

Ｌ
２

：
有

蓋
側

溝
＿

Ｏ

３
：
無

蓋
側

溝
＿

Ｕ
４

：
道

路
部

外
水

路

側
溝

４
種

類
＿

車
道

（
右

）
（
１

２
４

）

０
：
な

し
１

：
Ｌ

型
側

溝
＿

Ｌ
２

：
有

蓋
側

溝
＿

Ｏ

３
：
無

蓋
側

溝
＿

Ｕ
４

：
道

路
部

内
水

路

側
溝

３
種

類
＿

中
央

帯
（
１

２
１

）

０
：
な

し
１

：
Ｌ

型
側

溝
＿

Ｌ
２

：
有

蓋
側

溝
＿

Ｏ

３
：
無

蓋
側

溝
＿

Ｕ
４

：
道

路
部

内
水

路

側
溝

２
種

類
＿

車
道

（
左

）
（
１

１
８

）

０
：
な

し
１

：
Ｌ

型
側

溝
＿

Ｌ
２

：
有

蓋
側

溝
＿

Ｏ

３
：
無

蓋
側

溝
＿

Ｕ
４

：
道

路
部

内
水

路

側
溝

１
種

類
＿

路
肩

（
左

）
（
１

１
５

）

０
：
な

し
１

：
Ｌ

型
側

溝
＿

Ｌ
２

：
有

蓋
側

溝
＿

Ｏ

３
：
無

蓋
側

溝
＿

Ｕ
４

：
道

路
部

外
水

路

自
歩

道
専

用
区

分
（
１

１
）

０
：
な

し

１
：
自

転
車

歩
行

者
専

用
道

路
２

：
自

転
車

専
用

道
路

３
：
歩

行
者

専
用

道
路
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（５４）～（５９） 立体横断施設 

      実延長区間における立体横断施設の設置箇所数を、次の区分により入力する。 

 

横断歩道橋  （階段式、スロープ式、押上げ式） 

地下横断歩道（階段式、スロープ式、押上げ式） 

 

① 押上げ式とは、階段にそって自転車を押上げるスロープを設けた形式をいう。 

② 交差点において、下図のように結合しているものは上級道路側で計上する。 

なお、道路種別が同一の場合には、路線名コードの若い番号の路線に計上すること。 

 

 

 

 

 

 

                                  主要地方道 

 

 

 

            一        ※一般国道に１箇所として計上する。 

            般 

            国 

            道 

 

 

 

（１５０）～（１６０） 付属物・占用物 

      道路標識、道路照明灯及び電柱等について数量を入力する。 

 

  ① 道路標識（道路管理者の設置したもの） 

標識は、案内標識、警戒標識、規制標識、指示標識に区分し、数量を入力する。 

 

② 電柱 

     電柱は、占用を受けている管理者で区分する。 

 

③ 道路照明灯 

      道路照明灯は、独立水銀照明、独立ナトリウム照明、共架照明、横断歩道照明、

トンネル照明に区分する。 

 

 

 

 

 

 

 

    

5-4-4 区間マスタデータシート IV【立体横断施設・付属物・占用物】 
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【対象橋梁】 

     橋梁は、橋長２．０メートル以上のものはすべて調査対象とする。なお、溝橋（カルバ

ート）は橋梁として取り扱うが、暗渠との区別が困難なものについては土被りが１．０メ

ートル未満のものを溝橋（カルバート）とする。 

 

 

【一般的注意事項】 

① データは、橋梁種別ごとに、供用開始された橋梁１橋単位で作成する。なお、１５ｍ

の取り扱いについては、メートル以下を四捨五入することにより１５ｍとなるものは、

第５－１号様式に分類し、メートル以下を四捨五入することにより１４ｍとなるものは

第５－２号様式に分類する。 

② 橋梁が１箇所において上下線等分離して架設されている場合は、分離している橋梁ご

とに１橋として取り扱う。 

③ 市区町村界または都道府県界に架設されている場合は、当該橋梁の管理者側で取りま

とめること。なお、管理者が定まっていない場合は、関係機関で協議し、調査する機関

を定めること。 

④ ２都道府県以上に渡って管理区域を有する道路管理者の道路に係る橋梁で、管理区域

内の市町村界または都道府県界に架設されている場合は、橋長の長い方の市区町村（都

道府県）のデータとして計上する。 

⑤ １都道府県または政令指定市を管理区域とする道路管理者の道路に係る橋梁で、管理

区域内の市町村界に架設されている場合は、橋長の長い方の市区町村で計上する。 

⑥ 高架橋で２市区町村以上にわたって架設されている場合は、橋桁単位で市区町村別に

区分し、市区町村ごとに１データとして作成する。なお、橋桁が市町村界で分離される

場合は上記③～⑤の取り扱いを準用する。 

 

 

（２）県土整備事務所コード 

 

 

（３）橋梁番号 

「本要領（案）５－４－１ 区間マスタデータシートⅠ【基本】の橋梁番号（４２）」

と同じ番号を入力するものとする。 

 

 

（４）橋梁分割番号 

     橋梁が１箇所において自動車専用橋、自転車歩行者専用橋別、または、上下線別に分離

して架設されている場合のみ入力する。入力方法としては、専用別に分離している場合は

自動車専用橋、自転車歩行者専用橋の順序で一連番号を入力する。同じ橋梁で上下線に分

離している場合は、橋長の長い方、短い方の順序で一連番号を入力する。 

なお、分割番号は最大 ９（１桁以内）まで使用することができる。 

 

 

 

［例 1］ 

橋梁名コード   ００１１ 

橋梁名称 一条橋 

 

5-4-5 橋梁マスタデータシート 
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橋梁名 
分割番号

コード     名 称    

0022 一条橋 1 

0022 一条橋 2 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

自 動 車 専 用 橋   

自転車歩行者専用橋 

 

 

 

※重用されている場合も分割番号を入れる。 

 

 

［例 ２］ 

橋梁名コード   ００２２ 

橋梁名称 二条橋 

 

 

 

             上り  橋長 ３０ｍ →         

                                                 

                                       

    ← 下り  橋長 ３５ｍ 

 

 

 

 

 

 

下  り 

上 り 

 

 

 

 

（１０）橋梁名コード 

２メートル以上の橋梁全てに橋梁名コードを付与するものとし、道路管理者が各市町村ご

とに割り当てをした５桁の橋梁番号を入力するものとする。（「本要領（案）７－４－６_

橋梁名コード表」を参照） 

 

 

橋梁名 
分割番号

コード 名 称  

0011 一条橋 1 

0011 一条橋 2 

自動車専用橋 

自転車歩行者専用橋 

終 

点 

側 

起 

点 

側 
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（１１）市区町村 

総務省自治行政局が管理する「全国地方公共団体コード」を６桁で入力する。 

 

 

（１３）橋梁種別 

次の橋梁種別区分より該当するコードを入力する。 

 

※ 道路施設現況調査の集計では、 

コード 2及び 3は高架橋（コ 

ード 4）に含むものとする。 

 

※ 橋梁マスタではコード 2及び 

コード 3のデータを作成する。 

 

 

橋＝１～３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行政境界 

 

 

 

 

 高架橋＝４ 高架橋＝４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区      分 コード 

橋  （ 河 川 ） 1 

橋  （ 道 路 ） 2 

橋  （ 鉄 道 ） 3 

高  架  橋 4 

桟  道  橋 5 

1 橋 

１ 橋 1 橋 

行政境界 

桟道橋＝５  
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（１５）一般・有料区分 

有料道路内に属する橋梁については、「２」と入力する。 

 

区 分 コード

一般（無料）橋 1 

有料橋 2 

 

 

（１６）～（２１）橋梁分類 

    橋梁分類は、橋梁種別ごと１橋単位の最大支間部分に着目して分類し、入力する。 

 

①路面位置  

     次の路面位置区分により該当するコードを入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上路橋 中路橋 

 

 

 

 

   

     

 

 

 下路橋 二層橋 

 

 

②上部工（構造形式）  

上部工の構造形式について、次の区分より該当するコードを入力する。 

構造形式の分類は、大分類、小分類から構成されている。 

架設年次の古い橋梁等について、小分類が不明の場合は大分類のみで入力してもよい。 

 

区 分 コード 

上路橋 1 

中路橋 2 

下路橋 3 

二層橋 4 

上路橋とは、路面が主桁（主構）の上部にあるものをいう。

中路橋とは、路面が主桁の中間部にあるものをいう。 

下路橋とは、路面が主桁の下部にあるものをいう。 

二層橋とは、路面が上下の二段になっているものをいう。 
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区 分 
コード

区 分 
コード 

大 分 類 小 分 類 大 分 類 小 分 類 

床 版 橋  

桁 橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト ラ ス 橋 

ア ー チ 橋 

 
 

 

Ｉ 桁 

Ｉ 桁（合成） 

Ｈ 桁 

Ｈ 桁（合成） 

箱 桁 

箱 桁（合成） 

Ｔ 桁 

 
 

 

ア ー チ 

ラ ン ガ ー 

ロ ー ゼ 

10 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

30 

40 

41 

42 

43 

ラーメン橋

斜 張 橋

 
 
 
 
 

吊 橋
 
 
 
 
 
 
 

溝 橋
（カルバート）

 

 

 

 

 

Ｉ 桁  

箱 桁  

ト ラ ス 

 
 

Ｉ 桁  

箱 桁  

ト ラ ス 

 

 

50 

60 

61 

62 

63 

70 

71 

72 

73 

 

80 

 

 

③上部工（使用材料） 

上部工（床版を除く。）の使用材料について、次の区分より該当するコードを入力する。 

床版橋については床版材料と同様の区分を入力する。 

 

区 分 コード 

鋼 橋 1 

Ｒ Ｃ 橋 2 

Ｐ Ｃ 橋 3 

石 橋 4 

木 橋 5 

鋼と ＲＣ（ＰＣ ）橋との混 合橋 6 

そ の 他 7 

 

 

④上部工（床版材料）  

上部工のうち床版の使用材料について、次の区分より該当するコードを入力する。 

 

      

区      分 コード 

鋼       系 1 

コンクリ―ト系 2 

そ   の   他 3 
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⑤下部工（基礎）  

最大支間部分を支える下部工の基礎について、次の区分より該当するコードを入力す

る。 

なお、両側の基礎が同種でない場合は根入の深い方で入力すること。 

 

 

区    分 コード 

直 接 基 礎 1 

オ ー プ ン ケ ー ソ ン 2 

ニ ュ ー マ チ ッ ク ケ ー ソ ン 3 

場所打ちぐい（深礎を含む。       ） 4 

既 成 鋼 ぐ  い 5 

既 成 Ｒ Ｃ  ぐ  い 6 

既 成 Ｐ  Ｃ ぐ  い 7 

木         杭 8 

不         明 9 

 

 

⑥架設年次 

     架設竣工年次を次の区分より該当するコードを入力する。 

 

区   分 年号コード 

明   治   以   前 0 

明 治 1 

大 正 2 

昭 和 3 

平 成 4 

不     明 9 

 

     （記入例）平成２０年８月２５日  ４２００８２５ 

                         ↑ 

                                         年号コード 

 

架設年次が「不明」の場合は、年号コードに９を入力する。 

 

 

 

 

（２２）橋長 

橋台間のパラペット前面からの距離を入力する。 

橋台とは、橋梁の両端にあって取り付け道路と橋梁を接続し、上部構造からの荷重及び一

般には背面土圧を支持する下部構造をいう。 
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    パラペット前面 橋 長 

 

 

 

 

     パラペット 

 

 

 

 

 

 

  

 ℓ＝１５ｍ 未満 

 

 

                      河川等 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

ℓ＝１５ｍ以上 

 

 ※ 橋長（ℓ）は道路の中心線の延長を採用する。 

 

  

    ※注１  溝橋（カルバート）は、土被りが１．０メートル未満のものとし、橋長は

内空を測定するものとする。 

 

路  面 

 

 

 

       （内 空） 

   

  

 

            

          橋 長 

          

               2.0ｍ以上          

 

土被り 

1.0ｍ未満 
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（２３）最大支間長 

   １橋の中で最大の支間長を入力する。 

 

  橋 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

（２４）径間数 

    橋（橋梁種別が１～３）である場合に入力をする。「高架橋」及び「桟道橋」（橋梁種別

４及び５）の場合は未入力とする。ただし、道路施設現況調査では、橋梁種別２及び３の場

合には、「高架橋」として集計するため、未入力（空欄）として表示される。 

１橋を構成している径間数を入力する。 

 

 

（２５）から（２７）幅員 

    幅員を次の区分により、メートル単位で小数点以下２位を四捨五入して１位まで入力する。 

なお、幅員が異なる場合は、加重平均した幅員を入力する。 

 

区 分 

道  路  部 

車      道 

歩  道  等 

 

 

［例］ 

  

 

 

 

                幅員 ６ｍ 

 幅員 ５ｍ           Ｌ＝８０ｍ 幅員 ５ｍ 

 Ｌ＝１０ｍ  Ｌ＝１０ｍ 

 

(10ｍ×5ｍ＋80ｍ×6ｍ＋10ｍ×5ｍ)/100ｍ＝5.8ｍ ←「５８」と入力する。 

 

① 道路部幅員とは、地覆前面から地覆前面までの幅員をいう。 

② 車道幅員が明確でない場合は、片側２５センチメートル、計５０センチメートルを差

し引いた ものを車道幅員とする。 

最大支間長 
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③ 歩道等幅員とは、車道部と併設してある歩道、歩道＋自転車道及び自転車歩行者道の

幅員 をいう。 

④ 自転車歩行者専用橋の場合は、次の例にならい入力すること。 

 

幅 員  0.1m 

道路部 車  道 歩道等 

25  25 

 

※単位が０．１ｍなので、幅員２．５ｍの場合「２５」と入力する。小数点は入力しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上部工のみが分離している場合） 

 

 
 （車道）         （歩道等）    

  

道路部 ＝ (Ａ)＋(Ｃ)  

車 道 ＝ (Ｂ) 

歩道等 ＝ (Ｃ) 

 

 

⑤ 橋梁の幅員は、道路中心線の接線に対して直角方向の幅員を測定するものとする。 

 

       
  

道路部 

歩道等 
路肩 

車道 
路肩 

車道部（A） 

車道（B） 

歩道等（C） 

道 路 

河川等 
幅 員 

橋

長

道路中心線
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（２８）（２９）適用示方書及び橋格 

     次の橋格区分より該当するコードを入力する。 

 

区  分 コード 

1 等 橋 

2 等 橋 

3 等 橋 

A 活荷重 

B 活荷重 

な  し 

1 

2 

3 

4 

5 

9 

 

自転車歩行者専用橋を既設橋と離れて設ける際に、次（適用示方書類及び橋格一覧表）に

掲げる示方書により設計または施工したものについては、橋格は「９」を入力する。 

 

【適用示方書及び橋格一覧表】 

適用示方書 コード 橋格 

大正15年示方書 215 1等橋、2等橋、3等橋 

昭和14年示方書 314 1等橋、2等橋 

昭和31年示方書 331 1等橋、2等橋 

昭和39年示方書 339 1等橋、2等橋 

同上及び昭和42年9月9日道路局長通達「鋼道路橋の一 

方鉄筋コンクリート床版の配力鉄筋の設計について」 
342 1等橋、2等橋 

昭和47年示方書 347 1等橋、2等橋 

同上及び昭和48年4月23日都市局長道路局長通達「特定 

の路線にかかる橋、高架の道路等の技術基準について」 
348 1等橋、2等橋 

昭和53年示方書 Ⅲコンクリート橋編 353 1等橋、2等橋 

昭和55年示方書 Ⅰ共通編 355 1等橋、2等橋 

 Ⅰ鋼橋編    

 IV下部構造編   

 V耐震設計編   

平成2年示方書 保有水平耐力法の導入 402 1等橋、2等橋 

平成6年示方書 車両制限令改訂（荷重関係の改訂） 406 A活荷重、B活荷重 

平成8年示方書 耐震設計法及び細目規程の全面改定 408 A活荷重、B活荷重 

平成14年示方書 旧来仕様規程から性能規程へ移行 414 A活荷重、B活荷重 

平成24年示方書 維持管理の方法・設備について 424 A活荷重、B活荷重 

不明  999  

   

 

（３０）現況 

     調査時点における現況について、次の区分より該当するコードを入力する。 
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区    分 コード 

自動車交通不能 1 

通行制限あり 2 

通行制限なし 3 

 

① 「通行制限あり」とは、道路法第４７条第３項の規定により通行荷重等の制限を設け

ているものをいう。 

② 本来の目的が、車両の通行に供しない歩道橋等の橋梁については、「通行制限なし」

の取り扱いとする。 

 

 

（３１）永久橋、木橋、混合橋区分 

永久橋、木橋、混合橋について、次の区分より該当するコードを入力する。 

 

区    分 コード 

永  久  橋 0 

木      橋 1 

混  合  橋 2 

「永久橋」：鋼橋、コンクリート橋及び石橋並びにこれらの混合橋をいう。 

「木 橋」：木桁橋及び補鋼桁が材木である吊橋をいう。 

「混合橋」：木橋及び永久橋で構成されている橋梁をいう。 

 

 

（３２） 箇所 

橋梁の箇所を次の区分により入力する。 

 

区     分 コード 

自 地 域 内 1 

市 町 村 界 2 

都 道 府 県 界 3 

 

 

（３６）～（４１） 他域橋長等 

     該当橋梁が市町村界（都道府県界も同様）に架設されている場合に入力する。 

        

入  力  事  項 

地方公 共団 体コード 

道  路  種  別 

路  線  名 

現道・旧道区分 

路 線 分 割 

橋      長 
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・橋長と他域橋長との関係 

                 市区町村界 

Ａ 町 Ｂ 町  

○×橋  

 
他域橋長 

 

（Ｂ町に存する

延長を入力。）

橋長（Ａ町のデータとして作成）  

 

（４２）～（４９） 橋梁接続 

「高架橋」において、２市区町村以上に渡って架設されている場合は、起点側、終点側

別に双方相手側の橋梁に関する次の事項を入力する。 

「橋」または「桟道橋」については未入力とする。 

 

入  力  事  項 

地方公 共団 体コード 

橋  梁  種  別 

橋    梁    名 

分  割  番  号 

 

［例］ 

 

 高架橋 高架橋 高架橋 

 

 

起点側  Ａ Ｂ Ｃ 終点側 

 

 

  埼玉県狭山市 112151 埼玉県入間市 112259   埼玉県飯能市 112097  

橋梁種別   ４   橋梁種別   ４    橋梁種別   ４ 

橋梁名コード ０００１橋梁名コード ０００２ 橋梁名コード ０００３ 

橋梁名称 Ａ 高架橋 橋梁名称 Ｂ 高架橋  橋梁名称 Ｃ 高架橋 

 

  

                 （４２）～（４９）橋梁接続 

起点側 終点側

地方公共団 

体コード 

橋梁 

種別 

橋梁名 分割 

番号

地方公共団 

体コード 

橋梁 

種別

橋梁名 分割 

番号 コード 名称 コード 名称 

     112259 4 0002 B 高架橋  

112151 4 0001 A 高架橋 112097 4 0003 C 高架橋  

112259 4 0002 B 高架橋      

 

A 

B 

C 
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（５９）重要度  

     橋の重要度の区分について、次の区分より該当するコードを入力する。 

     （「道路橋示方書」 Ｖ耐震設計変２．３橋の重要度の区分 参照） 

 

区    分 コード 

Ａ種の橋（下記以外の橋） 1 

Ｂ種の橋 

 ・高速自動車国道、都市高速道路、指定都市高速道路、本州四国連絡道路 

  一般国道の橋 

 ・都道府県道、市町村道のうち、複断面、跨線橋、跨道橋及び地域の防災

計画上の位置付けや当該道路の利用状況等から特に重要な橋 

2 

 

   ※平成８年以前の道路橋示方書を適用している場合は、重要度補正係数を重要度に置き換え

て記載すること。 

 

    【重要度補正係数】     【重要度】 

       ２級     →    A 種の橋 

       １級     →    B 種の橋 

         

   ※重要度補正係数  ２級 ・・・ 下記以外の橋  

    重要度補正係数  １級 ・・・ 高速自動車国道、一般国道、主要地方道の橋。 

                     一般都道府県道及び市町村道のうち重要な橋。  

 

   

 

（６０）下部構造分離 

 

     上部構造を支持する下部構造の状況について、次の区分により該当するコードを入力す

る。 

区   分 コード 参照 

（4）分割番号がない場合 1 図-１パターン１ 

（4）分割番号を入力している場合で、

各分割番号の上部構造を支持する下部

構造が同一の場合 

1（車道幅員が最も広いも

の） 

0（それ以外すべて） 

（※車道幅員が同じ場合

は、（4）分割番号が 1 の

ものに1を、それ以外に0）

図-１パターン２ 

（4）分割番号を入力している場合で、

各分割番号の上部構造を支持する下部

構造が分離している場合 

1（それぞれに） 

図-１パターン３ 

（4）分割番号を入力している場合で、

橋台のみで、橋脚がない場合 

1（車道幅員が最も広いも

の） 

0（それ以外すべて） 

（※車道幅員が同じ場合

は、（4）分割番号が 1 の

ものに1を、それ以外に0）
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  （例１）分割番号がない場合 

     （4）橋梁分割番号     （60）下部構造分離 

         ０            1 

 

  （例２）分割番号を入力している場合で、各分割番号の上部構造を支持する下部構造が同一の

場合 

     （4）分割番号   （26）車道幅員   （60）下部構造分離 

         1         70           1 

         2          0           0 

 

                  1          60                      1 

         2         60           0 

         3         60           0       

 

   ※下部構造が同一の場合は、分割番号が 1のものに 1を、それ以外のものに 0を入力 

 

  （例３）分割番号を入力している場合で、各分割番号の上部構造を支持する下部構造が分離し

ている場合 

 

     （4）分割番号   （26）車道幅員   （60）下部構造分離 

         1         70           1 

         2         70           1 

 

※ 下部構造が分離している場合は、すべてに「1」を入力する。 

 

 

 図－１ 上部構造を支持する下部構造の状況について 

 

    【パターン１】 （４）分割番号なし「０」の場合 

 
橋梁名 （４）分割番号 （６０）下部構造分離 

○△○橋 ０ １ 

 

 

    【パターン２】 （４）分割番号ありで、下部構造が同一の場合 
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橋梁名 （４）分割番号 （６０）下部構造分離 

○△○橋 １ １ 

○△○橋 ２ ０ 

 

     各分割番号の上部構造を支持する下部構造が同一の場合は、車道幅員が最も広いものに

「１」、それ以外に「０」を入力する。 

 

 

    【パターン３】  （４）分割番号ありで、下部構造が異なる場合 

 

 
橋梁名 （４）分割番号 （６０）下部構造分離 

○△○橋 １ １ 

○△○橋 ２ １ 

 

     各分割番号の上部構造を支持する下部構造が分離して架設されている場合は、それぞれ

「１」を入力する。 

 

 

 

 

（６１）緊急輸送道路 

     都道府県・政令指定都市が定める緊急輸送道路の指定状況について、次の区分より該当

するコードを入力する。 

 

 

区    分 コード 

第１次緊急輸送道路 （埼玉県：第１次特定緊急輸送道路） 1 

第２次緊急輸送道路 （埼玉県：第１次緊急輸送道路） 2 

第３次緊急輸送道路 （埼玉県：第２次緊急輸送道路） 3 

都道府県・政令指定都市が定める緊急輸送道路以外の市町村が指定する 

緊急輸送道路 
4 

緊急輸送道路の指定なし 5 

 

 

 

 （６２）交差条件  

     ① 該当橋梁が跨ぐ交差施設について、次の区分より該当するコードを入力する。複数

ある場合は、数字の小さい方を記入すること。 

 



道路台帳調書 

 - 115 -

区    分 コード 

高速自動車国道、首都高速道路、阪神高速道路、本州四国連絡道路、 

指定都市高速道路のいずれかを跨ぐ場合 
1 

新幹線を跨ぐ場合 2 

一般国道指定区間を跨ぐ場合 3 

新幹線以外の鉄道を跨ぐ場合 4 

１、３以外の道路を跨ぐ場合 5 

跨ぐ交差施設なし 6 

 

     ② ①で１～５を入力した場合、当該橋梁が跨ぐ具体的は交差施設名を記入すること。

（複数の施設を跨ぐ場合は「、」で区切り、全てを記入すること。なお、入力は全角１

５０字（半角３００字）までとする。） 

 

 

 （６３）適用基準 

     設計に適用した基準について、次の区分より該当するコードを入力する。 

    （径間数が多い場合など、複数の基準が該当する場合は、古い基準を記入する。） 

 

区    分 コード 

昭和４６年 道路橋耐震設計指針より前の基準 1 

昭和４６年 道路橋耐震設計指針 2 

昭和５５年 道路橋示方書 3 

平成 ２年 道路橋示方書 4 

平成 ８年 道路橋示方書 

（「兵庫県南部地震により被災した道路橋の復旧に係る仕様」を準用した場

合も含む） 

5 

平成１４年 道路橋示方書 6 

平成２４年 道路橋示方書 7 

不   明 8 

 

 

  （６４）耐震補強の状況（図－２ 参照） 

     耐震補強の対策状況について、次の区分より該当するコードを入力する。 

 

区    分 コード 

昭和５５年基準相当の対策を実施していない 1 

昭和５５年基準相当のみを満足するための対策を実施中 2 

昭和５５年基準相当の対策は完了しているが、平成８年基準相当を満足する

ための対策は実施していない 
3 

昭和５５年基準相当の対策は実施せず、平成８年基準相当を満足するための

対策を実施中 
4 

昭和５５年基準相当の対策は完了しており、平成８年基準相当を満足するた

めの対策を実施中 
5 

平成８年基準相当を満足するための対策完了 6 

対策不要 

（63）適用基準において、5・6・7を選択した場合及び設計基準にかかわらず

橋脚がない橋梁の場合（本調査要領における調査便宜上の定義とする） 

7 

不   明 8 
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※平成８年基準相当の対策として「兵庫県南部地震により被災した道路橋の復旧に係る仕様」

で対策を行ったものを含む。 

 

 

 

 図－２ 耐震補強例について 

 

 １）昭和５５年基準相当の対策例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 段落し部補強（繊維材または鋼板による巻立て） 

・ 落橋防止工   等 

 

 

 

 ２）平成８年基準相当の対策例 

（落橋防止工）（落橋防止工）（落橋防止工）（落橋防止工）

ＲＣ巻立て＋
アンカー筋設置

鋼板巻立て＋

アンカー筋設置 鋼板巻立て＋

アンカー筋設置

ＲＣ巻立て＋
アンカー筋設置

沓座拡幅
沓座拡幅沓座拡幅沓座拡幅

  
 

・ 段落し部及び基礎を補強（主にＲＣ又は鋼板による巻立て） 

・ 落橋防止工および沓座拡幅 

・ 支承の補強    等 

 

落 橋 防 止 落 橋 防 止 落 橋 防 止 落 橋 防 止

繊維材巻立

（段落し部） 

   

繊維材巻立 

（段落し部） 

繊維材巻立 

（段落し部） 

繊維材巻立 

（段落し部） 
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    ［参 考］ 

 

  
  

 

     ◆参考資料 

      「橋、高架の道路等の技術基準」 （道路橋示方書） 

 

      ＜http://www.mlit.go.jp/road/sign/kijyun/pdf/20120216hashikouka.pdf＞ 
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構 造 形 式
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２
４

P
S

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
板

橋
Ｐ

Ｂ
２

５
P

S
コ

ン
ク

リ
ー

ト
剛

構
橋

Ｐ
Ｒ

床
板

橋
１

０
３

１
石

版
橋

（
桁

橋
）

Ｍ
Ｂ

桁
　

橋
２

０
３

２
石

　
橋

Ｍ
Ａ

２
１

４
１

木
桁

橋
Ｗ

Ｂ
２

２
４

２
木

構
橋

Ｗ
Ｔ

２
３

４
３

吊
橋

（
補

剛
桁

が
木

材
）

Ｓ
Ｕ

Ｗ
２

４
２

５
２

６
２

７
ト

ラ
ス

橋
３

０
ア

ー
チ

橋
４

０
４

１

４
２

４
３

ラ
ー

メ
ン

橋
５

０
斜

張
橋

６
０

６
１

６
２

６
３

吊
　

橋
７

０
７

１
７

２
７

３
溝

　
橋

８
０

カ
ル

バ
ー

ト

箱
　

　
　

　
桁

ト
  

ラ
  

ス

Ｉ　
　

　
　

桁
箱

　
　

　
　

桁
ト

  
ラ

  
ス

Ｉ　
　

　
　

桁
Ｉ桁

（
合

成
）

平
成

2
4
年

示
方

書

鋼
構

橋
鋼

拱
橋

鋼
剛

構
橋

吊
橋

（
補

剛
桁

が
鋼

材
）

１
等

橋
、

２
等

橋
１

等
橋

、
２

等
橋

不
　

明

　
〃

　
及

び
「
昭

和
4
2
年

9
月

9
日

道
路

局
長

通
達

」

　
〃

　
及

び
「
昭

和
4
8
年

4
月

2
5

日
　

道
路

局
長

通
達

」

３
４

７
３

４
８

４
０

２

４
０

６
４

０
８

４
１

４
４

２
４

図
面

枝
（
６

）
　

当
該

路
線

が
複

数
の

県
土

事
務

所
を

通
過

す
る

場
合

、
起

点
か

ら
終

点
に

向
か

っ
て

一
連

番
号

を
付

す
。

　
新

道
・
旧

道
は

最
終

番
号

か
ら

付
与

す
る

。

橋
梁

番
号

（
３

）
　

県
土

別
・
路

線
別

に
起

点
か

ら
１

０
番

毎
の

一
連

番
号

を
記

入
す

る

現
道

・
旧

道
区

分
（
５

）
　

１
 ：

 現
 道

　
２

 ：
 旧

 道
　

３
 ：

 新
 道

区
　

　
　

　
分

コ
ー

ド

上
部

工
【
使

用
材

料
】
 （

１
８

）
　

１
 ：

 鋼
 橋

　
２

 ：
 Ｒ

Ｃ
橋

　
３

 ：
 Ｐ

Ｃ
橋

　
４

 ：
 石

 橋
　

５
 ：

 木
 橋

　
６

 ：
 鋼

と
Ｒ

Ｃ
 （

Ｐ
Ｃ

）
 橋

と
の

混
合

橋
　

７
 ：

 そ
の

他

昭
和

3
9
年

示
方

書

上
部

工
【
構

造
形

式
】
 （

１
７

）

大
分

類

昭
和

5
3
年

示
方

書
昭

和
5
5
年

示
方

書

Ｈ
　

　
　

　
桁

Ｈ
桁

（
合

成
）

上
部

工
【
床

版
材

料
】
 （

１
９

）
　

１
 ：

 鋼
系

　
２

 ：
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
系

　
３

 ：
 そ

の
他

橋
長

（
２

２
）

　
２

．
０

ｍ
以

上
を

調
査

対
象

と
す

る

適
用

示
方

書
（
２

８
）

大
正

1
5
年

示
方

書

小
分

類

橋
梁

名
コ

ー
ド

（
１

０
）

　
平

成
２

５
年

度
「
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
」

の
変

更
に

よ
り

、
５

桁
の

コ
ー

ド
番

号
を

各
県

土
及

び
市

町
村

に
付

与

市
区

町
村

（
１

１
）

　
市

区
町

村
行

政
コ

ー
ド

　
参

照

橋
梁

種
別

（
１

３
）

　
１

 ：
 橋

 （
河

川
）

　
２

 ：
 橋

 （
道

路
）

　
３

 ：
 橋

 （
鉄

道
）

　
４

 ：
 高

架
橋

　
５

 ：
 桟

道
橋

路
面

位
置

（
１

６
）

　
１

 ：
 上

路
橋

　
２

 ：
 中

路
橋

　
３

 ：
 下

路
橋

　
４

 ：
 二

層
橋

昭
和

4
7
年

示
方

書

平
成

 2
年

示
方

書

平
成

 6
年

示
方

書
平

成
 8

年
示

方
書

「
兵

庫
県

南
部

地
震

で
被

災
し

た
道

路
橋

の
復

旧
に

係
る

仕
様

」

ロ
　

ー
　

ゼ

Ｉ　
　

　
　

桁

箱
　

　
　

　
桁

箱
桁

（
合

成
）

Ｔ
　

　
　

　
桁

ア
　

ー
　

チ

ラ
 ン

 ガ
 ー

県
土

整
備

事
務

所
（
２

）
　

　
１

 ：
 さ

い
た

ま
県

土
　

　
２

 ：
 北

本
県

土
　

　
３

 ：
 川

越
県

土
　

　
４

 ：
 飯

能
県

土
　

　
５

 ：
 東

松
山

県
土

　
　

６
 ：

 秩
父

県
土

　
　

７
 ：

 本
庄

県
土

　
　

８
 ：

 熊
谷

県
土

　
　

９
 ：

 行
田

県
土

　
１

０
 ：

 越
谷

県
土

　
１

１
 ：

 杉
戸

県
土

　
１

２
 ：

 朝
霞

県
土

　
１

５
 ：

 さ
い

た
ま

市
　

２
０

 ：
 県

外
県

土
事

務
所

一
般

 ・
 有

料
区

分
（
１

５
）

　
１

 ：
 一

般
（
無

料
）
橋

　
２

 ：
 有

料
橋

埼
玉

県
道

路
台

帳
橋

梁
マ

ス
タ

車 道 幅 員

道 路 部 幅 員

径 間 数

最 大 支 間 長

現 況
橋 格

適 用 示 方 書 類

歩 道 等 幅 員

制 限 荷 重

耐 荷 荷 重

箇 所

永 久 木 混 合 橋 区 分 A
活

荷
重

、
B

活
荷

重
A

活
荷

重
、

B
活

荷
重

図 面 枝

路 線 番 号

他 域 路 線 番 号

他 域 道 路 種 別

他 域 市 区 町 村

橋 種 形 式

接 続 起 点 市 区 町 村

他 域 橋 長

他 域 路 線 分 割

他 域 現 道 旧 道 区 分

接 続 起 点 橋 梁 種 別

S e q

現 道 旧 道 区 分

橋 梁 分 割 番 号

橋 梁 番 号

県 土 事 務 所

橋 梁 名 コ ー ド

ダ ブ ル ウ ェ イ

区 間 番 号

図 面 番 号

調 査 年 月 日

橋 梁 種 別

路 線 分 割

市 区 町 村

路 面 位 置

一 般 有 料 区 分

橋 長

架 設 年 月 日

基 礎

上
　

部
　

工

１
等

橋
、

２
等

橋

橋
　

格
　

（
２

９
）

１
等

橋
、

２
等

橋
、

３
等

橋

１
等

橋
、

２
等

橋
１

等
橋

、
２

等
橋

１
等

橋
、

２
等

橋
１

等
橋

、
２

等
橋

昭
和

3
1
年

示
方

書
昭

和
1
4
年

示
方

書

２
１

５

３
１

４

３
３

９
３

４
２

コ
ー

ド

３
３

１

３
５

３
３

５
５

橋
梁

箇
所

（
３

２
）

　
１

 ：
 自

地
域

内
　

２
 ：

 市
区

町
村

界
　

３
 ：

 都
道

府
県

界

現
況

（
３

０
）

　
１

 ：
 自

動
車

交
通

不
能

　
２

 ：
 通

行
制

限
あ

り
　

３
 ：

 通
行

制
限

な
し

永
久

・
木

・
混

合
橋

（
３

１
）

　
０

 ：
 永

久
橋

　
１

 ：
 木

橋
　

２
 ：

 混
合

橋

架
設

年
次

（
２

１
）

　
０

 ：
 明

治
以

前
　

１
 ：

 明
　

治
　

２
 ：

 大
　

正
　

３
 ：

 昭
　

和
　

４
 ：

 平
　

成
　

　
　

　
　

（
記

入
例

）
　

　
昭

和
３

５
年

８
月

２
５

日
　

　
　

　
　

３
３

５
０

８
２

５

橋
　

格
（
２

９
）

　
１

 ：
 １

等
橋

　
２

 ：
 ２

等
橋

　
３

 ：
 ３

等
橋

　
４

 ：
 Ａ

活
荷

重
　

５
 ：

 Ｂ
活

荷
重

　
９

 ：
 不

 明

下
部

工
【
基

礎
】
（
２

０
）

　
１

 ：
 直

接
基

礎
　

２
 ：

 オ
ー

プ
ン

ケ
ー

ソ
ン

　
３

 ：
 ニ

ュ
ー

マ
チ

ッ
ク

ケ
ー

ソ
ン

　
４

 ：
 場

所
打

ち
（
深

礎
を

含
む

）

　
５

 ：
 既

成
鋼

く
い

　
６

 ：
 既

成
く

い
　

７
 ：

 既
成

く
い

　
８

 ：
 木

く
い

　
９

 ：
 不

明

他
域

橋
長

（
４

１
）
の

記
入

事
項

　
・
都

道
府

県
市

区
町

村
名

　
・
道

路
種

別
　

・
路

線
名

　
・
現

道
・
旧

道
区

分
　

・
橋

　
長

橋
種

形
式

橋
種

名
称

　
（
３

５
）

記
号

Ｉ 
形

鋼
桁

橋
鋼

桁
橋

A
活

荷
重

、
B

活
荷

重
A

活
荷

重
、

B
活

荷
重

９
９

９

平
成

1
4
年

示
方

書

１
等

橋
、

２
等

橋
１

等
橋

、
２

等
橋
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交 差 条 件

交 差 施 設 名

1
2

3
4

5
6

7
8

9
4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
3

6
4

1
3

1
2
5

9
3
0

0
1

2
0

1
4

3
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
6
3
7
.8

ｼ
ﾉｻ

ﾞｷ
ﾊ

ﾞｼ
0

0
0

篠
崎

橋
加

須
市

大
字

南
篠

崎
地

内
2

1
1

1
東

北
自

動
車

道
、

市
道

3
7
0
3
号

1
6

（
５

９
）
～

（
６

４
）
は

、
「
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
」
 第

５
号

様
式

（
橋

梁
）
を

参
照

※
注

：
第

5
-
1
号

様
式

で
は

、
全

て
の

橋
梁

に
つ

い
て

、
（
５

９
）
～

（
６

４
）
ま

で
を

入
力

す
る

こ
と

下
部

構
造

分
離

（
６

０
）

　
◆

（
４

）
に

分
割

番
号

が
な

い
場

合
　

・
・
・
　

「
１

」
　

◆
（
４

）
に

分
割

番
号

を
入

力
し

て
い

る
場

合
で

、
各

分
割

番
号

の
上

部
構

造
を

支
持

す
る

　
　

下
部

構
造

が
同

一
の

場
合

　
・
・
・
　

「
１

」
　

（
車

道
幅

員
が

最
も

広
い

も
の

）
　

　
そ

れ
以

外
　

・
・
・
　

「
０

」
　

◆
（
４

）
分

割
番

号
を

入
力

し
て

い
る

場
合

で
、

各
分

割
番

号
の

上
部

構
造

を
支

持
す

る
　

　
下

部
構

造
が

分
離

し
て

い
る

場
合

　
・
・
・
　

「
１

」
　

（
そ

れ
ぞ

れ
に

入
力

）
　

◆
（
４

）
分

割
番

号
を

入
力

し
て

い
る

場
合

で
、

橋
台

の
み

で
、

橋
脚

が
な

い
場

合
　

・
・
・

　
　

「
１

」
　

（
車

道
幅

員
が

最
も

広
い

も
の

）
、

　
そ

れ
以

外
す

べ
て

　
・
・
・
「
０

」
　

（
車

道
幅

員
が

同
じ

場
合

は
、

（
４

）
分

割
番

号
が

１
の

も
の

は
１

を
、

そ
れ

以
外

は
０

）

総
合

判
定

値
（
５

５
）

　
１

 ：
 良

好
　

２
 ：

 要
　

追
跡

調
査

　
３

 ：
 要

　
詳

細
調

査

路
肩

幅
員

（
５

０
）

　
道

路
部

幅
員

と
は

、
地

覆
前

面
か

ら
地

覆
前

面
ま

で
の

幅
員

を
い

う
。

　
車

道
幅

員
が

明
確

で
な

い
場

合
は

、
片

側
２

５
ｃ
ｍ

を
差

し
引

い
た

も
の

を
車

道
幅

員
と

す
る

。
　

歩
道

等
幅

員
と

は
、

車
道

部
と

併
設

し
て

あ
る

歩
道

、
歩

道
＋

自
転

車
道

お
よ

び
自

転
車

歩
行

者
道

の
幅

員
を

い
う

。
　

自
転

車
歩

行
者

専
用

橋
は

、
道

路
部

幅
員

＝
歩

道
等

幅
員

と
す

る
。

適
用

基
準

（
６

３
）

　
１

 ：
 昭

和
４

６
年

　
道

路
橋

耐
震

設
計

指
針

よ
り

　
　

 　
前

の
基

準
　

２
 ：

 昭
和

４
６

年
　

道
路

橋
耐

震
設

計
指

針
　

３
 ：

 昭
和

５
５

年
　

道
路

橋
示

方
書

　
４

 ：
 平

成
２

年
　

道
路

橋
示

方
書

　
５

 ：
 平

成
８

年
　

道
路

橋
示

方
書

（
「
兵

庫
県

南
部

　
　

　
 地

震
よ

り
被

災
し

た
道

路
橋

の
復

旧
に

係
る

　
　

　
 仕

様
」
を

準
用

し
た

場
合

を
含

む
）

　
６

 ：
 平

成
１

４
年

　
道

路
橋

示
方

書
　

７
 ：

 平
成

２
４

年
　

道
路

橋
示

方
書

　
８

 ：
 不

 明

※
注

 ：
 径

間
数

が
多

い
場

合
な

ど
、

複
数

の
基

準
　

　
　

　
が

該
当

す
る

場
合

は
、

古
い

基
準

を
記

入

緊
急

輸
送

道
路

（
６

１
）

　
１

 ：
 第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

 【
埼

玉
県

 ：
 第

一
次

特
定

緊
急

輸
送

道
路

】
　

２
 ：

 第
二

次
緊

急
輸

送
道

路
 【

埼
玉

県
 ：

 第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
】

　
３

 ：
 第

三
次

緊
急

輸
送

道
路

 【
埼

玉
県

 ：
 第

二
次

緊
急

輸
送

道
路

】
　

４
 ：

 都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
が

定
め

る
緊

急
輸

送
道

路
以

外
の

市
町

村
が

指
定

す
る

緊
急

輸
送

道
路

　
５

 ：
 緊

急
輸

送
道

路
の

指
定

な
し

交
差

条
件

（
６

２
）

　
１

 ：
 高

速
自

動
車

国
道

、
首

都
高

速
道

路
、

阪
神

高
速

道
路

、
本

州
四

国
連

絡
道

路
、

　
　

 　
指

定
都

市
高

速
道

路
の

い
ず

れ
か

を
跨

ぐ
場

合
　

２
 ：

 新
幹

線
を

跨
ぐ

場
合

　
３

 ：
 一

般
国

道
指

定
区

間
を

跨
ぐ

場
合

　
４

 ：
 新

幹
線

以
外

の
鉄

道
を

跨
ぐ

場
合

　
５

 ：
 １

、
３

以
外

の
道

路
を

跨
ぐ

場
合

　
６

 ：
 跨

ぐ
交

差
施

設
な

し
※

注
 ：

 上
記

の
１

～
５

を
入

力
し

た
場

合
、

当
該

橋
梁

を
跨

ぐ
具

体
的

な
交

差
施

設
名

を
  

  
  

  
  

  
「
、

」
で

区
切

り
、

全
て

記
入

す
る

こ
と

耐
震

補
強

の
状

況
（
６

４
）

　
１

 ：
 昭

和
５

５
年

基
準

相
当

の
対

策
は

未
対

応
　

２
 ：

 昭
和

５
５

年
基

準
想

と
の

み
を

満
足

す
る

対
策

を
実

施
中

　
３

 ：
 昭

和
５

５
年

基
準

相
当

の
対

策
は

完
了

、
平

成
８

年
基

準
相

当
は

未
対

応
　

４
 ：

 昭
和

５
５

年
基

準
相

当
の

対
策

は
実

施
せ

ず
、

平
成

８
年

基
準

相
当

を
満

足
す

る
対

策
を

実
施

中
　

５
 ：

 昭
和

５
５

年
基

準
相

当
の

対
策

は
完

了
し

、
平

成
８

年
基

準
相

当
を

満
足

す
る

対
策

を
実

施
中

　
６

 ：
 平

成
８

年
基

準
相

当
を

満
足

す
る

た
め

の
対

策
完

了
　

７
 ：

 対
策

不
要

 【
（
２

８
）
適

用
示

方
書

で
４

０
８

、
４

１
４

、
４

２
４

を
選

択
し

た
場

合
及

び
設

計
基

準
に

　
　

　
か

か
わ

ら
ず

橋
脚

が
な

い
橋

梁
の

場
合

）
　

８
 ：

 不
明

図
面

枝
（
６

）
　

当
該

路
線

が
複

数
の

県
土

事
務

所
を

通
過

す
る

場
合

、
起

点
か

ら
終

点
に

向
か

っ
て

一
連

番
号

を
付

す
。

　
新

道
・
旧

道
は

最
終

番
号

か
ら

付
与

す
る

。

橋
梁

番
号

（
３

）
　

県
土

別
・
路

線
別

に
起

点
か

ら
１

０
番

毎
の

一
連

番
号

を
記

入
す

る

現
道

・
旧

道
区

分
（
５

）
　

１
 ：

 現
 道

　
２

 ：
 旧

 道
　

３
 ：

 新
 道

県
土

整
備

事
務

所
（
２

）
　

　
１

 ：
 さ

い
た

ま
県

土
　

　
２

 ：
 北

本
県

土
　

　
３

 ：
 川

越
県

土
　

　
４

 ：
 飯

能
県

土
　

　
５

 ：
 東

松
山

県
土

　
　

６
 ：

 秩
父

県
土

　
　

７
 ：

 本
庄

県
土

　
　

８
 ：

 熊
谷

県
土

　
　

９
 ：

 行
田

県
土

　
１

０
 ：

 越
谷

県
土

　
１

１
 ：

 杉
戸

県
土

　
１

２
 ：

 朝
霞

県
土

　
１

５
 ：

 さ
い

た
ま

市
　

２
０

 ：
 県

外
県

土
事

務
所

埼
玉

県
道

路
台

帳
橋

梁
マ

ス
タ

総 合 判 定 値

路 肩 幅 員

接 続 終 点 分 割 番 号

図 面 枝

路 線 番 号

6
2

交
　

差
　

条
　

件

重 要 度

所 在 箇 所

橋 梁 漢 字 名 称

橋 梁 正 式 名 称

接 続 終 点 橋 梁 番 号

接 続 終 点 橋 梁 種 別

耐 震 対 策 区 分

塗 装 年 月 日

橋 梁 名 称

道 路 部 面 積

適 用 基 準

耐 震 補 強

緊 急 輸 送 道 路

下 部 構 造 分 離

接 続 終 点 市 区 町 村

接 続 起 点 分 割 番 号

接 続 起 点 橋 梁 番 号

S e q

現 道 旧 道 区 分

橋 梁 分 割 番 号

橋 梁 番 号

県 土 事 務 所

ダ ブ ル ウ ェ イ

区 間 番 号

図 面 番 号

重
要

度
（
５

９
）

　
１

：
Ａ

種
の

橋
（
下

記
以

外
の

橋
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
　

２
：
Ｂ

種
の

橋
　

・
高

速
自

動
車

国
道

、
都

市
高

速
道

路
、

指
定

都
市

高
速

道
路

、
本

州
四

国
連

絡
道

路
、

一
般

国
道

の
橋

　
・
都

道
府

県
道

、
市

町
村

道
の

う
ち

、
複

断
面

、
跨

線
橋

、
跨

道
橋

及
び

地
域

の
防

災
計

画
上

の
位

置
付

け
や

当
該

道
路

の
利

用
状

況
か

ら
特

に
重

要
な

橋
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【一般的注意事項】 

① データは、供用開始された１トンネル単位で作成する。 

 

② トンネルが１箇所において上下線等、分離して設けられている場合は、分離されてい

るトンネルごとに１トンネルとして取り扱う。 

 

③ トンネルが市町村界または都道府県界に設けられている場合は、該当トンネルの管理

者側で取りまとめること。 

なお、管理者が定まっていない場合は、関係機関で協議し、調査する機関を定めるこ

と。 

 

④ ２都道府県以上に渡って管理区域を有する道路管理者の道路に存するトンネルで、管

理区域内の市町村界または都道府県界に設けられている場合は、延長の長い方の市区町

村（都道府県）で計上する。 

 

⑤ １都道府県または政令指定市を管理区域とする道路管理者の道路に存するトンネル

で、管理区域内の市町村界に設けられている場合は、延長の長い方の市区町村で計上す

る。 

 

（３）トンネル番号 

管理者が定めた番号を入力する。 

 

（４）トンネル分割番号 

トンネルが１箇所において自動車専用トンネル、自転車歩行者専用トンネル別、または上

下線別に分離して設けられている場合のみ入力を要する。 

入力方法としては、専用別に分離している場合は、自動車専用トンネル、自転車歩行者専

用トンネルの順序で一連番号を入力する。同種のトンネルで上下線に分離している場合は、

延長の長い方、短い方の順序で一連番号を入力する。 

 

（１３）トンネル分類 

 

次の区分により、該当するコードを入力する。 

 

区  分 コード 

陸上トンネル 

掘 進 工 法 1 

開 削 工 法 2 

そ の 他 3 

水底トンネル※ 

掘 進 工 法 4 

沈 埋 工 法 5 

開 削 工 法 6 

そ の 他 7 

 

※水底トンネルとは、海、湖沼及び河川に設けられたものをいう。 

※シールド工法は、掘進工法として取扱う。 

5-4-6 トンネルマスタデータシート 
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（１５）一般・有料区分 

次の区分により、該当するコードを入力する。 

 

区  分 コード 

一般（無料）トンネル 1 

有料トンネル 2 

※有料道路内に存するトンネルについては、有料トンネルのコード２を入力する。 

 

 

（１６）建設年次 

   建設竣工年次を次の区分により該当するコードを入力する。 

  

区 分 コード 

明 治 以 前 0 

明 治 1 

大 正 2 

昭 和 3 

平 成 4 

不 明 9 

  

 建設年次が「明治以前」または「不明」の場合、年号コードのみ入力する。 

    

 

（１７）延長 

    坑門（入口）から坑門（出口）までの延長を入力する。 

   延長の計上方法は、次のとおり取り扱う。 

 

                                    山 

 

 

 

 

 

                                     延 長 

 

 

                                         山  

                       

 

 

 

 

                                     

 

 

 

記入例）平成２０年８月２５日 

４２００８２５ 

↑ 

年号コード 

延  長 



道路台帳調書 

 - 122 -

（１８）～（２０）幅員 

幅員を次の区分よりメートル単位で小数点以下第２位を四捨五入し、第１位まで入力す

る。 

 

区    分 

道 路 部 

車    道 

歩 道 等 

 

 

① 道路部幅員とは、車道、路肩及び歩道等を加えた幅員をいう。 

 

② 車道幅員が明確でない場合は、車道と同一平面の路肩部分のうち、片側２５センチメ

ートル、 計５０センチメートルを差し引いたものを車道幅員とする。 

 

③ 歩道等幅員とは、車道部と併設してある歩道、歩道＋自転車道及び自転車歩行車道の

幅員をいう。                               

 

  

 

 

 

 

 

 有 

 効 

                               道路部 高 

              

 

 

 

                  

    ［入力例］ 

 

 

 

           ※ 単位が０．１ｍなので、幅員１５ｍ の場合、「１５０」と入力する。小数点は入力

しないこと。             

 

（２１） 有効高 

有効高をメートル単位で小数点以下第２位を四捨五入し、第１位まで入力する。有効高

とは、車道端からの垂直線が壁面または天井板と交わるまでの高さをいう。（上のトンネ

ル 断面図参考。） 

なお、片勾配の場合、有効高の低い方を計上すること。 

※  単位が０．１ｍ なので注意すること。小数点入力は不可。    

（１３）幅員  0.1m 

道路部 車道 歩道等 

150 60 50 

歩
道
等

路 

肩

路 

肩車 道 
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  （２２）（２３） 壁面区分 

     次の区分により、該当コードを入力する。 

 

    

区 コード 

内装なし  素 堀 1 

内装なし  吹 付 2 

内装なし  覆 工 3 

内装あり  ブロック張り工法 4 

内装あり  パ ネ ル 張 り 工 法 5 

内装あり  タ イ ル 張 り 工 法 6 

内装あり  そ  の 他 7 

 

 

 

 

（２４） 路面区分 

次の路面区分より該当するコードを入力する。 

 

区     分 コード 

未舗装道 1 

舗装道 セメント系 2 

舗装道 アスファルト系 3 

 

 

 

 

（２５）～（３０）内部施設 

 

① 換気施設 

次の区分により該当するコードを入力する。 

 

区 分 コード 

機械換気施設なし 1 

機械換気   縦流式 （噴流式） 2 

機械換気   縦流式 （立坑式） 3 

機械換気   縦流式 （その他） 4 

機械換気   半横流式 5 

機械換気   横流式 6 

機械換気   その他 7 

 

 

 

① 素堀とは、掘削後地肌のま

まのものをいう。 

② 吹付とは、地肌をセメン

ト・モルタル等の材料で吹付

工法により被覆しているもの

をいう。 

③ 覆工とは、地肌を被覆して

いるもので、吹付け工法によ

らないものをいう。 
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② 照明施設  

次の区分により該当するコードを入力する。 

 

区      分 コード 

照明施設なし 1 

照明施設あり   ナトリウム灯 2 

照明施設あり   蛍 光 灯 3 

照明施設あり   水 銀 灯 4 

照明施設あり   そ  の 他 5 

照明施設あり   上記各種併用 6 

 

 

③ 非常用施設  

非常用施設について、次の施設種類ごとに該当するコードを入力する。 

 

イ 通報装置  

火災等の事故の発生をトンネル管理所などへ通報する装置をいう。 

 

区 分 コード 

通報装置なし 1 

通報装置あり    a 押ボタン式通報装置 2 

通報装置あり    b     非常電話 3 

通報装置あり    c 自動通報装置 4 

通報装置あり    a と b を併設 5 

通報装置あり    a と c を併設 6 

通報装置あり    b と c を併設 7 

通報装置あり    a と b と c を併設 8 

 

ロ 非常警報装置 

火災や 交通事故等が発生した場合に、トンネル内外の走行車に対して必要な警

報を行う装置をいう。 

 

区    分 コード 

非常警報装置なし 1 

非常警報装置あり a 警報表示板 2 

非常警報装置あり b 点滅灯（警告灯） 3 

非常警報装置あり c 音信号発生器 4 

非常警報装置あり a と b を併設 5 

非常警報装置あり a と c を併設 6 

非常警報装置あり b と c を併設 7 

非常警報装置あり a と b と c を併設 8 
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ハ 消火設備 

   

  区   分 コード 

消火設備なし 1 

消火設備あり    a 消火器 2 

消火設備あり    b 消火栓 3 

消火設備あり    a と b を併設 4 

 

ニ その他設備 

 

区  分 コード 

その他設備なし 1 

その他設備あり a 自動水噴霧装置 2 

その他設備あり b 避難及び誘導設備 3 

その他設備あり c 非常用電源設備 4 

その他設備あり a と b を併設 5 

その他設備あり a と c を併設 6 

その他設備あり b と c を併設 7 

その他設備あり a と b と c を併設 8 

 

（３１） 現況 

調査期日における現況について、次の区分により該当するコードを入力する。 

 

    

区     分 コード 

自動車交通不能 1 

通行制限あり 2 

通行制限なし 3 

 

※「通行制限あり」とは、道路法第４７条の規定により、通行車両の車幅及び高さの制

限を設けているものをいう。 

 

 

（３２） 排水施設 

側溝等の排水施設について、次の区分によりコードを入力する。 

 

  区    分 コード 

排水設備なし 0 

排水設備あり 1 
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（３３） 箇所 

トンネルの箇所を次の区分により入力する。 

 

区     分 コード 

自地域内 1 

市町村界 2 

都道府県界 3 

 

 

（３４）～（３９） 他域延長 

トンネルが市区町村界（都道府県界と重複している場合も同様に取り扱う。）に設け

られている場合のみ、他の市区町村域に関する次の事項を入力する。 

 

なお、３市区町村以上に渡って存する場合の中間市区町村に係る分の取り扱いについ

ては、起終点側の市区町村において折半するのもとする。 

 

入力事項 

地方公共団体コード  

道路種別 

路線名 

現道・旧道区分 

延長 

 

 

［延長と他域延長との関係］ 

 

 

 

 

 

 

                    ○×トンネル  

 

 

 

                Ａ 町             Ｂ  町 

 

 

                            市区町村界  

 

                      延 長 

               （Ａ 町のデータとして作成する。） 

 

（４２）～（４５） トンネル 

トンネル名称、トンネル正式名称、トンネル漢字名称、所在箇所を入力する。なお、

入力フォントについて、カタカナ半角、漢字入力等どのような方法でも可。 

他域延長 

（Ｂ町に存する延長を

入力する。） 
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S e q

路 線 番 号

県 土 事 務 所

ト ン ネ ル 番 号

ト ン ネ ル 分 割 番 号

現 道 旧 道 区 分

図 面 枝

図 面 番 号

区 間 番 号

ダ ブ ル ウ ェ イ

提 要 番 号

市 区 町 村

路 線 分 割

ト ン ネ ル 分 類

調 査 年 月 日

一 般 有 料 区 分

建 設 年 月 日

延 長

道 路 部 幅 員

車 道 幅 員

歩 道 等 幅 員

有 効 高

拱 区 分

壁 面 区 分

路 面 区 分

換 気 施 設

照 明 施 設

通 報 装 置

非 常 警 報 装 置

消 火 装 置

そ の 他 設 備

現 況

排 水 設 備

箇 所

他 域 市 区 町 村

他 域 道 路 種 別

他 域 路 線 番 号

他 域 現 道 旧 道 区 分

他 域 路 線 分 割

他 域 延 長

路 肩 幅 員

道 路 部 面 積

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

1
2

2
9
9

4
6

0
1

2
0

1
8
4

1
0

0
1
7

1
1
2
0
9
7

0
1

1
3
5
7

1
9
1
8
.0

0
8
.7

0
6
.0

0
1
.7

0
4
.5

3
3

2
4

2
5

8
2

7
3

1
2

1
1
3
6
1
1

3
2
9
9

1
0

9
7
3
.1

8
1
.0

0
1
6
6
8
1
.0

9

 

埼
玉

県
道

路
台

帳
ト
ン

ネ
ル

マ
ス

タ

有
効

高
（
２

１
）

　
有

効
高

と
は

、
車

道
端

か
ら

鉛
直

線
が

壁
面

ま
た

は
天

井
板

と
交

わ
る

ま
で

の
高

さ
を

い
う

図
面

枝
（
６

）
　

現
道

路
線

が
複

数
の

県
土

事
務

所
を

通
過

す
る

場
合

、
起

点
か

ら
終

点
に

向
か

っ
て

一
連

番
号

と
す

る
。

　
新

道
・
旧

道
は

最
終

番
号

か
ら

と
す

る

そ
の

他
設

備
（
３

０
）

　
１

：
　

そ
の

他
設

備
な

し
　

２
：
　

a 
 自

動
水

噴
霧

装
置

　
３

：
　

b 
 避

難
お

よ
び

誘
導

設
備

　
４

：
　

c
  

非
常

用
電

源
設

備
　

５
：
　

a　
と

　
b　

を
併

設
　

６
：
　

a　
と

　
c
　

を
併

設
　

７
：
　

b　
と

　
c
　

を
併

設
　

８
：
　

a　
と

　
b　

と
　

c
　

を
併

設

路
肩

幅
員

（
４

０
）

　
車

道
幅

員
が

明
確

で
な

い
場

合
は

、
片

側
２

５
ｃ
ｍ

、
計

５
０

ｃ
ｍ

を
差

し
引

い
た

も
の

を
車

道
幅

員
と

す
る

壁
面

区
分

（
２

２
）
（
２

３
）

　
１

：
素

堀
（
内

装
な

し
）

　
２

：
吹

付
（
内

装
な

し
）

　
３

：
覆

工
（
内

装
な

し
）

　
４

：
ブ

ロ
ッ

ク
張

り
工

法
　

５
：
パ

ネ
ル

張
り

工
法

　
６

：
タ

イ
ル

張
り

工
法

　
７

：
そ

の
他

箇
所

（
３

３
）

　
１

：
自

地
域

内
　

２
：
市

区
町

村
界

　
３

：
都

道
府

県
界

排
水

設
備

（
３

２
）

　
０

：
排

水
設

備
な

し
　

１
：
排

水
設

備
あ

り
ト

ン
ネ

ル
番

号
（
３

）
　

県
土

別
・
路

線
別

に
起

点
か

ら
一

連
番

号
を

記
入

す
る

一
般

・
有

料
区

分
（
１

５
）

　
１

：
一

般
（
無

料
）
ト
ン

ネ
ル

　
２

：
有

料
ト

ン
ネ

ル
非

常
警

報
装

置
（
２

８
）

　
１

：
　

非
常

警
報

装
置

な
し

　
２

：
　

a　
警

報
表

示
板

　
３

：
　

b　
点

滅
灯

（
警

告
灯

）
　

４
：
　

c
　

音
信

号
発

生
器

　
５

：
　

a　
と

　
b　

を
併

設
　

６
：
　

a　
と

　
c
　

を
併

設
　

７
：
　

b　
と

　
c
　

を
併

設
　

８
：
　

a　
と

　
b　

と
　

c
　

を
併

設

換
気

施
設

（
２

５
）

　
１

：
機

械
換

気
施

設
な

し
　

２
：
縦

流
式

（
噴

流
式

）
　

３
：
縦

流
式

（
立

坑
式

）
　

４
：
縦

流
式

（
そ

の
他

）
　

５
：
半

横
流

式
　

６
：
横

流
式

　
７

：
機

械
換

気
　

そ
の

他

現
況

（
３

１
）

　
１

：
自

動
車

交
通

不
能

　
２

：
通

行
制

限
あ

り
　

３
：
通

行
制

限
な

し

ト
ン

ネ
ル

分
類

（
１

３
）

　
１

 ：
 掘

進
工

法
 （

陸
上

）
　

２
 ：

 開
削

工
法

 （
陸

上
）

　
３

 ：
 そ

の
他

 （
陸

上
）

　
４

 ：
 掘

進
工

法
 （

水
底

）
　

５
 ：

 沈
埋

工
法

 （
水

底
）

　
６

 ：
 開

削
工

法
 （

水
底

）
　

７
 ：

 そ
の

他
 （

水
底

）

県
土

整
備

事
務

所
（
２

）
　

　
１

 ：
 さ

い
た

ま
県

土
　

　
２

 ：
 北

本
県

土
　

　
３

 ：
 川

越
県

土
　

　
４

 ：
 飯

能
県

土
　

　
５

 ：
 東

松
山

県
土

　
　

６
 ：

 秩
父

県
土

　
　

７
 ：

 本
庄

県
土

　
　

８
 ：

 熊
谷

県
土

　
　

９
 ：

 行
田

県
土

　
１

０
 ：

 越
谷

県
土

　
１

１
 ：

 杉
戸

県
土

　
１

２
 ：

 朝
霞

県
土

　
１

５
 ：

 さ
い

た
ま

市
　

２
０

 ：
 県

外
県

土
事

務
所

通
報

装
置

（
２

７
）

　
１

：
　

通
報

装
置

な
し

　
２

：
　

a　
押

ボ
タ

ン
式

通
報

装
置

　
３

：
　

b　
非

常
電

話
　

４
：
　

c
　

自
動

通
報

装
置

　
５

：
　

a　
と

　
b　

を
併

用
　

６
：
　

a　
と

　
c
　

を
併

用
　

７
：
　

b　
と

　
c
　

を
併

用
　

８
：
　

a　
と

　
b　

と
　

c
　

を
併

用

照
明

施
設

（
２

６
）

　
１

：
照

明
施

設
な

し
　

２
：
ナ

ト
リ

ウ
ム

灯
　

３
：
蛍

光
灯

　
４

：
水

銀
灯

　
５

：
そ

の
他

　
６

：
上

記
各

種
併

用

市
区

町
村

（
１

１
）

　
市

区
町

村
行

政
コ

ー
ド

　
参

照

提
要

番
号

（
１

０
）

　
ト
ン

ネ
ル

の
空

番
号

を
付

与

現
道

旧
道

区
分

（
５

）
　

１
 ：

 現
 道

　
２

 ：
 旧

 道
　

３
 ：

 新
 道

消
火

設
備

（
２

９
）

　
１

：
　

消
火

設
備

な
し

　
２

：
　

a　
消

火
器

　
３

：
　

b　
消

火
栓

　
４

：
　

a　
と

　
b　

を
併

設
路

面
区

分
（
２

４
）

　
１

：
未

舗
装

道
　

２
：
舗

装
　

セ
メ

ン
ト
系

　
３

：
舗

装
　

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
系

建
設

年
月

日
（
１

６
）

０
：

明
治

以
前

１
：

明
治

２
：

大
正

３
：

昭
和

４
：

平
成

（
記

入
例

）
昭

和
３

８
年

８
月

２
５

日
３

３
８

０
８

２
５
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S e q

路 線 番 号

県 土 事 務 所

ト ン ネ ル 番 号

ト ン ネ ル 分 割 番 号

現 道 旧 道 区 分

図 面 枝

図 面 番 号

区 間 番 号

ダ ブ ル ウ ェ イ

ト ン ネ ル 名 称

ト ン ネ ル 正 式 名 称

ト ン ネ ル 漢 字 名 称

所 在 箇 所

1
2

3
4

5
6

7
8

9
4
2

4
3

4
4

4
5

1
2

2
9
9

4
6

1
1
0

1
8
4

1
0

0
ｼ

ﾖ
ｳ
ﾏ

ﾙ
ﾄﾝ

ﾈ
ﾙ

正
丸

ト
ン

ネ
ル

飯
能

市
大

字
坂

元
地

内

埼
玉

県
道

路
台

帳
ト
ン

ネ
ル

マ
ス

タ

県
土

整
備

事
務

所
（
２

）
１

．
さ

い
た

ま
県

土
２

．
北

本
県

土
３

．
川

越
県

土
４

．
飯

能
県

土
５

．
東

松
山

県
土

６
．

秩
父

県
土

７
．

本
庄

県
土

８
．

熊
谷

県
土

９
．

行
田

県
土

１
０

．
越

谷
県

土
１

１
．

杉
戸

県
土

１
２

．
朝

霞
県

土
１

５
．

さ
い

た
ま

市
２

０
．

県
外

県
土

事
務

所

ト
ン

ネ
ル

番
号

（
３

）
県

土
別

・
路

線
別

に
起

点
か

ら
一

連
番

号
を

記
入

す
る

現
道

旧
道

区
分

（
５

）
１

．
現

道
２

．
旧

道
３

．
新

道

図
面

枝
（
６

）
現

道
路

線
が

複
数

の
県

土
事

務
所

を
通

過
す

る
場

合
、

起
点

か
ら

終
点

に
向

か
っ

て
一

連
番

号
と

す
る

新
道

・
旧

道
は

最
終

番
号

か
ら

と
す

る
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【一般的注意事項】 

 

１．データは、供用開始された道路に係る踏切道の箇所単位で作成する。 

 

２．踏切道の同一箇所で鉄道事業者または鉄道線が異なって存在する場合は、異なるごとに 1件

のデータとして作成する。 

この場合、鉄道事業者名コード及び鉄道線名コードの若い（小さい）コードを１件目とし、

２件目以降の入力事項としては、（１）調査機関区分から（１０）単複線区分までのみとする。 

※  （１１）踏切道種別から（２１）遮断時間までが未入力であるため、サポートツールに

よる簡易エラーチェックでは、エラー出力される。この場合のエラーは無視してよい。 

 

（３）（４） 鉄道等との交差番号 

管理者の定めた４桁の交差番号を入力する。 

 

（１３） 交差方式 

  

   区  分 コード 

平面交差 1 

跨道（立体交差路線が下、鉄道が上） 2 

跨線（立体交差路線が上、鉄道が下） 3 

 

（１５） 鉄道事業者名 

該当する鉄道事業者名コード（鉄道事業者名と鉄道線名の関係による）を入力する。  

 

（１６） 鉄道線名 

該当する鉄道線名コード（鉄道事業者名と鉄道線名の関係による）を入力する。  

 

（１７） 単複線区分 

踏切道と交差している鉄道線が単線か否かについて、次の区分により該当するコードを

入力する。 

 

区   分 コード 

単  線 1 

単線以外 2 

 

（１８） 踏切道種別 

次の踏切道区分により該当するコードを入力する。 

 

① 第一種踏切道とは、踏切警手を配置するか、または自動踏切遮断機を設置しているもの
をいう。 

② 第二種踏切道とは、一定時間に限り踏切警手を配置しているものをいう。(昭和40年度

までに全廃された。) 

③ 第三種踏切道とは、踏切警報機を配置しているものをいう。 

5-4-7 鉄道との交差マスタデータシート 
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④ 第四種踏切道とは、上記①～③以外のものをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１９）延長  

踏切道の起点から終点までの延長を入力する。 

 

【解説】 

［起点・終点について］ 

①  踏切遮断機等、踏切施設がある場合、該当施設の外側０．５ｍの線間をいう。 

 

 

起点 終点 

 

 

 ← 路線の起点側      Ａ         Ａ   

 

 

 

                             Ａ  ＝ ０．５ｍ 

                  踏切道延長 

  

 

 

②   踏切施設がない場合、最外側軌条の内側より ２．５ｍ 外側の線間をいう。 

 

 

起点      終点 

 

 

← 路線の起点側       Ｂ      Ｂ 

 

 

 Ｂ ＝ ２．５ｍ 

 

                  踏切道延長  

 

 

（２０）～（２２）幅員 

踏切道の全幅員をメートル単位で小数点以下第２位を四捨五入し、第１位まで入力する。 

 

区     分 コード 

第 一 種 踏 切 道 1 

第 二 種 踏 切 道 2 

第 三 種 踏 切 道 3 

第 四 種 踏 切 道 4 
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※単位が ０．１ｍ なので、幅員４．５ｍの場合「４５」と     

    入力する。 小数点は入力しないこと。 

 

 

（２３） 歩道等施設 

次の区分により該当するコードを入力する。 

 

       区    分 コード 

歩車道区分なし 1 

歩車道区分

あり 
平面交差で歩車道分離 2 

立体交差で歩車道分離 横断歩道橋 階段式 3 

スロープ式 4 

押上げ式 5 

地下横断歩道 階段式 6 

スロープ式 7 

押上げ式 8 

歩道等のみ平面交差 9 

 

 

（２４）対道路幅員差  

踏切道から見て、取り付け道路（道路部）に対する幅員差を起点側、終点側別に入力す

る。 入力単位はメートルとし、小数点以下第２位を四捨五入し、第１位まで入力する。

対道路幅員差 が±０以外については、＋の場合は数値をそのまま入力し、－の場合は－

符号を付して数値を入力する。 

 

［例］ 踏切道幅員(４．５ｍ)－道路幅員(６．０ｍ)＝－１．５ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 ← 路線の起点側 ６．０ｍ ４．５ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

幅 員 

0.1ｍ 

45 
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対道路幅員差 

起 点 終 点 

符号含む   0.1m 符号含む   0.1m 

－15 0 

※ 単位が０．１ｍ なので、対道路幅員差１．５ｍの場合、「１５」と入力する。小数点は

入力しないこと。 

 

 

（２６）交差角度 

踏切道の中心線と最縁端軌道の中心線の交点(Ａ)と、(Ａ)から外方道路の中心線上  ３０

ｍの地点(Ｂ) を線で結び、その線と最縁端軌道の中心線との交差角度を入力する。 

 

  

 

                              ３０ｍ 

(Ａ) 

 

 

 

 

 

 

                              

↑ 交差角度       （Ｂ） 

 

  

 

① 路線の起終点が袋小路等により３０メートル未満の場合は、上記に関わらず路線の起

終点からの交差角度を入力すること。 

② 直角に交差する場合は、「９０」と入力すること。 

③ 交差角度が起点側終点側で異なる場合は、狭い角度を入力する。 

 

 

（２７）（２８）道路勾配  

踏切道に向かって上りを＋、下りを－とし、起点側、終点側別にパーセント単位で入力

する。＋については数値をそのまま入力し、－については－符号を付して入力する。なお、

勾配を計る場合、踏切道端から道路の中心線上３０メートルの地点で計上するものとする。 

          － 
 

 

                                    ＋ 
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（２９）路面区分  

踏切道内の路面状況について、次の区分により該当するコードを入力する。 

路 面 区 分 コード 

セ メ ン ト コ ン ク リ ー ト 1 

高 級 ア ス フ ァ ル ト   2 

簡 易 ア ス フ ァ ル ト 3 

コ ン ク リ ー ト 平 板 4 

防 塵 5 

砂 利 道 6 

 

（３０）～（３３）見通し距離  

踏切側からの列車の見通し距離を、起点側終点側別、左右別に次の区分により該当する

コードを入力する。見通し距離とは、踏切道における最縁端軌道の中心線と、道路の中心

線との交点から軌道の外方道路の中心線上５メートルの地点における１．２メートルの高

さにおいて見通すことができる軌道の中心線上該当交点からの長さをいう。 

見通し距離の区分 コード 

5 0 m 未 満 1 

1 0 0 m未満 2 

1 5 0 m未満 3 

2 0 0 m未満 4 

2 5 0 m未満 5 

3 0 0 m未満 6 

3 0 0 m以上 7 

 

［例図］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起点側 

終点側 

ア イ 

ウ エ 

５ｍ 

５ｍ 
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見通し距離 

起 点 終 点 

左 右 左 右 

(イ) (ア) (ウ) (エ) 

 

（３４）（３５）道路交差点距離 

踏切道の起終点から５０メートル以内にある道路交差点（立体交差を除く。）を対象と

し、起点側、終点側別に踏切道の起点（終点）から道路交差点の中心点までの距離を入力

する。 

 なお、踏切道の起終点から５０メートル以内に対象道路交差点がない場合は未入力とす

る。 

 

（３６）遮断時間 

調査期日（４月１日、ただし休日にあたる場合は４月１日以降の最も早い平日。）にお

ける列車の通行により、道路交通が遮断される時間を入力する。遮断時間は１日に生ずる

時間とし、分単位で入力する。遮断時間は測定値を原則とするが、実測が困難な場合には、

次式により算出したもので良い。 

 

［算出式］ １日の列車通行回数 ×１分 ＝ 遮断時間 

 

（３７）有効高 

立体交差であって鉄道が上にあるときのみ当箇所の有効高を１ｍ以下１位まで入力す

る。 

 

（４１）鉄道線名称 

 

 

 

（４４）～（４７） 

 

踏切または橋の名称、踏切正式名称、踏切漢字名称、所在箇所を入力する。なお、入力

フォントについて、カタカナ半角、漢字入力等どのような方法でも可。 

 

 

鉄道線 
鉄 道 

事業者 
鉄道線 鉄道線名称 鉄道線

鉄 道

事業者
鉄道線 鉄道線名称 

(16) (15) (16) (41) (16) (15) (16) (41) 

120064 120 064 JR 八高線 364001 364 001 秩父鉄道本線 

120160 120 160 東北本線、宇都宮線 364002 364 002 秩父鉄道三ヶ尻線 

120165 120 165 川越線、埼京線 373001 373 001 東武伊勢崎線 

120166 120 166 高崎線 373011 373 011 東武日光線 

120189 120 189 武蔵野線 373014 373 014 東武野田線 

120801 120 801 東北新幹線 373015 373 015 東武東上本線 

120802 120 802 上越新幹線 373016 373 016 東武越生線 

360001 360 001 西武池袋線 471001 471 001 新都市交通伊奈線 

360002 360 002 西武秩父線 472001 472 001 埼玉高速鉄道線 

360003 360 003 西武新宿線 483001 483 001 つくばエクスプレス線

360011 360 011 西武狭山線     

360012 360 012 西武山口線     

(ア)～(エ)には１～７の

いずれかを入力する。 
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S e q

路 線 番 号

県 土 事 務 所

鉄 道 と の 交 差 番 号

鉄 道 と の 交 差 枝 番

現 道 旧 道 区 分

図 面 枝

図 面 番 号

区 間 番 号

ダ ブ ル ウ ェ イ

提 要 番 号

市 区 町 村

路 線 分 割

交 差 方 式

調 査 年 月 日

鉄 道 事 業 者

鉄 道 線

単 複 線 区 分

踏 切 種 別

延 長

道 路 部 幅 員

車 道 幅 員

歩 道 等 幅 員

歩 道 等 施 設

対 道 路 幅 員 差 起 点

対 道 路 幅 員 差 終 点

交 差 角 度

道 路 勾 配 起 点

道 路 勾 配 終 点

路 面 区 分

見 通 し 距 離 起 点 左

見 通 し 距 離 起 点 右

見 通 し 距 離 終 点 左

見 通 し 距 離 終 点 右

交 差 点 距 離 起 点

交 差 点 距 離 終 点

遮 断 時 間

有 効 高

跨 線 橋 梁 種 別

跨 線 橋 梁 番 号

跨 線 橋 梁 分 割

鉄 道 線 名 称

路 肩 幅 員

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

1
6
8

1
0
6
8

1
8
0
2
0

0
1

1
0

3
4

2
0

0
1
1
2
0
3
8

0
3

0
1
2
0

1
2
0
1
6
0

2
0

2
2
4
.2

1
7
.1

4
1
1
.3

8
3
.5

0
0

0
0

0
4

1
0

東
北

本
線

2
.2

6

 

八
高

線
東

北
本

線
・
宇

都
宮

線
川

越
線

・
埼

京
線

高
崎

線
武

蔵
野

線
東

北
新

幹
線

上
越

新
幹

線
西

武
池

袋
線

西
武

秩
父

線
西

武
新

宿
線

西
武

狭
山

線
西

武
山

口
線

秩
父

鉄
道

本
線

秩
父

鉄
道

三
ヶ

尻
線

東
武

伊
勢

崎
線

東
武

日
光

線
東

武
野

田
線

東
武

東
上

本
線

東
武

越
生

線
新

都
市

交
通

伊
奈

線
埼

玉
高

速
鉄

道
線

つ
く

ば
エ

ク
ス

プ
レ

ス
線

現
道

旧
道

区
分

（
５

）
　

１
 ：

 現
 道

　
２

 ：
 旧

 道
　

３
 ：

 新
 道

図
面

枝
（
６

）
　

現
道

路
線

が
複

数
の

県
土

整
備

事
務

所
を

通
過

す
る

場
合

、
起

点
か

ら
終

点
に

向
か

っ
て

一
連

番
号

ろ
す

る
。

　
新

道
・
旧

道
は

最
終

番
号

か
ら

と
す

る

単
複

線
区

分
（
１

７
）

　
１

 ：
 単

線
　

２
 ：

 単
線

以
外

提
要

番
号

（
１

０
）

　
連

番
の

空
番

号
を

付
与

す
る

架
設

年
次

（
１

４
）

　
０

 ：
 明

治
以

前
　

１
 ：

 明
 治

　
２

 ：
 大

 正
　

３
 ：

 昭
 和

　
４

 ：
 平

 成
　

　
　

　
（
記

入
例

）
　

　
昭

和
３

５
年

８
月

２
５

日
　

　
　

　
　

３
３

５
０

８
２

５

市
区

町
村

（
１

０
）

　
市

区
町

村
行

政
コ

ー
ド

参
照

交
差

方
式

（
１

３
）

　
１

 ：
 平

面
交

差
　

２
 ：

 跨
道

（
立

体
交

差
　

道
路

が
下

・
鉄

道
が

上
）

　
３

 ：
 跨

線
（
立

体
交

差
　

道
路

が
上

・
鉄

道
が

下
）

踏
切

種
別

（
１

８
）

　
１

 ：
 第

一
種

踏
切

道
　

２
 ：

 第
二

種
踏

切
道

　
３

 ：
 第

三
種

踏
切

道
　

４
 ：

 第
四

種
踏

切
道

鉄
道

事
業

者
（
１

５
）

　
１

２
０

 ：
 Ｊ

Ｒ
東

日
本

　
３

６
０

 ：
 西

武
鉄

道
　

３
６

４
 ：

 秩
父

鉄
道

　
３

７
３

 ：
 東

武
鉄

道
　

４
７

１
 ：

 埼
玉

新
都

市
交

通
　

４
７

２
 ：

 埼
玉

高
速

鉄
道

　
４

８
３

 ：
 首

都
圏

新
都

市
鉄

道

県
土

整
備

事
務

所
（
２

）
　

　
１

 ：
 さ

い
た

ま
県

土
　

　
２

 ：
 北

本
県

土
　

　
３

 ：
 川

越
県

土
　

　
４

 ：
 飯

能
県

土
　

　
５

 ：
 東

松
山

県
土

　
　

６
 ：

 秩
父

県
土

　
　

７
 ：

 本
庄

県
土

　
　

８
 ：

 熊
谷

県
土

　
　

９
 ：

 行
田

県
土

　
１

０
 ：

 越
谷

県
土

　
１

１
 ：

 杉
戸

県
土

　
１

２
 ：

 朝
霞

県
土

　
１

５
 ：

 さ
い

た
ま

市
　

２
０

 ：
 県

外
県

土
事

務
所

鉄
道

と
の

交
差

番
号

（
３

）
　

県
土

別
・
路

線
別

に
起

点
か

ら
一

連
番

号
を

記
入

１
２

０
１

２
０

４
７

１
０

０
１

４
７

１

３
６

０
０

１
１

３
７

３
０

１
５

３
７

３
０

１
６

３
７

３
０

１
１

１
２

０
１

６
６

１
２

０
１

８
９

１
２

０
８

０
１

３
７

３

３
６

０
０

１
２

３
６

４
０

０
１

３
６

４
０

０
２

３
７

３
０

０
１

３
７

３

３
７

３

３
６

０
３

６
０

３
６

０
３

６
０

３
７

３
０

１
４

３
６

０
０

０
１

歩
道

等
施

設
（
２

３
）

　
１

 ：
 歩

車
道

区
分

な
し

　
２

 ：
 歩

車
道

分
離

 （
平

面
交

差
）

　
３

 ：
 横

断
歩

道
橋

　
（
階

段
式

）
　

４
 ：

 横
断

歩
道

橋
　

（
ス

ロ
ー

プ
式

）
　

５
 ：

 横
断

歩
道

橋
　

（
押

上
げ

式
）

　
６

 ：
 地

下
横

断
歩

道
　

（
階

段
式

）
　

７
 ：

 地
下

横
断

歩
道

　
（
ス

ロ
ー

プ
式

）
　

８
 ：

 地
下

横
断

歩
道

　
（
押

上
げ

式
）

　
９

 ：
 歩

道
等

の
み

平
面

交
差

見
通

し
距

離
（
３

０
）
、

（
３

１
）
、

（
３

２
）
（
３

３
）

　
１

 ：
  

 ５
０

ｍ
未

満
　

２
 ：

 １
０

０
ｍ

未
満

　
３

 ：
 １

５
０

ｍ
未

満
　

４
 ：

 ２
０

０
ｍ

未
満

　
５

 ：
 ２

５
０

ｍ
未

満
　

６
 ：

 ３
０

０
ｍ

未
満

　
７

 ：
 ３

０
０

ｍ
以

上

４
７

２
４

８
３

４
７

２
０

０
１

４
８

３
０

０
１

１
２

０
１

２
０

１
２

０
１

２
０

３
７

３

３
６

０
３

６
４

３
７

３

事
業

者
（
１

５
）

３
６

４

鉄
道

線
名

称
（
４

１
）

路
面

区
分

（
２

９
）

　
１

 ：
 （

C
) 

ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄｺ

ﾝ
ｸ
ﾘｰ

ﾄ
　

２
 ：

 （
A

) 
高

級
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
　

３
 ：

 （
K

) 
簡

易
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
　

４
 ：

 （
P

) 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
平

板
　

５
 ：

 （
B

) 
防

塵
　

６
 ：

 （
G

) 
砂

利
道

交
差

角
度

（
２

６
）

道
路

勾
配

（
２

７
）
、

（
２

８
）

　
道

路
施

設
現

況
調

査
要

項
　

参
照

対
道

路
幅

員
差

（
２

４
）
、

（
２

５
）

　
踏

切
道

か
ら

み
て

、
取

付
道

路
（
道

路
部

）
に

対
す

る
幅

員
差

を
記

入
す

る
　

１
 ：

　
＋

（
プ

ラ
ス

）
　

２
 ：

　
－

（
マ

イ
ナ

ス
）

埼
玉

県
道

路
台

帳
鉄

道
交

差
マ

ス
タ

３
６

０
０

０
２

３
６

０
０

０
３

１
２

０

鉄
道

線
コ

ー
ド

（
１

６
）

１
２

０
０

６
４

１
２

０
１

６
０

１
２

０
８

０
２

１
２

０
１

６
５
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S e q

路 線 番 号

県 土 事 務 所

鉄 道 と の 交 差 番 号

鉄 道 と の 交 差 枝 番

現 道 旧 道 区 分

図 面 枝

図 面 番 号

区 間 番 号

ダ ブ ル ウ ェ イ

道 路 部 面 積

踏 切 ま た は 橋 の 名 称

踏 切 正 式 名 称

踏 切 漢 字 名 称

所 在 箇 所

1
2

3
4

5
6

7
8

9
4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

1
6
8

1
0
6
8

1
8
0
2
0

0
1

1
0

3
4

2
0

0
3
8
4
1
.8

8
ｶ

ﾜ
ｸﾞ

ﾁ
 ﾘ

ﾂ
ｷ
ﾖ
ｳ

ｶ
ﾜ
ｸﾞ

ﾁ
 ﾘ

ﾂ
ｷ
ﾖ
ｳ

川
口

陸
橋

川
口

市
幸

町
３

丁
目

現
道

旧
道

区
分

（
５

）
　

１
 ：

 現
 道

　
２

 ：
 旧

 道
　

３
 ：

 新
 道

図
面

枝
（
６

）
　

現
道

路
線

が
複

数
の

県
土

整
備

事
務

所
を

通
過

す
る

場
合

、
起

点
か

ら
終

点
に

向
か

っ
て

一
連

番
号

ろ
す

る
。

　
新

道
・
旧

道
は

最
終

番
号

か
ら

と
す

る

県
土

整
備

事
務

所
（
２

）
　

　
１

 ：
 さ

い
た

ま
県

土
　

　
２

 ：
 北

本
県

土
　

　
３

 ：
 川

越
県

土
　

　
４

 ：
 飯

能
県

土
　

　
５

 ：
 東

松
山

県
土

　
　

６
 ：

 秩
父

県
土

　
　

７
 ：

 本
庄

県
土

　
　

８
 ：

 熊
谷

県
土

　
　

９
 ：

 行
田

県
土

　
１

０
 ：

 越
谷

県
土

　
１

１
 ：

 杉
戸

県
土

　
１

２
 ：

 朝
霞

県
土

　
１

５
 ：

 さ
い

た
ま

市
　

２
０

 ：
 県

外
県

土
事

務
所

鉄
道

と
の

交
差

番
号

（
３

）
　

県
土

別
・
路

線
別

に
起

点
か

ら
一

連
番

号
を

記
入

埼
玉

県
道

路
台

帳
鉄

道
交

差
マ

ス
タ
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（１） 道路区分 

次の区分により該当するコードを入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 有料道路事業体区分 

次の区分により該当するコードを入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）～（１７） 有料道路 

必要事項を入力する。なお、入力フォントについて、カタカナ半角、漢字入力等どのよ

うな方法でも可。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-4-8 有料道路マスタデータシート 

道 路 区 分 コード 

高速自動車道 1 

一般国道 2 

都道府県・市区町村道 3 

独立専用自歩道 4 

有料道路事業体区分 コード 

東日本高速道路（株） 1 

首都高速道路（株） 2 

阪神高速道路（株） 3 

本州四国連絡高速道路（株） 4 

地方公共団体（埼玉県） 5 

地方道路公社（埼玉県道路公社） 6 

指定都市高速道路公社 7 
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路 線 番 号

道 路 区 分

有 料 道 路 事 業 体

_ _ X X X _ _

路 線 名 称

路 線 正 式 名 称

路 線 漢 字 名 称

起 点 地 名 地 番

終 点 地 名 地 番

供 用 開 始 年 月 日

台 帳 調 製 年 月 日

有 料 道 路 区 間

有 料 道 路 管 理 者

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
4
0

2
6

3
ﾐﾅ

ﾉﾖ
ﾘｲ

ﾕ
ｳ
ﾘﾖ

ｳ
ﾄﾞ

ｳ
ﾛ

皆
野

寄
居

有
料

道
路

大
里

郡
寄

居
町

大
字

風
布

秩
父

郡
皆

野
町

大
字

皆
野

2
0
0
1
/
3
/
2
8

2
0
0
2
/
4
/
1

埼
玉

県
道

路
公

社

有 料 道 路 根 拠 条 項

有 料 期 間 １

有 料 期 間 ２

有 料 期 間 ３

普 通 車 料 金

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

道
路

特
別

措
置

法
平

成
１

３
年

３
月

２
８

日
か

ら
３

０
年

間
4
1
0

埼
玉

県
道

路
台

帳
有

料
道

路
マ

ス
タ

道
路

区
分

（
１

）
１

：
高

速
自

動
車

道
２

：
一

般
国

道
３

：
都

道
府

県
・
市

区
町

村
道

４
：

独
立

専
用

自
歩

道

有
料

道
路

事
業

体
区

分
（
２

）
１

：
東

日
本

高
速

道
路

（
株

）
２

：
首

都
高

速
道

路
（
株

）
３

：
阪

神
高

速
道

路
（
株

）
４

：
本

州
四

国
連

絡
高

速
道

路
（
株

）
５

：
地

方
公

共
団

体
（
埼

玉
県

）
６

：
地

方
道

路
公

社
（
埼

玉
県

道
路

公
社

）
７

：
指

定
都

市
高

速
道

路
公

社

有
料

道
路

管
理

者
（
１

２
）

３
０

９
０

埼
玉

県
道

路
公

社
（
狭

山
環

状
有

料
道

路
）

３
１

１
９

埼
玉

県
道

路
公

社
（
新

見
沼

大
橋

有
料

道
路

）
３

１
２

８
埼

玉
県

道
路

公
社

（
皆

野
寄

居
有

料
道

路
）

３
１

３
０

山
梨

県
道

路
公

社
（
雁

坂
ト

ン
ネ

ル
有

料
道

路
）
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（２） 道路区分 

次の区分により該当するコードを入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 道路種別 

次の区分により該当するコードを入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）～（２６） 路線 

必要事項を入力する。なお、入力フォントについて、カタカナ半角、漢字入力等どのよ

うな方法でも可。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-4-9 路線マスタデータシート 

道 路 区 分 コード 

高速自動車道 1 

一般国道 2 

都道府県・市区町村道 3 

独立専用自歩道 4 

道路種別区分 コード 

高速自動車国道 1 

一般国道（指定区間） 2 

一般国道（指定区間外） 3 

主要地方道 4 

一般県道 5 

市町村道１級 6 

市町村道２級 7 

市町村道その他 8 
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S e q

路 線 番 号

道 路 区 分

道 路 種 別

路 線 名 称

路 線 正 式 名 称

路 線 漢 字 名 称

起 点 地 名 地 番

終 点 地 名 地 番

主 要 経 過 地

認 定 条 項

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

2
1
2
2

2
3

ｲ
ｯ
ﾊ

ﾟﾝ
ｺ
ｸﾄ

ﾞｳ
1
2
2
ｺ
ﾞｳ

一
般

国
道

１
２

２
号

栃
木

県
日

光
市

（
羽

生
市

群
馬

県
境

）
東

京
都

豊
島

区
（
川

口
市

東
京

都
境

）
羽

生
市

  
加

須
市

  
蓮

田
市

 さ
い

た
ま

市
  

川
口

市

埼
玉

県
道

路
台

帳
路

線
マ

ス
タ

道
路

区
分

（
２

）
１

．
高

速
自

動
車

道
２

．
一

般
国

道
３

．
都

道
府

県
・
市

区
町

村
道

４
．

独
立

専
用

自
歩

道

道
路

種
別

（
３

）
１

．
高

速
自

動
車

国
道

２
．

一
般

国
道

（
指

定
区

間
）

３
．

一
般

国
道

４
．

主
要

地
方

道
５

．
一

般
都

道
府

県
道

６
．

市
町

村
道

１
級

７
．

市
町

村
道

２
級

８
．

市
町

村
道

そ
の

他

認 定 年 月 日

認 定 告 示 番 号

区 域 決 定 年 月 日

区 域 決 定 告 示 番 号

供 用 開 始 年 月 日

供 用 開 始 告 示 番 号

台 帳 調 製 年 月 日

接 続 起 点 市 区 町 村

接 続 起 点 道 路 種 別

接 続 起 点 路 線 番 号

接 続 起 点 路 線 分 割

接 続 終 点 市 区 町 村

接 続 終 点 道 路 種 別

接 続 終 点 路 線 番 号

接 続 終 点 路 線 分 割

通 称 道 路 名

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

1
9
6
2
/
5
/
1

1
9
6
3
/
4
/
1

0
5
9
5

1
9
5
9
/
9
/
1
0

0
5
3
8

2
0
0
4
/
4
/
1

1
0
5
2
2
8

3
1
2
2

1
3
1
1
7
2

3
1
2
2
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第６章 電子納品 

 

 

 

 

 

  
  

本県では、平成１６年度より電子納品の運用が開始された。しかし、電子納品対象の書類

は、成果品全てではなく基本的には国（国土交通省）の取り組みを基に定められた土木工事・

建設設備等に関する業務が主な対象となっており、電子納品対象外の書類については一部を

除き電子データの作成基準を定めていない。 

電子納品対象外の書類のうち、特に道路台帳については、電子データ化された場合には有

効活用される見込みが高い書類である。しかし、有効活用が期待される分野が多岐に渡るこ

とや、そのために必要となる電子データへの要求事項の複雑化が懸念されることなどから、

今日まで電子納品の対象として、詳細基準を策定するに至らなかった。 

 

   本要領は、埼玉県道路台帳図データ（ＣＡＤデータ）の仕様であり、データの新規作成及

び修正は、本要領によるものとし、電子納品の実施により、以下の効果が期待される。 

   １）資料のやり取りが容易で、保管場所の削減が可能となる。（省スペース、省資源化） 

   ２）情報検索の迅速化、データの利活用が容易となる。（業務の効率化） 

   ３）データ共有による再利用性の向上、重複発注の防止。（品質の向上、経費削減） 

また、電子データの保管については、各県土整備事務所に納品された電子データを一括管

理するシステムを本庁内に構築し、データの利活用可能な環境を整備することを検討してい

る。 

   以上のように、本要領は、道路台帳整備事業における各種データが、統一されたデータと

して蓄積され、受発注者ともに業務の効率化が図れることを目的として定めたものである。 

 

 

 

 

 
道路台帳整備業務における電子納品は、道路環境課で発注される道路台帳調書の補正業務

と、各県土整備事務所で発注される道路台帳図の新規及び補正業務に関する測量データを対

象とする。 

ただし、本要領は、埼玉県県土整備部の「埼玉県電子納品運用ガイドライン：Ｈ１９．１

２月改訂版」（以下「電子納品ガイドライン」という。）に基づいて作成することのできる

管理ファイルやデータ整理などの業務を規定するものではない。また、本要領は、電子納品

ガイドラインを改正するものではない。 

 
   本要項は、道路台帳整備業務に関する図面データの取扱について定めたものである。なお、

道路台帳に関する納品データを一括管理するシステムが構築された際には、データの作成方

法、整理方法及び納品方法を変更する可能性があり、本要項も改訂する場合がある。 

 

 
  

6-1 概 要 

6-1-1 目 的 

6-1-2 電子納品への対応 
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   本要領は、埼玉県が主管する道路台帳図データの作成及び更新を行う際に適用する。具体

的には、下記の場面において利用されることを想定している。 

・ 新規道路整備後の道路台帳図データの作成時 

・ 周辺地形の改変、道路本体の改変に伴う道路台帳図データの補正時 

・ 定期的に実施される道路台帳図データの補正時 

 
   なお、上記以外の場面で利用されることを妨げるものではない。 

 

 

 

 
   本要領は、道路台帳図データの作成及び更新する際の各方法を示す規定であり、道路台帳

図データの整備に関する業務の発注者及び受注者、及び道路台帳図データの利用者を対象と

する。 

 
   道路台帳図データの作成に利用する主な基準類は、下記の通り。 

   ・ 埼玉県道路台帳作成要領（案） 

   ・ 埼玉県公共測量作業規程（「作業規程の準則」と同じ） 

   ・ 埼玉県電子納品運用ガイドライン（平成１９年１２月改訂版） 

   ・ 特記仕様書 

 

 

 

 
   道路台帳図データとは、道路管理に必要な項目が表現された道路台帳図のＤＭデータ及び

ＤＭデータを変換したＳＦＣデータを指し、以下の図形データより構成される。 

   ・ 管理地物データ（ＤＭ形式） 

   ・ 図面データ（ＳＦＣ形式） 

 
表６－１ 道路台帳図データで取扱う図形データ 

データの種類 説   明 

管理地物データ 

（ＤＭ形式） 

道路管理を行うにあたり、システム上で様々な用途で利用することを念

頭に作成する基盤データ。 

図形それぞれがどのような「地物」を表すデータであるかという情報を

持ち、機械的に内容が判断できる。また、属性情報を複数保持すること

ができる。 

点、線、面データで構成される。 

これにより、数量の集計や、他のデータとのリンク等がシステム上で実

現する。 

 
【管理地物データの例】 

               図形が何の「地物」を 

               表すかわかる 

 

 

 

6-2 道路台帳図データの取扱 

6-2-1 適用範囲 

6-2-2 適用する基準類 

6-2-3 道路台帳データの構成 

ハッチング

図形名称：橋梁 

名称：○○橋
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図面データ 

（ＳＦＣ形式） 

画面、紙図面を出力することを念頭に作成するデータ。 

その図形が何を表すかという情報は図形自体が持っておらず、注記、旗

揚げ、作図された形状から、内容を判断する必要がある。 

従来から一般的な CAD で作成されてきたデータ。 

 
【図面データの例】 

              図形１つでは何の「地形」 

               を表すかわからない 

 

 

 

 

 

 

 
   埼玉県電子納品運用ガイドラインにおいては、ＣＡＤのデータ形式はＳＸＦ形式と定めて

いる。 

「国土交通省 ＣＡＤ製図基準(案) 」よりＳＸＦファイルには２種類の形式がある。 
 

 

Ｐ２１形式・・・・国際標準に則った形式 

（ファイルサイズ大） 

 
ＳＦＣ形式・・・・国内ＣＡＤデータ交換のための形式。 

（ファイルサイズ小） 

 

    
   本県においては、「道路台帳図データ（ＤＭ形式）」作成を基本とし、納品成果として、

データ交換や利活用の効率性を考慮し、ファイル要領の小さいＳＸＦ（ＳＦＣ）を合わせて

納品するものとする。 

   「道路台帳図データ」の作成に使用するＣＡＤソフトは指定をしないが、数値地形図デー

タの段階で、道路台帳図チェックシステムによる点検を受け、エラーのないことを確認後、

ＤＭ形式からＳＸＦ（ＳＦＣ）に変換するものとする。なお、データに誤りがないことの証

しとして、「チェックシステムによる検査確認書」を併せて納品するものとする。 

 
   道路台帳図データ（道路現況平面図、道路台帳平面図、道路台帳測定基図、道路敷地図、

公図連続図）は、１ファイルで作成することを原則とする。 

 

 

 
 

道路台帳整備業務の電子納品では、埼玉県道路台帳作成要領で定められた成果品のうち、

表６－２の成果品について電子納品を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
6-2-4 道路台帳図データの管理仕様 

6-2-5 電子納品対象成果品 

SXF

 
ハッチング
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【表６-２ 電子納品対象成果品】 

 

成果品名 フォルダ ファイル形式     備 考 

基準点測量成果 SURVEY/KITEN PDF,TXT  

網図、計算簿、成果表等 
境界測量成果 SURVEY/YOUCHI PDF,TXT 

調書類 SURVEY/ OTHRS PDF 道路台帳補正報告書、境界標調書等 

道路台帳補正調書 SURVEY/ OTHRS PDF,XLS マスターデータ、計測素図 

道路台帳マスターデータ SURVEY/ OTHRS mdb システムファイル 

道路台帳更新システム SURVEY/ OTHRS/system mdb システムファイル 

道路台帳集計システム SURVEY/ OTHRS/system mdb システムファイル 

道路台帳帳票システム SURVEY/ OTHRS/system mdb システムファイル 

各種帳票 SURVEY/ OTHRS/report EXCEL、PDF  

道路現況平面図  DRAWING DM、SFC 
 

 

 

５図面を1ファイルで管理 

 

 

道路台帳平面図 DRAWING DM、SFC 

道路台帳測定基図 DRAWING DM、SFC 

道路敷地図 DRAWING DM、SFC 

公図連続図 DRAWING DM、SFC 

道路台帳平面図県庁用 DRAWING/DRA TIFF ※補正を実施した全図面が対象 

書類 打合せ記録簿等 SURVEY/DOC PDF 打合せ記録簿等 

道路境界確認書及び委任状 － － 電子化の対象外 

 

 

 

※ 公図の縮尺が１／５００以外の場合、監督員と協議のうえ別ファイルとし作成で

きるものとする。公図連続図を重ねる際は現況に概ね合うように重ね、公図連続図

自体の修正（伸縮及び線の変更等）は行わないものとする。 

※ 道路台帳平面図はラスタファイル（ＴＩＦＦ形式モノクロ４００ｄｐｉ）もあわ

せて納品する。なお、ＴＩＦＦ形式は、ＣＡＤデータ化していない図面も含め、補

正を実施した全ての図面を対象とする。 

※  表に記載された項目に変更が生じる場合は監督員と協議のうえ変更するものとす

る。 

※  当面の間は出力した図面をあわせて納品する。 

 

 

 

 
 

道路台帳の電子納品フォルダ構成、道路台帳の測量成果は、ＳＵＲＶＥＹフォルダに格

納し、  道路台帳附図はＤＲＡＷＩＮＧフォルダに格納する。。。。。その他のフォルダにはデータ

を格納しないため、、、、フォルダは作成しない。 

 

 

 

 

 

6-2-6 運用上の注意事項 
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（１）フォルダ構成（全体構成）※不要なフォルダは作成しない。 

            

                   INDEX_C.XML 

            

            

                   SURVEY（測量成果、調書類を格納） 

            

            

 

                   DRAWING（道路台帳附図を格納） 

 

 
（２） 「ＳＵＲＶＥＹ」フォルダの構成 

 

                          

SURVEY.XML 

                                                          

           

KITEN ‥‥① 

           

 

YOUCHI‥‥② 

           

 

OTHRS                    system‥‥④ 

  

                                          report‥‥⑤ 

DOC‥‥‥③⑥ 

 

 

SURVEY フォルダに格納するファイル 

 

① 基準点測量成果データは、SURVEY フォルダ直下の KITEN フォルダに格納する。 

② 境界測量成果データは、SURVEY フォルダ直下の YOUCHI フォルダに格納する。 

③ 調書類、道路台帳補正調書データは、SURVEY フォルダ直下の DOC フォルダに格納

する。 

④ 道路台帳システムデータはSURVEYフォルダ直下のOTHRSフォルダの中にｓｙｓｔ

ｅｍフォルダを作成し、その中に格納すること。 

⑤ 各種帳票データはSURVEYフォルダ直下のOTHRSフォルダの中にｒｅｐｏｒｔフォ

ルダを作成し、その中に格納すること。 

⑥ 書類、打合せ記録簿等データは SURVEY フォルダ直下の DOC フォルダの中に格納す

ること。 

 

（３） 「ＤＲＡＷＩＮＧ」フォルダの構成 

 

 

 DRAWING.XML 

‥‥‥①② 

 

 DRA ‥③ 

 
RAWING フォルダに格納するファイル 
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① 図面管理ファイルは、図面管理項目に従いＤＲＡＷＩＮＧフォルダ直下に格納す

る。 

② 道路台帳図面データ（道路現況平面図、道路台帳平面図、道路台帳測定基図、道

路敷地図、公図連続図を１ファイルにしたもの）は命名規則に従いＤＲＡＷＩＮＧ

フォルダ直下に格納する。 

③ 道路台帳平面図県庁用のラスタデータのファイル名は命名規則に従いＤＲＡＷＩ

ＮＧフォルダ直下のＤＲＡフォルダの中に格納する。 

 

 

 

 

 

 

 
（１）測量情報管理ファイル、測量成果管理ファイル、成果ファイル及び図面管理ファイル 

測量情報管理ファイル、測量成果管理ファイル、成果ファイル及び図面管理ファイ

ルの命名規則は路線ごととし、今後のデータ管理上独自の命名規則を設定した。 

 

①  事務所コード 

０１： さいたま県土整備事務所 

０２： 北本県土整備事務所 

０３： 川越県土整備事務所 

０４： 飯能県土整備事務所 

０５： 東松山県土整備事務所 

０６： 秩父県土整備事務所 

０７： 本庄県土整備事務所 

０８： 熊谷県土整備事務所 

０９： 行田県土整備事務所 

１０： 越谷県土整備事務所 

１１： 杉戸県土整備事務所 

１２： 朝霞県土整備事務所 

 

 
② 路線コード 

「本要領（案）５－４－１ 区間マスタデータシート【基本】（１）路線番号」

及び各県土整備事務所の管内図を参照 

 

 
     ③ 現道・旧道区分 

「本要領（案）５－４－１ 区間マスタデータシート【基本】（３）現道・旧道

区分」を参照 

       
区  分 マスタコード ファイルコード 

現  道 1 1 

旧  道 2 2 
新  道 3 3 

      

6-2-7 道路台帳成果ファイルの命名規則 
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④ 分類コード 

 

成果等の名称 設定記号 ファイル形式 

１級基準点網図      ☆ 1A PDF（A3） 

１級基準点計算簿     ☆ 1B PDF（A4モノクロ） 

１級基準点成果表     ☆様式1-1 1C PDF（A4モノクロ） 

１級基準点点の記     ☆様式1-4 1D PDF（A4カラー） 

１級基準点座標 1E PDF（A4モノクロ）、TXT 

１級基準点観測手簿 1F PDF（A4モノクロ） 

１級基準点観測記簿 1G PDF（A4モノクロ） 

１級基準点精度管理表 1H PDF（A4モノクロ） 

２級基準点網図      ☆ 2A PDF（A3） 

２級基準点計算簿     ☆ 2B PDF（A4モノクロ） 

２級基準点成果表     ☆様式1-1 2C PDF（A4モノクロ） 

２級基準点点の記     ☆様式1-4 2D PDF（A4カラー） 

２級基準点座標 2E PDF（A4モノクロ）、TXT 

２級基準点観測手簿 2F PDF（A4モノクロ） 

２級基準点観測記簿 2G PDF（A4モノクロ） 

２級基準点精度管理表 2H PDF（A4モノクロ） 

３級基準点網図      ☆ 3A PDF（A3） 

３級基準点計算簿     ☆ 3B PDF（A4モノクロ） 

３級基準点成果表     ☆様式1-2 3C PDF（A4モノクロ） 

３級基準点点の記     ☆様式1-5 3D PDF（A4カラー） 

３級基準点座標 3E PDF（A4モノクロ）、TXT 

３級基準点観測手簿 3F PDF（A4モノクロ） 

３級基準点観測記簿 3G PDF（A4モノクロ） 

３級基準点精度管理表 3H PDF（A4モノクロ） 

４級基準点網図      ☆ 4A PDF（A3） 

４級基準点計算簿     ☆ 4B PDF（A4モノクロ） 

４級基準点成果表     ☆様式1-3 4C PDF（A4モノクロ） 

４級基準点点の記     ☆ 4D PDF（A4カラー） 

４級基準点座標 4E PDF（A4モノクロ）、TXT 

４級基準点観測手簿 4F PDF（A4モノクロ） 

４級基準点観測記簿 4G PDF（A4モノクロ） 

４級基準点精度管理表 4H PDF（A4カラー） 

境界測量成果表      ☆ 5A PDF（A4モノクロ） 

境界測量計算書      ☆ 5B PDF（A4モノクロ） 

境界測量観測手簿 5C PDF（A4モノクロ） 

境界測量座標 5D PDF（A4モノクロ）、TXT 

境界測量精度管理表 5F PDF（A4モノクロ） 

 

※ 座標関係はTXT形式でも格納すること。ファイル名称は同じものとす

る。 

※ ☆印においては閲覧用に事務所備付けドッチファイルに紙ベースで

閉じこむこと。その他必要に応じ監督員と協議のうえ、提出すること。 
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[発注年度]＆[事務所コード]＆[路線コード4桁]＆“-”＆[図面コー

ド通し番号3桁]＆[分類コード] 

  

23（発注年度）   →    23 

01（事務所コード） →    01 

1001（路線コード）   →    1001 

1 (図面コード)   →  001 (複数の図面をまたぐ場合

は起点側図面番号とする) 

3A（分類コード）  →    3A（3級基準点網図） 

 

（例） ２３年度 さいたま県土 さいたま川口線 １／１０ ３級基準点網図  

２３０１１００１－００１３Ａ.ｐｄｆ 

 

※ 事務所内の同じ路線で１／１０・１／６・１／３０等なっている場合、

通し番号は起点側から振りなおし図面上でわかるようにしておく。 

 

 
（２）調書類ファイル 

調書類ファイルの命名規則は、今後のデータ管理上独自の命名規則を設定する。 

１ 図面１ファイルを原則とする。 

 

成果等の名称 設定記号 ファイル形式 

境界標調書       ☆様式2-1 6A PDF（A3モノクロ） 

境界標設置調書     ☆様式2-2 6B PDF（A3モノクロ） 

土地所有者一覧表    ☆様式2-3 6C PDF（A3モノクロ） 

特記事項調書      ☆様式2-4 6D PDF（A3モノクロ） 

地点標台帳       ☆様式2-5 6E PDF（A3モノクロ） 

地点標調書       ☆様式2-6 6F PDF（A3モノクロ） 

境界承諾不調調書    ☆様式2-7 6G PDF（A3モノクロ） 

 

※☆印においては事務所備付けドッチファイルに紙ベースで閉じこむこと。 

 その他必要に応じ監督員と協議のうえ、提出すること。 

 

 

  [発注年度]＆[事務所コード]＆[路線コード4桁]＆“-”＆[図面コー

ド通し番号3桁]＆ [分類コード] 

 

23（発注年度）   →   23 

01（事務所コード） →   01 

1001（路線コード）   →     1001 

1 (図面コード)   →   001 

6C（分類コード）   →     6C（土地所有者一覧表） 

 

（例）２３年度 さいたま県土 さいたま川口線 １／１０ 土地所有者一覧表 
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 ２３０１１００１－００１６Ｃ.ｐｄｆ 

 
※ 事務所内の同じ路線で１／１０・１／６・１／３０等番号が重複してい

る場合、通し番号は起点側から振りなおし図面上でわかるようにしておく。 

 

 
（３）道路台帳補正調書ファイル 

道路台帳補正調書（EXCELデータ）ファイル名は、年度ごとに作成する。 

 

成果等の名称 設定記号 ファイル形式 

道路台帳補正初期入力データ ※1 

（マスタ更新用データ）☆ 
a .xlsx 

補正箇所総括表    ☆様式3-5 b .xlsx 

 
 

[発注年度]＆[事務所コード]＆“-”＆ [発注ごとの連番]＆[分類コード] 

       

           道路台帳補正調書 （マスタ更新用データ）※2 

 

23（発注年度）      →     23 

01（事務所コード）    →     01 

1 (発注ごとの連番)  →      1  

a（分類コード）      →      a 

 

（例）２３年度 さいたま県土 補正その１ 

２３０１－１ａ.ｘｌｓｘ（道路台帳補正調書） 

２３０１－１ｂ.ｘｌｓｘ (補正総括表) 

 

           ※1 初期入力データは各事務所補正業者が計測及び初期入力を行った場合の

取り決めである。       

※2 道路台帳補正調書（マスタ更新用データ）の分類はシートにより行うこと。 

 

 
（４）各種帳票ファイル 

 

各種帳票（EXCELデータ）のファイル名は、文字列を利用する。 

reportの下に項目ごとのフォルダを作成し格納する。  

 

名 称 様 式 様 式

●道路台帳調書 指定様式  

①道路台帳調書  調-1 EXCEL 

②実延長調書（Ⅰ） 調-2 EXCEL 

③実延長調書（Ⅱ） 調-2 EXCEL 

④橋調書 調-3 EXCEL 

⑤トンネル調書 調-4  EXCEL 

⑥鉄道等との交差調書 調-5 EXCEL 

   

●交付税関連資料   
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①道路橋りょう費の測定単位の数値等に関する調 第１表 EXCEL 

②積雪級地別道路に関する調 第 2表 EXCEL 

③道路橋りょう費の測定単位の増減事由調（都道府県分） 附表 1 EXCEL 

④台帳整備済路線にかかる測定単位の増減数値等に関する調

（都道府県分） 

附表 2 EXCEL 

⑤道路橋りょう費の測定単位の数値等に関する調（Ⅰ）  EXCEL 

⑥道路橋りょう費の測定単位の数値等に関する調（Ⅱ）  EXCEL 

⑦(附表)道路橋りょう費の測定単位の数値_路線別増減内訳  EXCEL 

⑧道路橋りょう費の算定基礎数値調書（路線別）  EXCEL 

⑨道路橋りょう費の算定基礎数値異動調書（県土別）  EXCEL 

⑩道路橋梁費の増減数値調書  EXCEL 

⑪新規供用路線処理一覧  EXCEL 

⑫区域変更路線処理一覧  EXCEL 

⑬移管路線処理一覧  EXCEL 

   

●道路施設現況調査    

①第１号様式（総括） 第 1号様式 EXCEL 

②第２号様式（独立専用自歩道） 第 2号様式 EXCEL 

③第３号様式（部分自歩道） 第 3号様式 EXCEL 

④第４号様式（有料道路） 第 4号様式 EXCEL 

⑤第５-１号様式（橋梁「橋長 15ｍ以上」） 第 5-1 号様式 EXCEL 

⑥第５-２号様式（橋梁「橋長 2ｍ以上 15ｍ未満」） 第 5-2 号様式 EXCEL 

⑦第６号様式（トンネル） 第 6号様式 EXCEL 

⑧第７号様式（踏切道） 第 7号様式 EXCEL 

⑨第８号様式（１．５車線的道路） 第 8号様式 EXCEL 

⑩増減数値、増減事由調書（様式自由）   EXCEL 

   

●道路現況調書・道路図資料作成    

①道路現況調書（自転車道を除く：全県－道路種類－管理者別

集計）   

1.総括 EXCEL 

②道路現況調書（自転車道を除く：全県－事務所－道路種類別

集計）   

2.県土整備事務

所別 

EXCEL 

③道路現況調書（自転車道を除く：全県－道路種類－市町村集

計）   

3.国・県道の市町

村別 

EXCEL 

④道路現況調書 （自転車道を除く： 全県－事務所－市町村－

道路種類－路線別集計）  

4.路線別 EXCEL 

⑤道路現況調書（自転車道を除く：全県－市町村－路線別集計） 5.有料道路（第 4号

様式を編纂） 
EXCEL 

⑥道路現況調書（自転車道を除く：全県－道路種類－市町村別

集計）   

6.市町村別 
(市町村第 1 号様式) 

EXCEL 

⑦道路現況調書（自転車道を含む：全県－道路種類－路線－市

町村集計）   

7.自転車道（第 2号

様式を編纂） 
EXCEL 

⑧道路現況調書（平成〇〇年４月１日現在   冊子用原稿様式）  EXCEL 

⑨増減数値、増減事由調書（様式自由）   EXCEL 

⑩道路図資料（路線名、起終点情報）   EXCEL 

   

●その他集計資料   

① 軽油引取税交付金算定率調査   EXCEL 

② 公共施設現況調査   EXCEL 

③ 市町村道改良済み延長内訳   EXCEL 

④ 埼玉県統計年鑑   EXCEL 
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⑤ 交通安全対策特別交付金の算定基礎数値   EXCEL 

⑥ 交通安全施設現況調査   EXCEL 

⑦ 通学路指定状況調査（通学路データベース）   EXCEL 

⑧ 関東ローム調査     EXCEL 

⑨ 緊急輸送道路指定状況調査  EXCEL 

⑩ 歩道道路延長幅員別延長  EXCEL 
 

※年度により調査を行わない項目があるため監督員の指示によるものとする。 

  

（例） 道路施設現況調査 第１号様式（総括）を格納する場合 

   

[survey]→[doc]→[report]→[道路施設現況調査]→第一号様式（総括）.xlsx 

階層１  階層２  階層３    階層４       ファイル 

 
 
 

（５）道路台帳附図ファイル（ＣＡＤデータ） 

 

    「道路台帳図チェックシステム」には、点検で合格したデータを保存・蓄積する機

能を備えており、同じファイル名の場合は、後から点検を受けたデータが上書き保存さ

れる仕様になっている。そのために、道路台帳附図のファイル名は、図面番号の重複を

避けるため、独自の命名規則を設定している。 

 

ファイル名は、【事務所コード】＆【路線コード】＆【現道・旧道区分】の７桁と、

各県土整備事務所の補正業務で付けた、１／１０・１／６・１／３０等の【図番】を採

用する。 
 

          [事務所コード2桁]＆[路線コード4桁]＆【現道・旧道区分1桁】 

＆“_”＆【予備1桁】＆【図番分母3桁】＆【図番分子3桁】＆【枝1桁】 

  下記[例２]をコード化すると、 

05（事務所コード）  →      05 

1012（路線コード）   →  1012 

1（現道・旧道区分） →       1 

         以上までは固定長７桁とし、“_”以降を８桁の数字とする。 

            0～9（予備コード）   →    0（特殊以外は0とする） 

            35（図番分母）    →   035 

           32-1（図番分子－枝）  →  0321   

              

 
※参考 

【例１】：図番「１２／３０」の場合   ；【 0510121_00300120 】をファイル名とする。 

 
【例２】：図番「３２－１／３５」の場合 ；【 0510121_00350321 】をファイル名とする。 

 

【例３】：下記のような特殊な図番では、【予備１桁】枠を利用し、１～９の数値で重複しな

い番号を付与するものとする。 

 ①図番「７－１（上）／１０」のように、文字等が含まれる特殊な場合 

②固定長７桁まで同じ路線において、同じ分母が多数存在する場合 

 

なお、上記①の場合は、（上）を予備枠にコード化し、他のコードと重複しない番

号として 9を選定し、【 0510121_90100071 】をファイル名とした。 
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  【注意事項】 

本庁から発注される道路台帳補正業務の調書データ作成では、成果として納品される

測定基図の図面番号の重複を避けるため、従来からマスタデータ作成で採用している図

面枝・図面番号により、起点から一連番号を付与して管理を行うものとする。 

 

 

（６）道路台帳平面図県庁用ファイル（ＴＩＦＦデータ） 

 

     道路台帳平面図はＣＡＤ図面とあわせて、県庁で管理するためラスタデータ（ＴＩＦ

Ｆ）を納品し、そのファイル名は以下のとおりとする。 

 

 

[事務所コード]＆[台帳種類]＆[路線コード4桁]＆“-”＆[図面コード 

通し番号3桁] 

 

01（事務所コード）  →       01 

 d (台帳種類)    →        d  ※１ 

1001（路線コード）   →     1001 

1（図面コード）   →      001 

 

（例） ０１ｄ１００１－００１.tif    

 

※１ 台帳種類はｄとする。（固定） 

 

 

 

 

ラスタデータの仕様 

 

① ファイル形式 TIFF 

② 読み取り解像度 モノクロ・二階調・400dpi 

③ 用紙（画像サイズ） 原寸サイズでのスキャニング 

④ 圧縮形式 CCITT Fax4 

 
 
                           400dpi （約）10787 pixel 
 
                                 68.5 cm          
 
 

          

 

                                   

 

 

 

 

 

 
 

  

400dpi 
（約）4677pixel 

29.7cm
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          １ファイルに付き５種類（道路現況平面図・道路台帳平面図・道路台帳測定基図・

道路敷地図・公図連続図）とする。  

 

（１）図面の図郭  

          

    図郭は下図の様式を原則とする。 

 

 
                                 単位はｍｍ 

 

 

※既設図面の図郭寸法に相違がある場合は、監督員と協議のうえ作業を行うこと。 

     

 

 

  （２）座標表記 

 
①  図面の座標は５種類統一した座標値とする。（公図連続図の縮尺により、図面が

増える場合は除く。） 

 

②  座標値の表記は、内図郭の方眼線表示を原則とする。また、システム上で【正対】

して表示をさせるため、内図の四隅に図郭座標を併せて表記するものとする。 

 

③ 図面の左上に図面を作成した座標系を表記する。 

    

      例） 「日本測地系」 または、「世界測地系（測地成果２０１１）」 

              

    なお、１図面において、座標系（日本測地系と世界測地系）が混在することはない。 

 

 

 
（３）図面のスケール  

 

    今後ＣＡＤ管理をしていくうえでデータの精度を維持するためスケールバーを内枠の

外に記載することとする。 

 

 

図番 2/3⑩　〇〇△△□□線

X=1000.000
Y=1000.000

X=1240.000
Y=1000.000

X=1240.000
Y=1620.000

X= 999.980
Y=1619.995

世界測地系

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０

21 3

10 15

10

20

7

10
22

15
10

24
0

30 10

685

29
7

620

作　成

補　正

補　正

S. 61年　9月

H.22年　3月

H.23年　3月

図 面 名

路 線 名

市町村名

道路台帳測定基図

鴻巣・川島線76

川　島　町

縮
尺

単
位

図
番

1 /500

ｍ

19

2 2

6-2-8 図面構成 
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単位はｍｍ 

 

 

 

（４）図面のタイトル  

 

 
単位はｍｍ 

 

 

 

（５）経 歴  

         作成欄は、新規に図面を作成したときに記載して、それ以後の作業は、全て補正欄に

記載する。（補正履歴は 5年以上過去のものは記載しない） 

 

 
単位はｍｍ 

 

 

 
（６）接図 表記  

 

 
単位はｍｍ 

 

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ｍ

2

100

図 面 名

路 線 名

市町村名

道路台帳測定基図

鴻巣・川島線76

川　島　町

縮
尺

単
位

図
番

1/500

ｍ

19

22

15
15

15

1585020

3020

1
0

10
1
0

作　成

補　正

補　正

S.61年　9月

H.22年　3月

H.23年　3月

21 3

20

7
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（７）方位 表記  

 

     
単位はｍｍ 

 
 

（８）図面の分割線 

 

① 道路現況平面図は、数値地形図データとして継ぎ目なく連続したデータ（シームレ

スなデータ）にするため、分割線で隣接の図面同士が正しく接合するよう調整するこ

と。 

 

    ② チェックシステムによる論理点検で、隣接図面との接合を点検するため、分割線の

端点に隣接図面番号を注記するものとする。【本要領（案）6-2-7命名規則（5）参照】 

 

   例：下記図面の「図番」を１８／６５・１９／６５とした場合の隣接図面番号表示 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20

15

1412

6

0402991-00650170 

0402991-00650180 

0402991-00650190

0402991-00650200

図番：18/65 

図番：19/65 
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       なお、対象区間の図面同士の接合のほかに、対象区間と隣接する対象区間外の図

面との接合も図らなければならない。 

       作成イメージを以下に示す。 

 

 

   
 

 

 

③ 他路線と交差する箇所等は整合を図るものとする。 

 

 

       補正時は必ず他路線との接続を確認し、交差する場合には関係図面も併せて補正

すること。 

 

   例 

 
     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象区間外の図面 対象区間の図面 対象区間外の図面

図面間が接合するよう調整
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④ 公図連続図は、接合図面でお互いに重複する公図・地番を表示すること。 

 

 

    例 
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（９）横断図の記載  

   

  ① 横断図の記載は、道路台帳平面図及び道路台帳測定基図とする。 

 

 

 

 

 

横断図観測箇所は１図面一箇所とし         

図面内での標準的な位置とする。 

 

                 図面に正対し、上側をＡとし、下側をＡ’ 

とし記載すること。 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 平面図と同じようにＡ－Ａ’を記載する。 

 

上側に寸法を入れ下側には縮尺を入れること。 

 

 

 
                 

 横 断 図  S=1：100    

 

 

 

 

横 断 図 　 S = 1 : 1 0 0

Ａ′
Ａ

0.59 1. 75 0. 20 0 .55 9 .27 0 .63
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（１）図面構成及びレイヤ構成 

 

   道路台帳チェックシステムに合格した図面については、ＳＦＣ形式への変換を行うものと

し、原則として１ファイルに付き５種類（道路現況平面図・道路台帳平面図・道路台帳測定

基図・道路敷地図・公図連続図）とする。 

 

ＣＡＤデータ作成におけるレイヤ名は以下の通りとする。 

レイヤ名  

記載内容 詳細内容 責任 
主体 

図面 
オブジェク

ト

作図要素 

M 
S 
※１ 

-TTL 
 
    -FRAM 

外枠  

内枠タイトル枠 枠、方位、図面番号、スケール等 

 -TXT 
路線名 路線名、市町村大字名、市町村大字字界、縮尺等 

-BGD 
道路現況平面
図 

現況地物、地点標、平面図、標識、建物名称、独標、
３００スパン切線等 

 -EXST 道路施設  
構造物 

トンネル、橋梁、踏切、横断歩道橋、地下横断歩道、
大型標識、道路照明、街路樹、地下埋設物等 

-HTXT 座標 座標等 

-BMK 道路中心線 １００ｍ中心線 

-SRVR 基準点 基準点表示、座標表示、測地系表示等 

-ROW 幅杭 幅杭、幅杭結線等 

-STR        道路幅員 道路幅員、横断図 

-STRD 
道路台帳  
平面図関係 

図面名称、ライン、スパン切り、横断、枠、延長表示
等 

-STRE 
道路敷地図 
関係 図面名称、境界結線、地番等 

-STRF 
道路台帳  
測定基図関係 図面名称、区間割、区間番号等 

-STRG 
公図連続図 
関係 

図面名称、単独で作成（枠は共通）等 

-STRH 
道路現況  
平面図関係 

図面名称 

-STRn その他 ※２  

 

※１  道路台帳整備業務は維持管理段階で実施されるため、責任主体は「Ｍ」（維持管理）

とする。また、ＣＡＤトレースによる作業の責任主体は「Ｓ」（測量）とする。 

      ＣＡＤトレースとは道路台帳図一枚延長３００ｍの図面において、現場修正業務

を５０ｍ行った場合、残りの２５０ｍはラスタデータからのトレースを行い一枚のＣ

ＡＤ図面を作成する。その場合の２５０ｍのトレースの部分を言う。 

       

     例 測量による建物のレイヤ   Ｍ－ＢＧＤ 

       トレースによる建物のレイヤ Ｓ－ＢＧＤ 

 
※２ 「その他」は、追加可能な場合のみ作成する。 

6-2-9 図面形態 
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（２） 図種とレイヤの表示組み合わせ  

 

道路台帳図（道路現況平面図、道路台帳平面図、道路台帳測定基図、道路敷地図、

公図連続図）と各レイヤの表示組み合わせを以下に示す。 

 

 

図種とレイヤの表示組み合わせは以下の通りとする。 

道路台帳整備 図種 
レイヤ

記載内容 
線 

色 
線 

種 

道
路
現
況

平
面
図 

道
路
台
帳

平
面
図 

道
路   

 

敷
地
図 

道
路
台
帳  

測
定
基
図 

公
図   

連
続
図 

責任 
主体 

図面 
オブジェ

クト 

作図 

要素 

M 
S 
※1

 

-TTL 外枠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
16 

色 
※3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 

種 
※4 

○ ○ ○ ○   ○ 

 -FRAM 内枠タイトル枠 ○ ○ ○ ○   ○ 

 -TXT 路線名 ○ ○ ○ ○   － 

-BGD 道路現況平面図 
関係 ○ ○ ○ ○   － 

 -EXST 道路施設構造物 ○ ○ ○ ○   － 

-HTXT 座標 ○ ○ ○ ○   ○ 

-BMK  道路中心線 － ○ － ○   － 

-SRVR 基準点 ○ ○ ○ ○   － 

-ROW 幅杭 ○ ○ ○ ○   － 

-HTXT 地番市町村名等 ○ ○ ○ ○   － 

-STR 道路幅員、横断図 － ○ － ○   － 

 -STRD 道路台帳平面図 
関係 － ○ － －   － 

-STRE 道路敷地図関係 － － ○ －   － 

-STRF 道路台帳測定基図
関係 － － － ○   － 

-STRG 公図連続図関係 － － － －   ○ 

-STRH 道路現況平面図 
関係 ○ － － －   － 

-STRn  その他 ※2

○ ○ ○ ○   － 

 

 

 

※１ 道路台帳整備業務は維持管理段階で実施されるため、責任主体は「Ｍ」（維持管理）

とする。また、ＣＡＤトレースによる作業の責任主体は「Ｓ」（測量）とする。 

※２ 「その他」は、追加可能な場合のみ作成する。 

※３ 使用する線色は、１６色とする。（（４） 色参照） 

※４ 使用する線種は、原則として４種類とし必要に応じ追加できることとする。 
（３） 線参照） 
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（３） 線 

１．線種は、原則として実線、破線、一点鎖線、二点鎖線の４種類を使用するが、必要

に応じて追加 できることとする。 

構造種別により線種を設定する場合は、できる限り従来の表現に準ずることとする。

また、線種が不足する場合は点線や一点長鎖線を使用するなど、必要に応じて追加でき

ることとする。 

 

２．数値地形図に表示する線の区分は、次表のとおりとする。  

 

線 号 線の太さ 備   考 

１号 ０．０５mm  

 

 

 
線の太さの許容誤差は、各線号を通

じて±0.025mm とする。 

２号 ０．１０mm 

３号 ０．１５mm 

４号 ０．２０mm 

５号 ０．２５mm 

６号 ０．３０mm 

７号 ０．３５mm 

８号 ０．４０mm 

９号 ０．４５mm 

１０号 ０．５０mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

レイヤ名 

記載内容 
線の太さ  

（ｍｍ） 
責任 
主体 

図面オブ
ジェクト 作図要素 

Ｍ 
Ｓ 

 

-TTL 外枠 0.50 

 -FRAM 内枠タイトル枠 0.25 

 -TXT 路線名 0.15 

-BGD 道路現況平面図   0.15 

 
-EXST 道路施設構造物   0.15 

-HTXT 座標    － 

-BMK 

 道路中心線   0.15 

-SRVR 基準点   0.15 

-ROW 幅杭   0.15 

-HTXT 地番市町村名等    － 

-STR 道路幅員、横断図   0.15 

 

-STRD 道路台帳平面図関係   0.15 

-STRE 道路敷地図関係   0.15 

-STRF 道路台帳測定基図関係   0.15 

-STRG 公図連続図関係   0.15 

-STRH 道路現況平面図関係     0.15 

-STRn  その他     0.15 
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（４） 色 

 

   ＣＡＤ データ作成に用いる色は、原則として黒、赤、緑、青、黄、マジェンタ、

シアン、白、牡丹、茶、橙、薄緑、明青、青紫、明灰、暗灰の１６ 色とする。 

 

レイヤ名 
記載内容 色 責任 

主体 
図面オブ
ジェクト 作図要素 

Ｍ 
Ｓ 

 

-TTL 外枠 黄  

 -FRAM 内枠タイトル枠 黄  

 -TXT 路線名 白  

-BGD 道路現況平面図 白  

 
-EXST 道路施設構造物 白  

-HTXT 座標 白  

-BMK 

 道路中心線 黄  

-SRVR 基準点 緑  

-ROW 幅杭 橙  

-HTXT 地番市町村名等 白  

-STR 道路幅員、横断図 赤  

 

-STRD 道路台帳平面図関係 青  

-STRE 道路敷地図関係 マジェンタ  

-STRF 道路台帳測定基図関係 シアン  

-STRG 公図連続図関係 青紫  

-STRH 道路現況平面図関係     明灰  

-STRn  その他  暗灰  

 

色に対応するＲＧＰ値（参考値） 

色 名  R G B 

黒 0 0 0 

赤 255 0 0 

緑 0 255 0 

青 0 0 255 

黄 255 255 0 

マジェンタ 255 0 255 

シアン 0 255 255 

白 255 255 255 

牡丹 192 0 128 

茶 192 128 64 

橙 255 128 0 

薄緑 128 192 128 

明青 0 128 255 

青紫 128 64 255 

明灰 192 192 192 

暗灰 128 128 128 
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（５） 文字 

 

  １．使用する文字の種類及び適用範囲は、次のとおりとする。 

 

文字の種類 適 用 範 囲 

漢  字 漢字を固有名とする名称 

ひら仮名 ひら仮名を固有名とする名称及びふり仮名 

かた仮名 かた仮名を固有名とする名称 

アラビア数字 基準点等の標高、等高線数値及び国道番号等 

ローマ字 ローマ字を固有名とする名称及び略称 

 
ＣＡＤで文字を書く場合は、ＣＡＤソフトの機能とフォントに依存するため、特定機種固

有の文字は使用しないものとし、製図に用いる文字に類似した文字を適用することとする。 

 

 

２．文字フォントは、原則としてＭＳゴシック（等線書体）とし、字形は、すべて直

立体とする。 

 
これまでの道路台帳図で多く用いていたフォントは明朝体であるが、データの互換性を考

慮し、ＣＡＤデータの作成にあたってはＭＳゴシックを使用することとする。従来からのフ

ォントが変更になることに関しては、必要な文字情報が確認できれば構わないものとする。 

 

 

３．文字サイズは、「本要領（案）７－２_図式規程_大分類：注記の字大」を準用す

る。 

 

文字サイズは上記の図式規定を基本とするが、従来使用していた文字サイズの近

似値とするための変更は行ってよいこととする。 

     

種  別 （名称） 
字の大きさ 

（ｍｍ） 

図枠外の路線名称    5.0 

郡市町村名称    6.0 

市町村飛地名称    3.5 

大字、市街地の町名名称    4.5 

図番    3.0 

横断箇所表示、河川    4.0 

市街化区域（DID）、字名称    3.5 

道路、鉄道、湖、池、沼名称    3.5 

橋、トンネル、坂、堰、ダム、水門、用水路、谷、沢、国有林名

称等 
   3.0 

諸建物、独立物体、鉄道施設    3.0 

タイトルボックス、変更履歴、区間番号等    3.0 

敷地境界番号、補正年月の旗揚げ、四隅の座標値    2.0 

横断図寸法、地番等 1.5～2.0 

その他小構造物（電柱番号、街灯番号、基準点、側溝種別、スケ

ール文字）等 
   1.5 
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（６） 参考レイヤ 

 

構成の設定に当たり参考としたＣＡＤ製図基準(案)（Ｈ２０．５ 国土交通省）「道

路設計－平面図（ＰＬ）」のレイヤ構成との対比を以下に示す。 

 

 

ＣＡＤ製図基準(案)「道路設計－平面図」のレイヤ構成との対比 

 

CAD 製図基準(案) ｢道路設計－平面図（PL）｣ 道路台帳整備業務 
レイヤ  

 
レイヤに含まれる内容 

レイヤ  
 

記載内容 
 
責任 

主体 
図 面    

オブジェ 

クト 
作図 

要素 

責

任 

主

図 面
オブジ

ェクト

作図 

要素 

S 
D 

C 

M 

-TTL  外枠 M -TTL 外枠 
-FRAM タイトル枠 S  -FRAM  内枠タイトル枠 

-LINE 区切り線、罫線   
-TXT 文字列 -TXT 路線名 

-BGD  現況地物 -BGD 道路現況平面図

-HICN 等高線の計曲線    
-LWCN 等高線の主曲線  
-CRST 主な横断構造物   
-RSTR ラスタ化された地図  
-EXST 特に明示すべき現況地物 -EXST 道路施設構造物

-HTXT 旗揚げ -HTXT  座標グリッド 

-BMK  構造物基準線（道路中心線） -BMK  道路中心線 

-SRVR 基準となる点（測量ポイント）  -SRVR 基準点 
-ROW 用地境界（幅杭） -ROW 用地境界幅杭

-HTXT 旗揚げ -HTXT  地番市町村名など 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-STR 

 主構造物外形線（道路幅員） -STR  道路幅員、横断図 

-STR1 構造物１（橋梁）    
-STR2 構造物２（トンネル）  
-STR3 構造物３（連絡等施設）   
-STR4 構造物４（盛土法面）  
-STR5 構造物５（切土法面）  
-STR6 構造物６（平場）   
-STR7 構造物７（擁壁）  
-STR8 構造物８（側道）  
-STR9 構造物９（歩道）  
-STRA 構造物 A（取付け道路）  
-STRB 構造物 B（用排水構造物）  
-STRC 構造物 C（交通安全施設）  

 
 
-STRn 

 
 
構造物ｎ（その他の構造物等）

-STRD 道路台帳平面図関係

-STRE 道路敷地図関係

-STRF 道路台帳測定基図関係

-STRG 公図連続図関係 

-DIM 寸法線、寸法値 -STRH 道路現況平面図関係 

-TXT 文字列  -STRn  その他 

-HTXT 旗揚げ  
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（１）レイヤ構成 

 

  

 
 

 

（２）注意事項 

 

① 地形測量によるＣＡＤは責任主体をＭとし、ＣＡＤトレースの場合はＳとする。 

 

        例  

  

        地形測量     マンホール → Ｍ-ＢＧＤ-ＥＸＳＴ  

        ＣＡＤトレース  マンホール → Ｓ-ＢＧＤ-ＥＸＳＴ 

 

② 作図要素【ＳＴＲＨ（道路現況平面図関係）】とは、道路台帳平面図以外に使用しな

い独立したものに適用する。 

 

適用項目例 

 

タイトル図面名称 

 

③ 作図要素【ＳＴＲｎ（その他）】とは公図連続図以外の図面において共通するもので、

レイヤ種別に当てはまらないものに対して適用するが必要最低限とする。 

 

作図要素図面オブジェクト責任主体

M 通常

S CADトレース

-TTL 外枠
-FRAM 内枠等

-TXT 路線名

-BGD  道路現況平面図 -EXST 道路施設構造物

-HTXT 座標グリッド

-BMK

-SRVR 基準点

-ROW 幅杭

-HTXT  地番市町村名

-STR

-STRn    その他

-STRH 道路現況平面図
関係

6-2-10 道路現況平面図 
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（１）レイヤ構成 

 

 
 
 

 

（２）注意事項 

 

① 作図要素【ＳＴＲＤ（道路台帳平面図関係）】とは、道路台帳平面図以外に使用

しない独立したものに適用する。 

 

適用項目例 

  

タイトル図面名称 

         

      

 

 

② 作図要素【ＳＴＲｎ（その他）】とは公図連続図以外の図面において共通するも

ので、レイヤ種別に当てはまらないものに対して適用するが必要最低限とする。 

 

 

 

 

 

作図要素図面オブジェクト責任主体

M 通常

S CADトレース

-TTL 外枠
-FRAM 内枠等

-TXT 路線名

-BGD  道路現況平面図 -EXST 道路施設構造物

-HTXT 座標グリッド

-BMK 道路中心線

-SRVR 基準点

-ROW 幅杭

-HTXT  地番市町村名

-STR 道路幅員

-STRD 道路台帳平面図
関係

-STRn    その他

6-2-11 道路台帳平面図 
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（１）レイヤ構成 

 

 
 

 

 

（２）注意事項 

 

① 作図要素【ＳＴＲＥ（道路敷地図関係）】とは、道路敷地図以外に使用しない独

立したものに適用する。 

 

適用項目例 

  

        タイトル図面名称 

        境界番号 

        境界点寸法（縦横・ｃｍ単位） 

境界線（確定済み 実線 ・ 不調 破線 ・ 未整備 線なし） 

 

 

② 作図要素【ＳＴＲｎ（その他）】とは公図連続図以外の図面において共通するも

ので、レイヤ種別に当てはまらないものに対して適用するが必要最低限とする。 

 

 

 

 

作図要素図面オブジェクト責任主体

M 通常

S CADトレース

-TTL 外枠
-FRAM 内枠等

-TXT 路線名

-BGD  道路現況平面図 -EXST 道路施設構造物

-HTXT 座標グリッド

-BMK

-SRVR 基準点

-ROW 幅杭

-HTXT  地番市町村名

-STR
-STRE 道路敷地図関係

-STRn    その他

6-2-12 道路敷地図 
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 （１）レイヤ構成 

 

 
 

 

 

（２）注意事項 

 

① 作図要素【ＳＴＲＦ（道路台帳測定基図関係）】とは、道路台帳測定基図以外に

使用しない独立したものを適用する。 

 

適用項目例 

  

タイトル図面名称 

図面番号 

区間番号 

区間線 

道路区域線 

補正年月の旗揚げ 

 

② 作図要素【ＳＴＲｎ（その他）】とは公図連続図以外の図面において共通するも

ので、レイヤ種別に当てはまらないものに対して適用するが必要最低限とする。 

 

 

 
  

作図要素図面オブジェクト責任主体

M 通常

S CADトレース

-TTL 外枠
-FRAM 内枠等

-TXT 路線名

-BGD  道路現況平面図 -EXST 道路施設構造物

-HTXT 座標グリッド

-BMK 道路中心線

-SRVR 基準点

-ROW 幅杭

-HTXT  地番市町村名

-STR 道路幅員

-STRF 道路台帳測定基
図関係

-STRn    その他

6-2-13 道路台帳測定基図 
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 （１）レイヤ構成 

 

 
 

 

 

（２）注意事項 

 

① 作図要素【ＳＴＲＧ（公図連続図関係）】とは、公図連続図以外に使用しない独

立したものに適用する。 

 

適用項目例 

  

図面縮尺 

方位 

地番地名等 

 
 
 
 
 

作図要素図面オブジェクト責任主体

M 通常

S CADトレース

-TTL 外枠
-FRAM 内枠等

-TXT 路線名

-BGD -EXST

-HTXT 座標グリッド

-BMK

-SRVR

-ROW

-HTXT  

-STR
-STRG 公図連続図関係

-STRｎ

6-2-14 公図転写連続図 
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             ① 現地においてＴＳ等又はＧＮＳＳによるＲＴＫ法若しくは

ネットワーク型ＲＴＫ法を用いて、又は併用して地形、地物等

を測定し、数値地形図データを作成する。 

 

 

 

 

 

              ② ＣＡＤソフトを用いて地形、地物等の数値地形図データを編

集し、編集済データを作成する。 

 

 

 

 

 

              ③ 隣接図面との接合を取る。 

               ・ 新規路線と既存図面が隣接する場合は、新規路線に接合す

る既存図面を修正する。 

                

 

 

 

 
              ④ 中心線や構造物の注記等、図式に基づき付加する。 

               ・ 座標については、方眼線の他、四隅の座標も記載する。 

 

 

 

 
              ⑤ 出力図による目視チェックで地形・地物の欠落を点検。 

               ・ チェックシステムによる 

ＤＭデータの名称規則やフォーマットチェック 

ＤＭデータの図形チェックを行う。  

               ・ エラーの無いことを確認する。（合否確認） 

               ・ ＳＦＣ形式に変換する。 

 

 

 
              ⑥ 電子データを納品する。 

               ・ 当面の間は出力図もあわせて収めること。 

 

 

 

 

 

 

6-3 図面電子化の流れ 

6-3-1 作成手順（ 新規路線 ） 

現地測量 

数値編集 

隣接図面 

との接合 

図面情報 

の記入 

チェック 

納 品 
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道

道 道

道
世界測地系（測地成果 2011）座標

を記入 

既設道路が延伸の場合 

図柄はわかりやすく道だけの表記としている。 

作業工程 ④ 新規図面の作成 

作業工程 ③ 接合作業 

作業工程 ② 現場データの結線 

作業工程 ① 既設図面（隣接図面）のスキャニング 
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              ① 補正箇所及び隣接の既存図面をスキャニングする。 

                 

 

 

 

 
② 補正箇所に隣接する既存図面を基に、現地で移動、経年変化

のない地形、地物を踏査する。（不動点調査） 

・ ＴＳ等又はＧＮＳＳによるＲＴＫ法若しくはネットワー 

ク型ＲＴＫ法を用いて、又は併用して地形、地物等を測定し、

数値地形図データを作成する。 

 

 
              ③ 現地で観測した座標に基づきＣＡＤソフトによる数値地形

図編集を行う。 

                

 

 

 

 
      ④ 隣接図面との接合を取り新規図面を作成する。 

               ・ 接合線で地形の整合を図ること。 

 

 

 

 
⑤ スキャニングした画像データを背景にして既存の情報を追

加する。 

               ・ 補正箇所以外は既存図面をＣＡＤによりトレース。 

               ・ 測定基図の鉛筆書きの部分は必ずトレースする。 

 

 
              ⑥ 中心線や構造物の注記等、図式に基づき付加する。 

               ・ 座標については、グリットの他、四隅の座標も記載する。 

  

 

 
⑦ 出力図による目視チェックで地形・地物の欠落を点検。 

               ・ チェックシステムによる 

ＤＭデータの名称規則やフォーマットチェック 

ＤＭデータの図形チェックを行う。  

               ・ エラーの無いことを確認する。（合否確認） 

               ・ ＳＦＣ形式に変換する。 

 

 
              ⑧ 電子データを納品する。 

               ・ 当面の間は出力図もあわせて収めること。 

6-3-2 作成手順（ 既存図面の一部修正 ） 

現地測量 

スキャニング 

数値編集 

トレース 

隣接図面 

との接合 

チェック 

図面情報 

の記入 

納 品 
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図面に表記されているグリッドを

もとに四隅の座標を読み取る。 

読み取り方はトレースした CAD 上

で読むこととする。 

世界測地系（測地成果 2011） 

座標を記入。 

作業エリアが世界測地系を前提と

し四隅の座標を計測表記する。 

レイヤの責任主体は S とする。 

中心線など一連でレイヤが切れな

いものを含む。 

レイヤの責任主体は M とする。 

世界測地系座標を記入 

既設道路の一部修正の場合 

作業工程 ⑥ 図面情報の記入 

作業工程 ④ 接合作業 

作業工程 ⑤ 座標の計測 

作業工程 ③ 既設図面トレース 

作業工程 ① 既設図面（隣接図面）のスキャニング 

作業工程 ② 現場データの結線 
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    ① 構造物が同じものでレイヤ種別を変えない。 

 

② 既に電子化されている図面の修正は実測を優先とし、重複する所においてはトレー

スによるレイヤは削除する。 

 

    ③ レイヤ名は半角の英数字を用いること。 

 

    ④ 「埋め込み文字」・「均等割り付け」等や機種依存文字(〇囲み数字、㎡等)は使用

しない。（㎡→ｍ２とする。） 

 

⑤ ＳＦＣへの変換の際、全てのＤＭレイヤを該当するＳＦＣレイヤに割当てた後、変

換すること。 

 

    ⑥ スプライン・楕円・曲線はＣＡＤによっては変換出来ないことがあるので、必ず変

換後はＳＸＦブラウザにより確認すること。（変換されない場合は線分に変更するこ

と。） 

 

    ⑦ 画像等の貼付けは行わない。 

 

    ⑧ ＯＬＥ オブジェクト貼り混み機能は使用しない。（SXF に変換されないため） 

 

    ⑨ 電子化した図面は必ず出力して確認を行うこと。 

          

主な確認項目    地物の欠落 

                  図面情報の欠落 

                  レイヤ構成 

                  図面のサイズ 

                  隣接図面との整合性 

                  文字化けや未変換箇所等  など 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

6-3-3 図面電子化の注意事項 
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道路台帳図チェックシステム（以下「チェックシステム」という。）は、道路台帳図デ

ータ（ＤＭ形式）が、本要領（案）に基づき、所定のフォーマット、図式規程及び数値地

形図データの取得分類コードで作成されているかを確認するための検査項目・点検方法を

定め、その規格を統一するとともに、必要な精度の確保と、点検の効率化を図ること等を

目的とする。 

 

 
 

    

  

    数値図化、数値編集及び補測数値編集における施工管理は、「国土交通省公共測量作業

規程解説と運用」第３章、第４編３．３．２の点検内容について行うものとし、その内容

を次項に記す。 

 

 

 

 

 

 

6-4 道路台帳図チェックシステム 

6-4-1 目 的 

6-4-2 工程別点検内容等 
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  *1  誤りがある場合、修正可能なシステムでは修正し、修正不可能なシステムでは、デー

タのリスト、写真、出力図上等にその情報を明示し、後続作業にその内容を伝える。 不

明瞭データ、図化不可能部も同様に整理する。 

  *2  前工程（現地調査、数値図化、地形補測測量、現地補備等）の作業者から編集指示が

データに的確に反映されているか。 

  *3  モデル間接合等により、本来単一の要素にすべきデータが複数の要素に分割された場

合、座標を一致させて連続性を確保する。 

  *4  図郭線と交差する点で、座標を一致させる。 

項
目

細　　目 点検範囲 点検対象
手
法

資　料

入
　
力

基
準
点

三角点
パスポイント

その他の基準点

作　業
区域内

入力リスト 目視
基準点成果等
空中三角測量

成果

平
面

・表現分類コードの良否 *1

地
形
表
現

数値地形
　　　モデル

出力図又は
ディスプレイ

・分類項目の良否
・前工程指示の反映状況の良否 *2

目視

点検プログラム
実行結果

論理

データの交錯
出力図又は点
検プログラム実
行結果

目視
又は
論理

座標の一致
点検プログラム
実行結果

・面タイプデータの終始点座標値の一
致
・線タイプデータの連続性の確保
・接合面対象データの端点座標の図
郭上での一致

*3

*4

論理

出力図又は
ディスプレイ及
び点検プログラ
ム実行結果

目視
又は
論理

点検プログラム
実行結果

論理

転位・間断 出力図面　*5 目視
出力図面

*6

方向性 出力図面　*7 ・データの取得方向の良否　 *8 論理

出力図又は
ディスプレイ

目視
*9

データ出力図

点検プログラム
実行結果

論理
*10

数値計算 全　点
リスト又は
ディスプレイ

論理
及び
目視

与点成果
境界座標

リスト

点　検　内　容

・地形状況と格子間隔との適否
・ランダム点配置の良否
・ブレークラインと地形、地物等との整合性
の良否
・精度の良否
・大誤差の有無

点検
対象

数
　
値
　
図
　
化

数
値
図
化
デ
ー

タ

１モデル
図化範囲
内又は

図郭単位

数値図化デー
タ出力図、ディ
スプレイ又は
データのリスト
等

論理
又は
目視

各種分類コード
及び区分
図郭単位

分
　
　
類

・表現分類コード、図形区分、データタイプ
に相当する区別の相互関係の良否
・仕様外項目の有無

仕様書
　現地調査

資料

現地調査
資料等

図郭単位

地形
補備
測量

相
　
　
互
　
　
関
　
　
係

・二重取得の有無
要
素

データ全般 全　般

・同一要素の交錯の有無
・異要素の交錯の良否
・等高線と標高単点との整合性

・測距・測角値入力の正否
・与点成果入力の正否
・データコードの正否

Ｄ
　
　
Ｍ
　
　
デ
　
　
ー

　
　
タ

数
 

値
 

編
 

集
 

及
 

び
 

補
 

測
 

数
 

値
 

編
 

集

図郭間接合

・隣接情報区画における対応するデータの
有無

・対応するデータ同志の端点座標の一致

図郭単位

・処理後の各データ間の相互関係及び形
状等の良否

全　般
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  *5  転位、間断処理を施した出力図面を指す。 

  *6  転位、間断処理を施していない出力図（数値図化データ出力図等）を指す。 

  *7  データの方向性を表現（→を付す等）した出力図を指す。 

  *8  方向により高低を表現するものについては、標高点・等高線データとの関連も参考に

して点検する。 

  *9  同じ地物（建物等）を 2 回以上取得していないか点検する。 

  *10  同一座標を連続取得していないか点検する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電子納品 

 - 178 -

 

 
    ＤＭデータファイルの施工管理は以下の内容について行うものとする。なお、点検項目

には、道路台帳に関係しない細目も含まれているが、道路台帳以外の作業にも対応するこ

とを念頭に標準枠を設けている。 

 

 
 

項
目

範
囲

点検
対象

手
法

　・84バイト

　・英数カナ文字 JIS X 0201_1976

　・漢字（全角） JIS X 0208_1990

国土交通省電算漢字コード *3

　・FORTRAN書式

　・インデックスレコード １ファイル

　・その他のレコード 図郭ごとに１ファイル

*2 　・なし

*2 　・4200バイト　（ブロック化係数50）

*2 　・1600 BPI  または 6250 BPI

*2 　・各々、ファイルの終わり、ボリュームの終わりに1個

　・記述順序の良否 *4

　・図郭識別番号及び隣接図郭番号の存在の有無

　・表現分類コードの存在の有無

　・使用データタイプと要素数の矛盾の有無

　・表現分類コードの存在の有無

　・座標次元区分と実データ区分の矛盾の有無

　・転位処理フラグと転位区分の矛盾の有無

　・間断処理フラグと間断区分の矛盾の有無

　・表現分類コードの存在の有無

　・要素数と当該図郭内の要素数との一致

　・レコード数と下位のレコード数との一致

　・各要素（総数を除く）と構成する要素レコードの矛盾の有無

　・要素識別番号の矛盾の有無

　・階層レベルの矛盾の有無

　・レコードタイプと構成する実データレコードの矛盾の有無 *5

　・図形区分と構成する実データレコードの矛盾の有無

　・実データ区分と構成する実データレコードの矛盾の有無

　・注記区分と構成する実データレコードの矛盾の有無

　・レコード件数と構成する実レコード数及びデータ数

　　（座標数）の一致

　・属性データの書式と属性レコードの一致 *6

　・図郭数と図郭識別番号のデータ数の一致

　インデックスレコード 　・図郭識別番号レコード数と図郭識別番号のレコード数の一致

           （a)(b)(ｃ）   　　　　  *7 　・表現分類数と表現分類レコード数の一致

　・取得分類コードと使用データタイプの矛盾の有無

　・図郭座標値の整合性の良否 *8

　図郭レコード 　・修正回数と（ｄ、e、ｆ)レコード数の矛盾の有無 *9

           （a)(b)(c)(d)(e)(f) 　・撮影コース数（d)と撮影データ数（ｆ）の一致 *10

　・（ｄ）レコードのレコード件数と撮影コースのレコードの一致

　・隣接図郭識別番号の記録順序の良否 *11

　グループヘッダレコード

　要素レコード

　グリッドヘッダレコード 　・レコード件数と行数、列数の矛盾の有無

　要素
　レコード

　グリッドヘッダ
　　レコード

　・レコード件数と構成するグリッドレコード数の一致

論
　
　
　
理

　・座標次元区分と実データ（座標）レコードの
　　　データ記録の矛盾の有無

図
郭

　・要素数（総数）と他の要素数（グループ、面、線、円、
　　円弧、点、方向、注記、属性、グリッド）の総数の一致

　・レコードタイプと分類コード及び図形区分及び実データ
　　区分との矛盾の有無

点　検　内　容

　レコード長

　文字コード

　記述書式

デ
ー

タ
フ

ァ
イ
ル

細　　　目

　ラベル

　ブロック長

　記録密度

　テープマーク

　格納方式

　図郭レコード

　グループヘッドレコード

　要素レコード

　グリッドヘッドレコード

　2・3次元座標レコード

イ
ン
デ

ッ
ク
ス
レ
コ
ー

ド

　要素数

　レコード数

　要素
　レコード

　実データ
　レコード

　グリッド
　レコード

レ
コ
ー

ド
内
相
互
関
係

１
　
フ
　

ァ
　
イ
　
ル
　
ご
　
と

各
レ
コ
ー

ド
ご
と

デ
ー

タ
フ

ァ
イ
ル
又
は
デ
ー

タ
フ

ァ
イ
ル
リ
ス
ト

レ
　
コ
　
ー

　
ド
　
間
　
相
　
互
　
関
　
係

　要素
　ヘッド
　レコード

　ファイル全体

フ

ァ
イ
ル
形
式

*1

論
　
理
　
又
　
は
　
目
　
視

6-4-3 ＤＭデータファイルの点検項目 



電子納品 

 - 179 -

 

 
  

座標系 　・平面直角座標系の系番号の良否

計画機関名 *12

図郭識別番号

内容記述 *13

　図郭名称 *14

　地図情報レベル *15

　タイトル名 *12

　座標値の単位

　作成年月 *16

　現地調査年月 *17

　入力機器名 *12

　公共測量承認コード

　測地成果識別コード

　図郭識別コード

　変換手法識別コード

　作業機関名 *18

　撮影コース番号 *16

　撮影縮尺

　写真縮尺

　写真枚数

　写真番号 *16

取得年月 *16

数値化区分

取得年月

取得年月 *19

*20

*20

*21

データの重複 　・同一座標値の有無（面、点、注記、属性データを除く）

方向性 *22 *23

属性データ

方向性 *24

取得分類

　インデックス
　　　　　レコード

　・記述内容の良否

グループヘッダ
レコード

要素レコード

グリッドヘッダ
レコード

　文字列の方向

　字　大

　字　隔

　線　号

　注記データ

注
記
レ
コ
ー

ド

2・3次元座標
レコード

属性レコード

グリッドレコード

地図分類コード

　レコードタイプ

　使用データタイプフラグ

　実データ区分

　精度区分

　注記区分

　転位区分

　方向規定区分

　座標次元区分

　転位処理フラグ

　間断処理フラグ

　数値化区分

　間断区分

　属性区分

　縦横区分

図
　
郭
　
レ
　
コ
　
ー

　
ド

　図形区分

　・0、1以外のフラグの使用の有無

　・0、2、3以外のフラグの使用の有無

　・0、1以外のフラグの使用の有無

　・1～5、9以外の区分コードの使用の有無

　・方向規定区分と実データ（座標）レコードのデータ記録順序の矛盾
の有無

　・記述内容の良否

　・データの記録方向の良否

　・ディジタルマッピング取得分類基準及び特記仕様書以外のコードの使
用の有無

　・”Ｉ”、”Ｍ”、”Ｈ”、”Ｅ1”、”Ｅ2”、”Ｅ3”、”Ｅ4”、”Ｅ5”、”Ｅ6”、”Ｅ7”、”
Ｅ8”、”Ｇ”以外のレコードタイプの使用の有無

コ
　
ー

　
ド
　
・
　
区
　
分
　
等

レ
　
コ
　
ー

　
ド
　
記
　
述
　
内
　
容

デ
ー

タ
フ

ァ
イ
ル
又
は
デ
ー

タ
フ

ァ
イ
ル
リ
ス
ト

論
　
　
理
　
　
又
　
　
は
　
　
目
　
　
視

各
　
レ
　
コ
　
ー

　
ド
　
ご
　
と

　・0～9以外の区分コードの使用の有無

　・特記仕様以外の区分コードの使用の有無

　・0、1以外の区分コードの使用の有無

各
コ
ー

ド
・
フ
ラ
グ
ご
と

　・00、11、12、21、22、31、32、33、34、35、41、42、99以外の区分コー
ドの使用の有無

　・0、2～5以外の区分コードの使用の有無

　・上位桁1～5、9以外の区分コードの使用の有無
　・下位桁1～9以外の区分コードの使用の有無

　・1、2以外の区分コードの使用の有無

　・-9～9以外の区分コードの使用の有無

　・0、1以外のフラグの使用の有無
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 *1  点検内容のとおり記憶媒体に記録されているか点検する。 

 *2  磁気テープの場合 

  *3  国土交通省電算漢字コード（16 進表示）を参照 

  *4  インデックス＞図郭＞グループヘッダ＞要素＞実データの順序で記録されているか。 

     （＞は階層の記録順序） 

  *5  レコードタイプに対応する実データレコードによって構成されているか。 

     実データレコードのデータ数は適切か、面タイプの場合、実データは閉じているか点

検する。 

  *6  属性データの書式どおりに属性レコードが出力されているか点検する。 

  *7  （a)(b)(ｃ）の区分は、数値地形図データファイル仕様（インデックスの説明）を参照 

  *8  各地図情報レベルの図郭識別番号に対応した情報区画の左下、右上の座標を点検す

る。 

  *9  レコードの(d)(e)(f)は、図郭レコードにおける(d)公共測量記録レコード、(e)作業機関

レコード、(f)撮影コースレコードのそれぞれをいう。 

  *10  撮影データとは、撮影（コース番号・年月）、写真（縮尺・枚数）、写真番号（始

点・終点）を総括して指す。 

  *11  左上の図郭から右回りで記録されているか点検する。 

    *12  漢字 15 文字以内 

  *13  標準以外の仕様の表現分類の説明内容 

  *14  漢字 10 文字以内 

  *15  地図情報レベルの基準に従っているか。 

  *16  西暦下 2 桁及び月で表現しているか。 

  *17  補測の終了した年月を指す。 

  *18  漢字 20 文字以内 

  *19  '-180～180 度の範囲か点検する。 

  *20  単位は 0.1ｍｍか。 

  *21  漢字又は文字データ（ＪＩＳ）で記述されているか。 

  *22  連続するデータ（座標データ）は、１要素分のレコードを点検の範囲とする。 

  *23  段差を表現している左右非対称図式をもつものについて低い方が右側となっていな

いか点検する。 

  *24  左下から右上に記述されているか。 

 

 

 

 

 
ＤＭデータ（編集済データ）の点検は、【点検用出力図による目視点検】と【チェック

システムによる論理的矛盾等の点検】を併せて行うことを原則とする。 

 
（１）数値地形図データの点検は、ＤＭデータを使用し、点検用出力図またはスクリーン

モニター上で行うものとする。 

 
（２）点検用出力図の作成は、次のとおりとする。 

 
    ① 点検用出力図は、自動製図機を用いてＤＭデータより作成するものとする。 

    ② 点検用出力図の縮尺は、地図情報レベル５００（縮尺 1／500）を原則とする。 

    ③ 点検用出力図は、「本要領（案）７－２図式規程」に基づいて作成するものとする。 

    ④ 点検用出力図の表示内容は、図葉番号、図名、図郭線、図形、属性等とし、これら

が明瞭に識別できるものでなければならない。 

6-4-4 目視及び論理点検 
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    ⑤ 点検用出力図は、点検に支障がない範囲で適宜合板して作成するものとする。ただ

し、必要に応じて数値化した項目ごとに作成することができる。 

     
（３）点検用出力図又はスクリーンモニターによる点検は、次のとおりとする。 

 
    ① 点検用出力図による点検 

     イ 点検は、数値化項目の脱落等の有無及び位置の精度について、点検用出力図と現

地測量成果又は計測用基図を対照して行うものとする。 

     ロ 接合については、隣接する図葉の接合部分を点検用出力図で目視により点検する

ものとする。 

    ② スクリーンモニターによる点検 

     イ 点検は、数値化項目の脱落、位置の精度、画線のつながり等について、目視によ

り行うものとする。 

     ロ 数値化項目の脱落等については、ラスタデータを背景に点検することができる。 

     ハ 接合については、隣接図葉を表示し、良否を点検するものとする。 

 
（４）点検の結果、計測漏れ、誤り等がある場合は、ＤＭデータの訂正を行うものとする。 

 
（５）点検用出力図による社内検査の資料は、目視点検の成果として「本要領（案）６－

５－５完成検査」に持参し、検査資料とするものとする。 

 
（６）チェックシステムによるＤＭデータファイルの論理的矛盾等の点検方法 

 
    チェックシステムによる点検は、発注者の指定するメールアドレスにＤＭデータを添付

して送信することにより、点検結果（合否判定、ＤＭ点検リスト等）の「.pdf」と「.csv」
が、埼玉県から送信者に自動返信を行う仕組みになっている。 

 
  【送信先メールアドレス】 
    各県土整備事務所発注の道路台帳補正業務の受注者は、発注者から送信先のメールアド

レスを確認するものとする。 
       
    ◆メール応答型チェックシステムの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      
            

 

 

 

 

 

                   

測量会社 

数値地形図（ＤＭ） 

 

 

 

 
埼玉県 道路環境課 

チェックシステム

測量会社 

数値地形図（ＤＭ）

図面送信 

点検結果 点検結果 

データの流れ 

     数値地形図（ＤＭデータ） 

     点検結果（ＤＭ点検リスト）

図面送信



電子納品 

 - 182 -

  【データ送信前の注意事項】 
    ①添付するＤＭファイルは、送信前に自社点検を実施し、合格データのみ送信すること。 

    ②一度に複数のＤＭファイルを送信することも可能だが、送信するデータ容量は最大で

【２MByt】とすること。 

    ③ＤＭデータファイルは、容量により【zip 形式】に圧縮して送付するものとする。 

④セキュリティー強化のため、メール件名には、発注者が指定する【件名の先頭文字列】

が必要となる。 

    ⑤ メール本文には、以下の項目を記載するものとする。 

  

 

 

 
     なお、未記入の場合は、埼玉県道路台帳ＤＭデータ検査確認書（以下「検査確認書」

という。）に業務名及び会社名は記載されない。 

    ⑥「件名の先頭文字列」や「添付ファイル」が不正な場合は、何も返信されない。 

 
  【データ受信後の注意事項】 

    ① 県庁からの返信メールに添付されるデータは、「埼玉県道路台帳ＤＭデータ検査確

認書.pdf」と「エラーファイル.csv」である。 

②点検リストの内容を精査し、適切な処置を講じるものとする。 
    ③ 区分に表示される【Ｅ：エラー】は修正しない限り「検査確認書」の検査結果は、

【合格】にはならない。（下記６－４－５（３）項を参照） 
④ データの修正を行った場合は、必ずチェックシステムの再点検を受けるものとする。 

 
  【一般的注意事項】 

① 利用は、発注者が指定する日時（期間）とする。（事前確認が必要） 

② 目的以外の使用は禁止とする。なお、使用によって発生した、利益・損害等につい

ては、埼玉県は一切の責任は負わない。 
 

 

 

 

 

 
    上記、6－4－2 及び 6－4－3 の点検項目に沿った内容で、「埼玉県公共測量作業規程：

付録７」の公共測量標準図式数値地形図データファイル仕様により、エラーを抽出するた

めのコードを「本要領（案）７－３_チェックシステムのエラー」のとおり設定している。 

 
（１）エラーコード一覧表の区分 

 
① 区分の略は、次のとおりとする。 

Ｉ：Information の略 

Ｓ：Stop （チェックを強制終了） 

Ｅ：Error （データの修正が必要） 

Ｗ：Warning（警告：検出内容を精査し、適切な処置を講じる） 

 
（２）区分に表示される「Ｓ：Stop」について 

 
県庁のチェックシステムから返送される「ＤＭ点検リスト」において、「Ｅｒｒコー

ド」欄の４桁の数字の後に続くアルファベットに「Ｓ」が付いている場合には、チェッ

6-4-5 点検結果のエラーについて 

[委託業務名称]＝平成○○年度 道路台帳補正業務委託（○○地区） 

[業者名称]＝株式会社○○測量 
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クシステムは強制終了する。エラーコード表を確認し、指定のファイル名・項目・内容

等に誤りがないか、ＤＭデータファイルの再点検を行うものとする。 

 
（３）区分に表示される「E：Error」について 

 
     上記と同様に、４桁の数字の後に続くアルファベットに「Ｅ」が付いている場合には、

そのコードに該当する細目の誤り等を訂正しない限り、検査確認書に【合格】が表示さ

れることはない。本要領（案）やエラーコード一覧表及び図式規程等を再確認し、誤り

等の訂正を行うものとする。 

 
（４）区分に表示される「Ｗ：Wanning（警告）」について 

 
    上記と同様に、４桁の数字の後に「Ｗ」が付いている場合には、地図の位置精度、図形・

地物の表現に誤りはないものの、論理点検では判断のできない内容や、規定で定められた

字大・記号等の寸法が異なる大きさで入力が行われているなど、作成者に対し、再確認を

促すためのメッセージとしてリストに表示をしている。 

ＤＭ点検リストを精査し、誤り等がある場合は、編集済データの訂正を行うものとし、

誤りではないことが確認された項目については、ＤＭ点検リストの当該行に確認済である

ことの証しとして「✓」を付し、データの訂正は行わなくてもよいものとする。 

    なお、埼玉県公共測量作業規程では、数値地形図に表示する記号及び文字の大きさの許

容誤差は、表現上やむを得ないものに限り定められた大きさに対して図上±０．２ｍｍ以

内と規定されている。 

    
  （５）編集済データの訂正を行った場合 

 
    データの訂正を行った場合には、再度チェックシステムの点検を受けるものとし、エラ

ーの無いことを確認後、ＳＦＣ等への変換を行うものとする。 

 
 
 

 
 

 
    チェックシステムを実行することにより、下記の検査確認書及びＤＭ点検リストが県庁

から送信者に返送される。 
検査結果が【合格】表示の場合には、チェックシステムによる論理検査が適正に終了し

た証として、納品成果に検査確認書を綴り込むものとする。 
    なお、前項（４）のとおり、警告件数が表示されていても、誤りではないことの確認が

とれている場合には、警告件数は無視してよいものとする。 
 

また、６－４－４項のとおり、検査用出力図による目視点検とチェックシステムによる

論理点検を併せて実施することにより、製品仕様書が規定するデータ品質を満足する評価

が得られることが期待できる。 
 
 
 
 
  

6-4-6 検査確認書 
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埼玉県道路台帳ＤＭデータ検査確認書 
 
 
件   名 ： 平成○○年度 道路台帳補正業務委託（○○地区） 
 

委託会社名 ： 株式会社○○測量 
 

確 認 種 別 ： 現況図・台帳図・測定基図・敷地図・公図 
 
検 査 実 施 日 ： 平成○○年○月○○日 午前 10 時 48 分 43 秒 
 
検査ＤＭデータ ： 0510121_00350321．dm 
 
検 査 結 果 ：  警告件数：2 件  
 
  上記について確認したことを証明する。 
 

平成○○年○○月○○日  
 

埼玉県 県土整備部 道路環境課  
 
 

埼玉県道路台帳ＤＭ点検リスト 

【0510121_00350321．ｄm】 

 

No Err コード タイプ 分類コード 識別番号 Ｄｍ行番号 Ｘ座標 Ｙ座標 

1 

0010Ｉ       

「0510121_00350321．ｄｍ」ﾌｧｲﾙの検査を開始します。 

開始時間 2014/06/23（月）10：48：24 

2 

1001Ｉ       

ﾌｫｰﾏｯﾄ検査を開始 

2014/06/23（月）10：48：24 

3 

1002Ｉ       

ﾌｫｰﾏｯﾄ検査完了 

2014/06/23（月）10：48：25 

4 
4617W  8125 1 1126 3387.938 -41042.4

注記ﾚｺｰﾄﾞ：字大が小さい  ✓ 

5 
4618W  8121 1 3886 3407.75 -41184.7

注記ﾚｺｰﾄﾞ：字大が大きい  ✓ 

6 

0011I       

ＤＭﾌｧｲﾙの検査が終了しました。 

終了時間 2014/06/23（月）10：48：43 

                                       

     確認済の印 「✓」 

 

平成 26 年 6 月 23 日（月曜日）午前 10 時 48 分 43 秒                                1 / 1  
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      電子納品に関する書類の範囲や業務施工中のデータバックアップ体制については、

受発注者間の事前協議で決定をする。 

      事前協議で決定した事項は、「着手時チェックシート（道路台帳様式３－６）」に、

また、詳細事項については、「着手時チェックシート（道路台帳様式３－７）」に記

入し、業務計画書に添付するものとする。 

  

 

 

 電子納品による成果品は、下記に示されるフォルダ構成とする。 

 

 

 

① 作成したファイルは指定のフォルダに格納する。 

② 格納したファイルが一覧でわかるように格納リストを作成すること。 

③ 道路台帳独自の形態のため埼玉県電子納品運用ガイドラインによるチェック

システムにはかけないこと。 

  

 

 

受注者は、従来どおりの成果品一式に加え、電子媒体（電子データ）を２部提出す

る。また、要領に基づき、紙出力図を納品する。  

 

電子成果品

KITEN

YOUCHI

SURVEY

SURVEY.XML

DRAWING

DRAWING.XML

基準点測量 網図、計算簿、成果表等

境界測量 計算簿、成果表等

report

systemDOC

調書類、道路台帳補正調書

道路台帳システムファイル

各種帳票データ

各種図面

管理ファイル

管理ファイル

6-5 成果品の作成 

6-5-1 事前協議 

6-5-2 フォルダ構成 

6-5-3 納品部数 
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① 電子媒体は、ＣＤ－Ｒ等（一度しか書き込みができないもの）の使用を原則と

する。電子成果品が第三者により書き換えられないようにするため、真正性、

見読性及び保存性を満たす電子媒体として、ＣＤ－Ｒ等とする。 

 

② 納品するＣＡＤデータは原則として１枚のＣＤ－Ｒ等に格納することを原則

とするが、電子成果品の容量が大きく、ＣＤ－Ｒに格納しきれない場合は、監督

員との協議の上、ＤＶＤ等の使用も可能とする。 

 

③ ＣＤ－Ｒ等の論理フォーマットは、電子納品の運用ではＩＳＯ９６６０（レベ

ル１）を基本 とし、Ｗｉｎｄｏｗｓ形式でも可としているが、本ガイドライン

でも、受発注者がＣＤ－Ｒ内のデータを確認できる形式であればよいものとす

る。 

 

④ 納品データのウイルスチェックは、最低でもＣＤ－Ｒ等格納前、格納後の２度

行うこととする。納品データのウイルスチェックは、ＣＤ－Ｒ等への格納前に

受注者側担当者のＰＣ上で行い、ＣＤ－Ｒ等へ格納後に再度行うこととする。 

 

⑤ 電子媒体のラベル面へ表記する内容は次のとおりとし、各情報の配置は任意と

する。 

 

・ 「契約管理番号」：埼玉県工事執行管理システムの委託台帳にある連携番号と

する。（発注機関の担当者に確認） 

・ 「事業名」、「路線名」（各名称とも略称可） 

・ 「作成年月日」 

・ 「発注者名」 

・ 「受注者名」 

・ 「ウイルスチェック情報」 

ウイルスチェックソフト名 

ウイルス定義年月日またはパターンファイル名 

ウイルスチェックソフトによるチェックを行った年月日 

 

 

 

電子媒体のラベル面への表記例を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

6-5-4 電子媒体の作成 
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契約管理番号 ： ○○○○○○○○○○○

○○○道路台帳整備業務

路線名 ： 一般国道○○○号線外

平成○○年○○月

発注者署名 受注者署名

発注者：埼玉県○○県土整備事務所

受注者：○○○○○○株式会社

ウイルス対策ソフト：○○ソフトVol.7

ウイルス定義：平成○○年○○月○○日版

チェック年月日：平成○○年○○月○○日
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     電子納品された成果品の検査を行うために以下のルールを設定する。 

      

      ① 検査時は修正可能な電子媒体（ＣＤ－Ｒでなくても良い）による受検を認める

が、データは電子納品の規定どおり作成するものとし、検査終了後、速やかに電

子媒体（ＣＤ－Ｒ等）を提出すること。      

      ② 検査を行うための準備（検査用の機器等）は、受注者が行う。 

      ③ 検査の実施フロー 

 

                 実施者       実施内容（備考） 

 

                受・発注者    検査日時や場所の決定 

                         検査内容、範囲の決定 

 

 

                受注者      インデックスプリント 

                         点検用出力図、縮小版図面等の作成 

 

 

 

                受注者      提出用電子データの内容チェック 

 

 

 

                受注者      電子データのウイルスチェック 

 

 

 

 

                受注者      検査用機器・ソフトの準備 

 

 

 

                受・発注者    受注者は基礎チェックの結果を 

                         説明、発注者はその内容確認 

 

 

 

                発注者      県の規定に沿った内容かチェック 

                          

 

 

 

                発注者      技術的検査 

 

 

 

       ④ 検査終了後、「完了時チェックシート（道路台帳様式３－８）」を作成し、

納品成果に添付するものとする。 

6-5-5 完成検査 

検査の事前協議 

提出資料の作成 

基礎チェック 

ウイルスチェック 

検査用機器の準備 

チェック結果の確認 

運用チェック 

検   査 
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  道路台帳ＣＡＤ運用の流れ （本格的運用開始後） 
  

公共事業におけるＣＡＤデータの流れを、受注者・発注者のそれぞれの作業ごと
に整理して示す。ＣＡＤデータは、道路管理・計測・調査計画から・積算の各段階
の過程で目的に応じて利用されていくものであり、事業の各作業において円滑に利
用することが望まれる。 

 

埼玉県 道路環境課 業 者 各県土整備事務所 業 者 及び 民 間 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線ごと・仕様品目ごと

のフォルダに格納  

 

SURVEY フォルダの中身 

DOC  

DRAWING フォルダの中身 

・閲覧システム 

 

各種帳票の作成 

・更新システム 

・集計システム 

・帳票システム 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

更新データの配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各事務所の区間デ

ータの提供 

 

 

更新データの納品

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線ごと・仕様品目ご

とのフォルダに格納 

 

SURVEY フォルダの中身

KITEN 

YOUCHI 

DOC 

主に管理で使用 

 

DRAWING フォルダの 

中身 

 

主に業務で必要 

・計画 

・積算 

・調査 

 

台帳の修正作業 

 

 

 

 

 

 

更新データの提供 

 

 
補正委託業者 

CD-R 正・副 納品 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間業者 

 

 

 

基準点情報等の提供 

道路台帳平面図面の提

供 

 

 

 

 

 

 

 

台帳補正業者 

 

 

 

関係路線の図面及び基

準点等のデータの提供

 

 

6-6 維持管理 

6-6-1 管理形態 

CD-R 副 

中身をサーバに入れ 

CD-R は保管 

CD-R 正 

中身をサーバに入れ

CD-R は保管 
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（１） 納品された道路台帳附図ＣＡＤデータを有効利用するため、ＣＡＤデータを一括

管理するシステムを検討中であるが、システム構築までの措置としてＣＤ－Ｒ１部

（副）を県土整備部道路環境課に提出することとする。 

 

（２） 県土整備部道路環境課でＣＤ－Ｒ（副）を一括して保管管理し、システム構築後

は保管管理していたデータをすべてシステムに移行する予定である。 

 

（３） ＣＤ－Ｒ１部（正）は、各発注機関にて適正に保管管理することとする。 
 

（４） 電子媒体を安全に管理するために、事務所の直射日光の当たる所や、高温多湿な

場所を避けて保管する。 

 

（５） 当面の間は紙出力図を提出することとする。（公図連続図以外はモノクロ出力と

する。） 
 

（６） 電子化された図面の元図面については当面の措置として同じ場所に保管すること
とする。 

  
     

 

 

 

   （１）道路台帳図データの修正に当たって、修正作業の実施者は、本要領（案）に従って

作成された既存データの貸与を受け、変更箇所のみ編集することを基本とする。 

 

    

 

 

 

   （１）道路台帳データは、道路の管理業務における基盤となる情報として、重複整備を避

け、県土整備事務所及び関係部署内で共有しなければならない。 

 

   （２）ＤＭ形式で作成されているデータは、システム上で様々な用途で利用することを念

頭に取得された基盤データであり、ＧＩＳ（地理情報システム）等で有効に利活用す

ることが期待できる。 

 

 

 

  

 6-6-2 道路台帳図データの修正 

 6-6-3 道路台帳図データの利活用 
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第７章 付 属 資 料 
 

 

 

 
 

（１）道路法（昭和 27 年 6 月 10 日 法律第 180 号） 
（２）道路法施行法（昭和 27 年 6 月 10 日 法律第 181 号） 
（３）道路法施行令（昭和 27 年 12 月 4 日 政令第 479 号） 
（４）道路法施行規則（昭和 27 年 8 月 1 日 建設省令第 25 号） 
（５）道路構造令（昭和 45 年 10 月 29 日 政令第 320 号） 
（６）道路構造令施行規則（昭和 46 年 3 月 31 日 建設省令第 7 号） 

 
 

 
 

（１）測量法（昭和 24 年 6 月 3 日 法律第 188 号） 
（２）測量法施行令（昭和 24 年 8 月 31 日 政令第 322 号） 
（３）測量法施行規則（昭和 24 年 9 月 1 日 建設省令第 16 号） 
（４）国土調査法（昭和 26 年 6 月 1 日 法律第 180 号） 
（５）国土調査法施行令（昭和 27 年 3 月 31 日 政令第 59 号） 
（６）埼玉県公共測量作業規程【作業規程の準則（平成 20 年国土交通省告示第 413 号）

を準用】    （平成 21 年 1 月 19 日 国国地第 1007 号変更承認） 
（７）日本工業規格（ＪＩＳ）（工業標準化法 昭和 24 年 6 月 1 日 法律第 185 号） 
（８）計量法（平成 4 年 5 月 20 日法律第 51 号）【昭和 26 年法律第 207 号の全部を改正】 
（９）計量法施行令（平成 5 年 10 月 6 日 政令第 329 号） 

 
 

 
 

（１）河川法（昭和 39 年 7 月 10 日 法律第 167 号） 
（２）都市計画法（昭和 43 年 6 月 15 日 法律第 100 号） 
（３）土地区画整理法（昭和 29 年 5 月 20 日 法律第 119 号） 
（４）不動産登記法（平成 16 年 6 月 18 日法律第 123 号） 

【明治 32 年法律第 24 号の全部を改正】 
（５）不動産登記法施行細則（平成 17 年 2 月 18 日法務省令第 18 号） 

【明治 32 年司法省令第 11 号の全部を改正】 
（６）不動産登記事務取扱手続準則 

（平成 17 年 2 月 25 日法務省民事局第二課民事局長通達） 
（７）国有財産法（昭和 23 年 6 月 30 日 法律第 73 号） 
（８）地方交付税法（昭和 25 年 5 月 30 日 法律第 211 号） 
（９）その他 

    Ⅰ．境界測量 
     ①地籍図（国土庁）          ：  国土調査法 
     ②１７条地図（法務省）        ：  不動産登記法 
     ③道路敷地図（道路管理者）      ：  国有財産法 
     ④道路台帳（道路管理者）       ：  道路法 
 

 

  

7-1 主な参考法令等 

7-1-1 道路法関係 

7-1-2 測量関係 

7-1-3 その他 
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7-2 図式規程 

7-2-1 数値地形図データ取得分類基準表 
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（下
限

）
字

隔
（上

限
）

線
号

線
種

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮
⑯

⑰
⑱

⑲
⑳

㉑
㉒

㉓
㉔

㉕

番
号 ① ② ③ ④

コ
ー

ド
内

　
　

容

０
０

　
非

　
区

　
分

１
１

　
射

影
部

の
上

端

１
２

　
射

影
部

の
下

端

２
１

　
高

　
　

　
欄

２
２

　
橋

　
　

　
脚

２
３

　
親

　
　

　
柱

２
６

　
ガ

ー
ド

レ
ー

ル

２
７

　
ガ

ー
ド

パ
イ

プ

２
８

　
ガ

ー
ド

フ
ェ

ン
ス

２
９

　
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

３
１

　
中

　
庭

　
線

３
２

　
棟

　
割

　
線

３
３

　
階

　
層

　
線

３
４

　
外

付
階

段

３
５

　
ポ

ー
チ

　
・　

ひ
さ

し

４
６

　
へ

　
い

４
７

　
輸

送
管

７
２

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト杭

７
３

　
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
杭

７
４

　
金

属
プ

レ
ー

ト

７
５

　
金

属
鋲

９
９

　
表

現
補

助
デ

ー
タ

標
　準

　
分

　
類

表
　現

　
分

　
類

項
　

　
　

　
　

　
　

目

大
　　

　
分

　
　　

類

分
　

　
　

　
　

　
　類

　
石

段
等

の
両

端
部

、
崩

土
、壁

岩
、

滝
、

人
口

斜
面

、
被

覆
の

射
影

を
も

つ
も

の

⑤

　
作

業
規

程
の

準
則

　
　

公
共

測
量

標
準

図
式

に
準

じ
る

。

説
　

　
　

　
　

　
　

　
　

明

　
道

路
橋

、鉄
道

橋

図
　

形
　

区
　

分

デ ー タ タ イ プ

　
防

護
柵

　
建

　物

　
敷

地
内

の
建

物
と

建
物

の
境

及
び

建
物

外
周

な
ど

に
作

ら
れ

た
、

へ
い

に
適

用
す

る

　
輸

送
管

（空
中

）の
極

小

　
境

界
標

　
横

断
歩

道
橋

、
石

段
等

の
階

段
部

　
数

値
地

形
図

【デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

トの
図

形
区

分
に

準
じ

る
。

　
下

記
に

該
当

し
な

い
全

デ
ー

タ

備
　

　
　

　
　

　
　

考

図
式

の
見

方
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（下
限

）
字

隔
（上

限
）

線
号

線
種

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮
⑯

⑰
⑱

⑲
⑳

㉑
㉒

㉓
㉔

㉕

番
号 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

E1

⑬
E2

⑭
E3

⑮
E4

⑯
E5

⑰
E6

⑱
E7

⑲
E8

⑳
G

㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕

項
　

　
　

　
　

　
　

目
説

　
　

　
　

　
　

　
　

　
明

備
　

　
　

　
　

　
　

考

字
隔

（下
限

）

　
タ

ン
ク

等
の

う
ち

円
筒

状
や

球
状

の
地

物
に

つ
い

て
表

現
す

る
も

の
で

、
円

周
上

の
３

点
の

座
標

値
で

表
す

。

　
建

物
記

号
や

植
生

記
号

等
、

１
点

で
地

物
等

を
表

現
す

る
場

合
に

用
い

る
。

　
主

に
円

デ
ー

タ
が

図
郭

等
で

分
断

さ
れ

る
場

合
に

用
い

、
円

弧
上

の
始

点
、

中
間

点
、

終
点

の
３

点
の

座
標

値
で

表
す

。

デ ー タ タ イ プ

（ レ コ ー ド タ イ プ ）

面 線 円

円
　

　
弧

点

方
　

　
向

注
　

　
記

属
　

　
性

グ
リ

ッ
ト

次
　

　
　

　
元

字
　

　
大

字
隔

（上
限

）

線
　

　
号

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
字

隔
の

最
大

幅
（上

限
）。

　
入

力
す

る
線

の
線

号
（太

さ
）を

示
す

。
　

線
号

　
：　

１
号

は
、

０
．

０
５

ｍ
ｍ

。

線
　

　
種

名
　

　
　

　
称

　信
号

灯
、坑

口
等

、
点

デ
ー

タ
に

よ
っ

て
表

現
さ

れ
る

地
図

記
号

の
う

ち
、記

号
の

向
き

を
現

況
に

合
わ

せ
て

表
示

す
る

必
要

が
あ

る
も

の
は

、２
点

一
組

の
座

標
列

で
記

号
の

位
置

と
方

向
を

表
す

。

　
数

値
地

形
図

表
示

の
た

め
の

文
字

の
デ

ー
タ

で
あ

り
、

入
力

す
る

位
置

、
文

字
の

大
き

さ
、

文
字

等
の

間
隔

、
線

の
太

さ
等

の
デ

ー
タ

を
含

む
。

　
デ

ー
タ

利
用

を
目

的
と

し
て

、
特

定
の

事
項

に
つ

い
て

記
録

す
る

た
め

の
も

の
。

　
標

高
値

だ
け

の
デ

ー
タ

と
し

、
そ

の
並

び
順

に
よ

り
位

置
が

決
定

さ
れ

る
。

　
注

記
の

字
高

を
示

す
。

　
一

個
の

注
記

に
お

い
て

、
隣

接
す

る
文

字
と

文
字

の
間

隔
を

い
い

、
一

個
の

注
記

の
字

隔
は

す
べ

て
等

間
隔

と
す

る
。

　
字

隔
の

最
小

幅
（下

限
）。

適
　

　
　

　
用

図
　

　
　

　
式 取
得

方
法

　
図

面
出

力
時

の
図

（絵
）を

表
示

。

　
◇

各
図

形
に

対
す

る
取

得
方

法
を

示
す

。
　

◇
各

デ
ー

タ
で

矢
印

（→
）が

あ
る

も
の

は
、

入
力

方
向

が
有

る
こ

と
を

示
す

。
（⑰

の
方

向
欄

に
「1

」が
あ

る
も

の
）

　
◇

記
号

は
傾

き
０

°
で

表
示

。
　

◇
点

デ
ー

タ
で

傾
き

の
あ

る
も

の
（⑰

の
欄

に
「1

」が
あ

る
も

の
）は

ｙ軸
が

傾
向

を
示

す
。

　
　

　
（例

）
　 　

間
 断

 区
 分

　
作

業
規

程
の

準
則

に
準

じ
る

。

デ ー タ タ イ プ

　
作

業
規

程
の

準
則

に
準

じ
る

。

　
二

次
元

（X
・Y

）、
三

次
元

（X
・Y

・H
）の

区
分

　
建

物
等

の
閉

じ
た

図
形

と
し

て
表

現
す

る
も

の
で

、
始

点
か

ら
終

点
ま

で
の

連
続

し
た

座
標

列
で

表
し

、
始

点
と

終
点

は
同

一
座

標
と

す
る

。

　
始

点
か

ら
終

点
ま

で
の

連
続

し
た

座
標

列
で

表
す

。

　
（例

）　
建

物
名

称
の

字
隔

　
：　

１
/４

（下
限

）　
～

　
３

（上
限

）ま
で

の
ス

ペ
ー

ス
を

空
け

て
配

置
す

る
。

坑
口

【４
２

１
９

】の
場

合

２
点

目
方

向
点

１
点

目
記

号
挿

入
位

置

へ
い

（塀
）【

６
１

４
０

】の
場

合

こ
の

場
合

、
入

力
方

向
に

対
し

て
右

側
に

へ
い

の
記

号
が

出
力

時
に

発
生

す
る

こ
と

を
表

現
す

る
。

図
式

の
見

方
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

2
1
0
1

2
1
0
1

0
0

真
幅

道
路

 (
街

区
線

)【
管

理
路

線
】

　
路

肩
か

ら
路

肩
ま

で
の

道
路

。
幅

員
に

か
か

わ
ら

ず
全

て
の

道
路

を
表

示
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
1
0
1

2
1
0
1

0
1

真
幅

道
路

 (
街

区
線

）
 陰

線
【
管

理
路

線
】

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
1
0
6

2
1
0
6

0
0

庭
園

路
等

【
管

理
路

線
】

　
公

園
内

､工
場

敷
地

内
､墓

地
内

、
陸

上
競

技
場

の
競

走
路

、
飛

行
場

の
滑

走
路

等
の

特
定

の
区

域
内

に
お

け
る

道
路

で
、

幅
員

０
．

５
m

以
上

の
も

の
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2
1
0
6
0
0

2
1
0
6

2
1
0
6

0
1

庭
園

路
陰

線
【
管

理
路

線
】

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
1
0
6
0
0

2
1
0
7

2
1
0
7

0
0

ト
ン

ネ
ル

内
の

道
路

【
管

理
路

線
】

道
路

縁
線

を
取

得
（
終

端
は

、
原

則
と

し
て

閉
じ

な
い

）

　
道

路
の

地
下

部
を

い
い

、
そ

の
経

路
（
道

路
縁

）
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2
1
0
7
0
0

2
1
0
9

2
1
0
9

0
0

建
設

中
の

道
路

【
管

理
路

線
】

 道
路

縁
線

を
取

得
（
終

端
は

、
原

則
と

し
て

閉
じ

な
い

）
１

．
現

地
調

査
時

に
建

設
中

で
あ

っ
て

、
完

成
ま

で
に

１
年

以
上

を
要

す
る

道
路

縁
を

い
う

。
２

．
建

設
中

の
道

路
は

、
道

路
敷

き
の

外
縁

を
表

示
し

、
工

事
区

間
の

中
央

に
（
建

設
中

）
の

注
記

を
添

え
る

。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

3
.5

0
0

3
2
1
0
9
0
0

2
1
1
0

2
1
1
0

0
0

舗
装

界
・
舗

装
種

別
【
管

理
路

線
】

　
舗

装
の

種
別

が
変

わ
る

箇
所

に
境

目
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

1
0

0
1
.5

0
0

3

2
1
1
1

2
1
1
1

0
0

立
体

交
差

（
下

部
・
上

部
）
【
管

理
路

線
】

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
1
3
1

2
1
3
1

0
0

真
幅

道
路

 (
街

区
線

)【
そ

の
他

路
線

】
　

路
肩

か
ら

路
肩

ま
で

の
道

路
。

幅
員

に
か

か
わ

ら
ず

全
て

の
道

路
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

2
1
3
1

2
1
3
1

0
1

真
幅

道
路

 (
街

区
線

）
 陰

線
【
そ

の
他

路
線

】
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

2
1
3
6

2
1
3
6

0
0

庭
園

路
等

【
そ

の
他

路
線

】
　

公
園

内
､工

場
敷

地
内

､墓
地

内
、

陸
上

競
技

場
の

競
走

路
、

飛
行

場
の

滑
走

路
等

の
特

定
の

区
域

内
に

お
け

る
道

路
で

、
幅

員
０

．
５

m
以

上
の

も
の

を
表

示
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
1
0
6
0
0

2
1
3
6

2
1
3
6

0
1

庭
園

路
陰

線
【
そ

の
他

路
線

】
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
1
0
6
0
0

2
1
3
7

2
1
3
7

0
0

ト
ン

ネ
ル

内
の

道
路

【
そ

の
他

路
線

】

道
路

縁
線

を
取

得
（
終

端
は

、
原

則
と

し
て

閉
じ

な
い

）

　
道

路
の

地
下

部
を

い
い

、
そ

の
経

路
（
道

路
縁

）
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2
1
0
7
0
0

2
1
3
9

2
1
3
9

0
0

建
設

中
の

道
路

【
そ

の
他

路
線

】

 道
路

縁
線

を
取

得
（
終

端
は

、
原

則
と

し
て

閉
じ

な
い

）
１

．
現

地
調

査
時

に
建

設
中

で
あ

っ
て

、
完

成
ま

で
に

１
年

以
上

を
要

す
る

道
路

縁
を

い
う

。
２

．
建

設
中

の
道

路
は

、
道

路
敷

き
の

外
縁

を
表

示
し

、
工

事
区

間
の

中
央

に
（
建

設
中

）
の

注
記

を
添

え
る

。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

3
.5

0
0

3
2
1
0
9
0
0

2
1
4
0

2
1
4
0

0
0

舗
装

界
・
舗

装
種

別
【
そ

の
他

路
線

】
　

舗
装

の
種

別
が

変
わ

る
箇

所
に

境
目

を
表

示
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

2
1
4
1

2
1
4
1

0
0

立
体

交
差

（
下

部
・
上

部
）
【
そ

の
他

路
線

】
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

交 通 施 設

 道
路

縁
線

を
取

得

 道
路

縁
線

を
取

得

道 　 　 路

 道
路

縁
線

を
取

得

 道
路

縁
線

を
取

得

交
通

施
設
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

2
2
0
3

2
2
0
3

0
0

道
　

路
　

橋

 縁
線

を
取

得

　
鉄

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

の
橋

を
い

う
。

　
高

欄
・
橋

脚
部

分
は

真
形

を
表

示
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

3
.5

0
0

6

2
2
0
3

2
2
0
3

2
1

0
道

路
橋

（
高

欄
）

高
欄

 外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
0
3

2
2
0
3

2
2

0
道

路
橋

（
橋

脚
）

 橋
脚

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
0
3

2
2
0
3

2
3

0
道

路
橋

（
親

柱
）

 親
柱

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
0
4

2
2
0
4

0
0

木
　

橋

縁
線

を
取

得

　
木

製
の

橋
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

2
2
0
4

2
2
0
4

9
9

0
木

橋
（
ひ

開
部

）

 被
開

部
を

デ
ー

タ
で

取
得

し
て

表
示

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
0
5

2
2
0
5

0
0

徒
　

橋

 中
心

線
を

取
得

　
徒

歩
橋

を
表

示
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

2
2
0
5

2
2
0
5

9
9

0
徒

橋
（
ひ

開
部

）

 被
開

部
を

デ
ー

タ
で

取
得

し
て

表
示

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

2
2
0
6

2
2
0
6

0
0

桟
道

橋

 縁
線

を
取

得

　
斜

面
を

通
過

す
る

道
路

で
、

橋
げ

た
の

片
側

が
斜

面
に

接
し

、
反

対
側

が
橋

脚
に

な
っ

て
い

る
部

分
を

い
う

。
　

高
欄

・
橋

脚
部

分
は

真
形

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6

2
2
0
6

2
2
0
6

2
2

0
桟

道
橋

（
橋

脚
）

 橋
脚

　
外

周
を

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
1
1

2
2
1
1

0
0

横
断

歩
道

橋

 外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
人

、
自

転
車

等
が

道
路

又
は

鉄
道

を
横

断
す

る
た

め
に

構
築

さ
れ

た
歩

道
橋

を
い

う
。

　
歩

道
橋

の
支

柱
は

取
得

し
な

い
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
1
2

2
2
1
2

0
0

地
下

横
断

歩
道

 外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
人

、
自

転
車

等
が

道
路

又
は

鉄
道

を
横

断
す

る
た

め
に

構
築

さ
れ

た
地

下
道

を
い

い
、

経
路

の
明

確
な

も
の

を
表

示
す

る
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
1
2
0
0

2
2
1
3

2
2
1
3

0
0

歩
　

道

 車
道

と
の

界
線

を
取

得

　
道

路
縁

で
歩

道
を

有
す

る
部

分
は

、
幅

員
が

図
上

０
．

６
m

m
以

上
の

も
の

を
表

示
す

る
。

　
他

の
地

物
の

下
は

間
断

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

2
2
1
3

2
2
1
3

0
1

歩
道

陰
線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

交 通 施 設

道 路 施 設

交
通

施
設

 



付属資料 

 - 198 -

 

 
 

交
通

施
設

 



付属資料 

 - 199 -

 

 
 

大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

2
2
2
5

2
2
2
5

0
0

チ
ャ

ッ
タ

ー
バ

ー

道
路

鋲
の

中
心

位
置

を
点

で
取

得

2
0

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
2
6

2
2
2
6

0
0

分
離

帯

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
マ

ウ
ン

ド
ア

ッ
プ

ﾟし
た

道
路

の
分

離
帯

、
ロ

ー
タ

リ
ー

の
中

央
島

等
を

い
い

、
正

射
影

で
表

示
す

る
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
2
7

2
2
2
7

0
0

駒
止

め

道
路

側
の

縁
部

を
取

得

　
道

路
上

に
設

置
さ

れ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

、
始

点
・
折

れ
点

・
終

点
を

計
測

し
、

表
示

す
る

。
2

0
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
2
2
2
7
0
0

2
2
2
8

2
2
2
8

0
0

道
路

の
雪

覆
い

等

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
ロ

ッ
ク

シ
ェ

ッ
ド

(洞
門

)。
雪

崩
又

は
落

石
等

を
防

ぐ
た

め
に

道
路

上
に

設
置

さ
れ

た
も

の
を

い
う

。
2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2
2
2
8
0
0

2
2
3
1

2
2
3
1

0
0

側
溝

　
Ｕ

字
溝

無
蓋

縁
線

を
取

得

　
道

路
縁

に
設

け
ら

れ
た

有
蓋

の
U

字
溝

等
を

い
う

。
側

溝
の

外
周

を
取

得
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

2
2
3
2

2
2
3
2

0
0

側
溝

　
Ｕ

字
溝

有
蓋

 縁
線

を
取

得

　
道

路
縁

に
設

け
ら

れ
た

有
蓋

の
U

字
溝

等
を

い
う

。
側

溝
の

外
周

を
取

得
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3
2
2
3
2
0
0

2
2
3
3

2
2
3
3

0
0

側
溝

　
Ｌ

字
溝

縁
線

を
取

得

　
道

路
縁

に
設

け
ら

れ
た

有
蓋

の
U

字
溝

等
を

い
う

。
側

溝
の

外
周

を
取

得
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3
2
2
3
3
0
0

2
2
3
4

2
2
3
4

0
0

側
溝

地
下

部

地
下

経
路

　
縁

線
を

取
得

　
道

路
縁

に
設

け
ら

れ
た

U
字

溝
等

地
下

部
を

い
う

。
側

溝
の

外
周

を
取

得
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
3
4
0
0

2
2
3
5

2
2
3
5

0
0

雨
水

桝

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
道

路
縁

に
設

け
ら

れ
た

側
溝

に
付

随
し

て
設

置
さ

れ
た

雨
水

等
の

集
水

桝
を

い
う

。
　

た
だ

の
取

水
口

と
は

異
な

る
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
3
6

2
2
3
6

0
0

並
木

桝

外
周

を
取

得
（始

終
点

座
標

一
致

）

　
植

樹
保

護
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
枠

又
は

桝
の

外
周

を
取

得
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
3
8

2
2
3
8

0
0

並
　

木

並
木

の
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
植

樹
は

、
図

上
５

m
m

間
隔

で
取

得
し

、
並

木
は

そ
の

真
位

置
を

取
得

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

2
2
3
9

2
2
3
9

0
0

植
　

樹

並
木

の
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
街

路
樹

、
芝

地
等

の
植

栽
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

2
2
4
1

2
2
4
1

0
0

道
路

情
報

板

脚
の

位
置

の
点

情
報

と
標

識
の

向
き

を
取

得

　
単

独
で

道
路

情
報

板
と

し
て

あ
る

場
合

に
は

、
支

柱
位

置
を

取
得

し
て

道
路

中
心

線
に

直
角

に
表

示
す

る
。

　
L
E
D

、
電

光
式

の
標

識
を

含
む

。
2

0
0

0
0

0
1

1
0

0
0

0
0

3

2
2
4
2

2
2
4
2

0
0

道
路

標
識

　
案

内

脚
の

位
置

の
点

情
報

と
標

識
の

向
き

を
取

得

　
道

路
標

識
の

１
０

０
番

台
。

道
路

管
理

者
が

設
置

し
た

も
の

の
み

管
理

番
号

を
付

す
。

2
0

1
0

0
0

1
1

0
0

1
.5

0
0

3

2
2
4
3

2
2
4
3

0
0

道
路

標
識

　
警

戒

脚
の

位
置

の
点

情
報

と
標

識
の

向
き

を
取

得

　
道

路
標

識
の

２
０

０
番

台
。

道
路

管
理

者
が

設
置

し
た

も
の

の
み

管
理

番
号

を
付

す
。

2
0

1
0

0
0

1
1

0
0

1
.5

0
0

3

道 路 施 設

交 通 施 設

交
通

施
設
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

2
2
4
4

2
2
4
4

0
0

道
路

標
識

　
規

制

脚
の

位
置

の
点

情
報

と
標

識
の

向
き

を
取

得

　
道

路
標

識
の

３
０

０
番

台
。

警
察

管
轄

の
標

識
な

の
で

管
理

番
号

を
付

さ
な

い
。

2
0

1
0

0
0

1
1

0
0

1
.5

0
0

3

2
2
4
5

2
2
4
5

0
0

道
路

標
識

　
（
作

図
）
そ

の
１

　
案

内
標

識
に

つ
い

て
は

絵
柄

を
作

図
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
3

2
2
4
5

2
2
4
5

0
0

道
路

標
識

　
（
作

図
）
そ

の
２

　
案

内
標

識
に

つ
い

て
は

絵
柄

を
作

図
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

0
.5

0
0

3

2
2
4
6

2
2
4
6

0
0

信
号

灯

ポ
ー

ル
の

位
置

と
信

号
機

の
向

き
を

取
得

　
専

用
ポ

ー
ル

の
あ

る
信

号
灯

を
い

う
。

2
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
3

2
2
4
7

2
2
4
7

0
0

信
号

灯
　

専
用

ポ
ー

ル
の

な
い

も
の

信
号

機
の

位
置

と
向

き
を

取
得

　
電

柱
、

横
断

歩
道

橋
等

に
設

置
さ

れ
、

専
用

ポ
ー

ル
を

持
た

な
い

信
号

灯
を

い
う

。
2

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

3

2
2
4
8

2
2
4
8

0
0

埼
玉

県
管

理
照

明
灯

管
理

番
号

は
引

き
出

し
線

で
表

示
す

る

　
県

が
設

置
し

た
照

明
灯

を
取

得
し

、
管

理
番

号
を

注
記

す
る

。
2

0
1

0
0

1
0

1
0

0
1
.5

0
0

3

2
2
5
1

2
2
5
1

0
0

交
通

量
観

測
所

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
交

通
量

を
常

時
観

測
し

て
い

る
施

設
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

2
2
5
2

2
2
5
2

0
0

ス
ノ

ー
ポ

ー
ル

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
積

雪
時

に
道

路
縁

を
認

識
で

き
る

よ
う

に
設

置
さ

れ
て

い
る

ポ
ー

ル
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

2
2
5
3

2
2
5
3

0
0

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
交

差
点

又
は

屈
曲

路
に

設
置

さ
れ

て
い

る
確

認
鏡

の
う

ち
、

公
的

な
も

の
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

2
2
5
4

2
2
5
4

0
0

視
線

誘
導

標
　

デ
リ

ニ
ェ

ー
タ

ー
・
ポ

ス
ト

コ
ー

ン
な

ど
ド

ラ
イ

バ
ー

の
視

線
案

内
施

設
を

い
う

。
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
等

に
大

量
に

あ
る

場
合

は
適

宜
省

略
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
5
5

2
2
5
5

0
0

距
離

標
（
Ｋ

ｍ
）

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
起

点
か

ら
km

単
位

の
追

距
離

を
示

す
標

識
を

い
う

。
距

離
数

を
適

切
な

位
置

に
併

記
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
3

2
2
5
6

2
2
5
6

0
0

距
離

標
（
ｍ

）

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
起

点
か

ら
０

．
１

km
単

位
の

追
距

離
を

示
す

標
識

を
い

う
。

距
離

数
を

適
切

な
位

置
に

併
記

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

1
0

0
2

0
0

3

2
2
6
1

2
2
6
1

0
0

電
話

ボ
ッ

ク
ス

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
独

立
し

た
電

話
ボ

ッ
ク

ス
を

い
う

。
家

屋
の

形
を

し
た

も
の

は
真

形
で

、
通

常
の

電
話

ボ
ッ

ク
ス

は
記

号
の

み
表

示
す

る
。

2
1

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
6
2

2
2
6
2

0
0

郵
便

ポ
ス

ト

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
独

立
し

た
郵

便
ポ

ス
ト

で
、

記
号

の
み

真
位

置
に

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

2
2
6
3

2
2
6
3

0
0

火
災

報
知

機

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
独

立
し

た
火

災
報

知
機

で
、

記
号

の
み

真
位

置
に

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

道 路 施 設

交 通 施 設

5
3
名

-
U

-
7
5

交
通

施
設

 



付属資料 

 - 201 -

 

 
 
 

大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

2
2
8
1

2
2
8
1

0
0

交
通

遮
断

機

支
柱

位
置

を
取

得
し

道
路

中
心

線
は

直
角

に
表

示
す

る

2
0

0
0

0
1

1
0

0
0

0
0

0
3

2
2
8
2

2
2
8
2

0
0

ア
ー

チ
　

ポ
ー

ル

箱
状

の
も

の
は

、
真

形
を

、
パ

イ
プ

で
で

き
た

も
の

は
、

そ
の

線
分

を
取

得

2
0

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
2
8
3

2
2
8
3

0
0

IT
V

カ
メ

ラ

支
柱

位
置

を
取

得
し

道
路

中
心

線
は

直
角

に
表

示
す

る

2
0

0
0

0
1

1
0

0
0

0
0

0
3

2
2
8
4

2
2
8
4

0
0

ビ
ー

コ
ン

支
柱

位
置

を
取

得
し

道
路

中
心

線
は

直
角

に
表

示
す

る

　
V
IC

S
（
道

路
交

通
情

報
通

信
シ

ス
テ

ム
）
の

発
信

機
で

、
道

路
管

理
者

が
路

側
に

設
置

し
た

も
の

。
2

0
0

0
0

1
1

0
0

0
0

0
0

3

2
3
0
1

2
3
0
1

0
0

普
通

鉄
道

レ
ー

ル
を

取
得

す
る

　
鉄

道
事

業
法

又
は

、
軌

道
法

に
基

づ
い

て
運

行
さ

れ
て

い
る

鉄
道

で
、

特
殊

軌
道

及
び

索
道

を
除

い
た

も
の

を
表

示
す

る
。

引
き

込
み

線
駅

構
内

線
等

は
本

線
と

同
じ

記
号

で
表

示
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
8

2
3
0
1

2
3
0
1

0
1

普
通

鉄
道

陰
線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
3
0
2

2
3
0
2

0
0

地
下

鉄
地

上
部

レ
ー

ル
を

取
得

す
る

　
地

方
自

治
体

ま
た

は
そ

れ
に

代
わ

る
法

人
（
東

京
メ

ト
ロ

等
）
が

運
営

す
る

、
主

に
地

下
を

走
る

鉄
道

の
軌

道
が

、
地

上
部

に
出

て
い

る
も

の
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8

2
3
0
3

2
3
0
3

0
0

路
面

の
鉄

道

レ
ー

ル
を

取
得

す
る

　
主

に
道

路
上

に
敷

設
さ

れ
た

軌
道

(併
用

軌
道

)を
走

行
す

る
電

車
。

主
と

し
て

路
面

上
か

ら
直

接
乗

り
降

り
で

き
る

車
両

運
行

さ
れ

る
鉄

道
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8

2
3
0
4

2
3
0
4

0
0

モ
ノ

レ
ー

ル

中
心

線
を

取
得

　
車

両
が

一
本

の
軌

道
桁

に
胡

座
又

は
懸

垂
し

て
走

行
す

る
鉄

道
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
2
3
0
4
0
0

2
3
0
5

2
3
0
5

0
0

特
殊

鉄
道

レ
ー

ル
を

取
得

す
る

　
モ

ノ
レ

ー
ル

、
鋼

索
鉄

道
、

普
通

鉄
道

と
接

続
し

な
い

工
場

等
、

特
定

の
地

区
内

の
鉄

道
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
2
3
0
5
0
0

2
3
0
6

2
3
0
6

0
0

索
　

道

中
心

線
を

取
得

　
空

中
ケ

ー
ブ

ル
ﾙ

、
ス

キ
ー

リ
フ

ト
、

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ヤ
ー

等
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2
3
0
6
0
0

2
3
0
9

2
3
0
9

0
0

建
設

中
の

鉄
道

外
周

を
取

得
　

完
成

時
ま

で
に

開
通

見
込

み
の

も
の

は
、

完
了

時
の

鉄
道

で
表

示
す

る
。

鉄
道

敷
の

周
縁

を
表

示
し

、
工

事
区

間
の

中
央

部
又

は
末

端
に

（
建

設
中

）
を

注
記

す
る

。
廃

棄
路

線
も

同
様

に
注

記
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

3
.5

0
0

3
2
3
0
9
0
0

2
3
1
1

2
3
1
1

0
0

ト
ン

ネ
ル

内
の

鉄
道

　
普

通
鉄

道

レ
ー

ル
を

取
得

す
る

　
普

通
鉄

道
の

地
下

部
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
2
3
1
1
0
0

2
3
1
2

2
3
1
2

0
0

地
下

鉄
地

下
部

レ
ー

ル
を

取
得

す
る

　
地

下
鉄

の
地

下
部

分
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
2
3
1
2
0
0

2
3
1
3

2
3
1
3

0
0

ト
ン

ネ
ル

内
の

鉄
道

　
路

面
電

車

レ
ー

ル
を

取
得

す
る

　
路

面
電

車
の

地
下

部
分

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
8

2
3
1
3
0
0

鉄 　 道

交 通 施 設

道 路 施 設

交
通

施
設
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

2
3
1
4

2
3
1
4

0
0

ト
ン

ネ
ル

内
の

鉄
道

　
モ

ノ
レ

ー
ル

中
心

線
を

取
得

　
モ

ノ
レ

ー
ル

の
地

下
部

分
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
2
3
1
4
0
0

2
3
1
5

2
3
1
5

0
0

ト
ン

ネ
ル

内
の

鉄
道

　
特

殊
鉄

道

レ
ー

ル
を

取
得

す
る

　
特

殊
鉄

道
の

地
下

部
分

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

2
3
1
5
0
0

2
4
0
1

2
4
0
1

0
0

鉄
道

橋
(高

架
部

)

橋
　

縁
線

を
取

得

　
図

上
１

５
．

０
ｍ

ｍ
以

上
の

も
の

は
外

側
に

半
円

(ラ
イ

ン
)

を
補

助
デ

ー
タ

と
し

て
入

力
す

る
。

鉄
道

橋
（
高

架
部

）
は

縁
線

を
取

得
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

2
4
0
1

2
4
0
1

2
2

0
鉄

道
橋

(高
架

部
)（

橋
脚

）

 橋
脚

 縁
線

を
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
4
1
1

2
4
1
1

0
0

跨
線

橋

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
駅

構
内

の
鉄

道
を

横
断

す
る

た
め

に
構

築
さ

れ
た

橋
を

い
う

。
2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

2
4
1
2

2
4
1
2

0
0

地
下

通
路

地
下

経
路

　
縁

線
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
乗

降
客

が
鉄

道
を

横
断

す
る

た
め

に
構

築
さ

れ
た

地
下

道
を

い
う

。
2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2
4
1
2
0
0

2
4
1
9

2
4
1
9

0
0

鉄
道

の
ト

ン
ネ

ル
（
極

小
の

場
合

は
記

号
）

真
形

　
坑

口
部

分
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
　

普
通

鉄
道

及
び

特
殊

軌
道

の
ト

ン
ネ

ル
の

出
入

口
を

い
う

。
建

設
中

の
ト

ン
ネ

ル
の

出
入

口
は

明
確

な
場

合
に

表
示

す
る

。
2

1
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

3

2
4
1
9

2
4
1
9

0
0

真
形

　
坑

口
部

分
の

外
周

を
取

得

2
4
1
9

2
4
1
9

0
0

極
小

　
中

央
位

置
の

点
と

方
向

を
取

得

2
4
2
1

2
4
2
1

0
0

停
留

所
（
極

小
の

場
合

は
記

号
）

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
停

留
所

と
は

、
路

面
鉄

道
の

駅
を

い
う

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

2
4
2
4

2
4
2
4

0
0

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
駅

構
内

で
乗

降
用

に
足

場
を

高
く
し

た
構

造
物

を
い

う
。

建
物

内
に

あ
る

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
は

表
示

し
な

い
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
4
2
5

2
4
2
5

0
0

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
上

屋

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

上
に

建
造

さ
れ

た
雨

よ
け

等
の

屋
根

を
い

う
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
4
2
5
0
0

2
4
2
6

2
4
2
6

0
0

モ
ノ

レ
ー

ル
橋

脚

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
モ

ノ
レ

ー
ル

の
橋

脚
を

い
う

。
2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

2
4
2
8

2
4
2
8

0
0

鉄
道

の
雪

覆
い

等

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
雪

崩
又

は
落

石
等

を
防

ぐ
た

め
に

鉄
道

上
に

設
置

さ
れ

た
も

の
を

い
う

。
2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2
4
2
8
0
0

交 通 施 設

鉄 道 施 設

交
通

施
設
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

3
0
0
1

3
0
0
1

0
0

普
通

建
物

外
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
1

3
0
0
1

0
1

普
通

建
物

陰
線

外
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
0
0
1

3
0
0
1

3
1

0
普

通
建

物
（
中

庭
線

）

中
庭

線
　

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
1

3
0
0
1

3
2

0
普

通
建

物
（
棟

割
線

）

棟
割

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
1

3
0
0
1

3
3

0
普

通
建

物
（
階

層
線

）

階
層

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
1

3
0
0
1

3
4

0
普

通
建

物
（
外

付
階

段
）

外
付

階
段

（
縁

部
）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
1

3
0
0
1

3
5

0
普

通
建

物
（
ポ

ー
チ

・
ひ

さ
し

）

ポ
ー

チ
・
ひ

さ
し

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
1

3
0
0
1

9
9

0
普

通
建

物
（
外

付
階

段
線

）

外
付

階
段

（
階

段
線

）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
2

3
0
0
2

0
0

堅
ろ

う
建

物

外
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
2

3
0
0
2

0
1

堅
ろ

う
建

物
陰

線

外
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
0
0
2

3
0
0
2

3
1

0
堅

ろ
う

建
物

（
中

庭
線

）

中
庭

線
　

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
2

3
0
0
2

3
2

0
堅

ろ
う

建
物

（
棟

割
線

）

棟
割

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
2

3
0
0
2

3
3

0
堅

ろ
う

建
物

（
階

層
線

）

階
層

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
2

3
0
0
2

3
4

0
堅

ろ
う

建
物

（
外

付
階

段
）

外
付

階
段

（
縁

部
）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
2

3
0
0
2

3
5

0
堅

ろ
う

建
物

（
ポ

ー
チ

・
ひ

さ
し

）

ポ
ー

チ
・
ひ

さ
し

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
2

3
0
0
2

9
9

0
堅

ろ
う

建
物

（
外

付
階

段
線

）

外
付

階
段

（
階

段
線

）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

　
３

階
未

満
及

び
、

３
階

以
上

の
木

造
建

物
。

屋
根

が
あ

り
、

３
方

を
壁

で
囲

ま
れ

、
基

礎
が

あ
る

も
の

。
仮

設
の

プ
レ

ハ
ブ

、
基

礎
の

な
い

物
置

で
あ

っ
て

も
表

示
。

　
普

通
建

物
が

堅
ろ

う
建

物
に

付
属

す
る

場
合

、
普

通
無

壁
舎

が
普

通
建

物
に

付
属

す
る

場
合

は
、

閉
じ

た
ラ

イ
ン

で
取

得
。

　
棟

割
が

必
要

な
場

合
は

同
じ

コ
ー

ド
で

取
得

。
建

物
の

形
状

等
に

よ
り

、
中

庭
線

（
３

１
）
、

棟
割

線
（
３

２
）
、

階
層

線
（
３

３
）
、

外
付

け
階

段
（
３

４
）
、

ポ
ー

チ
・
ひ

さ
し

（
３

５
）
の

図
形

区
分

で
取

得
。

　
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
建

築
さ

れ
て

い
て

３
階

以
上

ま
た

は
３

階
相

当
の

高
さ

の
あ

る
建

物
。

　
堅

ろ
う

建
物

が
普

通
建

物
に

付
属

す
る

場
合

、
普

通
無

壁
舎

が
堅

ろ
う

建
物

に
付

属
す

る
場

合
は

、
閉

じ
た

ラ
イ

ン
で

取
得

。
棟

割
が

必
要

な
場

合
は

同
じ

コ
ー

ド
で

取
得

。

　
建

物
の

形
状

等
に

よ
り

、
中

庭
線

（
３

１
）
、

棟
割

線
（
３

２
）
、

階
層

線
（
３

３
）
、

外
付

け
階

段
（
３

４
）
、

ポ
ー

チ
・
ひ

さ
し

（
３

５
）
の

図
形

区
分

で
取

得
。

建 　 物 　 等

建 　 物

建
物

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

3
0
0
3

3
0
0
3

0
0

普
通

無
壁

舎

外
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
3
0
0

3
0
0
3

3
0
0
3

0
1

普
通

無
壁

舎
陰

線

外
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
0
0
3

3
0
0
3

3
1

0
普

通
無

壁
舎

（
中

庭
線

）

中
庭

線
　

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
3
0
0

3
0
0
3

3
0
0
3

3
2

0
普

通
無

壁
舎

（
棟

割
線

）

棟
割

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
3
0
0

3
0
0
3

3
0
0
3

3
3

0
普

通
無

壁
舎

（
階

層
線

）

階
層

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
3
0
0

3
0
0
3

3
0
0
3

3
4

0
普

通
無

壁
舎

（
外

付
階

段
）

外
付

階
段

（
縁

部
）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
3
0
0

3
0
0
3

3
0
0
3

3
5

0
普

通
無

壁
舎

（
ポ

ー
チ

・
ひ

さ
し

）

ポ
ー

チ
・
ひ

さ
し

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
3
0
0

3
0
0
3

3
0
0
3

9
9

0
普

通
無

壁
舎

（
外

付
階

段
線

）

外
付

階
段

（
階

段
線

）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
0
0
3
0
0

3
0
0
4

3
0
0
4

0
0

堅
ろ

う
無

壁
舎

外
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
4
0
0

3
0
0
4

3
0
0
4

0
1

堅
ろ

う
無

壁
舎

陰
線

外
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
0
0
4
0
0

3
0
0
4

3
0
0
4

3
1

0
堅

ろ
う

無
壁

舎
（
中

庭
線

）

中
庭

線
　

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
4
0
0

3
0
0
4

3
0
0
4

3
2

0
堅

ろ
う

無
壁

舎
（
棟

割
線

）

棟
割

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
4
0
0

3
0
0
4

3
0
0
4

3
3

0
堅

ろ
う

無
壁

舎
（
階

層
線

）

階
層

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
4
0
0

3
0
0
4

3
0
0
4

3
4

0
堅

ろ
う

無
壁

舎
（
外

付
階

段
）

外
付

階
段

（
縁

部
）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
4
0
0

3
0
0
4

3
0
0
4

3
5

0
堅

ろ
う

無
壁

舎
（
ポ

ー
チ

・
ひ

さ
し

）

ポ
ー

チ
・
ひ

さ
し

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
4
0
0

3
0
0
4

3
0
0
4

9
9

0
堅

ろ
う

無
壁

舎
（
外

付
階

段
線

）

外
付

階
段

（
階

段
線

）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
0
0
4
0
0

　
側

壁
の

な
い

堅
ろ

う
建

物
で

３
階

以
上

ま
た

は
３

階
相

当
の

高
さ

の
も

の
を

表
示

す
る

。

建 　 物 　 等

建 　 物

　
側

壁
の

な
い

建
物

、
温

室
、

畜
舎

等
を

表
示

。
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

上
屋

を
含

む
。

建
物

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

3
4
0
1

3
4
0
1

0
0

門

門
柱

の
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小

　
石

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

煉
瓦

等
で

で
き

た
堅

牢
な

門
柱

を
有

す
る

も
の

で
、

特
に

構
造

の
大

き
な

も
の

を
い

う
。

2
1

1
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
3

3
4
0
2

3
4
0
2

0
0

屋
　

門

建
物

の
中

の
道

路
縁

線
を

取
得

　
建

物
の

一
部

が
道

路
に

供
さ

れ
て

い
る

も
の

を
い

う
。

　
神

社
・
仏

閣
等

の
規

模
の

大
き

な
も

の
に

つ
い

て
は

、
外

形
を

普
通

建
物

で
取

得
し

、
通

路
部

を
屋

門
の

コ
ー

ド
で

取
得

す
る

。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
4
0
2
0
0

3
4
0
3

3
4
0
3

0
0

た
た

き

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
等

、
広

範
囲

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

覆
わ

れ
た

も
の

を
い

う
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
4
0
3

3
4
0
3

9
9

0
た

た
き

（
射

影
記

号
）

内
部

り
ん

形
点

を
デ

ー
タ

で
取

得
し

て
表

示

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

3
4
0
4

3
4
0
4

0
0

プ
ー

ル

水
部

と
の

境
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
説

明
注

記
　

図
郭

に
対

し
て

平
行

垂
直

入
力

　
人

工
の

遊
泳

施
設

を
い

う
。

た
だ

し
、

屋
内

の
も

の
は

除
く
。

2
1

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
3

3
5
0
3

3
5
0
3

0
0

官
公

署

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
外

国
公

館
等

を
含

む
官

公
署

に
つ

い
て

は
、

注
記

で
表

示
す

る
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
0
4

3
5
0
4

0
0

裁
判

所

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
裁

判
所

（
支

所
を

含
む

）
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
0
5

3
5
0
5

0
0

検
察

庁

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
検

察
庁

(支
所

を
含

む
)注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
0
7

3
5
0
7

0
0

税
務

署

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
税

務
署

（
国

税
局

を
含

む
）
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
0
8

3
5
0
8

0
0

税
　

関

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
税

関
を

い
う

。
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
0
9

3
5
0
9

0
0

郵
便

局

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

簡
易

郵
便

局
、

建
物

の
一

部
に

あ
る

も
の

は
記

号
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
1
0

3
5
1
0

0
0

森
林

管
理

署

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

た
だ

し
、

市
街

地
等

に
お

い
て

重
要

な
地

物
を

抹
消

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
記

号
で

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

4

3
5
1
1

3
5
1
1

0
0

測
候

所

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
1
2

3
5
1
2

0
0

地
方

整
備

局
事

務
所

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
国

土
交

通
省

○
○

事
務

所
な

ど
の

注
記

を
原

則
と

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

4

3
5
1
3

3
5
1
3

0
0

出
張

所

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
国

土
交

通
省

○
○

事
務

所
、

出
張

所
な

ど
の

注
記

を
原

則
と

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

4

建 物 に 付 属 す る 構 造 物 建 物 記 号

建 　 物 　 等

建
物

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

3
5
1
4

3
5
1
4

0
0

警
察

署

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
1
5

3
5
1
5

0
0

交
　

番

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
警

察
法

に
よ

る
交

番
そ

の
他

の
派

出
所

及
び

駐
在

所
を

い
う

。
記

号
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
1
6

3
5
1
6

0
0

消
防

署

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

消
防

分
団

は
記

号
表

示
。

ま
た

、
規

模
の

小
さ

い
器

具
置

場
は

不
要

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

4

3
5
1
7

3
5
1
7

0
0

職
業

安
定

所

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
1
8

3
5
1
8

0
0

土
木

事
務

所

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
地

方
公

共
団

体
に

お
け

る
土

木
事

務
所

、
工

営
所

。
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
1
9

3
5
1
9

0
0

役
場

支
所

及
び

出
張

所

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
2
1

3
5
2
1

0
0

神
　

社

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

規
模

の
小

さ
い

も
の

は
記

号
表

示
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
2
2

3
5
2
2

0
0

寺
　

院

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
2
3

3
5
2
3

0
0

ｷ
ﾘｽ

ﾄ教
会

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
大

規
模

な
そ

の
他

宗
教

団
体

は
注

記
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
2
4

3
5
2
4

0
0

学
　

校

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

高
校

は
、

県
立

、
私

立
を

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

4

3
5
2
5

3
5
2
5

0
0

幼
稚

園
・
保

育
園

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
2
6

3
5
2
6

0
0

公
会

堂
・
公

民
館

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
2
7

3
5
2
7

0
0

博
物

館

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
2
8

3
5
2
8

0
0

図
書

館

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

3
5
2
9

3
5
2
9

0
0

美
術

館

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

建 物 記 号

建 　 物 　 等

建
物

等
 



付属資料 

 - 207 -

 

 
 

建
物

等
 



付属資料 

 - 208 -

 

 
 

大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

4
1
0
1

4
1
0
1

0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
（
未

分
類

）

蓋
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

点
位

置
情

報
を

取
得

　
マ

ン
ホ

ー
ル

を
分

類
し

な
い

場
合

に
表

示
す

る
。

2
1

1
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
1
1

4
1
1
1

0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
共

同
溝

蓋
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

点
位

置
情

報
を

取
得

　
共

同
溝

な
ど

の
マ

ン
ホ

ー
ル

を
い

う
。

2
1

1
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
1
9

4
1
1
9

0
0

有
線

柱
　

有
線

専
用

の
電

柱
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
1
1
9

4
1
1
9

9
9

0
有

線
柱

電
線

方
向

線
2

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

3

4
1
2
1

4
1
2
1

0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
（
ガ

ス
）

蓋
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

点
位

置
情

報
を

取
得

　
ガ

ス
施

設
の

マ
ン

ホ
ー

ル
を

い
う

。
○

以
外

の
形

や
６

０
c
m

以
上

の
物

は
真

形
を

取
得

し
注

記
、

そ
れ

以
外

の
も

の
は

記
号

で
表

示
。

2
1

1
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
3
1

4
1
3
1

0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
（
電

話
）

蓋
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

点
位

置
情

報
を

取
得

　
電

話
施

設
の

マ
ン

ホ
ー

ル
を

い
う

。
○

以
外

の
形

や
６

０
c
m

以
上

の
物

は
真

形
を

取
得

し
注

記
、

そ
れ

以
外

の
も

の
は

記
号

で
表

示
。

2
1

1
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
3
2

4
1
3
2

0
0

電
話

柱
　

電
話

専
用

の
電

柱
を

い
う

。
支

線
、

支
柱

は
除

く
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
3

4
1
3
2

4
1
3
2

9
9

0
電

話
柱

電
線

方
向

線
2

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

3

4
1
4
1

4
1
4
1

0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
（
電

気
）

蓋
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

点
位

置
情

報
を

取
得

　
ハ

ン
ド

ホ
ー

ル
を

含
む

。
○

以
外

の
形

や
６

０
c
m

以
上

の
物

は
真

形
を

取
得

し
注

記
、

そ
れ

以
外

の
も

の
は

記
号

で
表

示
。

2
1

1
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
4
2

4
1
4
2

0
0

電
力

柱
　

電
話

、
有

線
が

併
設

さ
れ

て
い

る
も

の
を

含
む

。
支

線
、

支
柱

は
除

く
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
3

4
1
4
2

4
1
4
2

9
9

0
電

力
柱

電
線

方
向

線
2

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

3

4
1
5
1

4
1
5
1

0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
（
下

水
）

蓋
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

点
位

置
情

報
を

取
得

　
汚

水
、

雨
水

排
出

の
マ

ン
ホ

ー
ル

を
い

う
。

○
以

外
の

形
や

６
０

c
m

以
上

の
物

は
真

形
を

取
得

し
注

記
、

そ
れ

以
外

の
も

の
は

記
号

で
表

示
。

2
1

1
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
6
1

4
1
6
1

0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
（
水

道
）

蓋
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

点
位

置
情

報
を

取
得

　
上

水
道

施
設

の
マ

ン
ホ

ー
ル

を
い

う
。

○
以

外
の

形
や

６
０

c
m

以
上

の
物

は
真

形
を

取
得

し
注

記
、

そ
れ

以
外

の
も

の
は

記
号

で
表

示
。

制
水

弁
等

は
マ

ン
ホ

ー
ル

で
は

な
い

。

2
1

1
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
7
1

4
1
7
1

0
0

C
A

B
　

昭
和

6
1
年

～
平

成
6
年

ご
ろ

行
わ

れ
て

い
た

工
法

で
、

歩
道

に
ｺﾝ

ｸ
ﾘｰ

ﾄB
O

X
(１

m
×

１
m

)の
蓋

式
構

造
で

構
築

し
電

線
,通

信
ケ

ー
ブ

ル
等

を
地

中
化

し
た

も
の

。
2

0
1

0
0

0
0

1
0

0
1
.5

0
0

3

4
1
8
1

4
1
8
1

0
0

配
電

設
備

　
配

電
ﾎ

ﾞｯ
ｸ
ｽ

、
C

.C
.B

O
X
の

地
上

設
備

等
中

央
に

、
説

明
用

注
記

を
表

示
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

柱
の

位
置

と
架

線
の

方
向

を
取

得
架

線
が

無
い

場
合

は
点

で
取

得

柱
の

位
置

と
架

線
の

方
向

を
取

得
架

線
が

無
い

場
合

は
点

で
取

得

小 　 物 　 体

柱
の

位
置

と
架

線
の

方
向

を
取

得
架

線
が

無
い

場
合

は
点

で
取

得

公 共 施 設

小
物

体
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

4
1
9
1

4
1
9
1

0
0

情
報

マ
ン

ホ
ー

ル

情
報

管
路

用
マ

ン
ホ

ー
ル

。
マ

ン
ホ

ー
ル

の
み

の
場

合
は

記
号

で
、

地
面

か
ら

本
体

が
突

き
出

て
い

る
場

合
は

そ
の

外
周

を
実

線
2

0
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
1
9
3

4
1
9
3

0
0

防
火

水
槽

マ
ン

ホ
ー

ル
の

み
の

場
合

は
記

号
で

、
地

面
か

ら
本

体
が

突
き

出
て

い
る

場
合

は
そ

の
外

周
を

実
線

2
0

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
9
4

4
1
9
4

0
0

非
常

電
話

非
常

連
絡

用
電

話
真

位
置

を
取

得

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
1
9
5

4
1
9
5

0
0

非
常

通
報

装
置

非
常

通
報

装
置

真
位

置
を

取
得

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
0
1

4
2
0
1

0
0

墓
　

碑

台
座

が
あ

る
も

の
は

、
台

座
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
記

号
の

表
示

位
置

の
点

情
報

を
取

得
　

墓
碑

は
、

独
立

し
て

１
個

又
は

数
個

が
存

在
し

、
墓

地
と

し
て

表
示

で
き

な
い

場
合

に
表

示
す

る
。

　
墓

地
は

そ
の

範
囲

を
他

の
地

物
縁

で
表

現
で

き
な

い
と

き
は

植
生

界
で

囲
む

。

2
1

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
0
2

4
2
0
2

0
0

記
念

碑

台
座

が
あ

る
も

の
は

、
台

座
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
記

号
の

表
示

位
置

の
点

情
報

を
取

得
　

記
念

碑
の

う
ち

主
要

な
も

の
を

い
う

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
0
3

4
2
0
3

0
0

立
　

像

台
座

が
あ

る
も

の
は

、
台

座
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
記

号
の

表
示

位
置

の
点

情
報

を
取

得
　

銅
像

、
石

造
等

で
、

主
要

な
も

の
を

い
う

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
0
4

4
2
0
4

0
0

路
傍

祠

台
座

が
あ

る
も

の
は

、
台

座
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
記

号
の

表
示

位
置

の
点

情
報

を
取

得
　

著
名

な
も

の
又

は
好

目
標

に
な

る
も

の
を

い
う

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
0
5

4
2
0
5

0
0

灯
ろ

う

台
座

が
あ

る
も

の
は

、
台

座
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
記

号
の

表
示

位
置

の
点

情
報

を
取

得
　

規
模

が
大

き
な

も
の

を
表

示
す

る
。

灯
ろ

う
が

連
続

し
て

存
在

す
る

場
合

は
適

宜
省

略
し

て
表

示
す

る
。

2
1

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
0
6

4
2
0
6

0
0

狛
　

犬

台
座

が
あ

る
も

の
は

、
台

座
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
記

号
の

表
示

位
置

の
点

情
報

を
取

得
　

主
要

な
も

の
を

表
示

す
る

。
2

1
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

3

4
2
0
7

4
2
0
7

0
0

鳥
居

（
極

小
の

場
合

は
記

号
）

脚
は

外
周

を
取

得
横

線
は

、
射

影
の

中
心

線
を

取
得

極
小

　
中

央
位

置
の

点
と

方
向

を
取

得
　

神
社

の
参

道
等

に
建

造
さ

れ
て

い
る

門
状

の
建

造
物

を
い

う
。

大
型

の
も

の
は

真
形

で
取

得
す

る
。

2
0

1
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
3

4
2
1
1

4
2
1
1

0
0

官
民

境
界

杭

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
公

有
地

と
私

有
地

を
区

別
す

る
た

め
に

設
置

さ
れ

た
杭

を
い

う
。

　
図

上
表

示
し

た
境

界
。

（
座

標
を

持
た

な
い

境
界

杭
）

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

4
2
1
2

4
2
1
2

7
2

0
既

存
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

位
置

の
点

情
報

を
取

得

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

4
2
1
2

4
2
1
2

7
3

0
既

存
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
杭

位
置

の
点

情
報

を
取

得

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

4
2
1
2

4
2
1
2

7
4

0
既

存
金

属
プ

レ
ー

ト

位
置

の
点

情
報

を
取

得

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

小 　 物 　 体

公 共 施 設 そ の 他 の 小 物 体

小
物

体
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

4
2
1
2

4
2
1
2

7
5

0
既

存
金

属
鋲

位
置

の
点

情
報

を
取

得

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

4
2
1
5

4
2
1
5

0
0

消
火

栓

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
消

防
用

に
設

置
さ

れ
た

水
道

栓
の

う
ち

、
平

面
状

の
も

の
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
1
6

4
2
1
6

0
0

消
火

栓
　

立
型

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
消

火
栓

の
う

ち
、

地
上

に
突

出
し

た
形

状
の

も
の

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
1
7

4
2
1
7

0
0

地
下

喚
起

孔

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
記

号
の

表
示

位
置

の
点

情
報

を
取

得

　
地

下
通

路
、

地
下

鉄
等

の
換

気
用

に
設

け
ら

れ
た

換
気

口
を

い
う

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
1
9

4
2
1
9

0
0

坑
口

（
極

小
の

場
合

は
記

号
）

真
形

　
坑

口
部

分
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
　

鉱
坑

の
入

口
及

び
河

川
が

地
下

に
出

入
り

す
る

部
分

に
表

示
す

る
。

一
条

河
川

が
道

路
又

は
鉄

道
と

交
会

す
る

部
分

に
お

け
る

坑
口

の
記

号
は

表
示

し
な

い
。

2
1

1
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
3

真
形

　
坑

口
部

分
の

外
周

を
取

得

極
小

　
中

央
位

置
の

点
と

方
向

を
取

得

4
2
2
1

4
2
2
1

0
0

独
立

樹
(広

葉
樹

)

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
著

名
な

も
の

を
表

示
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
2
2

4
2
2
2

0
0

独
立

樹
(針

葉
樹

)

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
著

名
な

も
の

を
表

示
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
2
3

4
2
2
3

0
0

噴
　

水

真
形

　
構

造
物

の
外

周
を

線
情

報
で

取
得

　
　

　
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
鑑

賞
用

に
水

を
噴

出
さ

せ
る

設
備

を
い

う
。

2
1

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
2
4

4
2
2
4

0
0

井
　

戸

真
形

　
構

造
物

の
外

周
を

線
情

報
で

取
得

　
　

　
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
地

下
水

を
く
み

上
げ

て
利

用
す

る
施

設
を

い
う

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
2
5

4
2
2
5

0
0

油
井

・
ｶ
ﾞｽ

井

真
形

　
構

造
物

の
外

周
を

線
情

報
で

取
得

　
　

　
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
現

在
採

取
中

で
、

目
標

と
な

る
施

設
を

有
す

る
も

の
を

表
示

す
る

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
2
6

4
2
2
6

0
0

貯
水

槽

真
形

　
構

造
物

の
外

周
を

線
情

報
で

取
得

　
　

　
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
水

を
利

用
す

る
た

め
に

蓄
え

た
貯

水
槽

を
い

う
。

2
1

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
2
7

4
2
2
7

0
0

肥
料

槽

真
形

　
構

造
物

の
外

周
を

線
情

報
で

取
得

　
　

　
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
肥

料
を

蓄
え

る
た

め
に

建
造

さ
れ

た
も

の
を

い
う

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
2
8

4
2
2
8

0
0

起
重

機

真
形

　
構

造
物

の
外

周
を

線
情

報
で

取
得

　
　

　
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

記
号

の
表

示
位

置
の

点
情

報
を

取
得

　
常

設
の

も
の

を
い

う
。

移
動

範
囲

を
区

域
界

で
表

示
。

2
1

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

小 　 物 　 体

そ の 他 の 小 物 体

小
物

体
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

4
2
5
2

4
2
5
2

0
0

流
量

観
測

所

真
形

　
基

部
の

外
周

を
取

得
　

　
　

（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

中
央

位
置

を
点

情
報

で
取

得
　

流
量

観
測

所
を

い
い

、
す

べ
て

注
記

を
併

記
す

る
。

河
川

図
以

外
に

つ
い

て
は

、
小

規
模

の
も

の
は

省
略

す
る

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
5
3

4
2
5
3

0
0

雨
量

観
測

所

真
形

　
基

部
の

外
周

を
取

得

　
　

　
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

中
央

位
置

を
点

情
報

で
取

得
　

雨
量

観
測

所
を

い
い

、
す

べ
て

注
記

を
併

記
す

る
。

河
川

図
以

外
に

つ
い

て
は

、
小

規
模

の
も

の
は

省
略

す
る

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
5
4

4
2
5
4

0
0

水
質

観
測

所

真
形

　
基

部
の

外
周

を
取

得
　

　
　

（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

中
央

位
置

を
点

情
報

で
取

得
　

水
質

観
測

所
を

い
い

、
す

べ
て

注
記

を
併

記
す

る
。

河
川

図
以

外
に

つ
い

て
は

、
小

規
模

の
も

の
は

省
略

す
る

。
2

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

4
2
5
5

4
2
5
5

0
0

波
浪

観
測

所

真
形

　
基

部
の

外
周

を
取

得
　

　
　

（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

中
央

位
置

を
点

情
報

で
取

得
　

波
浪

観
測

所
を

い
い

、
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
1

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
5
6

4
2
5
6

0
0

風
向

・
風

速
観

測
所

真
形

　
基

部
の

外
周

を
取

得

　
　

　
（
始

終
点

座
標

一
致

）
極

小
　

中
央

位
置

を
点

情
報

で
取

得
　

風
向

観
測

所
を

い
い

、
注

記
を

原
則

と
す

る
。

2
1

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
6
1

4
2
6
1

0
0

輸
送

管
(地

上
)

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
水

・
油

・
ガ

ス
・
ガ

ソ
リ

ン
等

を
輸

送
す

る
管

で
目

標
に

な
る

も
の

を
い

う
。

大
規

模
な

輸
送

管
に

は
、

そ
の

内
容

に
よ

っ
て

（
水

）
、

（
油

）
等

の
注

記
を

添
え

て
表

示
す

る
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
6
2

4
2
6
2

0
0

輸
送

管
(空

間
)

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
水

・
油

・
ガ

ス
・
ガ

ソ
リ

ン
等

を
輸

送
す

る
も

の
で

、
長

径
0
.5

m
以

上
、

図
上

２
．

０
ｍ

ｍ
以

上
の

も
の

を
、

地
上

及
び

地
下

に
区

分
し

て
表

示
す

る
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
6
2
0
0

4
2
6
2

4
2
6
2

4
7

0
輸

送
管

(空
間

)

中
心

線
を

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
6
2
4
7
0

4
2
6
5

4
2
6
5

0
0

送
電

線

中
心

線
を

取
得

 （
鉄

塔
間

で
区

切
ら

ず
連

続
デ

ー
タ

と
す

る
）

　
お

お
む

ね
２

０
kv

以
上

の
高

圧
電

流
を

送
電

す
る

も
の

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

4
2
6
5
0
0

4
2
7
1

4
2
7
1

0
0

看
　

板
　

対
象

道
路

に
面

す
る

構
造

物
（
第

一
構

造
物

）
を

真
形

で
取

得
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3

小 　 物 　 体

そ の 他 の 小 物 体

小
物

体
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

5
1
0
1

5
1
0
1

0
0

河
　

川
　

平
水

時
に

お
け

る
河

川
の

水
が

い
線

を
い

う
。

河
川

の
景

況
に

影
響

を
与

え
な

い
小

凹
凸

は
適

宜
省

略
で

き
る

。
流

水
部

の
幅

が
図

上
０

．
４

m
m

以
上

の
も

の
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

5
1
0
1

5
1
0
1

0
1

河
川

陰
線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
1
0
2

5
1
0
2

0
0

細
　

流

中
心

線
を

取
得

　
河

川
の

流
水

部
の

幅
が

図
上

０
．

２
m

m
以

上
、

０
．

４
m

m
未

満
の

河
川

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

5
1
0
3

5
1
0
3

0
0

枯
れ

川

範
囲

を
示

す
縁

線
を

取
得

　
水

が
流

れ
て

い
な

い
川

を
い

い
、

断
続

す
る

河
川

の
流

路
を

明
示

す
る

場
合

に
、

景
況

に
従

い
砂

地
、

及
び

レ
キ

地
の

記
号

で
表

示
す

る
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

5
1
0
3
0
0

5
1
0
4

5
1
0
4

0
0

用
水

路
　

流
水

部
の

幅
が

図
上

０
．

４
m

m
以

上
の

用
水

路
を

表
示

す
る

。
用

水
路

の
外

周
を

取
得

。
始

終
点

座
標

一
致

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

5
1
0
4

5
1
0
4

0
1

用
水

路
陰

線
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

5
1
0
5

5
1
0
5

0
0

湖
　

池

界
線

を
取

得

　
湖

,池
,沼

等
(人

工
的

に
貯

水
し

た
も

の
を

含
む

)の
水

が
い

線
を

い
い

、
河

川
の

表
示

法
に

従
っ

て
表

示
す

る
。

注
記

さ
れ

な
い

も
の

に
は

「
W

」
の

記
号

を
添

え
る

。
2

0
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

5
1
0
5

5
1
0
5

0
1

湖
地

陰
線

図
郭

に
対

し
て

平
行

垂
直

入
力

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
1
0
6

5
1
0
6

0
0

海
岸

線

界
線

を
取

得

　
満

潮
時

に
お

け
る

海
岸

の
水

が
い

線
を

い
い

、
河

川
の

表
示

方
法

に
準

じ
る

。
図

上
海

部
と

し
て

識
別

し
が

た
い

場
所

に
お

い
て

は
記

号
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

5
1
0
6

5
1
0
6

0
1

海
岸

線
陰

線

記
号

表
示

位
置

を
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
1
0
7

5
1
0
7

0
0

水
路

　
地

下
部

地
下

水
路

縁
線

を
取

得

　
河

川
、

用
水

路
等

に
お

け
る

地
下

の
部

分
で

、
経

路
が

明
確

な
も

の
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
5
1
0
7
0
0

5
1
1
1

5
1
1
1

0
0

低
位

水
が

い
線

（
干

潟
線

）

界
線

を
取

得

　
低

潮
位

に
お

い
て

，
海

面
上

に
表

れ
る

砂
泥

地
に

お
け

る
海

水
部

と
の

境
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
5
1
1
1
0
0

5
2
0
2

5
2
0
2

0
0

桟
橋

（
鉄

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

海
側

を
右

に
外

周
を

取
得

　
船

舶
の

乗
降

用
に

水
部

に
突

出
し

た
形

状
の

も
の

で
、

鉄
製

又
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
の

も
の

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
0
2
0
0

5
2
0
3

5
2
0
3

0
0

桟
橋

(木
)

外
周

を
取

得

　
桟

橋
の

う
ち

、
木

製
の

も
の

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
0
4

5
2
0
4

0
0

桟
橋

(木
・
浮

桟
橋

)、
「
浮

」
記

号

外
周

を
取

得
図

郭
に

対
し

て
平

行
垂

直
入

力

　
桟

橋
の

う
ち

、
水

底
に

固
定

さ
れ

て
い

な
い

も
の

を
い

う
。

2
0

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

界
線

を
取

得

界
線

を
取

得

水 　 　 部

水 　 部 　 等

水 部 に 関 す る 構 造 物

水
部

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

5
2
1
1

5
2
1
1

0
0

防
波

堤
（
直

被
）

直
ヒ

　
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
1
1
0
0

5
2
1
1

5
2
1
1

1
1

0
防

波
堤

（
上

端
）

射
影

部
（
上

端
線

）
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
1
1
0
0

5
2
1
1

5
2
1
1

1
2

0
防

波
堤

（
下

端
）

射
影

部
（
下

端
線

）
高

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
1
2

5
2
1
2

0
0

護
岸

　
被

覆
（
直

被
）

直
ヒ

　
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
1
2
0
0

5
2
1
2

5
2
1
2

1
1

0
護

岸
　

被
覆

（
上

端
）

射
影

部
（
上

端
線

）
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
1
2
1
1

5
2
1
2

5
2
1
2

1
2

0
護

岸
　

被
覆

（
下

端
）

射
影

部
（
下

端
線

）
高

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
1
2

5
2
1
2

9
9

0
護

岸
　

被
覆

(射
影

記
号

）

内
部

り
ん

形
点

を
デ

ー
タ

で
取

得
し

て
表

示

2
0

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
1
3

5
2
1
3

0
0

護
岸

　
杭

（
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
）

外
周

を
取

得
説

明
注

記
　

線
状

に
入

力
　

波
を

弱
め

る
た

め
に

、
水

中
か

ら
水

上
に

か
け

て
規

則
的

に
置

か
れ

た
構

造
物

の
集

合
体

を
い

う
。

文
字

は
範

囲
内

に
表

示
位

置
の

点
と

方
向

を
取

得
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
4

5
2
1
3
0
0

5
2
1
4

5
2
1
4

0
0

護
岸

　
杭

（
捨

石
）

外
周

を
取

得
説

明
注

記
　

線
状

に
入

力
　

水
勢

を
そ

ぐ
た

め
に

、
水

中
に

投
げ

入
れ

ら
れ

た
石

を
い

う
。

範
囲

内
に

表
示

位
置

の
点

と
方

向
を

取
得

。
2

0
1

0
0

0
0

1
0

0
2

0
0

4
5
2
1
4
0
0

5
2
1
9

5
2
1
9

0
0

坑
口

　
ト

ン
ネ

ル

真
形

　
坑

口
部

分
の

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）
　

水
路

が
地

下
に

出
入

り
す

る
部

分
を

い
う

。
　

水
路

の
出

入
口

を
閉

じ
る

よ
う

に
取

得
す

る
。

極
小

記
号

は
一

条
河

川
の

み
適

用
す

る
。

天
端

幅
実

測
０

．
３

５
m

以
上

を
取

得
。

2
1

1
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
3

真
形

　
坑

口
部

分
の

外
周

を
取

得

極
小

　
中

央
位

置
の

点
と

方
向

を
取

得

5
2
2
1

5
2
2
1

0
0

渡
船

発
着

所

表
示

位
置

の
点

と
方

向
を

取
得

　
水

部
に

お
い

て
定

期
的

に
人

又
は

車
両

を
運

搬
す

る
船

舶
、

遊
覧

船
の

発
着

場
で

常
設

さ
れ

た
も

の
を

い
う

。
2

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

3

5
2
2
2

5
2
2
2

0
0

船
揚

場
、

「
船

揚
場

」
記

号

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
説

明
注

記
　

線
状

に
入

力

　
船

の
陸

揚
げ

等
を

行
う

た
め

の
構

造
物

を
い

う
。

文
字

は
範

囲
内

に
表

示
位

置
の

点
と

方
向

を
取

得
。

2
1

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
4

　
波

浪
を

制
御

す
る

堤
防

、
埠

頭
、

海
岸

侵
食

を
防

ぐ
た

め
の

突
堤

等
を

い
う

。

　
侵

食
を

防
ぐ

た
め

に
、

水
際

を
固

め
た

も
の

を
い

う
。

水 　 部 　 等

水 部 に 関 す る 構 造 物

水
部

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

5
2
2
6

5
2
2
6

0
0

滝
(極

小
)

極
小

　
中

央
位

置
の

点
と

方
向

を
取

得

　
地

形
的

段
差

に
よ

り
流

水
が

急
激

に
落

下
す

る
場

所
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

4

5
2
2
6

5
2
2
6

1
1

0
滝

(上
端

)

真
形

（
上

流
部

）
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
2
6

5
2
2
6

1
2

0
滝

(下
端

)

真
形

（
下

流
部

）
高

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
2
7

5
2
2
7

0
0

堰
(極

小
)

極
小

　
中

央
位

置
の

点
情

報
と

方
向

を
取

得

　
流

水
の

制
御

や
河

床
保

護
を

目
的

と
し

て
設

け
ら

れ
た

工
作

物
又

は
用

水
の

取
水

等
の

た
め

河
川

を
横

断
し

て
設

け
ら

れ
た

工
作

物
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

4

5
2
2
7

5
2
2
7

1
1

0
堰

(上
端

）

真
形

（
水

通
し

上
流

部
）
中

心
線

を
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
2
7
1
1

5
2
2
7

5
2
2
7

1
2

0
堰

（
下

端
）

真
形

（
水

通
し

下
流

部
）
中

心
線

を
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
2
7

5
2
2
7

9
9

0
堰

（
非

越
流

部
）

真
形

（
非

越
流

部
）
外

周
を

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
2
8

5
2
2
8

0
0

水
門

（
極

小
の

場
合

は
記

号
）

両
側

の
構

造
物

 外
周

を
取

得
(始

終
点

座
標

一
致

)

 仕
切

り
部

：
幅

が
あ

る
場

合
：
両

側
を

取
得

 　
　

　
　

　
幅

が
な

い
場

合
：
中

心
線

を
取

得
　

取
配

水
、

水
量

調
節

等
の

た
め

に
設

け
ら

れ
た

工
作

物
を

い
う

。
ド

ッ
ク

は
入

り
口

に
水

門
記

号
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

4

5
2
2
8

5
2
2
8

0
0

極
小

　
中

央
位

置
の

点
と

方
向

を
取

得

5
2
3
1

5
2
3
1

0
0

不
透

過
水

制
（
直

被
）

直
ヒ

　
低

い
方

を
右

に
取

得

　
流

水
の

制
御

又
は

河
岸

及
び

海
岸

の
洗

掘
防

止
を

目
的

と
し

た
工

作
物

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
3
1
0
0

5
2
3
1

5
2
3
1

1
1

0
不

透
過

水
制

（
上

端
）

射
影

部
（
上

端
線

）
低

い
方

を
右

に
取

得

　
そ

の
構

造
に

よ
っ

て
不

透
過

水
制

と
透

過
水

制
に

区
分

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
5
2
3
1
0
0

5
2
3
1

5
2
3
1

1
2

0
不

透
過

水
制

（
下

端
）

射
影

部
（
下

端
線

）
高

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
3
2

5
2
3
2

0
0

透
過

水
制

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
流

水
の

制
御

又
は

河
岸

及
び

海
岸

の
洗

掘
防

止
を

目
的

と
し

た
工

作
物

を
い

う
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
3
2
0
0

5
2
3
2

5
2
3
2

9
9

0
透

過
水

制
（
射

影
記

号
）

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
4

5
2
3
5

5
2
3
5

0
0

根
固

、
「
制

水
ブ

ロ
ッ

ク
」
記

号

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
説

明
注

記
　

線
状

に
入

力

　
護

岸
の

た
め

の
工

作
物

で
景

況
に

従
っ

て
表

示
す

る
。

長
い

も
の

は
中

間
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
2

1
1

0
0

0
0

1
0

0
2

0
0

4
5
2
3
5
0
0

水 　 部 　 等

水 部 に 関 す る 構 造 物

水
部

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

5
2
3
6

5
2
3
6

0
0

床
固

　
陸

部
、

「
根

固
」
記

号

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
説

明
注

記
　

線
状

に
入

力

2
1

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
4

5
2
3
7

5
2
3
7

0
0

床
固

　
水

面
下

、
「
根

固
」
記

号

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
説

明
注

記
　

線
状

に
入

力

2
1

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
3

5
2
3
7
0
0

5
2
3
8

5
2
3
8

0
0

蛇
籠

、
「
シ

ャ
カ

ゴ
」
記

号

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）
説

明
注

記
　

線
状

に
入

力
　

河
川

改
修

建
設

工
事

な
ど

に
お

け
る

治
水

お
よ

び
護

岸
の

た
め

の
も

の
を

い
う

。
長

い
も

の
は

中
間

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

2
1

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
4

5
2
3
9

5
2
3
9

0
0

敷
石

斜
坂

外
周

を
取

得
（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
漁

港
等

に
お

け
る

敷
石

斜
坂

は
外

周
を

表
示

す
る

。
2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

5
2
4
1

5
2
4
1

0
0

流
水

方
向

表
示

位
置

の
点

と
方

向
を

取
得

　
河

川
の

流
水

方
向

が
図

上
で

容
易

に
識

別
で

き
な

い
場

合
に

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

6

水 　 部 　 等

水 部 に 関 す る 構 造 物

護
岸

の
た

め
の

工
作

物
で

景
況

に
従

っ
て

表
示

す
る

。
長

い
も

の
は

中
間

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

水
部

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

6
1
0
1

6
1
0
1

1
1

0
人

工
斜

面
(上

端
)

上
端

線
　

低
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
0
1

6
1
0
1

1
2

0
人

工
斜

面
(下

端
)

下
端

線
　

高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
0
1
1
2

6
1
0
1

6
1
0
1

9
9

0
人

工
斜

面
(形

状
線

)

補
助

線
を

デ
ー

タ
で

取
得

し
て

表
示

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
0
2

6
1
0
2

1
1

0
土

堤
（
上

端
）

上
端

線
　

低
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
0
2

6
1
0
2

1
2

0
土

堤
（
下

端
）

下
端

線
　

高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
0
2
1
2

6
1
0
2

6
1
0
2

9
9

0
土

堤
（
射

影
記

号
）

補
助

線
を

デ
ー

タ
で

取
得

し
て

表
示

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
1

6
1
1
1

0
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

被
覆

（
直

被
）

直
ヒ

　
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
1
0
0

6
1
1
1

6
1
1
1

1
1

0
コ

ン
ク

リ
ー

ト
被

覆
（
上

端
）

射
影

部
（上

端
線

）低
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
1
1
1

6
1
1
1

6
1
1
1

1
2

0
コ

ン
ク

リ
ー

ト
被

覆
（
下

端
）

射
影

部
（下

端
線

）高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
1

6
1
1
1

9
9

0
コ

ン
ク

リ
ー

ト
被

覆
（
射

影
記

号
）

内
部

り
ん

形
点

を
デ

ー
タ

で
取

得
し

て
表

示

2
0

1
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
2

6
1
1
2

0
0

ブ
ロ

ッ
ク

被
覆

（
直

被
）

直
ヒ

　
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
2
0
0

6
1
1
2

6
1
1
2

1
1

0
ブ

ロ
ッ

ク
被

覆
（
上

端
）

射
影

部
（上

端
線

）低
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
2
1
1

6
1
1
2

6
1
1
2

1
2

0
ブ

ロ
ッ

ク
被

覆
（
下

端
）

射
影

部
（下

端
線

）高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
2

6
1
1
2

9
9

0
ブ

ロ
ッ

ク
被

覆
（
射

影
記

号
）

内
部

り
ん

形
点

を
デ

ー
タ

で
取

得
し

て
表

示

2
0

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

　
盛

土
部

及
び

切
土

に
よ

り
人

工
的

に
作

ら
れ

た
急

斜
面

。
頂

部
を

実
線

で
、

傾
斜

部
分

は
長

ケ
バ

と
短

ケ
バ

を
交

互
に

射
影

の
1
/
2
間

隔
に

表
示

す
る

。
長

ケ
バ

の
長

さ
は

射
影

幅
短

ケ
バ

の
長

さ
は

射
影

幅
の

1
/
2
と

す
る

。

　
被

覆
の

な
い

堤
防

及
び

敷
地

等
の

周
囲

に
あ

る
盛

土
い

う
。

　
道

路
河

岸
、

海
岸

等
の

斜
面

を
保

護
す

る
堅

牢
工

作
物

の
う

ち
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

の
も

の
。

周
縁

を
書

き
、

上
縁

の
線

に
半

円
を

配
し

、
そ

の
内

部
に

円
点

を
表

示
。

　
道

路
河

岸
、

海
岸

等
の

斜
面

を
保

護
す

る
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ
製

被
覆

。
周

縁
を

書
き

、
上

縁
の

線
に

四
角

を
配

し
、

そ
の

内
部

に
円

点
を

表
示

。

土 地 利 用 等

法  面

土
地

利
用

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

6
1
1
3

6
1
1
3

0
0

石
積

被
覆

（
直

被
）

直
ヒ

　
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
3
0
0

6
1
1
3

6
1
1
3

1
1

0
石

積
被

覆
（
上

端
）

射
影

部
（
上

端
線

）
低

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
3
1
1

6
1
1
3

6
1
1
3

1
2

0
石

積
被

覆
（
下

端
）

射
影

部
（
下

端
線

）
高

い
方

を
右

に
取

得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
1
3

6
1
1
3

9
9

0
石

積
被

覆
（
射

影
記

号
）

内
部

り
ん

形
点

を
デ

ー
タ

で
取

得
し

て
表

示

2
0

1
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
2
1

6
1
2
1

0
0

法
面

保
護

（
網

）

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
盛

土
又

は
切

土
部

の
法

面
を

網
で

覆
っ

て
い

る
も

の
を

い
う

。
2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

6
1
2
1

6
1
2
1

9
9

0
法

面
保

護
（
網

：
射

影
記

号
）

内
部

り
ん

形
点

を
デ

ー
タ

で
取

得
し

て
表

示

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
2
2

6
1
2
2

0
0

法
面

保
護

（
モ

ル
タ

ル
）

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
モ

ル
タ

ル
で

法
面

を
覆

っ
て

い
る

も
の

を
い

う
。

2
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
2
2

6
1
2
2

9
9

0
法

面
保

護
（
モ

ル
タ

ル
：
射

影
記

号
）

内
部

り
ん

形
点

を
デ

ー
タ

で
取

得
し

て
表

示

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
2
3

6
1
2
3

0
0

法
面

保
護

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
桝

）

真
形

　
外

周
を

取
得

（
始

終
点

座
標

一
致

）

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
桝

で
法

面
を

覆
っ

て
い

る
も

の
を

い
う

。
2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

6
1
2
3

6
1
2
3

9
9

0
法

面
保

護
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
桝

：
射

影
記

号
）

内
部

り
ん

形
点

を
デ

ー
タ

で
取

得
し

て
表

示

2
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
3

6
1
3
0

6
1
3
0

0
0

さ
く
（
未

分
類

）

中
心

を
取

得

　
建

物
及

び
敷

地
の

周
辺

を
区

画
す

る
た

め
の

生
垣

、
鉄

柵
等

の
工

作
物

を
い

う
。

簡
易

さ
く
・
木

さ
く
は

”
生

垣
”
記

号
を

適
用

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
1
3
0
0
0

6
1
3
1

6
1
3
1

0
0

落
下

防
止

さ
く

中
心

を
取

得

　
材

質
・
構

造
に

か
か

わ
ら

ず
、

落
石

を
遮

る
事

を
目

的
に

設
置

さ
れ

た
も

の
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
1
3
1
0
0

6
1
3
2

6
1
3
2

2
6

0
防

護
さ

く
（
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
）

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

　
道

路
を

左
に

見
て

中
心

を
取

得

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3
6
1
3
2
0
0

6
1
3
2

6
1
3
2

2
7

0
防

護
さ

く
（
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
）

ガ
ー

ド
パ

イ
プ

　
中

心
を

取
得

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3
6
1
3
2
0
0

6
1
3
2

6
1
3
2

2
8

0
防

護
さ

く
（
ガ

ー
ド

フ
ェ

ン
ス

）

ガ
ー

ド
フ

ェ
ン

ス
　

道
路

を
左

に
見

て
中

心
を

取
得

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3
6
1
3
2
0
0

6
1
3
2

6
1
3
2

2
9

0
防

護
さ

く
（
カ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

）

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
　

中
心

を
取

得

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
.5

0
0

3
6
1
3
2
0
0

法  面

　
斜

面
を

保
護

す
る

石
積

み
の

被
覆

　
道

路
部

の
み

に
つ

い
て

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

、
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
、

ガ
ー

ド
フ

ェ
ン

ス
、

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
等

を
表

示
す

る
。

土 地 利 用 等

構  囲

土
地

利
用

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

6
1
3
3

6
1
3
3

0
0

遮
光

さ
く

中
心

を
取

得

　
光

を
遮

る
こ

と
を

目
的

に
設

置
さ

れ
た

さ
く
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
1
3
3
0
0

6
1
3
4

6
1
3
4

0
0

鉄
さ

く

中
心

を
取

得

　
ネ

ッ
ト

フ
ェ

ン
ス

、
金

属
製

の
さ

く
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
1
3
4
0
0

6
1
3
6

6
1
3
6

0
0

生
　

垣

中
心

を
取

得

　
生

垣
、

竹
垣

等
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
1
3
6
0
0

6
1
3
7

6
1
3
7

0
0

土
　

囲

中
心

を
取

得

　
盛

土
に

よ
る

構
囲

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
3
7
0
0

6
1
4
0

6
1
4
0

0
0

へ
い

（
未

分
類

）

内
側

を
右

に
み

て
中

心
を

取
得

　
建

物
及

び
敷

地
の

周
辺

を
区

画
す

る
た

め
の

囲
壁

を
い

う
。

　
通

常
は

使
用

し
な

い
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

6
1
4
1

6
1
4
1

0
0

堅
ろ

う
へ

い

内
側

を
右

に
み

て
中

心
を

取
得

　
石

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

レ
ン

ガ
、

ブ
ロ

ッ
ク

等
に

よ
り

作
ら

れ
た

堅
牢

な
囲

壁
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
6
1
4
1
0
0

6
1
4
1

6
1
4
1

4
6

0
堅

ろ
う

へ
い

(両
側

)

中
心

を
取

得
両

側
に

敷
地

が
あ

る
場

合

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

6
1
4
1
4
6
0

6
1
4
2

6
1
4
2

0
0

簡
易

へ
い

内
側

を
右

に
み

て
中

心
を

取
得

　
板

、
ト

タ
ン

等
で

作
ら

れ
た

囲
壁

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
4
2
0
0

6
1
4
2

6
1
4
2

4
6

0
簡

易
へ

い
(両

側
)

中
心

を
取

得
両

側
に

敷
地

が
あ

る
場

合

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
1
4
2
4
6

6
2
0
1

6
2
0
1

0
0

区
域

界

界
線

を
取

得

　
駐

車
場

、
公

園
、

工
事

中
区

域
、

材
料

置
場

、
場

地
等

の
う

ち
特

に
他

の
地

区
と

区
別

す
る

必
要

の
あ

る
場

合
で

、
他

の
地

物
縁

で
表

示
で

き
な

い
場

合
に

適
用

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
2
0
1
0
0

6
2
1
1

6
2
1
1

0
0

空
　

地

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
市

街
地

、
造

成
地

等
に

あ
る

未
利

用
地

に
表

示
し

、
建

物
の

敷
地

内
の

空
地

や
、

山
間

部
の

空
地

に
は

適
用

し
な

い
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
2
1
2

6
2
1
2

0
0

駐
車

場

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
一

般
車

が
利

用
可

能
な

も
の

を
表

示
す

る
。

名
称

の
あ

る
も

の
は

注
記

表
示

す
る

。
　

図
上

２
c
m

平
方

を
表

示
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
2
1
3

6
2
1
3

0
0

花
　

壇

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
公

園
、

広
場

等
で

鑑
賞

の
た

め
に

花
を

植
え

て
あ

る
場

所
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

6
2
1
4

6
2
1
4

0
0

園
　

庭

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
園

庭
、

公
園

、
宅

地
、

道
路

の
分

離
帯

、
工

場
等

の
周

辺
に

あ
る

鑑
賞

あ
る

い
は

隠
ぺ

い
の

た
め

栽
培

す
る

灌
木

の
密

集
し

て
い

る
と

こ
ろ

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
2
1
5

6
2
1
5

0
0

墓
　

地

記
号

代
表

点
を

取
得

 作
図

デ
ー

タ
で

は
、

区
域

線
と

墓
碑

で
取

得
し

て
も

良
い

。
　

墓
が

集
合

し
て

い
る

と
こ

ろ
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

6
2
1
6

6
2
1
6

0
0

材
料

置
場

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
木

材
、

石
材

、
鉱

石
等

を
集

積
す

る
た

め
の

土
地

又
は

水
面

で
、

お
お

む
ね

図
上

２
．

０
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

表
示

す
る

。
工

場
内

の
も

の
は

表
示

し
な

い
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

諸  地

土 地 利 用 等

構  囲

土
地

利
用

等
 



付属資料 

 - 220 -

 

 
 

大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

6
2
2
1

6
2
2
1

0
0

噴
火

口
・
噴

気
口

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
現

に
噴

火
・
噴

気
し

て
い

る
も

の
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

6
2
2
2

6
2
2
2

0
0

温
泉

・
鉱

泉

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
温

泉
法

に
基

づ
く
温

泉
・
鉱

泉
の

泉
源

を
い

う
。

注
記

を
併

記
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
2
2
3

6
2
2
3

0
0

陵
　

墓

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
天

皇
家

・
皇

族
の

墓
が

独
立

あ
る

い
は

数
個

存
在

す
る

も
の

で
、

著
名

な
も

の
は

注
記

を
併

記
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
2
2
4

6
2
2
4

0
0

古
　

墳

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
古

代
の

支
配

階
級

を
葬

っ
て

あ
る

盛
土

さ
れ

た
墓

で
有

名
な

も
の

は
注

記
を

併
記

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

6
2
2
5

6
2
2
5

0
0

城
・
城

跡

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
古

城
あ

る
い

は
そ

の
形

跡
が

現
存

し
て

い
る

も
の

で
著

名
な

も
の

は
注

記
を

併
記

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

6
2
2
6

6
2
2
6

0
0

史
跡

・
名

勝
・
天

然
記

念
物

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
文

化
財

保
護

法
で

指
定

さ
れ

て
い

る
も

の
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

6
2
3
1

6
2
3
1

0
0

採
石

場

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
土

木
建

築
用

等
の

石
材

を
採

取
す

る
場

所
で

、
現

在
採

掘
中

な
も

の
を

い
う

。
注

記
が

原
則

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

6
2
3
2

6
2
3
2

0
0

土
取

場

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
土

木
建

築
用

等
の

土
を

採
取

す
る

場
所

で
、

現
在

採
掘

中
な

も
の

を
い

う
。

注
記

が
原

則
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
2
3
3

6
2
3
3

0
0

採
鉱

地

記
号

表
示

位
置

を
点

情
報

で
取

得

　
鉱

石
を

採
掘

す
る

場
所

で
、

現
在

採
掘

中
の

も
の

を
い

う
。

注
記

が
原

則
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

6
3
0
1

6
3
0
1

0
0

植
生

界

中
心

を
取

得

　
異

な
っ

た
植

生
の

区
分

に
適

用
す

る
。

未
耕

地
間

の
植

生
、

植
林

界
は

原
則

と
し

て
表

示
し

な
い

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
3
0
1
0
0

6
3
0
2

6
3
0
2

0
0

耕
地

界

中
心

を
取

得

　
同

一
種

類
の

耕
地

の
境

で
、

一
区

画
の

短
辺

が
図

上
お

お
む

ね
２

．
０

ｃ
ｍ

以
上

の
も

の
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
3
0
2
0
0

6
3
1
1

6
3
1
1

0
0

田

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
湿

田
、

乾
田

及
び

沼
田

と
し

、
季

節
に

よ
り

畑
作

物
を

栽
培

す
る

田
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
1
3

6
3
1
3

0
0

畑

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
麦

、
陸

稲
(り

く
と

う
) 

、
野

菜
、

芝
等

を
栽

培
し

て
い

る
土

地
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
1
7

6
3
1
7

0
0

桑
　

畑

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
桑

を
栽

培
し

て
い

る
土

地
に

適
用

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
1
8

6
3
1
8

0
0

茶
　

畑

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
茶

を
栽

培
し

て
い

る
土

地
に

適
用

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

場  地 植  生

土 地 利 用 等

土
地

利
用

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

6
3
1
9

6
3
1
9

0
0

果
樹

園

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
果

樹
を

栽
培

し
て

い
る

土
地

に
適

用
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
2
1

6
3
2
1

0
0

そ
の

他
の

樹
木

畑

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
桐

、
は

ぜ
、

こ
う

ぞ
、

庭
木

等
を

栽
培

し
て

い
る

土
地

及
び

苗
木

畑
に

適
用

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
2
2

6
3
2
2

0
0

牧
草

地

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
牧

草
を

栽
培

し
て

い
る

土
地

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
2
3

6
3
2
3

0
0

芝
　

地

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
芝

を
植

え
て

管
理

し
て

い
る

庭
園

、
ゴ

ル
フ

場
及

び
運

動
場

に
適

用
す

る
。

　
ゴ

ル
フ

場
の

グ
リ

ー
ン

、
フ

ェ
ア

ウ
エ

イ
の

形
状

は
植

生
界

で
表

示
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
3
1

6
3
3
1

0
0

広
葉

樹
林

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
樹

高
２

．
０

m
以

上
の

広
葉

樹
が

密
生

し
て

い
る

土
地

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
3
2

6
3
3
2

0
0

針
葉

樹
林

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
樹

高
２

．
０

m
以

上
の

針
葉

樹
が

密
生

し
て

い
る

土
地

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
3
3

6
3
3
3

0
0

竹
　

林

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
樹

高
２

．
０

m
以

上
の

竹
が

密
生

し
て

い
る

土
地

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
3
4

6
3
3
4

0
0

荒
　

地

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
裸

地
、

雑
草

地
等

の
地

域
に

適
用

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
3
5

6
3
3
5

0
0

は
い

松
地

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
は

い
松

又
は

わ
い

性
松

の
密

生
し

て
い

る
地

域
に

適
用

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
3
6

6
3
3
6

0
0

し
の

地
(笹

地
)

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
し

の
又

は
笹

の
密

生
し

て
い

る
地

域
に

適
用

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
3
7

6
3
3
7

0
0

や
し

科
樹

林

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
椰

子
科

、
へ

ご
科

、
た

こ
の

き
科

等
の

植
物

が
密

生
し

て
い

る
地

域
に

適
用

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
3
8

6
3
3
8

0
0

湿
　

地
　

常
時

水
を

含
み

、
土

地
が

軟
弱

で
湿

地
性

の
植

物
が

生
育

し
て

い
る

土
地

に
適

用
す

る
。

湿
地

の
範

囲
は

植
生

界
記

号
を

適
用

し
て

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

6
3
4
0

6
3
4
0

0
0

砂
れ

き
地

（
未

分
類

）

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
砂

又
は

れ
き

で
覆

わ
れ

て
い

る
土

地
に

適
用

す
る

。
範

囲
を

植
生

界
の

記
号

を
適

用
し

て
表

示
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
4
1

6
3
4
1

0
0

砂
　

地

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
砂

で
覆

わ
れ

て
い

る
土

地
を

い
う

。
範

囲
を

植
生

界
の

記
号

を
適

用
し

て
表

示
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
4
2

6
3
4
2

0
0

れ
き

地

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
れ

き
で

覆
わ

れ
て

い
る

土
地

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

6
3
4
5

6
3
4
5

0
0

干
　

潟

記
号

表
示

位
置

又
は

記
号

代
表

点
を

点
情

報
で

取
得

　
低

潮
位

に
お

い
て

海
面

上
に

現
れ

る
砂

泥
地

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
2

土 地 利 用 等

植  生

土
地

利
用

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

7
1
0
1

7
1
0
1

0
0

等
高

線
(計

曲
線

)
　

０
m

の
主

曲
線

及
び

こ
れ

よ
り

起
算

し
て

５
本

目
ご

と
の

主
曲

線
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

1
0

0
2

0
0

4

7
1
0
1

7
1
0
1

0
1

等
高

線
(計

曲
線

：
陰

線
)

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
1
0
2

7
1
0
2

0
0

等
高

線
(主

曲
線

)

等
値

線
を

取
得

 標
高

値
は

属
性

数
値

（
単

位
：
m

m
）

　
平

均
海

面
か

ら
起

算
し

て
１

m
ご

と
の

等
高

線
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

1
0

0
2

0
0

2

7
1
0
2

7
1
0
2

0
1

等
高

線
(主

曲
線

：
陰

線
)

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
1
0
3

7
1
0
3

0
0

等
高

線
(補

助
曲

線
)

等
値

線
を

取
得

 標
高

値
は

属
性

数
値

（
単

位
：
m

m
）

　
緩

傾
斜

地
又

は
複

雑
な

地
形

を
示

す
地

域
等

で
主

曲
線

だ
け

で
は

地
形

を
適

切
に

表
現

で
き

な
い

部
分

に
つ

い
て

、
主

曲
線

の
１

/
２

の
間

隔
に

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

1
0

0
2

0
0

2
7
1
0
3
0
0

7
1
0
3

7
1
0
3

0
1

等
高

線
(補

助
曲

線
：
陰

線
)

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
1
0
4

7
1
0
4

0
0

等
高

線
（
特

殊
補

助
曲

線
）

等
値

線
を

取
得

 標
高

値
は

属
性

数
値

（
単

位
：
m

m
）

　
主

曲
線

の
１

/
４

の
間

隔
の

等
高

線
で

、
補

助
曲

線
で

適
切

な
地

形
表

現
が

で
き

な
い

部
分

に
つ

い
て

適
用

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

1
0

0
2

0
0

2
7
1
0
4
0
0

7
1
0
4

7
1
0
4

0
1

等
高

線
（
特

殊
補

助
曲

線
：
陰

線
）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
1
0
5

7
1
0
5

0
0

凹
地

(計
曲

線
)

高
い

方
を

左
に

み
る

よ
う

に
等

値
線

を
取

得
 標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
）

　
人

工
構

成
物

と
の

合
成

で
生

じ
た

以
外

の
自

然
に

で
き

た
凹

地
を

い
い

、
０

m
の

主
曲

線
及

び
こ

れ
よ

り
起

算
し

て
５

本
目

ご
と

の
主

曲
線

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
4

7
1
0
5
0
0

7
1
0
5

7
1
0
5

0
1

凹
地

(計
曲

線
：
陰

線
)

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
1
0
6

7
1
0
6

0
0

凹
地

(主
曲

線
)

高
い

方
を

左
に

み
る

よ
う

に
等

値
線

を
取

得
 標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
）

　
人

工
構

成
物

と
の

合
成

で
生

じ
た

以
外

の
凹

地
を

い
い

、
１

ｍ
ご

と
の

等
高

線
を

い
う

。
2

0
1

0
0

0
0

1
0

0
2

0
0

2
7
1
0
6
0
0

7
1
0
6

7
1
0
6

0
1

凹
地

(主
曲

線
：
陰

線
)

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
1
0
7

7
1
0
7

0
0

凹
地

(補
助

曲
線

)

高
い

方
を

左
に

み
る

よ
う

に
等

値
線

を
取

得
 標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
）

　
人

工
構

成
物

と
の

合
成

で
生

じ
た

以
外

の
凹

地
を

い
い

、
主

曲
線

の
１

/
２

間
隔

の
等

高
線

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
2

7
1
0
7
0
0

7
1
0
7

7
1
0
7

0
1

凹
地

(補
助

曲
線

：
陰

線
)

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
1
0
8

7
1
0
8

0
0

凹
地

(補
助

曲
線

：
特

殊
補

助
曲

線
)

高
い

方
を

左
に

み
る

よ
う

に
等

値
線

を
取

得
 標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
）

　
人

工
構

成
物

と
の

合
成

で
生

じ
た

以
外

の
凹

地
を

い
い

、
主

曲
線

の
１

/
４

間
隔

の
等

高
線

を
い

う
。

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
2

7
1
0
8
0
0

7
1
0
8

7
1
0
8

0
1

凹
地

(補
助

曲
線

：
特

殊
補

助
曲

線
：
陰

線
)

2
0

1
0

0
0

0
1

0
0

2
0

0
0

等
値

線
を

取
得

 標
高

値
は

属
性

数
値

（
単

位
：
m

m
）

等 高 線

地 　 形 　 等

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
0
0）

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
0
0
）

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
0
0
）

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
0
0）

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
00

）

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
00

）

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
0
0）

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
0
0
）

(地
図

情
報

レ
ベ

ル
5
0
0）

地
形

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

7
2
0
1

7
2
0
1

0
0

土
が

け
説

明
注

記

図
郭

に
対

し
て

平
行

垂
直

入
力

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

7
2
0
1

7
2
0
1

1
1

0
土

が
け

(上
端

)

上
端

線
　

低
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
1

7
2
0
1

1
2

0
土

が
け

(下
端

)

下
端

線
　

高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
1
1
2

7
2
0
1

7
2
0
1

1
2

1
土

が
け

(下
端

陰
線

)

下
端

線
　

高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
2
0
1

7
2
0
1

9
9

0
土

が
け

(形
状

線
)

補
助

線
を

デ
ー

タ
で

取
得

し
て

表
示

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
2

7
2
0
2

1
1

0
雨

裂
（
上

端
）

上
端

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
2

7
2
0
2

1
2

0
雨

裂
（
下

端
）

下
端

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
2

7
2
0
2

1
2

1
雨

裂
（
下

端
陰

線
）

下
端

線

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
2
0
2

7
2
0
2

9
9

0
雨

裂
（
形

状
線

）

補
助

線
を

デ
ー

タ
で

取
得

し
て

表
示

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
3

7
2
0
3

1
1

0
急

斜
面

（
上

端
）

上
端

線
　

低
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
3

7
2
0
3

1
2

0
急

斜
面

（
下

端
）

下
端

線
　

高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
3
1
2

7
2
0
3

7
2
0
3

1
2

1
急

斜
面

（
下

端
：
陰

線
）

下
端

線
　

高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
2
0
3

7
2
0
3

9
9

0
急

斜
面

（
形

状
線

）

補
助

線
を

デ
ー

タ
で

取
得

し
て

表
示

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
0
6

7
2
0
6

0
0

洞
口

記
号

表
示

位
置

の
点

と
向

き
を

示
す

方
向

を
取

得

　
自

然
に

形
成

さ
れ

た
石

灰
洞

、
溶

岩
洞

、
ト

ン
ネ

ル
等

を
い

う
。

洞
の

向
き

に
合

わ
せ

て
表

示
す

る
。

2
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
4

　
土

砂
の

崩
落

等
に

よ
っ

て
自

然
に

で
き

た
崖

状
の

急
斜

面
を

い
う

。
頂

部
を

示
す

線
と

射
影

部
を

示
す

短
線

を
頂

部
か

ら
最

大
傾

斜
方

向
へ

２
．

０
m

m
ま

で
表

示
し

、
そ

れ
以

外
の

射
影

部
は

下
端

を
破

線
で

表
示

す
る

。

　
表

土
が

雨
水

に
よ

っ
て

流
出

し
た

裂
溝

の
状

態
を

い
い

、
土

崖
の

記
号

で
表

示
す

る
。

　
台

地
又

は
た

い
土

等
の

周
辺

の
傾

斜
が

急
で

、
等

高
線

で
表

現
す

る
の

が
困

難
又

は
景

況
が

明
ら

か
に

な
ら

な
い

地
形

を
い

い
、

土
が

け
の

記
号

で
表

示
す

る
。

地 　 形 　 等

変 形 地

地
形

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

7
2
1
1

7
2
1
1

0
0

岩
が

け
説

明
注

記

図
郭

に
対

し
て

平
行

垂
直

入
力

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
3

7
2
1
1

7
2
1
1

1
1

0
岩

が
け

(上
端

)

上
端

線
　

低
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
1
1

7
2
1
1

1
2

0
岩

が
け

(下
端

)

下
端

線
　

高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
1
1
1
2

7
2
1
1

7
2
1
1

1
2

1
岩

が
け

(下
端

陰
線

)

下
端

線
　

高
い

方
を

右
に

取
得

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
2
1
1
1
2

7
2
1
1

7
2
1
1

9
9

0
岩

が
け

(形
状

線
)

補
助

線
を

デ
ー

タ
で

取
得

し
て

表
示

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
1
2

7
2
1
2

0
0

露
　

岩

高
度

の
高

い
方

を
右

に
み

る
形

で
界

線
を

取
得

　
一

部
を

地
表

に
露

出
す

る
岩

石
を

い
い

、
河

岸
及

び
海

岸
等

で
露

出
し

て
い

る
岩

石
を

含
む

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
7
2
1
2
0
0

7
2
1
3

7
2
1
3

0
0

散
　

岩

高
度

の
高

い
方

を
右

に
み

る
形

で
界

線
を

取
得

　
地

表
に

散
在

す
る

岩
石

を
い

い
、

岩
礁

を
含

む
。

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

7
2
1
3

7
2
1
3

0
0

散
　

岩

極
小

　
記

号
表

示
位

置
の

点
を

取
得

　
小

さ
い

も
の

は
極

小
記

号
で

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2

7
2
1
4

7
2
1
4

0
0

さ
ん

ご
礁

高
度

の
高

い
方

を
右

に
み

る
形

で
界

線
を

取
得

　
空

中
写

真
上

で
判

読
で

き
る

程
度

の
も

の
に

つ
い

て
そ

の
外

縁
を

表
示

す
る

。
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
7
2
1
4
0
0

7
3
0
1

7
3
0
1

0
0

三
角

点

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
)

　
基

本
測

量
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
三

角
点

を
い

う
。

盤
石

の
亡

失
し

た
も

の
に

つ
い

て
は

表
示

し
な

い
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
4

7
3
0
2

7
3
0
2

0
0

水
準

点

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
)

　
基

本
測

量
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
水

準
点

を
い

う
。

標
石

の
亡

失
し

た
も

の
に

つ
い

て
は

表
示

し
な

い
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
4

7
3
0
3

7
3
0
3

0
0

多
角

点
等

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
)

　
基

本
測

量
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
基

準
点

の
う

ち
三

角
点

及
び

水
準

点
以

外
の

も
の

を
い

う
。

標
石

の
亡

失
し

た
も

の
に

つ
い

て
は

表
示

し
な

い
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
4

7
3
0
4

7
3
0
4

0
0

公
共

基
準

点
(三

角
点

)

 基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
 標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
)

　
公

共
測

量
に

よ
る

１
級

基
準

点
測

量
及

び
２

級
基

準
点

測
量

に
よ

り
設

置
さ

れ
た

基
準

点
を

い
う

。
標

石
の

亡
失

し
た

も
の

に
つ

い
て

は
表

示
し

な
い

。
2

0
0

0
0

1
0

1
0

0
2

0
0

4

7
3
0
5

7
3
0
5

0
0

公
共

基
準

点
(水

準
点

)

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
)

　
公

共
測

量
に

よ
る

１
級

水
準

測
量

及
び

２
級

水
準

測
量

に
よ

り
設

置
さ

れ
た

水
準

点
を

い
う

。
標

石
の

亡
失

し
た

も
の

に
つ

い
て

は
表

示
し

な
い

。
2

0
0

0
0

1
0

1
0

0
2

0
0

4

7
3
0
6

7
3
0
6

0
0

公
共

基
準

点
(多

角
点

)

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
 標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
)

　
公

共
測

量
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
３

級
基

準
点

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
4

　
岩

石
地

が
崖

状
に

な
っ

て
い

る
状

態
を

い
う

。
頂

部
を

山
形

に
、

傾
斜

を
示

す
短

線
を

頂
部

か
ら

最
大

傾
斜

方
向

に
表

示
す

る
。

地 　 形 　 等

変 形 地 基 準 点

地
形

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

7
3
0
7

7
3
0
7

0
0

そ
の

他
の

基
準

点

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
)

　
工

事
等

を
遂

行
の

た
め

に
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
等

で
堅

固
に

作
ら

れ
た

基
準

点
を

い
う

。
2

0
0

0
0

1
0

1
0

0
2

0
0

4

7
3
0
8

7
3
0
8

0
0

電
子

基
準

点

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
標

高
数

値
は

、
電

子
基

準
点

付
属

標
の

標
高

（
単

位
：
m

m
)

　
基

本
測

量
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
電

子
基

準
点

を
い

う
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
4

7
3
0
9

7
3
0
9

0
0

公
共

電
子

基
準

点

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
 標

高
数

値
は

、
電

子
基

準
点

付
属

標
の

標
高

（
単

位
：
m

m
)

　
公

共
測

量
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
電

子
基

準
点

を
い

う
。

標
高

数
値

は
、

公
共

電
子

基
準

点
付

属
標

の
標

高
を

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

1
0

1
0

0
2

0
0

4

7
3
1
1

7
3
1
1

0
0

標
石

を
有

し
な

い
標

高
点

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得
 標

高
値

は
属

性
数

値
（
単

位
：
m

m
)

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
4

7
3
1
2

7
3
1
2

0
0

図
化

機
測

定
に

よ
る

標
高

点

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得

 標
高

値
は

属
性

数
値

（
単

位
：
m

m
)

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
4

7
3
2
1

7
3
2
1

0
0

公
共

基
準

点
（
３

級
基

準
点

）

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得

　
埼

玉
県

に
よ

り
設

置
さ

れ
た

３
級

基
準

点
を

い
う

。
測

点
名

称
（
番

号
）
を

注
記

す
る

。
亡

失
点

は
表

示
し

な
い

。
2

0
0

0
0

1
0

1
0

0
2

0
0

4

7
3
2
2

7
3
2
2

0
0

公
共

基
準

点
（
４

級
基

準
点

）

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得

　
埼

玉
県

に
よ

り
設

置
さ

れ
た

４
級

基
準

点
を

い
う

。
測

点
名

称
（
番

号
）
を

注
記

す
る

。
亡

失
点

は
表

示
し

な
い

。
2

0
0

0
0

1
0

1
0

0
2

0
0

4

7
3
2
3

7
3
2
3

0
0

公
共

基
準

点
（
そ

の
他

の
公

共
基

準
点

）

基
準

点
記

号
又

は
指

示
点

表
示

位
置

を
取

得

　
そ

の
他

、
公

共
基

準
点

。
業

務
で

使
用

し
た

基
準

点
の

み
表

示
す

る
。

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

2
0

0
4

地 　 形 　 等

基 準 点

0
4-

2
99

-0
1

2
4
-
0
1

市
N
o
.
1

地
形

等
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

8
1
1
0

8
1
1
0

0
0

市
・
東

京
都

の
区

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

6
0
.5

7
8

8
1
1
1

8
1
1
1

0
0

町
・
村

・
指

定
都

市
の

区
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
5

0
.5

7
7

8
1
1
2

8
1
1
2

0
0

市
町

村
飛

地
　

市
町

村
の

飛
地

の
名

称
は

、
市

町
村

の
名

称
に

続
け

て
「
飛

地
」
を

付
し

て
表

示
す

る
。

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
.5

0
.2

5
7

5

8
1
1
3

8
1
1
3

0
0

大
区

域
　

大
区

域
は

、
旧

行
政

名
等

が
大

字
の

上
に

公
称

と
し

て
呼

称
さ

れ
て

い
る

も
の

に
適

用
す

る
。

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

4
.5

0
.2

5
5

7

8
1
1
4

8
1
1
4

0
0

大
字

・
町

・
丁

目
　

町
・
丁

目
は

大
字

に
対

応
す

る
も

の
に

適
用

す
る

。
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
4
.5

0
.2

5
3

7

8
1
1
5

8
1
1
5

0
0

小
字

・
丁

目
　

丁
目

は
小

字
に

対
応

す
る

も
の

に
適

用
す

る
。

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
.5

0
.2

5
3

5

8
1
1
6

8
1
1
6

0
0

通
り

　
地

名
と

し
て

の
通

り
を

い
う

。
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
3
.5

0
.2

5
3

5

8
1
1
7

8
1
1
7

0
0

そ
の

他
の

地
名

（
大

）
　

必
要

に
応

じ
て

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
5

0
.2

5
3

7

8
1
1
8

8
1
1
8

0
0

そ
の

他
の

地
名

（
中

）
　

必
要

に
応

じ
て

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
4

0
.2

5
3

5

8
1
1
9

8
1
1
9

0
0

そ
の

他
の

地
名

（
小

）
　

必
要

に
応

じ
て

表
示

す
る

。
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
3

0
.2

5
3

4

8
1
2
1

8
1
2
1

0
0

道
路

の
路

線
名

2
0

0
0

0
0

1
1

0
0

3
.5

0
.5

5
5

8
1
2
2

8
1
2
2

0
0

坂
・
峠

・
道

路
施

設
・
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
ﾞ等

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
0
.2

5
1

4

8
1
2
3

8
1
2
3

0
0

鉄
道

の
路

線
名

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
.5

0
.5

5
5

8
1
2
4

8
1
2
4

0
0

駅
、

操
車

場
、

信
号

所
、

鉄
道

施
設

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
0
.2

5
3

4

8
1
2
5

8
1
2
5

0
0

橋
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
3

0
.2

5
5

4

注 　 　 記

注 　 記

注
 

記
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大
分

類
分

類
標

準
分

類
表

現
分

類
図

形
区

分
間

断
区

分
名

称
 （

項
目

名
）

図
　

　
　

　
式

取
得

方
法

適
　

　
　

　
用

次
元

面
線

円
円

弧
点

方
向

注
記

属
性

グ
リ

ッ
ト

字
大

字
隔

（
下

限
）

字
隔

（
上

限
）

線
号

線
種

8
1
2
6

8
1
2
6

0
0

ト
ン

ネ
ル

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
0
.2

5
5

4

8
1
3
1

8
1
3
1

0
0

建
物

名
称

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
0
.2

5
3

4

8
1
3
4

8
1
3
4

0
0

建
物

の
付

属
物

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
0
.2

5
0
.2

5
4

8
1
4
0

8
1
4
0

0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
2

0
.2

5
0
.2

5
3

8
1
4
1

8
1
4
1

0
0

電
柱

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

2
0
.2

5
0
.2

5
3

8
1
4
2

8
1
4
2

0
0

高
塔

、
灯

台
、

坑
口

、
記

念
碑

、
墓

碑
、

鳥
居

、
輸

送
管

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
0
.2

5
0
.2

5
4

8
1
5
1

8
1
5
1

0
0

河
川

、
内

湾
、

港
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
4

0
.2

5
5

5

8
1
5
1

8
1
5
1

0
0

岬
、

崎
、

鼻
、

岩
礁

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
0
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7-3 道路台帳図チェックシステムのエラー 

 7-3-1 点検結果のエラーコード一覧表 
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点検結果のエラーコード一覧表 

 
 

※注１

Code 区分 内　　　　　　　　　　　容

0010 I DMﾌｧｲﾙの検査を開始します

0011 I DMﾌｧｲﾙの検査が終了しました

0012 I DMﾌｧｲﾙ検査の継続ができない、検査を中断しました

1001 I ﾌｫｰﾏｯﾄ検査を開始

1002 I ﾌｫｰﾏｯﾄ検査が完了

1003 S ﾌｧｲﾙが開けない、検査中断

1010 E ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞがﾚｺｰﾄﾞ長の整数倍でない

1011 S ﾌｧｲﾙの文字ｺｰﾄﾞが不明

1012 E ﾌｧｲﾙの文字ｺｰﾄﾞが【Shift_Jis】でない

1013 E 各ﾚｺｰﾄﾞの区切りとなる「CR+LF」が無い

1014 S 「CR+LF」の無いエラーが10件以上、検査中断

1015 S 「CR+LF」の無いエラーががありました、検査中断

1016 E ﾚｺｰﾄﾞ長が84Byteでない

1017 S ﾚｺｰﾄﾞ長エラーが10件以上、検査中断

1018 S ﾚｺｰﾄﾞ長エラーがありました、検査中断

2001 I 図郭ﾚｺｰﾄﾞの検査(1)を開始

2002 I 図郭ﾚｺｰﾄﾞの検査(1)が完了

2110 S DMの先頭行が図郭ﾚｺｰﾄﾞでない

2120 S 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の修正回数が数値でない　　　　　　　　※注２

2121 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の図郭識別番号が入力されてない

2122 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の図郭識別番号が英数字でない

2123 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の図郭名称が入力されてない

2124 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の図郭名称に半角と全角混在している

2130 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の地図情報ﾚﾍﾞﾙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2131 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の地図情報ﾚﾍﾞﾙが500または1000以外

2140 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)のタイトル名に半角と全角混在している

2150 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の修正回数が数値でないまたは末尾に空欄がある

2160 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)のバージョンが数値でないまたは空欄

2161 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)のバージョンが'1'でない

2170 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(a)の空き領域区分が数値でないまたは空欄

2210 E 図郭座標(1):左下Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

2211 E 図郭座標(1):左下Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2212 E 図郭座標(1):右上Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

2213 E 図郭座標(1):右上Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2214 E 図郭座標(2):左上Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

2215 E 図郭座標(2):左上Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2216 E 図郭座標(2):右下Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

2217 E 図郭座標(2):右下Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2220 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(b)の要素数が数値でないまたは末尾に空欄がある 　　　　　　※注２

2221 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(b)の要素数が、DMに実在する要素の数と一致しない

2230 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(b)のﾚｺｰﾄﾞ数が数値でないまたは末尾に空欄がある

2231 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(b)のﾚｺｰﾄﾞ数が [全ﾚｺｰﾄﾞ数] － [図郭ﾚｺｰﾄﾞ]と一致しない

2232 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(b)の要素のﾚｺｰﾄﾞ数とその子ﾚｺｰﾄﾞの数が整合しない

2233 S 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(b)の要素のﾚｺｰﾄﾞ数が数値でない

2235 I 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(b)の要素数とﾚｺｰﾄﾞ数の両方が数値でないので実ﾃﾞｰﾀとの確認はしません

2240 E 座標値の単位が数値でないまたは末尾に空欄がある

2241 E 座標値の単位は地図情報ﾚﾍﾞﾙ500または1000の時は'1'とする

2242 E 座標値の単位は地図情報ﾚﾍﾞﾙ2500または5000の時'10'とする

2243 E 座標値の単位は地図情報ﾚﾍﾞﾙ10000の時'999'とする

2244 E 地図情報ﾚﾍﾞﾙが500 1000 2500 50000 10000以外

2245 I 地図情報ﾚﾍﾞﾙがエラーのため、座標値の単位との整合は確認しません

2250 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(c)の隣接図郭識別番号が英数字でない

2260 I 修正回数がエラーのため、以降の検査ができません、中断しました

2268 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の作業年月が空欄です

2269 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の作業年月が数字でない

2270 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の作業年月の月が1～12以外

2271 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の現地調査年月が空欄です

2272 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の現地調査年月が数字でない

2273 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の現地調査の月が1～12以外
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Code 区分 内　　　　　　　　　　　容

2274 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の撮影ｺｰｽ数が空欄です

2275 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の撮影ｺｰｽ数が数字でない

2276 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)のﾚｺｰﾄﾞ数が空欄です

2277 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)のﾚｺｰﾄﾞ数が数字でない

2278 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)のﾚｺｰﾄﾞ数と撮影ｺｰｽ数が整合しない

2280 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の入力機器名が入力されてない

2281 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の入力機器名に半角と全角混在している

2282 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の入公共測量承認番号が入力されてない

2283 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の公共測量承認番号に半角と全角混在している

2290 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の測地成果種別ｺｰﾄﾞが空欄です

2291 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の測地成果種別ｺｰﾄﾞが規定以外の数字です

2292 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の図郭種別ｺｰﾄﾞが空欄です

2293 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の図郭種別ｺｰﾄﾞが規定以外の数字です

2294 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の変換手法種別ｺｰﾄﾞが空欄です

2295 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)の変換手法種別ｺｰﾄﾞが規定以外の数字です

2300 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(e)の作業機関名が入力されてない

2301 W 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(e)の作業機関名に半角と全角混在している

2310 E 図郭座標の端数:左下Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

2311 E 図郭座標の端数:左下Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2312 E 図郭座標の端数:右上Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

2313 E 図郭座標の端数:右上Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2314 E 図郭座標の端数:左上Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

2315 E 図郭座標の端数:左上Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2316 E 図郭座標の端数:右下Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

2317 E 図郭座標の端数:右下Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

2318 E 図郭座標の端数:左下Ｘが座標値の単位がｍで、0以外

2319 E 図郭座標の端数:左下Ｙが座標値の単位がｍで、0以外

2320 I 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)のﾚｺｰﾄﾞ数がエラーのため、'0'として検査を継続します

2321 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)のｺｰｽ番号が空欄です（図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)のﾚｺｰﾄﾞ数>0です）

2322 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)のｺｰｽ番号が英数字でない（図郭ﾚｺｰﾄﾞ(d)のﾚｺｰﾄﾞ数>0です）

2323 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)の撮影年月が空欄です

2324 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)の撮影年月が数値でない

2325 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)の年月が数値でない

2326 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)の撮影縮尺が数値でないまたは末尾に空欄がある

2327 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)の撮影枚数が数値でないまたは末尾に空欄がある

2328 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)の写真番号始点が数値でないまたは末尾に空欄がある

2329 E 図郭ﾚｺｰﾄﾞ(f)の写真番号終点が数値でないまたは末尾に空欄がある

2330 E 図郭座標の端数:左下Ｘの符号が図郭座標と一致しない

2331 E 図郭座標の端数:左下Ｙの符号が図郭座標と一致しない

2332 E 図郭座標の端数:右上Ｘの符号が図郭座標と一致しない

2333 E 図郭座標の端数:右上Ｙの符号が図郭座標と一致しない

2334 E 図郭座標の端数:左上Ｘの符号が図郭座標と一致しない

2335 E 図郭座標の端数:左上Ｙの符号が図郭座標と一致しない

2336 E 図郭座標の端数:右下Ｘの符号が図郭座標と一致しない

2337 E 図郭座標の端数:右下Ｙの符号が図郭座標と一致しない

3010 E Dmの最終行がｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞとなっている

3011 E ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの分類ｺｰﾄﾞが数値でないまたは末尾に空欄がある

3012 E ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの分類ｺｰﾄﾞ(ﾚｲﾔ)がｸﾞﾙｰﾌﾟの基準となるﾚｲﾔと同一でない

3013 E ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ(要素ｸﾞﾙｰﾌﾟ)の分類ｺｰﾄﾞ(項目)がｸﾞﾙｰﾌﾟの基準となる要素と同一でない

3020 E ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの地域分類が数値でないまたは末尾に空欄がある

3021 E ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの情報分類が数値でないまたは末尾に空欄がある

3022 E ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素識別番号が数値でないまたは末尾に空欄がある

3023 E ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの階層ﾚﾍﾞﾙが数値でないまたは末尾に空欄がある

3024 E ﾚｲﾔﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの階層ﾚﾍﾞﾙが次の行の階層ﾚﾍﾞﾙと不整合（ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄしてない）

3025 W ﾚｲﾔﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの階層ﾚﾍﾞﾙが1で分類ｺｰﾄﾞ(項目)が'00'でない

3026 W ﾚｲﾔﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの階層ﾚﾍﾞﾙが1以外で分類ｺｰﾄﾞ(項目)が'00'になっている

3030 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（総数）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3031 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3032 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（面）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3033 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（線）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3034 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（円）が数値でないまたは末尾に空欄がある
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3035 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（円弧）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3036 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（点）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3037 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（方向）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3038 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（注記）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3039 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（属性）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3040 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（ｸﾞﾘｯﾄﾞ・TIN）が数値でないまたは末尾に空欄がある

3041 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの要素数（総数）がｸﾞﾙｰﾌﾟ・要素数の合計と一致しない

3051 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの取得年月が空欄です

3052 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの取得年月が数字でない

3053 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの取得年月の月が1～12以外

3054 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの更新取得年月が空欄です

3055 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの更新取得年月が数字でない

3056 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの更新取得年月の月が1～12以外

3057 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの消去年月が空欄です

3058 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの消去年月が数字でない

3059 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの消去年月の月が1～12以外

3060 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの数値化区分が数値でないまたは末尾に空欄がある

3061 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞの数値化区分が規定以外の数字です

3071 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3072 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（面）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3073 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（線）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3074 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（円）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3075 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（円弧）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3076 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（点）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3077 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（方向）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3078 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（注記）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3079 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（属性）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

3080 E ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ要素数（ｸﾞﾘｯﾄﾞ・TIN）が、階層ﾚﾍﾞﾙに実在する数と一致しない

4011 E 分類ｺｰﾄﾞが数値でないまたは末尾に空欄がある

4012 E 図形区分が数値でないまたは末尾に空欄がある

4013 E 分類ｺｰﾄﾞ+図形区分の要素が本仕様で規定されていない

4014 E 分類ｺｰﾄﾞ+図形区分の要素ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟが本仕様で規定されていない(Dmｺｰﾄﾞ表確認)

4020 E 地域分類が数値でないまたは末尾に空欄がある

4021 E 情報分類が数値でないまたは末尾に空欄がある

4022 E 要素識別番号が数値でないまたは末尾に空欄がある

4023 E 階層ﾚﾍﾞﾙが数値でないまたは末尾に空欄がある

4024 E 階層ﾚﾍﾞﾙがﾚｲﾔﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞor要素ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰの階層ﾚﾍﾞﾙと不整合（ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄしてない）

4031 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が数値でないまたは末尾に空欄がある

4032 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が'0'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E5'以外

4033 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が'1'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E5'以外

4034 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が'2'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E1 E2 E3 E4 E6'以外

4035 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が'3'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E1 E2 E3 E4 E6'以外

4036 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が'6'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E1 E2 E3 E4 E6'以外

4037 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が'4'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E7'以外

4038 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が'5'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E8'以外

4039 E 実ﾃﾞｰﾀ区分が 0～6 以外

4040 E 精度区分が空欄です

4041 E 精度区分（上位桁）が'1～5'以外です

4042 E 精度区分（下位桁）が'4 5'以外です

4043 E 注記区分が数値でない

4044 W 注記区分が'0'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E7'

4045 E 注記区分が'0'で、ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E7'以外

4046 E 注記区分が'0 1 2'以外(ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E7')

4047 W 注記区分が'0 1 2'以外(ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E7'以外)

4048 E 転移区分が数値でないまたは末尾に空欄がある

4049 E 転移区分が範囲外

4050 E 間断区分が数値でない

4051 E 間断区分が範囲外

4052 E ﾃﾞｰﾀ数が数値でないまたは末尾に空欄がある

4053 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E5'で、ﾃﾞｰﾀ数'0'以外

4054 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E6'で、ﾃﾞｰﾀ数'2'以外
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4055 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E3 E4'で、ﾃﾞｰﾀ数'3'以外

4056 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E2'で、ﾃﾞｰﾀ数<2

4057 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E1'で、ﾃﾞｰﾀ数<3

4058 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E7 E8'で、ﾃﾞｰﾀ数=0

4061 E ﾚｺｰﾄﾞ数が数値でないまたは末尾に空欄がある

4062 E ﾚｺｰﾄﾞ数が'0'で、ﾃﾞｰﾀ数>0

4063 S ﾚｺｰﾄﾞ数>0で、実ﾃﾞｰﾀ区分が'0' or '1'

4064 S ﾚｺｰﾄﾞ数とﾃﾞｰﾀ数が整合しない（実ﾃﾞｰﾀ区分が'2':二次元座標）

4065 S ﾚｺｰﾄﾞ数とﾃﾞｰﾀ数が整合しない（実ﾃﾞｰﾀ区分が'3':三次元座標）

4067 S ﾚｺｰﾄﾞ数とﾃﾞｰﾀ数が整合しない（実ﾃﾞｰﾀ区分が'4':漢字注記）

4068 S ﾚｺｰﾄﾞ数とﾃﾞｰﾀ数が整合しない（実ﾃﾞｰﾀ区分が'4':半角注記）

4069 S ﾚｺｰﾄﾞ数とﾃﾞｰﾀ数が整合しない（実ﾃﾞｰﾀ区分が'5':属性）

4070 W 実ﾃﾞｰﾀ区分が'6'、本仕様では使用しない区分

4071 E 代表点座標Ｘが数値でないまたは末尾に空欄がある

4072 E 代表点座標Ｙが数値でないまたは末尾に空欄がある

4073 W ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E5 E7'で代表点座標ＸとＹが両方とも0

4074 W 属性数値が空欄です

4075 E 属性数値が数字でない

4076 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E8'で、属性書式が空欄

4077 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E8'以外で、属性書式が空欄でない

4081 E 取得年月が空欄です

4082 E 取得年月が数字でない

4083 E 取得年月の月が1～12以外

4084 E 更新取得年月が空欄です

4085 E 更新取得年月が数字でない

4086 E 更新取得年月の月が1～12以外

4087 E 消去年月が空欄です

4088 E 消去年月が数字でない

4089 E 消去年月の月が1～12以外

4090 E 要素識別番号反復回数が空欄です

4091 E 要素識別番号反復回数が1～9でない

4110 E 等高線ﾃﾞｰﾀが二次元座標ﾚｺｰﾄﾞでない（実ﾃﾞｰﾀ区分確認）

4111 E 等高線ﾃﾞｰﾀに属性数値がない（等高標高を設定する）

4510 W 座標ﾚｺｰﾄﾞ：座標間の距離が大きい

4511 E 座標ﾚｺｰﾄﾞ：座標間が０m(点)となっている

4512 E 座標ﾚｺｰﾄﾞ：ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'E1'で、起点・終点座標が一致していない

4513 E 座標ﾚｺｰﾄﾞでない、ﾚｺｰﾄﾞ数と実ﾃﾞｰﾀ区分と座標ﾚｺｰﾄﾞの関係にｴﾗｰあり(ﾚｺｰﾄﾞ数より実在の座標ﾚｺｰﾄﾞが少ない)

4610 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：縦横区分が数値でない

4611 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：縦横区分が範囲外

4612 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：文字列の方向が数値でないまたは末尾に空欄がある

4613 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：文字列の方向が範囲外、横書きで-135～-45でない

4614 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：文字列の方向が範囲外、縦書きで-45～+45でない

4615 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：字大が数値でないまたは末尾に空欄がある

4616 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：字大が0となっている

4617 W 注記ﾚｺｰﾄﾞ：字大が小さい

4618 W 注記ﾚｺｰﾄﾞ：字大が大きい

4619 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：字隔が数値でないまたは末尾に空欄がある

4621 W 注記ﾚｺｰﾄﾞ：字隔が小さい

4622 W 注記ﾚｺｰﾄﾞ：字隔が大きい

4623 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：線号が数値でないまたは末尾に空欄がある

4624 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：線号が範囲外

4625 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：要素の注記区分が'1'で注記で漢字でない

4626 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：注記に第一・二水準以外の漢字が含まれている

4627 E 注記ﾚｺｰﾄﾞ：要素の注記区分が'2'で注記に漢字が含まれている

5011 W 現況図がありません

5012 W 敷地図がありません

5013 W 台帳図がありません

5014 W 測定基図がありません

5015 W 公図がありません

5021 S 道路敷地線が連続していないor分割線に接合していない

5022 E 分割線に接続する図面番号の注記がない
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   注１（区分） 

Ｉ：Information の略 

Ｓ：Stop （チェックを強制終了） 

Ｅ：Error （データの修正が必要） 

Ｗ：Warning（警告：検出内容を精査し、適切な処置を講じる） 

 
   注２：(a)、(b)・・・は、「埼玉県公共測量作業規程：付録７」の公共測量標準図式数値地

形図データファイル仕様を参照 

 
 

 

 

 

  

Code 区分 内　　　　　　　　　　　容

5023 W 分割線がない

5030 E 自己交差している

5041 E 同一分類の他のｱｲﾃﾑと重複した辺がある

5042 E 同一分類の他のｱｲﾃﾑが完全に含まれている、または一致している

5051 E ﾗｲﾝの始点に同一分類の他のｱｲﾃﾑが接続していない

5052 E ﾗｲﾝの終点に同一分類の他のｱｲﾃﾑが接続していない

5053 E ﾗｲﾝの起終点に同一分類の他のｱｲﾃﾑが接続していない

5054 E ﾗｲﾝの起終点に同一分類の他のｱｲﾃﾑが接続していない（ﾗｲﾝ中間に接続あり）

5061 E 被覆：上端線の終点座標と一致する下端点がない

5062 E 被覆：上端線の始点座標と下端点の終点座標が一致しない

5063 E 被覆：上端線の始点が分割線に接続、終点座標と一致する下端線がない

5064 E 被覆：下端線の終点座標が分割線に接続していない

5065 E 被覆：上端線の終点が分割線に接続、始点座標と一致する下端線がない

5066 E 被覆：下端線の始点座標が分割線に接続していない

6010 S 図面接合ﾁｪｯｸ：自図面の接合情報ﾌｧｲﾙが存在しない

6011 W 図面接合ﾁｪｯｸ：相手図面の接合情報が存在しない

6012 E 図面接合ﾁｪｯｸ：相手図面に接合する線が存在（座標が一致）しない

6013 E 図面接合ﾁｪｯｸ：自図面に接合する線が存在（座標が一致）しない

6014 E 図面接合ﾁｪｯｸ：ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟが一致しない

6015 E 図面接合ﾁｪｯｸ：分類ｺｰﾄﾞが一致しない

6016 E 図面接合ﾁｪｯｸ：図形区分が一致しない

6017 E 図面接合ﾁｪｯｸ：間断区分が一致しない

9010 E 要素ﾚｺｰﾄﾞ(E8)のﾚｺｰﾄﾞ数が数値でない

9011 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'I '(ｲﾝﾃﾞｯｸｽ) が存在しているエラー

9012 E ﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ'M '(図郭ﾚｺｰﾄﾞ）が重複しているエラー

9013 E DMﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟが'G 'グリッドﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞです、本仕様では扱いません

9014 E DMﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟが'T '不整三角網ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞです、本仕様では扱いません

9015 E DMﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟがエラー（要素ﾚｺｰﾄﾞでない）

9016 S DMﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟのエラーが存在する、検査を中断しました

9017 E SytemError「Check134要素付属Record」:DMﾚｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟがエラー（要素ﾚｺｰﾄﾞでない）

9021 E 図面名称（ファイル名）が規定外

9022 E 図面名称の先頭２桁（事務所コード）が規定外

9023 E 図面名称の３桁目（道路種別コード）が規定外

9024 E 図面名称の７桁目（現道・旧道区分）が規定外

9025 E 図面名称が１6文字でない

9026 E 図面名称（ファイル名）に全角文字があるのは規定外

9910 S SytemError, （メンテナンス）
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    （１）作 業 

       

       様式１－１   １級・２級基準点成果表 

       様式１－２   ３級基準点成果表 

       様式１－３   ４級基準点成果表 

       様式１－４   １級・２級基準点 点の記 

       様式１－５   ３級基準点 点の記 

       様式１－６   土地境界立会い依頼書 

       様式１－７   道路境界確認書 

       様式１－８   委任状 

 

 

    （２）調 書 

 

       様式２－１   境界標調書 

       様式２－２   境界標設置調書 

       様式２－３   土地所有者一覧表 

       様式２－４   特記事項調書 

       様式２－５   地点標台帳 

       様式２－６   地点標調書 

       様式２－７   境界承諾不調調書 

 

 

    （３）書 類 

      

       様式３－１   身分証明書 

       様式３－２   法務局申請書 

       様式３－３   協力依頼書 

       様式３－４   土地立ち入り通知書 

       様式３－５   補正箇所総括表 

       様式３－６   着手時チェックシート（道路台帳整備） 

       様式３－７   着手時チェックシート（道路台帳整備詳細） 

       様式３－８   完了時チェックシート（道路台帳整備） 

        

 

 

 

 

7-4 書式及び様式 

 7-4-1 様式リスト（測量） 
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   （１）作 業 

  

 7-4-2 様 式 （測量） 
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様式１－１ １級・２級基準点成果表 

 

 

  
 

（ AREA=9 ）

　   １ 級 基 準 点

 ° ′ ″
m        

B X

L Y

N H

ジオイド高

縮尺係数

° ′ ″ m     

金属標

平成○年○月○日　改測 （旧点名：00-000-01）
ＧＮＳＳ測量による
セミ・ダイナミック補正あり

　「この測量成果は、国土地理院長の承認を得て同院所管の測量成果を
　　使用して得たものである　（承認番号）平○ 関公第○○号」

埋標型式  地　上 地　下  屋　上 標識番号
 標　石

備　考

0.000

0.000

視準点の名称 平均方向角 距　　離

世界測地系(測地成果2011)
調 製 平成 ○年 ○月 ○日

基　準　点　成　果　表

0.000

0.000
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様式１－２ ３級基準点成果表 

 

 

 
 

 

路線名: 一般県道　〇〇線

起点側図面番号:

点 名 X 座標 Y 座標 Z 座標 2点間距離 2点間方向角

3級基準点成果表

世界測地系（測地成果2011）
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様式１－３ ４級基準点成果表 

 

 

 
 

 

路線名: 一般県道　〇〇線

起点側図面番号:

点 名 X 座標 Y 座標 Z 座標 2点間距離 2点間方向角

4級基準点成果表

世界測地系（測地成果2011）
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様式１－４ １級・２級基準点 点の記 

 

  

（　１級基準点　）

標識の種類

X H 作　成　者

Y

備　考

見 取 図

写　　真

点　検　者

点　　の　　記

路　線 点　名 TYPE-1

世界測地系（測地成果2011）

所在地
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様式１－５ ３級基準点 点の記 

 

        

  
 

（　３級基準点　）

標識の種類

X H 作　成　者

Y

備　考

見 取 図

写　　真

点　検　者

方位標

方位標

点　　の　　記

路　線 点　名 TYPE - ２

世界測地系（測地成果2011）

所在地
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様式１－６ 土地境界立会い依頼書 

 

       

第    号 

平成  年  月  日 

            様                〇〇県土整備事務所 所長名 

 

 

道路台帳整備に伴う土地境界確認の立会いについて（依頼） 

 

県の土木行政につきましては、日ごろ格別の御協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

平成  年度施工の「           工事」 の道路台帳を整備することとなり

ました。 

つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、下記のとおり現地にて、土地境界確認の

立会いをいただきたくお願い申し上げます。 

なお、当日、代理の方に立会いを委任される場合は、同封の委任状に記名押印をして、代

理人の方に持参していただくようお願いします。また、ご都合がつかない場合は、お手数で

すが、あらかじめ当事務所までお知らせいただければ幸いです。 

 

記 

 

日 時  平成  年  月  日   午前・午後   時   分頃 

 

土地の所在                       番地 

                                   番地 

 

持参していただくもの 

１ この依頼書 

２ 印鑑（境界についてご確認いただいた時の認めのために必要となります。） 

３ 代理の方が立会を行う場合は、委任状と代理の方の認め印 

 

 測量業者                    電話            

 現場責任者                

＊このことについてのお問い合わせは、当事務所 

       部        担当 （担当者             ） 

までお願い致します。 

当事務所の所在地 〒                       番地   

電話番号              

 

 

 

 

 

 



付属資料 

 - 246 -

様式１－７ 道路境界確認書 

 

 
 

※様式は、日本工業規格Ａ列３番とする。 

記
記

３
．

確
認

が
成

立
し

た
境

界
の

点
を

明
示

し
た

図
面

 
 
 
　

　
　

 
 
埼

玉
県

○
○

県
土

整
備

事
務

所
　

所
長

名
　

 
 
 
 
 
印

 
 
 
　

　
　

 
 
 
埼

玉
県

○
○

県
土

整
備

事
務

所
　

所
長

名
　

 
 
 
 
 
印

　
　

　
住

　
 
所

　
　

 
 

別
添

の
と

お
り

。

　
　

　
住

　
 
所

　
　

　
続

 
　

柄

丁
目

　
　

字

　
　

  
　

　
　

平
成
　

　
年

　
月

　
日
境

界
立

会
い

を
し
た

結
果

、
下

記
土
地

と
道

路
敷

と
の
境

界
に

つ
い

て
、
別

添

　
 
  
  

 　
図

面
の
と

お
り

相
互

に
意
思

の
確

認
が

成
立
し

た
の

で
、

確
認
書

を
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々
１

通
保
有

す
る

。

地
　

　
番

所
有

者
氏

名
町

 
村

 
大

 
字

１
．

確
認

し
た

土
地

の
所

在
１

．
確

認
し

た
土
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郡
　

市

道
 
 
路

 
 境

 
 
界
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認

 
（
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）

 
書

（
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）

別
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。
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印

　
　

　
氏
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２
．

路
線

名
　

　
２

．
路

線
名

　
　

平
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年
　

　
月

　
　

日
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日
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）

郡
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町

 
村
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字
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番
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路
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。
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所
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所

　
　

　
続

　
 
柄

３
．

確
認
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界
の

点
を
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し
た

図
面
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様式１－８ 委任状 

 委 任 状 

 

 

住 所                 

 

氏 名                 

 

  私は、上記の者を代理人と定め、下記の土地に対する所有権及び所有権以外の権利のおよ

ぶ境界の立会いに関する一切の権限を委任します。 

 

 

 土地の表示 

                             番     

 

                             番     

 

                             番     

 

                             番     

 

                             番     

 

 平成  年  月  日 

 

住 所                 

 

氏 名               印 

 

 

 

 

 

 

 

・ 委任状には、あなたが境界立会いを委任される方の住所、氏名を記載し、あなたの現

住所、氏名、境界立会いを委任する土地の地番を記入し押印して下さい。 

・ 法人所有の土地代表権を持たない方（社員等）が立ち会う場合でもこの委任状が必要

となります。 

・ この委任状は、代理人の方にお渡ししていただき、立会いの当日提出していただくか、

事前に事務所あて郵送して下さい。 
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   （２）調 書 
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様式２－１ 境界標調書 

 

 
※様式は、日本工業規格Ａ列３番とする。 

 

路
 線

 名
：

敷
地

図
番

号
路

 線
 名

：
敷

地
図

番
号

面
  

  
  

  
 積

境
 界

 標
距

  
  

  
 離

境
 界

 標
距

  
  

  
 離

番
  

  
 号

Ｘ
　

　
　

　
ｍ

Ｙ
　

　
　

　
ｍ

ｍ
番

  
  

 号
Ｘ

　
　

　
　

ｍ
Ｙ

　
　

　
　

ｍ
ｍ

㎡

 °
  

  
 ′

  
  

 ″

左
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
側

方
  

 向
  

 角
座

  
  

  
 標

  
  

  
 値

 °
  

  
 ′

  
  

 ″

右
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
側

座
  

  
  

 標
  

  
  

 値
方

  
 向

  
 角

世
界

測
地

系
（
測

地
成

果
2
0
1
1
）

世
界

測
地

系
（
測

地
成

果
2
0
1
1
）

境
  
  
界

  
  
標

  
  
調

  
  
書

境
  
  
界

  
  
標

  
  
調

  
  
書
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様式２－２ 境界標設置調書 

 

  境 界 標 設 置 調 書 
   路 線 名 

 

 
 
    注  既設・立替・新設欄は境界標柱の種類を記入 

       標柱の種類は境界杭設置基準による（Ａ型・Ｂ型・Ｃ型） 

 

 

※様式は、日本工業規格Ａ列３番とする。 

杭番号 既設 立替 新設 備          考 杭番号 既設 立替 新設 備          考

図面対照
番     号

左                                             側 右                                             側
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様式２－３ 土地所有者一覧表 

 

土地所有者一覧表 
   路 線 名： 

 

 
 
    注 １．図面一葉ごと図面対照番号欄に隣接地及び道路区域内を分けて記入 

 

      ２．道路区域内の未登記は備考欄に未と記入 

 

※様式は、日本工業規格Ａ列３番とする。 

氏      名 住             所
備　　考地　目 地　番 面　積

所　　　　有　　　　者
図面対照番号 市町村名 大　字 字
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様式２－４ 特記事項調書 

 

 

 
 

※様式は、日本工業規格Ａ列３番とする。 
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7
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様式２－５ 地点標台帳 

 

     
 

 

※様式は、日本工業規格Ａ列３番とする。 

路
  

  
  

  
  

 線
  

  
  

  
  

 名
設

  
  

  
 置

  
  

  
 箇

  
  

  
 所

図
　

面
　

対
　

照
　

番
　

号
標

  
 示

  
 方

  
 法

  
 の

  
 別

年
　

　
月

　
　

日

設
 置

 修
 理

 ・
 移

 動
 ・

 廃
 止

 等

設
　

置
　

箇
　

所
　

見
　

取
　

図

地
 
点
 
標
 
台
 
帳
 



付属資料 

 - 254 -

様式２－６ 地点標調書 

地 点 標 調 書 
  路 線 名： 

   

  
   注 １．原則として左側に設置すること。 

     ２．型式はＡ型・Ｂ型を記入すること。 

 

※様式は、日本工業規格Ａ列３番とする。 

図面対照番号 標　示　方　法 設　置　箇　所 型　　式 左　　右 摘　　要
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様式２－７ 境界承諾不調調書 

 

  
 

 

※様式は、日本工業規格Ａ列３番とする。 

 

氏     名 住          所

注　理由等は詳細に記述し、欄が不足の時は次の欄に継続して良い。なお検討資料は別途整理する。

路線名

境 界 承 諾 不 調 調 書

理  由  及  び  経  過
検  討  資  料
の     種     別

図面対
照番号

市  町
村 名

大字 字 地  番
地   目
地   籍

所       有       者
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   （３）書 類 
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様式３－１ 身分証明書 

 

（表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（裏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  第   号 

 

 

身 分 証 明 書 

 

 

   受 託 者   住 所 

 

               名 称 

 

               役職及び氏名 

 

   上記の者は、       契約に基づき、      を行う者であることを証明す 

 る。 

 

 

   有効期間   自   平成  年  月  日 

 

              至   平成  年  月  日 

 

   発 行 日       平成  年  月  日 

 

   発 行 者   住 所 

 

                  埼玉県〇〇県土整備事務所 所長名 
 

 

 １．本書は、公印、日付のないものは無効とする。 

 ２．有効期間を経過したとき、又は              契約が解除されたとき等不明となったと 

  きは直ちに返還すること。 

 ３．役職、氏名に変更があったとき、又は受託者の住所・氏名に変更があったときは、すみ 

  やかに記載事項の変更を受けること。 

 ４．本証は他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 
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様式３－２ 法務局申請書 

 

 
 

 

 

□ □ 地積測量図

□ □

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

-

平成　　　　年　　　　月　　　　日 申請

事業名：

謄　　　　　　　本 申請人（住所氏名）

閲　　　　覧全部事項証明書

地番丁目・字
家屋番号または

不
　
　
　
動
　
　
　
産

種　　別 市町村 大　字

土　地

建　物

土　地

請求の

所 有 者 氏 名 通　数

建　物

土　地

建　物

土　地

建　物

土　地

建　物

土　地

建　物

本店（事務所）

謄 本 の 交 付

請
求
事
項

会
社
法
人

商号（名称）

全部謄本

全部謄本（現に効力を有する登記のない用紙省略）

閉鎖謄本（昭和　　　年　　　月　　　日閉鎖）・（平成　　　年　　　月　　　日閉鎖）

所有者の住所氏名

　　　　　　　　年　　　　月　　　　日の登記事項

求 め る も の で あ る こ と を 証 明 す る 。

平成　　　年　　　月　　　日

埼 玉 県 〇 〇 県 土 整 備 事 務 所 長

証　　　　　　　　明　　　　　　　　書

□ 閲 覧
こ の 申 請 書 は 、 公 共 事 業 の た め 上記 申請 人をもって 、 を

□

所長名

　筆・個・件・枚数 通　　数 確認印

㊞

手数料 登記手数料令第１９条 受　　付 交　　付

支　局
〇〇

㊞

登記事項要約書

地方法務局 出張所

専有部分の全部抄本

専有部分の現に効力のある部分の抄本

旧　　　公　　　図

公　　　　　　　図 申請書

建　物

土　地

登記所の表示
さ い た ま
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様式３－３  協力依頼書 

 

 

〇〇市町村長様                           第    号 

（〇〇課）                        平成  年  月  日 

〇〇県土整備事務所 所長名 

 

 

 

 

道路台帳整備に伴う資料提供について（依頼） 

 

 

 

県の土木行政につきましては、日ごろより格別の御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、当事務所では、〇〇道〇〇〇〇〇〇線の道路台帳整備を下記のとおり実施することになり

ました。 

つきましては、貴市役所の関係資料及び成果等の提供について、御協力をお願いいたします。 

なお、貴○○市所有の土地と、当該道路敷との境界を確認するため、後日立会いをお願い致しま

す。※1 

沿道地権者には、測量の立ち入り等連絡致しましたが、貴○○市への問い合わせがありましたら、

本事業の主旨等ご説明頂ますようお願いいたします。 

 

 

記 

 

1、調査箇所   例 一般国道 299 号線（中山西交差点～中山陸橋（西）） 

           飯能市大字中山地内  

2、提供希望資料  1）境界確認点の記載図（委託箇所近辺で成果のあるもの） 

2）基準点点の記、成果表（1級、2級、3級）   ※2 

3，計画機関       埼玉県〇〇県土整備事務所（〇〇担当：担当者名） 

電話 

4，受注業者      会社名（担当者：担当者名） 

なお、ご不明な点につきましては、上記計画機関へご連絡下さい。 

※1 立会が関係する場合  ※2 必要に応じ項目は変更する。 
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様式３－４  土地立ち入り通知書 

 

第   号 

平成  年   月  日 

関係者各位 ※1 

                       埼玉県〇〇県土整備事務所 所長名         

 

 

測量作業における土地立ち入りについて（依頼） 

 

県の土木行政につきましては、日ごろより格別の御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、当事務所では、〇〇道〇〇〇〇〇〇線の道路台帳整備を下記のとおり実施することになり

ました。 

つきましては、測量に伴い皆様方の土地に立ち入らせて頂きたくご協力のほどよろしくお願い

申し上げます｡ 

なお、後日測量作業後に現地において､関係者様には境界確認をさせて頂きたいと思いますの

で何卒ご理解ご協力をお願い致します。 

 

 

記 

 

１．測量期間  平成 年 月 日～平成 年 月 日    

 

２．測量区間             （別紙案内図参照） 

 

３．作業機関  会社名 

        TEL  

        住所 

        現場責任者  

４．計画機関  埼玉県 〇〇県土整備事務所 〇〇担当 

        TEL  

        住所 

        担当者   

 

※1 必要に応じ氏名を明記すること。 道路内の作業で収まる場合は必要としない。 
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様式３－５ 補正箇所総括表 

  

    

事務所名：埼玉県〇〇県土整備事務所

請負者名：

路線番号 路線名 補正度 補正内容 図面番号

平成〇〇年度補正箇所総括表
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様式３－６ 着手時チェックシート（道路台帳） 
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様式３－７ 着手時チェックシート(道路台帳詳細) 
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様式３－８ 完了時チェックシート（道路台帳整備） 
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    （１）道路台帳調書 

 

       様式 調－１   道路台帳 

様式 調－２   実延長調書（Ⅰ） 

様式 調－２   実延長調書（Ⅱ） 

様式 調－３   橋調書 

様式 調－４   トンネル調書 

様式 調－５   鉄道等との交差調書 

 

 

 

    （２）道路施設現況調書 

 

       第１号様式（総括） 

       第２号様式（独立専用自歩道） 

       第３号様式（部分自歩道） 

       第４号様式（有料道路） 

       第５－１号様式（橋梁（橋長１５ｍ以上）） 

       第５－２号様式（橋梁（橋長２ｍ以上１５ｍ未満）） 

       第６号様式（トンネル） 

       第７号様式（踏切道） 

       第８号様式（１．５車線的道路） 

 

       ※ 橋梁名コード表（第５－１号及び第５－２号様式に適用する） 

        

  

 7-4-3 様式リスト（調書） 
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 7-4-4 様 式（調書） 
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様式 調－１ 
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様式 調－２ 
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様式 調－２ 
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様式 調－３ 
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様式 調－４ 
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様式 調－５ 
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（２）道路施設現況調書 

 

 

     ※ キーコードについて 

      各様式中、ピンク色の項目を「キーコード」という。 

      キーコードは、個々のデータの固有性を明確にする目的で設けられており、 

      データの住所にあたる重要なものである。従って、同じキーコードのデータが

複数同じ様式中に存在してはならない。 
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第１号様式（総括） 

 
※色付き項目はキーコード。 

 
 

    

車道19.5 車道13.0 車道5.5ｍ 車道5.5ｍ 車道5.5ｍ 車道3.5ｍ 車道3.5ｍ

ｍ以上 ｍ以上 以上 未満 以上 以上 未満

高級 簡易 民鉄 専用鉄道 民鉄 専用鉄道

コード 名称 コード 名称

(8)

総延長

ｍ

(9)

重用延長

ｍ

(10)未供用延長ｍ

海上区間

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

コード

延長ｍ

(5)現道・

旧道区分

(6)路線

分割

(7)自動車

専用区分

(4)路線名

名称

(12)

実延長

ｍ

(13)立体横断施設

横断歩道橋 地下横断歩道

階段式 スロープ式 押上げ式 階段式 スロープ式 押上げ式

その他

区間

(11)渡船場

箇所数

自地域内
市区町

村界

都　道

府県界

(17)

路線数

市町村道

のみ入力

(14)道路面積 ㎡

道路構成別内訳 敷地所有関係別内訳

道路敷 道路部 車道 中央帯 国有地
地方公共

団体有地

(15)

歩道等

設置道路

延長ｍ

(16)規格改良・未改良別車道幅員区分別実延長内訳ｍ

規格改良済 未改良

うち自動

車交通不

能区間

(18)路面別実延長内訳ｍ (20)鉄道との交差箇所

舗装道

(19)中央帯延長ｍ

立体交差 平面交差

植樹施設

あり

植樹施設

なし

アスファルト系

自地域内
市区町村

界

都道府県

界

セメント系

未舗装道

(21)種類別実延長内訳

橋梁 トンネル

箇所数 箇所数

自地域内

延長ｍ

路線分割

起点側 終点側

(22)路線接続

地方公共

団　体

コード

道路種別

路線名

路線分割

地方公共

団　体

コード

道路種別

路線名

延長ｍ

道路延長

ｍ

市区町村

界

都道府県

界
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    第２号様式（独立専用自歩道） 

 
※色付き項目はキーコード。 

 
              

 

  

　　

自地域内 市区町村界 都道府県界 自地域内 市区町村界 都道府県界

道路敷 有効幅員 国有地 地方公共団体有地 民鉄 専用鉄道 民鉄 専用鉄道

(7)総延長

コード 名称

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

(4)路線名

(5)現道・

旧道区分

(6)自歩道

専用区分

(13)種類別実延長内訳

４ｍ以上 ３ｍ以上 ２ｍ以上 １ｍ以上 １ｍ未満

(9)未供用

延長ｍ

(10)

実延長ｍ

(11)有効幅員区分別実延長内訳ｍ (12)路面別実延長内訳ｍ

未舗装道 舗装道

敷地所有関係別内訳 立体交差 平面交差

(16)

重用自歩道

設置延長ｍ

(8)重用延長

ｍ

(14)道路面積 ㎡ (15)鉄道との交差箇所

道路構成別内訳

延長ｍ

箇所数

延長ｍ

道路延長ｍ

橋梁

箇所数

トンネル
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第３号様式（部分自歩道） 

 
※色付き項目はキーコード。 

 
 

 

  

　　

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

(4)路線名

(5)現道・

旧道区分

(6)路線

分割

(7)歩道等

種別

コード 名称

(8)歩道等

延長ｍ

帯状 ４ｍ以上 ３ｍ以上

(9)植樹施設延長ｍ

列状

(10)幅員区分別延長内訳ｍ

(11)歩道等

面積 ㎡

未舗装道２ｍ以上 １ｍ以上
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第４号様式（有料道路） 

 
※色付き項目はキーコード。 

 
 

 

 

  

　　

自地域内 市区町村界 都道府県界 自地域内 市区町村界 都道府県界

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

(4)路線名

(5)現道・

旧道区分

(6)路線分割

コード

(14)種類別供用延長内訳

橋梁 トンネル

名称

(8)事業体

区分

年 月 日

(7)有料道路名

コード 名称

年号

(9)供用開始年月日

(11)航路

延長ｍ

(10)供用

延長ｍ

(13)路面別供用延長内訳ｍ

未舗装道

舗装道

セメント系 アスファルト系

(12)車道幅員区分別延長内訳ｍ

車道19.5ｍ

以上

車道13.0ｍ

以上

車道5.5ｍ

以上

車道5.5ｍ

未満

箇所数道路延長ｍ

延長ｍ 延長ｍ
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第５－１号様式（橋梁「１５ｍ以上」） 

 
  ※色付き項目はキーコード。     

 
 
 
 
  

コード 名称 コード 名称

(6)路線

分割

(7)

橋梁種別

コード 名称

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

(4)路線名

(5)現道・

旧道区分

(17)現況

年号 年 道路部

構造形式 使用材料

下部工

（基礎）

(20)

重要度

(21)

下部構造

分離

(22)

緊急輸送

道路

(23)交差条件

地方公共

団体コード
橋梁種別

橋梁名

分割番号

(11)橋梁分類

(8)橋梁名

コード 名称

(9)

分割番号

(10)一般

有料区分
路面位置

上部工

床版材料

路線分割 橋長ｍ

(12)架設年次 (16)幅員0.1ｍ

(13)

橋長ｍ

(14)最大

支間長ｍ

(15)

径間数

(18)他域橋長

地方公共

団体コード

橋梁種別

車道 歩道等

交差条件 交差施設名

(24)

適用基準

(25)

耐震補強

(19)橋梁接続

起点側 終点側

地方公共

団体コード
橋梁種別 分割番号

橋梁名

橋梁名

コード 名称

現道・

旧道区分
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第５－２号様式（橋梁「２ｍ以上１５ｍ未満」） 

 
※色付き項目はキーコード。     

 
 

 

 

  

コード 名称 コード 名称

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

(4)路線名

(5)現道・

旧道区分

(6)路線

分割

(7)

橋梁種別

コード 名称

(8)橋梁名

(9)

分割番号

(10)一般

有料区分

(11)橋梁分類

路面位置

上部工

下部工

（基礎）コード 名称 構造形式 使用材料 床版材料

(12)架設年次

(13)

橋長ｍ

(14)最大

支間長ｍ

(15)

径間数

(16)幅員0.1ｍ

(17)現況

年号 年 道路部 車道 歩道等

(18)他域橋長

地方公共

団体コード

橋梁種別

橋梁名

現道・

旧道区分

路線分割 橋長ｍ

コード 名称

(19)橋梁接続

起点側 終点側

地方公共

団体コード
橋梁種別

橋梁名

分割番号
地方公共

団体コード
橋梁種別

橋梁名

分割番号

(20)

重要度

(21)

下部構造

分離

(22)

緊急輸送

道路

(23)交差条件

(24)

適用基準

(25)

耐震補強

交差条件 交差施設名
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第６号様式（トンネル） 

 
※色付き項目はキーコード。     

 
 

 

 

 

 

  

　　

コード

(10)

トンネル分類

(11)建設年次

年号

名称

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

(4)路線名

(5)現道・

旧道区分

(6)路線

分割

消化設備 その他設備

年

(12)

延長ｍ

(13)幅員0.1ｍ

(14)

有効高0.1ｍ

(15)

壁面区分

(16)

路面区分

道路部 車道 歩道等

(7)トンネル名

コード 名称

(8)

分割番号

(9)

一般有料区分

(18)

現況

(19)他域延長

路線名

地方公共

団体コード

道路種別

現道・旧道

区分

路線分割 延長ｍ

コード 名称

(17)内部施設

非常用施設

換気施設 照明施設

通報装置 非常警報装置
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第７号様式（踏切道） 

 
※色付き項目はキーコード。     

 
 

 

 

 

  

起点 終点

符号含む 符号含む

起点 終点

符号含む 符号含む 左 右 左 右

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

(4)路線名

(5)現道・

旧道区分

(6)路線

分割

コード 名称

(16)

交差角度

(17)道路勾配％

(18)

路面区分

(19)見通し距離

(8)鉄道

事業者名

(9)鉄道

線名

(10)単複

線区分

(11)踏切道

種別

(12)

延長ｍ

(13)幅員

0.1ｍ

(14)歩道等

施設

起点 終点

(20)道路交差点距離
(21)

遮断時間

(7)踏切道名

コード 名称

(15)対道路幅員差0.1ｍ

起点

ｍ

終点

ｍ
分
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第８号様式（１．５車線的道路） 

 

 

 
 

  

　　

計画延長 改良済延長 計画延長 改良済延長

(1)調査

機関区分

(2)地方

公共団体

コード

(3)道路

種別

(4)路線名

(5)路線分割

コード 名称

(6)１．５車線的道路整備区間延長 (7)待避所等 (8)路線数

市町村道

のみ記入
整備済箇所計画箇所

現道活用

（未改良）

車道幅員＜5.5ｍ車道幅員≧5.5ｍ
整備計画

延長
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 7-4-5 作成区分コードと修正度及び補正度 
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作成区分コードと修正度及び補正度 

                ※注 

 
 

 

 

 

工　　　　種 コード 修正度 補正度 備　　　考

新規道路 1 5
移管(受け） 2 5
移管(廃止） 3 6
歩（自歩）道工事 4 3 4  中心線変更なし、用地買収（両側）あり

歩（自歩）道工事 4 3 5  中心線変更あり、用地買収（両側）あり

道路改良工事 5 3 4  現道拡幅、中心線変更なし、用地買収（両側）あり

道路改良工事 5 3 5  現道拡幅、中心線変更あり、用地買収（両側）あり

交差点改良工事 6 3 4  隅切拡幅、用地買収（両側）あり

交差点改良工事 6 3 5  車線追加、用地買収（両側）あり

交差点改良工事 6 3 5  導流島の追加、用地買収（両側）あり

歩（自歩）道工事 4 2 4  中心線変更なし、用地買収なし

歩（自歩）道工事 4 2 4  中心線変更なし、用地買収（片側）あり

歩（自歩）道工事 4 2 5  中心線変更あり、用地買収（片側）あり

歩（自歩）道工事 4 2 4  中心線変更あり、用地買収なし

道路改良工事 5 2 4  現道拡幅、中心線変更なし、用地買収なし

道路改良工事 5 2 4  現道拡幅、中心線変更あり、用地買収なし

道路改良工事 5 2 4  現道拡幅、中心線変更なし、用地買収（片側）あり

道路改良工事 5 2 5  現道拡幅、中心線変更あり、用地買収（片側）あり

交差点改良工事 6 2 4  隅切拡幅、用地買収なし

交差点改良工事 6 2 5  隅切拡幅、用地買収（片側）あり

交差点改良工事 6 2 4  車線追加、用地買収なし

交差点改良工事 6 2 5  車線追加、用地買収（片側）あり

交差点改良工事 6 2 4  導流島の追加、用地買収なし

交差点改良工事 6 2 5  導流島の追加、用地買収（片側）あり

視距改良工事 2 4  路肩のみ、用地買収なし

視距改良工事 2 5  路肩のみ、用地買収（片側）あり

視距改良工事 2 4  中心線の変更、用地買収なし

視距改良工事 2 5  中心線の変更、用地買収（片側）あり

舗装工事　（構造物含む） 7 1 3
中央帯工事 8 1 3  中央分離帯

側溝整備工事 9 1 3  Ｕ型側溝、ロングＵ、排水工

ボックスカルバート工 10 1 3  ボックス暗渠

集水桝工事 11 1 3
横断暗渠工事 12 1 3
L型側溝工 13 1 3
パイプカルバート工 14 1 3
境界（地）ブロック工 15 1 3
境界確定 15 1 3
植栽工 16 1 3  植えた物を取るまたは、新規に植える。

縁石工 17 1 3
花壇工 18 1 3  新規または、除去

歩車道境界工 19 1 3
市町村道取付工 20 1 3
歩道切下げ工 21 1 3
交安　　防護柵工 22 1 2
交安　　ガードレール 23 1 2
交安　　ガードフェンス 24 1 2
交安　　ガードパイプ 25 1 2
交安　　転落防止柵 26 1 2
交安　　横断防止柵 27 1 2
交安　　落石防止柵 28 1 2
歩道フェンス 29 1 2
ネットフェンス 30 1 2
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 ※注 

  ◇コード ： 区間マスタデータシート【基本】の（１７９）作成区分 

◇修正度 ： 各県土整備事務所で発注される道路台帳図の新規及び補正業務の作業区分 

◇補正度 ： 道路環境課で発注される道路台帳補正業務の調書作成における作業区分 

 

工　　　　種 コード 修正度 補正度 備　　　考

舗装打変工 31 1 2  Ｃｏ⇒Ａｓ、Ａｓ⇒Ｃｏ

歩道打変工 32 1 2  Ｃｏ⇒Ａｓ、Ａｓ⇒Ｃｏ、Ａｓ⇒Ｂ

交安標識・案内標識工 33 1 1  １箇所２０ｍを計上

交安標識・道路標識工 34 1 1 　　　　〃

都県境案内標識工 35 1 1 　　　　〃

交安道路照明灯工 36 1 1 　　　　〃

　　　　（独立式）　 37 1 1 　　　　〃

　　　　（共架式）　 38 1 1 　　　　〃

交安道路反射鏡工事 39 1 1 　　　　〃

マンホール 40 1 　　　　〃

電柱（東電、NTT） 41 1 　　　　〃

信号機 42 1 　　　　〃

消火栓 43 1 　　　　〃

支柱 44 1 　　　　〃

仕切弁、調整弁 45 1 　　　　〃

給水バルブ、シール弁 46 1 　　　　〃

ガスバルブ 47 1 　　　　〃

情報板、警報装置 48 1 　　　　〃

電話ボックス 49 1 　　　　〃

盛土 50 1 　　　　〃

積ブロック 51 1
根固工 52 1
土留工 53 1
重力式擁壁工 54 1
モルタル吹付け工 55 1
護岸工事 56 1
大型ブロック工 57 1
逆T擁壁工 58 1
障害物表示灯設置 59 1
ポール立込工事 60 1
チャッターバー設置工 61 1

ＤＩＤ区分 81
市街化区域区分 82
用途地域区分 83
関東ローム区分 84
緊急輸送道路区分 85

　通学路 86

構造物（橋梁） 91 4or5  補正度は、上記コード1～6の区分に準じる。

構造物（トンネル） 92 4or5 　　　　　　　〃

構造物（鉄道との交差） 93 4or5 　　　　　　　〃

　市町村合併 95 6
　路線変更 98 6

見直し・修正 99 4
影響路線 100 6
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 7-4-6 橋梁名コード表 
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橋梁名コード表 

 
 ※ 新規に付与する「橋梁名コード」は、割り当てられた番号の範囲内の空き番号を付すもの

とする。 

5_1、_2
最小番号

～
5_1、_2
最大番号

最小
番号

～
最大
番号

【112011】川越市 10001 ～ 11000 80001 ～ 80100 80001 ～ 80050 80051 ～

【112020】熊谷市 11001 ～ 13000 80101 ～ 80300 80101 ～ 80150 80151 ～

【112038】川口市 13001 ～ 14000 80301 ～ 80400 80301 ～ 80330 80331 ～

【112062】行田市 14001 ～ 15000 80401 ～ 80600 80401 ～ 80450 80451 ～

【112071】秩父市 15001 ～ 16000 80601 ～ 80900 80601 ～ 80750 80751 ～

【112089】所沢市 16001 ～ 17000 80901 ～ 81000 80901 ～ 80930 80931 ～

【112097】飯能市 17001 ～ 18000 81001 ～ 81100 81001 ～ 81040 81041 ～

【112101】加須市 18001 ～ 20000 81101 ～ 81300 81101 ～ 81150 81151 ～

【112119】本庄市 20001 ～ 21000 81301 ～ 81400 81301 ～ 81340 81341 ～

【112127】東松山市 21001 ～ 22000 81401 ～ 81500 81401 ～ 81440 81441 ～

【112143】春日部市 22001 ～ 23000 81501 ～ 81600 81501 ～ 81530 81531 ～

【112151】狭山市 23001 ～ 24000 81601 ～ 81700 81601 ～ 81620 81621 ～

【112160】羽生市 24001 ～ 25000 81701 ～ 81800 81701 ～ 81720 81721 ～

【112178】鴻巣市 25001 ～ 26000 81801 ～ 81900 81801 ～ 81840 81841 ～

【112186】深谷市 26001 ～ 28000 81901 ～ 82100 81901 ～ 81950 81951 ～

【112194】上尾市 28001 ～ 29000 82101 ～ 82200 82101 ～ 82120 82121 ～

【112216】草加市 29001 ～ 30000 82201 ～ 82300 82201 ～ 82230 82231 ～

【112224】越谷市 30001 ～ 31000 82301 ～ 82400 82301 ～ 82330 82331 ～

【112232】蕨市 31001 ～ 32000 82401 ～ 82500 82401 ～ 82410 82411 ～

【112241】戸田市 32001 ～ 33000 82501 ～ 82600 82501 ～ 82520 82521 ～

【112259】入間市 33001 ～ 34000 82601 ～ 82700 82601 ～ 82630 82631 ～

【112275】朝霞市 34001 ～ 35000 82701 ～ 82800 82701 ～ 82720 82721 ～

【112283】志木市 35001 ～ 36000 82801 ～ 82900 82801 ～ 82820 82821 ～

【112291】和光市 36001 ～ 37000 82901 ～ 83000 82901 ～ 82920 82921 ～

【112305】新座市 37001 ～ 38000 83001 ～ 83100 83001 ～ 83020 83021 ～

【112313】桶川市 38001 ～ 39000 83101 ～ 83200 83101 ～ 83120 83121 ～

【112321】久喜市 39001 ～ 40000 83201 ～ 83400 83201 ～ 83250 83251 ～

【112330】北本市 40001 ～ 41000 80401 ～ 83500 83401 83420 83421 ～

【112348】八潮市 41001 ～ 42000 83501 ～ 83600 83501 ～ 83520 83521 ～

【112356】富士見市 42001 ～ 43000 83601 ～ 83700 83601 ～ 83620 83621 ～

【112372】三郷市 43001 ～ 44000 83701 ～ 83800 83701 ～ 83720 83721 ～

【112381】蓮田市 44001 ～ 45000 83801 ～ 83900 83801 ～ 83830 83831 ～

【112399】坂戸市 45001 ～ 46000 83901 ～ 84000 83901 ～ 83930 83931 ～

【112402】幸手市 46001 ～ 47000 84001 ～ 84100 84001 ～ 84030 84031 ～

【112411】鶴ヶ島市 47001 ～ 48000 84101 ～ 84200 84101 84120 84121 ～

【112429】日高市 48001 ～ 49000 84201 ～ 84300 84201 ～ 84220 84221 ～

【112437】吉川市 49001 ～ 50000 84301 ～ 84400 84301 ～ 84320 84321 ～

【112453】ふじみ野市 50001 ～ 51000 84401 ～ 84500 84401 ～ 84420 84421 ～

【112461】白岡市 51001 ～ 52000 84501 ～ 84600 84501 ～ 84530 84531 ～

【113018】伊奈町 52001 ～ 53000 84601 ～ 84700 84601 ～ 84620 84621 ～

【113247】三芳町 53001 ～ 54000 84701 ～ 84800 84701 ～ 84720 84721 ～

【113263】毛呂山町 54001 ～ 55000 84801 ～ 84900 84801 ～ 84820 84821 ～

【113271】越生町 55001 ～ 56000 84901 ～ 85000 84901 ～ 84920 84921 ～

【113417】滑川町 56001 ～ 57000 85001 ～ 85100 85001 ～ 85020 85021 ～

【113425】嵐山町 57001 ～ 58000 85101 ～ 85200 85101 ～ 85120 85121 ～

【113433】小川町 58001 ～ 59000 85201 ～ 85300 85201 ～ 85240 85241 ～

【113468】川島町 59001 ～ 60000 85301 ～ 85400 85301 ～ 85330 85331 ～

【113476】吉見町 60001 ～ 61000 85401 ～ 85500 85401 ～ 85430 85431 ～

【113484】鳩山町 61001 ～ 62000 85501 ～ 85600 85501 ～ 85530 85531 ～

【113492】ときがわ町 62001 ～ 63000 85601 ～ 85700 85601 ～ 85630 85631 ～

【113611】横瀬町 63001 ～ 64000 85701 ～ 85800 85701 ～ 85730 85731 ～

【113620】皆野町 64001 ～ 65000 85801 ～ 85900 85801 ～ 85830 85831 ～

【113638】長瀞町 65001 ～ 66000 85901 ～ 86000 85901 ～ 85930 85931 ～

【113654】小鹿野町 66001 ～ 67000 86001 ～ 86200 86001 ～ 86050 86051 ～

【113697】東秩父村 67001 ～ 68000 86201 ～ 86300 86201 ～ 86230 86231 ～

【113816】美里町 68001 ～ 69000 86301 ～ 86400 86301 ～ 86330 86331 ～

【113832】神川町 69001 ～ 70000 86401 ～ 86500 86401 ～ 86430 86431 ～

【113859】上里町 70001 ～ 71000 86501 ～ 86600 86501 86530 86531 ～

【114081】寄居町 71001 ～ 72000 86601 ～ 86700 86601 ～ 86630 86631 ～

【114421】宮代町 72001 ～ 73000 86701 ～ 86800 86701 ～ 86730 86731 ～

【114642】杉戸町 73001 ～ 74000 86801 ～ 86900 86801 ～ 86830 86831 ～

【114651】松伏町 74001 ～ 75000 86901 ～ 87000 86901 ～ 86930 86931 ～

【111000】さいたま市 87001 87001

市町村【橋梁名コード】 埼玉県【橋梁名コード】

重要橋梁
15ｍ以上

一般橋梁
2ｍ以上15ｍ以下

市 町 村 名
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 7-4-7 道路標識一覧表（標識番号を図面に明記する） 
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道路標識一覧表 
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【※注】 

以下、作図例の座標数値は、「日本測地系」で作成されていたＳＦＣの図面を基に、

ＣＡＤソフトを使用して数値地形図（ＤＭ形式）のサンプル図を作成し、「ＤＭ補正ソ

フトウェア」により、「世界測地系（測地成果２０１１）」に座標変換したものである。 

 

 

    

 

 

 

 7-4-8 作図例 
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  （１）道路現況平面図 （１／２） 
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  （１）道路現況平面図 （２／２） 
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  （２）道路台帳平面図 （１／２） 
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  （２）道路台帳平面図 （２／２） 
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  （３）道路台帳測定基図 （１／２） 
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  （３）道路台帳測定基図 （２／２） 
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  （４）道路敷地図 （１／２） 
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  （４）道路敷地図 （２／２） 
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  （５）公図連続図 （１／２） 
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  （５）公図連続図 （２／２） 
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 7-4-9 作図サンプル（道路台帳図） 

字高 6.0mm

字高 4.5mm

市・東京都の区 

大字・町・丁目 

説明注記 

字高 2.5mm

道路標識（作図） 

道路の路線名 

字高 3.5mm 

字高 2.0mm 
公共基準点（3 級基準点） 

埼玉県管理照明灯 
字高 1.5mm 

中心点 

字高 2.0mm
図郭線（外枠） 

線幅 0.50mm 

図郭線（内枠） 
線幅 0.25mm 

図郭線（表題部） 
線幅 0.40mm 

図郭表題 
字高 3.0mm 字高 3.0mm

図面名称

線幅 0.15mm

横断箇所表示 

字高 4.0mm

横断図縮尺 

座標値 
字高 2.0mm 

方位・スケールバー 
字高 1.5mm

横断中心線・横断図 
字高 1.5mm

座標値 
字高 2.0mm 

作成年月・補正年月 

字高 3.0mm 

線幅 0.15mm 
現地幅員線 

作成年月・補正年月 

線幅 0.40mm 

分割線 
線幅 0.25mm 

字高 5.0mm
路線名 

現地幅員 
字高 1.5mm

字高 1.5mm

防護柵（ガードフェンス） 

字高 1.5mm

防護柵（ガードパイプ） 

道路標識 警戒 

字高 1.5mm 

方位・スケールバー 

線幅 0.15mm 

図郭線（内枠） 

線幅 0.25mm 

図番 
字高 3.0mm

字高 1.5mm 
舗装界・舗装種別 

地番 
字高 2.0mm

図番 
字高 3.0mm

字高 2.0mm
4 級基準点 

道路標識 案内 

字高 1.5mm

※その他 

  東松山橋：橋名・トンネル名 

字高 3.0mm 

字高 4.0mm 

新江川：河川名 

隣接図面番号 

字高 2.0mm 
字高 2.0mm 

座標系 
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参照 URL 

◇埼玉県電子納品運用ガイドライン 
URL: http://www.pref.saitama.lg.jp/page/saitamakenniokerudensinouhin.html 

◇国土交通省の要領・基準（土木関係） 

国土交通省 

 URL: http://www.mlit.go.jp/  

土木設計業務等の電子納品要領(案) 

URL:  http://www.cals-ed.go.jp/mg/wp-content/uploads/design4.pdf 

◇その他の情報入手先 

国土交通省電子納品に関する要領・基準 

URL: http://www.mlit.go.jp/gobuild/kijun_cals_cals.htm 

国土交通省国土地理院 

URL: http://www.gsi.go.jp/index.html 

国土交通省国土地理院 ＜測地成果2000導入に伴う座標変換マニュアル＞ 

URL：http://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/download/henkan_manual/index.htm 

国土交通省電子運用ガイドライン（測量編） 
URL: http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/download/denshinouhin/index.htm 

測量成果電子納品要領(案) 

URL: http://www.cals-ed.go.jp/mg/wp-content/uploads/sokuryou30.pdf
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埼玉県が発注する道路台帳整備の電子納品に関する問い合せ先は、埼玉県県土整備部 

道路環境課とする。 

発行日 平成２９年１０月１日 

埼玉県  県土整備部 道路環境課 道路環境担当

電話番号 ０４８－８３０－５１０３ 

ＦＡＸ番号  ０４８－８３０－１９４２

問い合わせ先 


	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）

	p195
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）
	p198
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）
	p207
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）
	p211
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）
	作成要領参考図面
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）2-1
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）2-2
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）3-1
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）3-2
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）4-1
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）4-2
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）5-1
	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）5-2

	H29.10埼玉県道路台帳作成要領（案）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 450
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 450
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1800
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [4000 4000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 450
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 450
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1800
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [4000 4000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 450
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 450
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1800
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [4000 4000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 450
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 450
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1800
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [4000 4000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


